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 1	 
序章	 
	 
	 １	 問題意識と課題設定	 
	 
	 本研究は、「文部省師範学校中学校高等女学校教員検定試験」の図画科（以下、「文検図
画科」と略記する）の制度史的実態を解明することを目的とする。	 
	 「文検」とは戦前期の中等教員免許状を取得するための国家資格検定試験であり、所定
の学校系統を経ずに試験に合格することによって教員免許状が取得できる制度であった。
「文検」は1908（明治41）年	 か	 ら	 中	 等	 学	 校	 卒	 業	 程	 度	 と	 い	 う	 受	 験	 資	 格	 が	 求	 め	 ら	 れ	 た	 も	 の	 の、
基本的に誰でも受験可能であり、独学によって自力で中等教員免許状を取得する道が保障
されていた。しかし試験は大変な難関であり、合格するには多大な労力を費やしたと伝え
られる。	 
	 「文検」は1885（明治18）年に第１回の試験が開始され、途中中断を挟みながら1949
（昭和24）年に廃止されるまで62箇年の長期にわたって実施された。その間の受験者総
数は約26万人、合格者は約23,000人以上を輩出し、教育界に大きな影響をおよぼした旧
教育制度下における最大の資格試験であった1）。	 
	 戦前期の教員養成は重層的であり、教育現場には正規の養成機関を経て教員免許状を取
得した教員たちだけで占められていたわけではなかった。中等教員養成は基本的に高等師
範学校・女子高等師範学校で養成されたが、中等教育の現場において両校卒業者の割合は
少なく、教員供給には検定制度が大きな役割を果たしたのである2）。検定制度には高等教
育機関を対象とした無試験検定、所定の試験に合格することによって教員免許状が取得で
きる試験検定、すなわち「文検」があった。本研究は「文検」の学科目の一つである「文
検図画科」の制度史的実態の解明を目指すものであり、研究に際して三つの課題を設定し
た。	 
	 
	 	 	 ①「文検」研究の欠落を補うこと。	 
	 本研究において「文検」研究の欠落を補うことを目的とする。本格的な「文検」の研究
は佐藤由子の「文検地理科」の研究によって着手された。その後、寺﨑昌男・「文検」研究
会が「文検」の全容解明を目指し、「文検」の制度の全容、「文検教育科」の実態、受験体
験記の分析や体験者への聞き取り調査によって受験者の実態を明らかにした。寺﨑らはさ
	 2	 
らに学科目を「文検教育科」以外にも拡大し、幾つかの学科目についてはその試験問題の
実態やそこで求められた教科専門の資質の内実を明らかにした。寺﨑・「文検」研究会は実
質的に「文検」研究を牽引してきたが、未検討の学科目を残したまま活動を休止してしまっ
たため、「	 文	 検	 」	 の	 全	 容	 解	 明	 に	 は	 至	 っ	 て	 い	 な	 い	 。「	 文	 検	 図	 画	 科	 」	 は	 「	 文	 検	 」研究において研
究が未着手の学科目の一つであり、「文検図画科」の実態を明らかにすることによって「文
検」研究の欠落を補うことを目指すものである。	 
	 
	 	 	 	 ②戦前期の中等図画教育の実態を検証すること。	 
	 「文検」の学科目の研究において主要な点は、近代日本の学問と教育の関連という視点
に基づく中等教育内容の解明である3）。それには試験問題の分析が重要な意味を持つ。試
験問題には出題者である検定委員の学問的背景、そして期待される教科教育の資質の内実
が表れており、ある程度現場を規定していたと考えられる。	 
	 試験問題の分析は、先行研究においても出題者である検定委員との関連を検証するのが
基本であり、その際検定委員の著作の検討が不可欠である。本研究も基本的にこの手法を
踏襲するものであるが、「文検図画科」は実技試験という特性のため、分析には一定の制約
が考えられる。それは、「文検図画科」の検定委員は絵画や図学の専門家ではあったが、必
ずしも研究者として体系化した理論を構築していたわけではなかったからである。そのた
め彼らは自身の思考を示すような著作や論文を残しているとは限らず、彼らの思考につい
ては断片的な分析に留まるおそれがあることである。しかし、可能な限り検定委員の論述
を収集して分析を行うこととする。	 
	 
	 	 	 ③図画教員の実態を解明すること。	 
	 戦前期、とくに明治期において顕著であったが、図画教育の現場には画家が教員として
密接に関連していた4）。図画科は教育現場に特定の専門職業が密接に関わっていた点で、
特徴的な学科目であったといえよう。そのため、独特の学習実態や教員の動態があったの
ではないかと推測する。	 
	 
	 	 ２	 先行研究について	 
	 	 
	 	 １）「文検」研究	 	 
	 3	 
	 「文検」は牧昌見『日本教員資格制度史研究』（風間書房、1971年）などで言及されて
きたが、本格的な「文検」研究の端緒となったのは佐藤由子による「文検地理科」の研究
であり、『戦前の地理――文検地理を探る』（	 古	 今	 書	 院	 、1988年）として公刊された。	 
	 1990年代に入り、寺﨑昌男・「文検」研究会らが「文検」の全容解明を目指し、「文検」
の制度の全容、「文検教育科」試験問題において求められた教職教養の内実、受験体験記の
分析や受験体験者のアンケート調査による受験者の実態などが解明された。その研究成果
は『「文検」の研究――文部省教員検定試験と戦前教育学』（	 学	 文	 社	 、1997年）にまとめら
れて公刊された。	 
	 次に寺﨑らは学科目を広げ、「英語科」「数学科」「歴史科」「家事及裁縫」「公民」につい
て、試験問題にどのような教科教育の資質が求められたのかを検討し、受験体験記の分析
を元に「文検」受験者全体の動態を詳細に検証した。この成果は『「	 文	 検	 」	 試験問題の研究
――戦前中等教員に期待された専門・教職教養と学習』（	 学	 文	 社	 、2003年）にまとめられ
て公刊された。しかし、寺﨑らは未検討の学科目を残したまま活動を休止してしまった。	 
	 その後も「文検」の研究は進展しており、学科目研究は、鈴木正弘、小田義隆による「文
検歴史科」5）、茂住實男による「文検英語科」6）、小笠原拓による「文検国語科」7）、邵
艶による「文検支那語科」8）、井上えり子による「文検家事科」9）、宮崎擴道・澤本章・
平田晴路、疋田祥人による「文検手工科」10）などへ広がりをみせて現在に至っている。	 
	 「文検」は教員資格制度史に留まらず、学説史、試験制度史、受験の心性史、教員文化
史、教員社会史、教員の階層構造史、人物史など、様々な方法で接近し得る学際的な研究
が期待できることも指摘され11）、多様な研究の可能性が秘められた研究領域である。	 
	 
	 	 	 ２）図画教育史	 
	 戦前の図画教育についてはおもに美術教育史の領域において言及される。しかし、研究
は初等教育に集中し、中等教育に関するものは圧倒的に少ない。	 
	 	 中等教育に言及しているものとして比較的文量が多く、代表的な著作として挙げられる
ものは、山形寛『日本美術教育史』（黎明書房、1967年）、金子一夫『日本近代美術教育史
の研究――明治時代』（中央公論美術出版、1992年）、同『日本近代美術教育史の研究——
明治・大正時代』（中央公論美術出版、1994年）であろう。	 
	 山形の著作は美術教育の通史的存在として今なお名高い大著である。しかし、同書の中
等教育に関する内容は、中等諸学校の法令文書や教授要目を丸ごと転載するに留まり、そ
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れに対する解説や言及もとくにないため、中等教育の実態については判然としない。	 
	 金子の著作は、画	 塾	 等	 の	 制	 度	 化	 さ	 れ	 る	 以	 前	 の図画教育の諸相の検討、図画教科書の分析、
中等学校の図画教員の全国規模の動態調査など、中等図画教育の内容についてかなり具体
的な実態を明らかにした。とくに全国規模の教員動態調査は、本研究にも大きな示唆を与
えるものである。しかし、金子は戦前期の中等教育の図画の内容について絵画（「自在画」）
と図学（「用器画」）が並行して行われたことは指摘するものの、「用器画」の内容について
はほとんど言及がない12）。一方、図画教育を図学教育として捉えるのは原正敏である。原
は「明治期の図学教育」（日本図学会『図学研究』第31巻１号、1997年）をはじめ、多様
な教育機関の図学教育の内容について分析しているが、高等教育機関の内容に集中し、中
等教育についてはほとんど言及していない。	 	 	 
	 以上のように、戦前期の中等図画教育の実態や歴史的性格については未だ不明な点は少
なくないのである。	 
	 
	 	 ３	 本研究の構成	 
	 本研究は研究編と資料編の２部構成とする。研究編は全５章構成からなり、資料編には
試験問題を収録した。	 
	 研究編は以下のような構成である。	 
	 第１章では、「文検図画科」の制度を検討し、「	 文	 検	 図	 画	 科	 」	 の	 枠	 組	 み	 を	 明	 ら	 か	 に	 し	 て	 い
る。まず、法令の変遷に即して試験日程と具体的な試験実施の方法について整理している。
そして、受験者統計、出願の動向、教員免許状取得状況を整理し、受験者の数量的実態の
検証を行っている。	 
	 第２章では、試験問題を分析する前提として、出題者である検定委員を特定し、彼らの
もつ学問的背景を整理し、その略歴とともに確認する。	 
	 第３章では、試験問題の分析を行う。試験問題と検定委員および教授要目との関係の２
点から試験問題の検討を試みる。「文検」の試験問題について、竹中暉雄は、教授要目と検
定委員の関連から特色を指摘した。学科目によって試験方法も採点基準も異なるため一概
には言えないという留保つきではあるが、検定委員との関連について「委員交代による影
響がはっきり認められた」13）とし、教授要目との関連においては、「いろいろな意味でか
なりズレていた」14）と結論づけた。本研究は、「	 文	 検	 図	 画	 科	 」	 に	 つ	 い	 て	 そ	 の竹中の指摘を
検証しようとするものである。	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 なお、中等学校の教授要目は、中学校、師範学校、高等女学校用の３種類が存在し、そ
れぞれ学習内容が異なっていた。本研究で試験問題の検討に用いるのは師範学校用とする
が、その理由は以下の２点による。第１点は実技に加え教授法が加えられ、学習内容が最
も多かったことであり、第２点は小学校の教員養成を通じて初等教育へ影響を及ぼす効果
があったことである。	 
	 第４章では受験体験記の記述をもとに、受験者の修学歴と職業、受験動機、学習実態な
ど、受験者の実態を可能な限り明らかにする。受験体験者の生存が見込めない現在におい
て15）、受	 験	 体	 験	 記	 は	 試	 験	 の	 実	 態	 に	 迫	 る	 有	 力	 な	 資	 料	 群	 で	 あ	 る。筆者が収集した受験体験記は、
「文検」受験の専門誌である『文検世界』（国民教育社、1915年―1941年）および『文検
受験生』（大明堂、1935年―1941年）の２誌に掲載された記事が中心であり、その他数種
の雑誌を含めて合計359件の受験体験記を収集した。収集した受験体験記は、もっとも古
い（1914年）ものからもっとも新しいもの（1941年）まで30年ほどの時間の隔たりがあ
るが、量的に集中するのは1925年--1940年の昭和戦前期である。	 
	 「文検」受験者を対象とした検討は、佐藤由子、菅原亮芳、井上えり子らによって行わ
れており、本研究でもこれら先行研究との異同を勘案して「文検図画科」の実態を検証す
る。とくに菅原によって指摘された「文検」受験者全体の示す特徴は、「文検図画科」受験
者を分析する際の指標となる。その特徴とは以下の２点ある。第１点は、「文検」受験は地
位の安定・経済的理由・立身出世の諸要素を求めるstates-seeking16）として機能したこと
であり、第２点は、「文検教育科」のように動機を自己修養・自己学習には還元できないこ
とであった17）。	 
	 第５章では、受験者のライフヒストリー研究として武藤完一を事例として検討を行う。
武藤は1923（大正12）年の第38回「鉛筆画用器画」の合格者であり、大分県を代表する
版画家として知られる。武藤に着目したのは、単に「文検図画科」合格の図画教員という
だけにとどまらず、創作版画における美術方面における実績のほか「文検図画科」の受験
指導にも定評があり、「文検図画科」教員が有した諸特徴を考察するにふさわしい人物で
あったからである。	 
	 武藤については、大分県を代表する版画家として筆頭にあげられるものの18）、本格的な
研究は意外に少ない。武藤を主題とした先行研究として、武藤隼人「版画家・武藤完一資
料集（戦前篇Ⅰ）――作家年譜を中心として――」および「大分県師範学校図画教師・武
藤完一の旧蔵品目録――絵画、刊行物、書簡篇――」（	 共	 に	 東	 京	 学	 芸	 大	 学	 大	 学	 院	 修	 士	 論	 文	 、
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2010年）が挙げられるだろう。武藤隼人は、曾祖父である武藤完一の膨大な遺品や資料を
整理し、戦前を中心とした武藤完一の年譜と旧蔵品のリストをまとめ上げた19）。戦前期に
限られるものの、個人年譜としてはもっとも詳細なものであり、本研究における武藤完一
の年譜は、武藤隼人の研究成果に依拠するものである。	 
	 資料編は復元した試験問題を収録した。試験問題は、受験参考書である小堺宇市『文検
受験用図画科受験者のために』（大同館出版、1935年）の附録として収録された過去の試
験問題および『文部時報』から復元した。残念ながら一部欠落はあるが、すべての回につ
いて復元できた。	 
	 
	 最後に科目の表記について付記しておこう。「文検図画科」の試験は日本画的な内容、西
洋画的な内容、そして図学的な科目（用器画）の３種類があった。日本画的な内容は、「毛
筆画」という科目名称であったが、1924（大正 13）年の「教員検定ニ関スル規定」の改
正以後「日本画」へ変更された。同様に西洋画的な内容は「鉛筆画」から「西洋画」へと
名称変更された。このような経緯があり、科目の名称は日本画的な科目を一般に指す場合
「日本画（毛筆画）」、西洋画的な科目を指す場合を「西洋画（鉛筆画）」と表記する。ただ
し、年代が明らかな場合については、1924（大正13）年	 以	 前	 は「	 毛	 筆	 画	 」「	 鉛	 筆	 画	 」、1925
（大正14）年以後は「日本画」「西洋画」と表記するものとする。	 
	 
〈註〉	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
1）寺﨑昌男・「文検」研究会編『「文検」の研究――文部省教員検定試験と戦前教育学』学
文社、1997年、３頁。	 
2）	 同前書、５頁。	 
3）寺﨑昌男・「文検」研究会編『「文検」試験問題の研究――戦前中等教員に期待された専
門・教職教養と学習』学文社、2003年、11頁。	 
4）金子一夫『近代日本美術教育史――明治時代』中央公論美術出版、1992年、9―12頁。	 
5）鈴木正弘「「文検」歴史科について――概要と足跡」、比較文化史学会編『比較文化史研
究』第１号、1999年、43―57頁。	 
	 鈴木正弘「「文検」歴史科の受験者――統計資料の整理と受験記の考察・紹介」、総合
歴史教育研究会編『総合歴史教育』第36号、2000年、66―84頁。	 
	 7	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 鈴木正弘「「文検」歴史科の出題者・試験官――『官報』任命記事による推定と考察」、
総合歴史教育研究会編『総合歴史教育』第37号、2001年、50―66頁。	 
	 小田義隆・土屋基規「戦前中等教員養成制度の研究	 「文検」歴史科を中心に」、神戸大
学『神戸大学発達科学部研究紀要』第７巻第１号、1999年、19―35頁。	 
	 小田義隆「「文検」歴史科試験問題集(１)」、神	 戸	 大	 学	 教	 育	 学	 会	 編『研究論叢』第７号	 2000
年、17―33頁。	 
	 小田義隆「戦前日本における『文検』歴史科の試験問題の分析」、日本教師教育学会編『日
本教師教育学会年報』第９号、2000年。	 
6）茂住實男（研究代表者）『戦前中等学校英語科教員に期待された英語学力・英語知識に
関する研究』2004―2006年度科研費補助金（基盤研究Ｃ）研究成果報告書、2006年。	 
7）小笠原拓「「文検国語科」の研究（１）――その制度と機能について」鳥取大学地域学部
『地域学研究』第４巻第１号、2007年、47―60頁。	 
8）	 邵艶「「文検支那語」に関する研究ノート――戦前中国語教員養成の一断面」、『教育学
研究』第72巻第1号、2005年、53―63頁。	 
9）井上えり子『「文検家事科」の研究――文部省教員検定試験家事科合格者のライフヒスト
リー』学文社、2009年。	 
10）宮崎擴道・澤本章・平田晴路「戦前における手工科中等教員検定試験について（１）」、
『山口大学教育学部研究論叢	 第三部	 芸術・体育・教育・心理』第60号、2010年、
155―168頁。	 
	 宮崎擴道・澤本章・平田晴路「戦前における手工科中等教員検定試験について（２）」、
山口大学教育学部『山口大学教育学部研究論叢	 第三部	 芸術・体育・教育・心理』第
61号、2012年、167―180頁。	 
	 宮崎擴道・澤本章・平田晴路「戦前における手工科中等教員検定試験について（３）」、
山口大学教育学部『山口大学教育学部研究論叢	 第三部	 芸術・体育・教育・心理』第
62号、2013年、177―188頁。	 
	 疋田祥人「「文検」手工科の制度的変遷」、大	 阪	 工	 業	 大	 学『大阪工業大学紀要	 人文社会篇』
第55巻第２号、2011年２月、15―28頁。	 
	 疋田祥人「国民教育における手工科教育の模索期と「文検」手工科の内容と特徴」、大	 阪
	 8	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
工業大学『大阪工業大学紀要	 人文社会篇』第	 57巻第１号、2012年、１―９頁。	 
	 	 疋田祥人「手工科教育の定着期における「文検」手工科の内容と特徴」、日本産業教育
学会編『産業教育学研究』第43巻第１号、2013年、29―37頁。	 
11）	 船寄俊雄「日本の教員史研究」、教	 育	 史	 学	 会	 編『	 教	 育	 史	 研	 究	 の	 最	 前	 線	 』日	 本	 図	 書	 セ	 ン	 タ	 	 、
2007年、136頁。	 
12）金子『近代日本美術教育史』、前掲注４）、11頁。	 
13）寺﨑他編『「文検」試験問題の研究』、前掲注３）、363頁。	 
14）寺﨑他編『「文検」試験問題の研究』、前掲注３）、361頁。	 
15）寺﨑らが合格体験者によるインタビュー調査を行った1993年の時点で、一番若い人が
70歳であった。寺﨑他編『「文検」の研究』、前掲注１）、233頁。	 
16）本論文においても、菅原が示したように「states-seeking」を社会的・経済的理由、立
身出世を求める意味として使用する。	 
17）寺﨑他編『「文検」試験問題の研究』、前掲注３）、第８章参照。	 
18）武藤完一を大分県美術界のなかで紹介している先行研究としては、狭間久『大分文化百
年史』（大分合同新聞社、1969年、80―81頁、122頁）、創作版画誌研究については、池
田隆代「大分県における創作版画誌」（『	 大	 分	 県	 立	 芸	 術	 会	 館	 研	 究	 紀	 要	 』	 第	 １	 号	 、2002年、
13―38頁）、加治幸子『創作版画誌の系譜――総目次及び作品図版』（中央公論美術出版、
2008年、84―87頁）などがある。	 
19）武藤隼人『版画家・武藤完一資料集（戦前篇Ⅰ）――作家年譜を中心として――』東京
学芸大学大学院教育学研究科	 美術教育専攻	 美術コース修士論文、2010年、１―２頁。
武藤隼人氏の修士論文は、大分県立芸術会館学芸員の池田隆代氏を通じて入手すること
ができた。また、武藤隼人氏のご厚意により修士論文引用のご承諾をいただくことができ
た。	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第１章	 「文検図画科」の制度	 
	 
	 第１節	 「文検図画科」の制度と試験日程	 
	 
	 	 １	 「文検図画科」の時期区分	 
	 「文検図画科」はどのような枠組みで試験が行われたのか。制度の概要とその変遷を確
認しておきたい。	 
	 「文検」の制度的変遷について、船寄俊雄は法令の変遷に着目し、以下の五つの時代に
区分した1）。	 
	 	 第１期	 導入・模索期（1885年第１回〜1899年第13回）	 
	 	 第２期	 整備期（1900年第14回〜1908年第22回）	 
	 	 第３期	 拡充期（1909年第23回〜1932年第57回）	 
	 	 第４期	 安定期（1933年第58回〜1943年第78回）	 
	 	 第５期	 終末期（1947年第79回〜1948年第81回）	 
	 「文検図画科」の枠組みは、法令上の枠組みの変化に着目すれば、概ね「文検」全体の
時期区分に沿って変遷したが、試験の内容と方法の変化の観点から見ると、1924（大正
13）年を境に質的な変化が見られた。それをふまえて、「文検図画科」においては、上の
第３期の拡充期を二つに分けて後半を発展期とし、以下の六つに時期区分する。	 
	 	 第１期	 導入・模索期（1885年第１回〜1899年第13回）	 
	 	 第２期	 整備期（1900年第14回〜1908年第22回）	 
	 	 第３期	 拡充期（1909年第23回〜1924年第40回）	 
	 	 第４期	 発展期（1925年第42回〜1932年第56回）	 
	 	 第５期	 安定期（1933年第58回〜1943年第78回）	 
	 	 第６期	 終末期（1947年第79回〜1948年第81回）	 
	 	 第1期は「日本画（毛筆画）」「西洋画（鉛筆画）」「用器画」の三つの科目に別れ、受験
区分が成立する時期である。	 
	 第２期は教員免許状制度の整備過程に伴い、「文検図画科」では受験区分にまつわる変更
が行われ、それに付随して試験の内容にも影響が及んだ時期である。	 
	 第３期は「文検」の受験者が増加したことに伴い、１年を前期と後期に分けて年２回実
施されることになった。「文検図画科」の試験に関しては大きな変更はないが、「教育ノ大
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意」や「国民道徳要領」など教員の資質に関わる試験が新たに追加された時期である。	 
	 第４期は1924（大正13）年の「教員検定ニ関スル規定」の一部改正によって、「文検図
画科」の試験内容と方法に大きな変化が生じた時期である。科目名称が「毛筆画」は「日
本画」、「鉛筆画」は「西洋画」へと変更され、試験内容の拡充が図られるなど、それ以前
と比べても質的な変化がみられる時期であった。	 
	 第５期は第４期から連なる制度の改変で「成績佳良証明書」の発行について定められ、
科目保留制度が導入された時期であった。	 
	 第６期は試験の実施はほとんど確認できないが、「文検」が消滅するとともに「文検図画
科」も終焉を迎えた。	 
	 各時期の詳細を以下述べよう。	 
	 
	 	 ２	 第１期	 導入・模索期（1885年第１回〜1899年第13回）	 
	 第１期、1885（明治18）年第１回から1899（明治32）年第13回までの試験日程は表
１——１のとおりである。	 
	 1884（明治17）年８月13日の文部省達第８号「師範学校中学校教員免許規程」によっ
て「文検」が法制化された2）。第２条に検定学科目が示され、「文検図画科」は翌1885（明
治18）年の第１回から試験が行われた。	 
	 1889（明治22）年、1890（明治23）年には試験は行われず、1891（明治24）年から
試験が再開された。	 
	 1896（明治29）年12月２日の文部省令第12号「尋常師範学校尋常中学校高等女学校
教員免許規則」により、「文検」は試験の方式が大幅に変更された。試験は地方で行われる
予備試験と東京で行われる本試験からなる２段階選抜方式となり、予備試験に合格すると
本試験の受験が可能となった。試験の程度は、尋常師範学校教員と尋常中学校教員におい
ては高等師範学校の学科程度、尋常師範学校女子部教員と高等女学校教員においては女子
高等師範学校の学科程度とされ、併せて教授法が課されることになった。「文検図画科」の
受験区分は、尋常中学校教員と尋常師範学校教員では「毛筆画及用器画」「鉛筆画及用器画」、
尋常師範学校女子部教員では「毛筆画」「鉛筆画及用器画」、高等女学校教員では「毛筆画」
「鉛筆画」とされた3）。	 
	 この「規則」によって「文検」は1897（明治30）年第10回の試験から２段階選抜方式
へ移行したが、学科目によっては２段階選抜方式が実施されないものもあった。「文検図画	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 表１—−１	 1885（明治18）年第１回〜1899（明治32）年第13回の試験日程	 
	 	 	 	 	 
	 	 	 	 ［注］船寄俊雄「中等教員試験検定制度史研究（第２報）―試験検定の日	 
	 	 	 	 	 	 	 程について―」、『大阪教育大学紀要第Ⅳ部門』第38巻第２号、111	 
	 	 	 	 	 	 	 ―140頁を参照して作成した。	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科」もその一つで、第10回の試験では『官報』に「本回ニアリテハ植物、動物、生理、	 
毛筆画及用器画、鉛筆画及用器画、毛筆画、鉛筆画、音楽、唱歌、普通体操、兵式体操、
手工ノ十二学科ハ予備試験ヲ行ハス」4）と告知された。1898（明治31）年の第11回も同
様に『官報』において予備試験が行われないことが報じられた。「文検図画科」が２段階選
抜に移行したのは1899（明治32）年の第12回の試験からである。	 
	 この時期の特徴は、次の２点である。第１に、「毛筆画」「鉛筆画」「用器画」の三つの科
目が成立したこと。第２に、中等学校の学習内容に即して受験区分が複数存在したことで
ある。	 
	 まず、第１点目の三つの科目が成立したことについて、その経緯を述べよう。1886（明
治19）年12月22日の文部省令第21号「	 尋	 常	 師	 範	 学	 校	 尋	 常	 中	 学	 校	 及	 高	 等	 女	 学	 校	 教	 員	 免	 許
規則」の改正により、「文検図画科」では1887（明治20）年の第３回の試験から出願者の
希望によって「毛筆画」か「西洋画」（のち「鉛筆画」に改称）のいずれかに分けて出願で
きるようになった。しかし、1888（明治 21）年の第４回までの「図画科」の試験の実態
は鉛筆画と用器画の試験であった5）。1892（明治 25）年、『官報』にあらためて出願の区
分について「本学科ハ受験人ノ望ニ由リ、毛筆画､西洋画ノ各科ニ分カチテ試験ヲ受クルコ
トヲ得」と示され6）、受験区分が明確にされた。	 
	 「用器画」については 1891（明治 24）年の第５回の時点で試験科目として確立してい
たが、『官報』にはとくに言及されなかった。枠組みが明確になったのは 1895（明治 28）
年の第８回からであり、『官報』に「図画志願ノ者ハ毛筆画、鉛筆画共ニ先ツ用器画ノ試験
ヲ受クルヲ要スル」7）と、受験者全員が受験するものと示され、試験日程も独立した。	 
	 このように、1891（明治24）年の第５回から1895（明治28）年の第８回までの約４年
の間に「毛筆画」「鉛筆画」「用器画」の三つの試験科目が成立したが、この科目は、中等
学校の枠組みとは異なるものであった。たとえば 1886（明治 19）年に定められた「尋常
中学校学科及其程度」において「図画」が「自在画法及用器画法」と規定されたように、
当時の中等教育の内容は「自在画」と「用器画」であり、「毛筆画」「鉛筆画」の区別はな
かった。「毛筆画」「鉛筆画」は「自在画」の範疇に入る。「用器画」は今日的にいえば、図
学（画法幾何学）に相当する内容である。「毛筆画」と「鉛筆画」の区別が生じた理由につ
いては、当時の美術教育をめぐる背景が影響しているのであろう。1884（明治 17）年７
月文部省専門普通両学務局に図画教育調査会が設置され、普通教育における図画教育の方
針が議論された。この中で、明治 10年代に高まった国粋主義を背景に毛筆画の採用を主
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張した岡倉天心と、鉛筆画の採用を主張した小山正太郎が衝突し、それが元で小山正太郎
は同調査会を脱退した。その後、普通教育に毛筆画を採用する旨が決定されたのである。
その後、1880年代後半から1900年前後（明治20年代から明治30年代半ば頃）まで、地
域によって差はあったものの、教育現場では毛筆画が鉛筆画を圧倒し、二つが併存した状
態であった8）。	 
	 第２点目は中等学校の学習内容に即して受験区分が複数存在したことについてである。	 
	 「文検図画科」は 1896（明治 29）年の「尋常師範学校尋常中学校高等女学校教員免許
規則」によって、「文検図画科」の受験区分が以下のとおりに定められ、「毛筆画及用器画」
「鉛筆画及用器画」「毛筆画」「鉛筆画」の４種類が存在した。受験区分の詳細は以下の①
から③のとおりである。	 
	 	 
	 	 	 ①尋常師範学校・尋常中学校⇒「毛筆画及用器画」「鉛筆画及用器画」	 
	 	 	 ②師範学校女子部	 	 	 	 	 ⇒「毛筆画」「鉛筆画及用器画」	 
	 	 	 ③高等女学校	 	 	 	 	 	 	 ⇒「毛筆画」「鉛筆画」	 
	 
	 1896（明治29）年当時、尋常師範学校、尋常中学校の「学科及其程度」、高等女学校の
「高等女学校規程」において「図画」の教育内容が規定されていた。前二者は「自在画」
と「用器画」が課されたのに対し、高等女学校では「自在画」のみであった。	 
	 
	 	 ３	 第２期	 整備期（1900年第14回〜1908年第22回）	 
	 第２期、1900（明治33）年	 第14回から1908（明治41）年	 第22回までの日程は表１ー	 
２のとおりである。	 
	 1900明治33）年３月31日の勅令第134号「教員免許令」および勅令第135号「教員
検定委員会官制」の制定により、教員免許制度の枠組みが整理された。そして同年６月１
日の文部省令第 10号「教員検定ニ関スル規程」において、教員検定の実施に関する事項
が定められ、成績佳良証明書が授与される科目が指定されたり、予備試験合格の効力等が
定められた9）。また、同規程によって「文検図画科」の受験区分は、「毛筆画用器画」「鉛
筆画用器画」「毛筆画」「鉛筆画」の４種類から「毛筆画用器画」「鉛筆画用器画」の２種類
に整理された。	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 表１−−２	 1900（明治33）年第14回〜1908（明治41）年第22回の試験日程	 
	 	 	 	 	 
	 	 	 	 ［注］船寄俊雄「中等教員試験検定制度史研究（第２報）―試	 
	 	 	 	 	 	 	 験検定の日程について―」、『大阪教育大学紀要第Ⅳ部門』	 
	 	 	 	 	 	 	 第38巻第２号、111〜140頁を参照して作成した。	 
	 	 	 
	 
15
	 この時期は教員免許制度の整備の過渡期であり、それに付随していくつか試行錯誤が行
われた。具体的には、教員免許状が第１種と第２種に分けられ、それぞれに対応して試験
問題が異なっていたこと、予備試験に国語の試験が課されたことの二つであった。	 
	 まず前者から述べよう。教員免許状が第１種と第２種に分けられ、それぞれ試験問題が
異なっていた。第１種は師範学校、中学校、第２種は師範学校女子部、女子師範学校、高
等女学校の教員免許状とされた10）。この区別は「文検」の試験問題にも反映し、1902（明
治35）年	 の	 第16回から1909（明治42）年	 の	 第23回まで第１種と第２種の間で出題内容
が異なっていた。とくに第２種の場合、女子の教育内容に配慮し、「用器画」の問題を一部
省略できる軽減措置が取られた。	 
	 後者の予備試験に国語の試験が課されたことについては、これは 1906（明治 39）年の
第20回から1908（明治41）年の第22回までの３回実施された。これは、「習字科」「図
画科」「裁縫科」「体操科」「音楽科」「手工科」など実技系の学科目を対象に、一定の条件
を満たさない受験者に課された。一定の条件とは、「図画、裁縫、体操、音楽、手工科ノ予
備試験ニ於テハ左記ノ資格ヲ有セサル者ニ限リ当該学科ノ外ニ国語ヲモ課スルモノトス但
シ第一種ニ在リテハ師範学校中学校第二種ニアリテハ高等女学校ノ卒業ト同一ノ程度ニ拠
ル」11）として、「師範学校卒業者	 中学校卒業者	 高等女学校卒業者	 小学校本科正教員
免許状所有者	 小学校准教員免許状所有者	 尋常小学校本科正教員免許状所有者」が挙げ
られた。つまり、中等教育卒業程度の学力を有していない者を対象とした。なお、この国
語の試験の結果は良い成績とはいえなかったようである12）。1907（明治40）年10月７日
付の『読売新聞』には、当局者の談話が紹介され、「中等教員検定学科中習字、図画、裁縫、
体操、音楽、手工科の受験者の国語予備試験は昨年初めて之を施行し合格者極めて少なか
りしが本年度に於ける該試験の結果も亦頗る不成蹟」云々など、かなり厳しい結果であっ
たことも看取される。	 
	 この後、1907（明治 40）年「教員検定ニ関スル規程」が改正され、第５条において次
のとおり受験資格が明示された。	 
	 	 
	 	 １、中学校卒業者	 
	 	 ２、高等女学校卒業者	 
	 	 ３、専門学校入学者検定規程ニ依ル試験検定ニ合格シタル者	 
	 	 ４、専門学校入学者検定規程第８条第１号ニ依リ一般ノ専門学校入学ニ関シ指定ヲ受	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 ケタル者	 
	 	 ５、小学校本科正教員又ハ尋常小学校本科正教員ノ免許状ヲ授与セラレタル者	 
	 	 ６、明治42年２月以前ニ於テ教員免許状ヲ授与セラレタル者	 
	 
	 	 	 また、これら以外に「図画科」に関連する出願資格として、第６条の第６項において
「徴兵令第 13号ニ依リテ中学校ト同等以上ト認定セラレタル工業学校ヲ卒業シタル者ニ
在リテハ図画科、手工科」と規定された13）。しかしこれは施行を待たず、1908（明治41）
年11月26日の文部省令第32号において再改正が行われ、これを以て検定制度の整備が
完了した。	 
	 
	 	 ４	 第３期	 拡充期（1909年第23回〜1924年第40回）	 
	 第３期、1909（明治42）年第23回から1924（大正13）第40回までの試験日程は表
１−−３のとおりである。	 
	 この期間は、「文検図画科」の試験内容や実施方法等に直接関わる変更はないが、「	 文	 検	 」
の受験者に全体に関わる制度変更が行われた。それは、第１に「教育ノ大意」および「国
民道徳要領」の試験が課されたこと、第２に増加する受験者に対応し「文検」が年２回実
施されるようになったことの２点である。	 
	 まず、第１点目の「文検」受験者全員に教員の資質に関わる内容が試験されるようになっ
たことについて、その変遷をまとめておこう。「教育ノ大意」に1908（明治41）年11月
26日の文部省令第32号における「教員検定ニ関スル規定」の改正の主要な点は、先に述
べたように受験資格が明示されたこと、そして「教育ノ大意」が導入されたことであった14））。	 
	 「教育ノ大意」は、「文検教育科」の志願者、すでに中等教員免許状取得した者、小学校
本科正教員の免許状を取得した者を除き、予備試験で受験することとされた。いま一つ「国
民道徳要領」については、1916（大正５）年、「教員検定ニ関スル規程」の一部改正によ
り、予備試験において「教員免許令ニ依リ授与セラレタル教員免許状」所有者と修身科出
願者以外の者に課されるようになった15）。	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表１−−３	 1909（明治42）年第23回〜1924（大正13）第40回の試験日程	 
	 
［注］船寄俊雄「中等教員試験検定制度史研究（第２報）―試験検定の日程について―」、	 
	 	 『大阪教育大学紀要第Ⅳ部門』第38巻第２号、111―140頁を参照して作成した。	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 第２点目の増加する受験者に対応し「文検」が年２回実施されるようになったことに関
する「文検図画科」への影響についてである。1920年代に入り「文検」の受験者は増加の
一途をたどっていた16）。それに対応するため、1922（大正 11）年以降、「文検」は１年を
前期（偶数回）と後期（奇数回）に分けて学科目をいずれかに振り分け、年２回実施する
ことになった17）。それ以降、「文検図画科」は前期に振り分けられ、偶数回に実施された。	 
	 その他の変化は、1921（大正 10）年の「教員検定ニ関スル規程」の一部改正により、
出願資格に「小学校専科正教員若ハ小学校准教員」が新たに追加された18）。	 
	 	 
	 	 	 	 ５	 第４期	 発展期（1925年第42回〜1932年第56回）	 
	 第４期、1925（大正14）年第42回から1932（昭和７）年第56回までの試験日程は表
１−−４のとおりである。	 
	 1924（大正13）年	 ９	 月13日の文部省令第20号「	 教	 員	 検	 定	 ニ	 関	 ス	 ル	 規	 程	 」の	 改	 正	 に	 よ	 っ
て、受験区分の科目名称が変更された。「毛筆画」「鉛筆画」の名称が廃止され、「毛筆画用
器画」は「日本画用器画」、「鉛筆画用器画」は「西洋画用器画」とされた。	 
	 その後「文検図画科」は 1920年代後半に入ってから試験内容が新たに追加された。ま
ず 1927（昭和２）年の第 46回から「用器画」の本試験に「製図」が新たに追加された。
続いて翌1928（昭和３）年の第48回から「西洋画」の本試験に「木炭画」と「油絵」が
加えられた。	 
	 これら一連の変更の背景には、検定委員および中等教育現場の教員たちによる改革の痕
跡が見られる。1924（大正 13）年４月、検定委員の鈴川信一が「図画科検定試験制度改
正意見」（以下、「意見」と略記する）を提出した19）。内容は以下の３点であった。	 
	 
	 	 一、図画科検定試験課目ヲ自在画、図案、用器画並ニ口述試問ノ四課ニ別ツコト	 	 	 	 
	 	 二、毛筆画、鉛筆画ノ名称ヲ廃シ日本画、西洋画ノ名称ヲ用フルコト	 
	 	 三、試験制度中ニ学課保留ノ制度ヲ設ケルコト	 
	 
	 これらにはそれぞれ理由が付され、そこには現行制度に対する批判と図画教育の状況、
そして「文検図画科」の今後の方針が示されている貴重な史料であるため、長文になるこ	 
とをいとわず、全文を引用しながら述べておこう。	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 表１−−４	 1925（大正14）年第42回〜1932（昭和７）年第56回の試験日程	 
	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 ［注］船寄俊雄「中等教員試験検定制度史研究（第２報）―試験	 
	 	 	 	 	 	 	 	 検定の日程について―」、『大阪教育大学紀要第Ⅳ部門』第	 
	 	 	 	 	 	 	 	 38巻第２号、111―140頁を参照して作成した。	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 「一、図画科検定試験課目ヲ自在画、図案、用器画並ニ口述試問ノ四課ニ別ツコト」は、
おもに「自在画」として「毛筆画」「鉛筆画」の区別をなくすことであった。内容の前半で
は現状の分析と批判、後半は今後の方針が述べられた。	 
	 
	 	 現今ノ試験制度ハ毛筆画、鉛筆画、用器画並、口述試問ニシテ之ニ合格スレハ図画科
教員免許状ヲ附与スルコトゝナレリ、此制度ハ其内容サヘ充実スレハ特ニ改正ヲ要セザル
モ、此規程ト同□（判読不可—筆者注）ニ毛筆画ト用器画、或ハ鉛筆画ト用器画孰レカニ
合格スレバ部分免許状ヲ付与スル制度ナリ、此部分的免許状制度ハ今日ヨリ十数年前ノ「画
家則図画教師」ト解サレタル時代ニハ止ヲ得サル方法ナリシナラン、サレド図画教育ハ爾
来長足ノ進歩ヲ為シ単ニ一流派ノ絵画ニ堪能ナルノ者ニ図学ノ智識ヲ与ヘテ之ニ図画教員
ノ免許上ヲ与フルノミヲ以テ満足スベキ時ニアラズ少ナクモ描字ママ手法（木炭、水彩、油絵
及日本画一般ノ手法）ノ全般ニ通スルト共ニ其一枚ニ長シ商工図案ヲ能レリ且ツ図学ヲ解
シ加フルニ、美術史工芸史美学解剖学色彩学図案法等ノ大体ニ通スルヲ要ス。此意味ニ於
テ部分的免許状ハ図画教育ノ目的ニ反スルヲ以テ廃スルヲ適当ト認ムルノミナラズ鉛筆画
毛筆画ノ分類モ廃シ単ニ絵画若リハ自在画トシ、概ネ左ノ如ク定ムルヲ適当ト認ム	 
	 	 	 自在画（其内容トシテハ木炭画人体若クハ石膏像写生、鉛筆画著色写生、毛筆画著	 
	 	 	 	 	 	 	 色写生、毛筆画又ハ鉛筆略画ヲ課ス）	 
	 	 	 図案	 
	 	 	 用器画	 
	 	 	 口述試問（人物試験及前記学課ノ適要試問並教授法）	 
	 
	 以後、概ねこの方針に沿うように試験内容が改変されたのであるが、すみやかに「毛筆
画」「鉛筆画」が「自在画」として統合されたわけではなく、結果として両者の区別は最後
まで残された。	 
	 「二、毛筆画、鉛筆画ノ名称ヲ廃シ日本画、西洋画ノ名称ヲ用フルコト」は、いま述べ
たことと関連するが、これをすぐに実行に移すのは困難であるから、せめて名称の変更だ
けでも希望するものであった。	 
	 
	 	 	 前項ニ述ヘタル所ハ将来ニ対スル根本的改正意見ニシテ其実施ノ一日モ速カランコ
トヲ切望スルモノナリ本項ハタトヒ試験制度ヲ現在ノマゝトスルモ少ナリモ毛筆画鉛筆画
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ノ名称ヲ改メタキ希望ナリ、何トナレハ現今ノ試験ノ内容ニ於テ鉛筆画ノ名称ノ許ニ鉛筆
画ニ水彩著色及木炭画並ニ著色図案ヲ課セリ而シテ之ヲ手法上ヨリ見レハ主トシテ西洋画
風ノ教養ヲ経タルモノ此課目ニテ受験セリ此名称ハ手法上ヨリ見テ西洋画ト改メ材料ニ束
縛ヲ加ヘサルヲ可トス	 
	 	 	 又タ毛筆画ノ名称ハ鉛筆画ニ対シテ設ケラレタル言葉ニシテ従来ノ日本画風ノ教養
ヲ経タルモノ此課目ニテ受験セリ此名称ハ西洋画ノ名称ニ対シ日本画ト改ムルヲ適当ト認
ム	 
	 	 	 本名称ノ改正ハ即時実施セラレンコトヲ希望スルモノナリ	 
	 
	 最後に述べられた「本名称ノ改正ハ即時実施セラレンコトヲ希望スルモノナリ」のとお
り、名称変更については、1924（大正 13）年の「教員検定ニ関スル規程」の一部改正に
よって実現をみた。	 
	 「三、試験制度中ニ学課保留ノ制度ヲ設ケルコト」は、受験の便宜を図るため、科目保
留制度を導入することであった。	 
	 
	 	 	 従来ノ経験ニ依レハ一方ニ優秀ニシテ一方ノ素養乏シキタメ不合格トナルモノ少ナ
カラズ、寧ロ合格セル一方ヲ保留シテ勉学上ニ便宜ヲ与フルヲ適当ト認ム例ヘハ自在画ニ
合格シ用器画不合格ノ場合ニハ次年度若クハ永久ニ合格資格ヲ保留シ用器画ニ合格セル時
図画科免許状ヲ付与スルモノトス	 
	 	 	 本制度ハ現今ノ毛筆画用器画或ハ鉛筆画用器画ノ部分的免許状ヲ与ヘテ満足セシム
ルニ此シ奨励的ノ効果アルモノト信ズ	 
	 	 	 
	 この「意見」提出から数年ほど遡る 1921（大正 10）年、中等教育現場の教員らが「建
議」を文部大臣に提出したことが『図画教育通信』20）第168信（1921年10月）にて報じ
られた。差出人は、藤本仁平21）、川村東陽22）の２名であった。「建議」には試験制度が図
画教育の現状から隔絶していることへの不満、とりわけ検定委員の選出に対する不満が述
べられていた。「文検」の歴史の中で「文検」への批判あるいは要望などがなかったわけで
はなく、それらは教育雑誌や受験手引き書、教育学者、諸教育審議会等様々な場で議論が
展開された23）。し	 か	 し	 、「	 建	 議	 」の	 よ	 う	 に	 現	 場	 か	 ら直接働きかけた例はきわめて稀であるた
め、内容を以下に引用しておこう。	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 建議	 
	 	 	 中等教員図画科検定試験問題につきては昨年本年とも同科教育界に物議を生じ候事
寔に遺憾に存候抑も現在の同科試験制度たる三十余年来の旧套を襲用し今日に於て同
科教員間に於て何等其意義を認められざる鉛筆画、毛筆画の別を有するが如き尚且現
在の試験委員は単に学者美術家としては識見技能ある人々なるべきも図画科教育に対
して却つて没交渉無経倫にして無感興と云ふも過言にあらざる世評ある人々の内より
撰任せられ居るに因する事と存候	 
	 	 	 右の所見は既に斯界に於ける与論に有之殊更吾人の上限を要せず夙にご承知の事と
存候へ共同試験制度及委員の選任につき今尚其改革の実現せられすして却つて年々其
過失を重ね不評不信を継続しつゝある現状に鑑み斯科教育の為遺憾至極に不堪速に相
当御調査御研究の上其革新を促され度希望仕候	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 敬具	 
	 	 	 大正十年九月九日	 藤本仁平	 川村東陽	 
	 	 	 教員検定委員会長	 	 南	 弘殿	 
	 	 	 普通学務局長	 	 赤司鷹一郎殿	 
	 
	 文中の「中等教員図画科検定試験問題につきては昨年本年とも同科教育界に物議を生じ
候事」は「建議」を提出する発端になったのであろうが、具体的に何を指すものかはわか
らない。また、関連は定かではないが、この「建議」の指摘が先に述べた鈴川の「意見書」
や、今後の試験の動向へ部分的に反映しているように見える。たとえば、「現在の同科試験
制度たる三十余年来の旧套を襲用し今日に於て同科教員間に於て何等其意義を認められざ
る鉛筆画、毛筆画の別を有する」という指摘についてであるが、「鉛筆画」と「毛筆画」の
区別を解消する動きは鈴川の「意見書」にも確認できる。「鉛筆画」と「毛筆画」の区別は
先に述べたとおり 1884（明治 17）年の「図画教育調査会」が発端であった24）。その後毛
筆と鉛筆が併存し、両者の論争も少なくなかったが、1902（明治35）年	 に	 設	 置	 さ	 れ	 た「	 普
通教育ニ於ケル図画取調委員会」において両者の区別を無くす方向へ改革が進められた25）。
また、同委員会は図画教員の特別養成課程の設置にも言及し、それが東京美術学校図画師
範科において実現した。図画師範科では日本画と西洋画の両方がカリキュラムに組み込ま
れていた26）。し	 か	 し	 、そ	 れ	 か	 ら	 約20年経過しても「文検図画科」には両者が区別されてい
たため、それに対する批判であったといえよう。	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 また、『図画教育通信』の記事には「建議」の内容紹介とともに、次のような文章が掲載
された。	 
	 
	 	 	 拝啓	 過日文検問題につき建議致し候要旨は現試験委員の過失を追求するが如き枝
葉の問題には無之現行試験の実技及学科目の出題が斯科教育の現在と非常に隔絶せる
が陋迂遠のものにして以て教員たるの資格を認定するに甚た不適当なる事及ひ之れが
原因として委員の人選が図画教育の直接の衝に当たり普通教育に於ける図画科に対し
て渾身の研究を続けつゝある人々の中よりせられすして却つて学者美術家等の傍系よ
り任命せられつゝあるを指摘し是れが改革を絶叫する所以に御座候為念重ねで茲に追
伸仕候	 
	 	 	 大正十年十月十三日	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 敬具	 
	 
	 ここではとくに検定委員の選定への不満が述べられていた。「現試験委員の過失」が誰の
何に対するものかはわからないが、検定委員への不満という点では、自由画教育運動と関
連が理由の一つとして挙げられるだろう。	 
	 自由画教育運動とは 1919（大正８）年、洋画家の山本鼎27）（1882〜1946）が長野県の
小学校で行った講演で臨画一辺倒の図画教育を批判したことをきっかけに全国的に広がっ
たとされる美術教育の潮流であり、昭和の初め頃まで続いたとされる。「自由」という意味
が現場では様々な受け取られ方をしたが、山本の自由画教育の主張は、手本からの自由の
ことであり、ロシアで影響を受けた写生教育であったとされる28）。	 
	 その後、文部省が図画教育に自由画教育を導入する動きが見られた。1920（大正９）年
８月の新聞に普通学務局長の赤司鷹一郎が自由画教育を導入する方針を打ち出したことが
報じられ、記事の見出しは「画の教科書を廃して自由画を描かせる	 まづ中等学校から実
施追々小学校にも及ぼして行く	 赤司局長の英断」29）という内容であった。同 1920（大
正９）年、「文検図画科」では「毛筆画」と「鉛筆画」の検定委員が交代し、このとき「鉛
筆画」の検定委員に任命されたのは石川寅治であった。ところが、石川は自由画教育に対
して批判的な立場であったため、山本から「反対者へ」として名指しで反論されていた30）。
山本の反論記事から石川の主張は断片的にしかわからないが、「芸術的作品は画を広く研究
して諸大家の画風に自己の個性を没却されず、其中に発芽して益々成長して光彩を示せる
ものでなければなりません」「自由画は真の芸術ではない」という発言が確認できる。文部
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省は図画教育に自由画教育を導入する方針であったにもかかわらず、それに対して批判的
な人物を検定委員に任命する矛盾を指摘したと考えられる。なお、石川はこれ以降も1933
（昭和８）年第58回まで検定委員に継続して任命された。	 
	 また、「委員の人選が図画教育の直接の衝に当たり普通教育に於ける図画科に対して渾身
の研究を続けつゝある人々の中よりせられすして却つて学者美術家等の傍系より任命せら
れつゝある」という、検定委員は専門家ではなく現場の教員から選出されるべきであると
いう指摘もあった。この指摘との関連は定かではないものの、これ以後の1921（大正10）
年以降に任命されたすべての検定委員、鈴川信一、平井富夫、松田義之、板倉賛治らはい
ずれも中等教員経験者であった。	 
	 	 	 
	 	 ６	 第５期	 安定期（1933年第58回〜1943年第78回）	 
	 第５期、1933（昭和８）年の第58回から1943（昭和18）年の第78回の日程は表１ー
５のとおりである。	 
	 1932（昭和７）年８月30日の文部省令第15号により「教員検定ニ関スル規程」が改正
され、その題目が「師範学校中学校高等女学校教員検定規程」に改められた31）。「	 文	 検	 図	 画
科」は「図画ハ日本画用器画、西洋画用器画ノ二部」に分けて出願できることが改めて示
された。そして、同規程第 12条において「日本画用器画又ハ西洋画用器画ノ試験検定ヲ
受ケタル者ニシテ日本画、西洋画又ハ用器画ノ一以上ニ関シ成績佳良ナルトキハ教員検定
委員会長ハ其ノ部分ノ成績ニ関シ証明書ヲ授与スヘシ」と定められ、「成績佳良証明書」の
発行について明記された。	 
	 その後、「師範教育令」の改定により、1943（昭和18）年４月１日から師範学校が専門
学校に昇格することに伴い、1943（昭和18）年	 ３	 月31日の文部省令第35号において「師	 
範学校中学校高等女学校教員検定規程」が一部改正され、題目が「中学校高等女学校教員
検定規程」となった。第2条において、学科目名称が「芸能科図画」とされた32）。	 
	 この期間の最大の特徴は、科目保留制度が導入されたことである。「成績佳良証明書」に
ついては「証明書ヲ受ケタル者ニシテ更ニ同一学科目ニ就キ試験検定ヲ出願シタルトキハ
其ノ証明書ニ記載セサル部分ニ就キ本試験ヲ行フ」33）と規定され、「成績佳良証明書」が
発行された場合、証明書が発行されなかった部分の本試験のみ受験すれば良いとされたの
である。これは1924（大正13）年に提出された「意見」の「三、試験制度中ニ学課保留	 
ノ制度ヲ設ケルコト」が実現したものであった。	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 表１——５	 1933（昭和８）年の第58回〜1943（昭和18）年の第78回の試験日程	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 ［注］船寄俊雄「中等教員試験検定制度史研究	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （第２報）―試験検定の日程について―」、	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 『大阪教育大学紀要第Ⅳ部門』第38巻第２号、	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 111―140頁を参照して作成した。	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 「成績佳良証明書」は以前、1901（明治34）年の第14回〜1903（明治36）年の第16
回まで発行されていた時期があった。しかし、当時は「成績佳良証明書」が発行されても
予備試験が免除されるだけに留まったため、本試験の受験が必要であったことが今回の改
正と異なった点である。その後、1907（明治 40）年の「教員検定ニ関スル規程」一部改
正において「図画科ニ在リテハ毛筆画用器画、鉛筆画用器画ノ一ニ関シ成績佳良ナルトキ
ハ教員検定委員会会長ハ其ノ部分ノ成績ニ関シ証明書ヲ授与スヘシ」と第 11条において
定められたが、これは施行を待たずに翌 1908（明治 41）年に改正されてしまい、その際
「成績佳良証明書」については言及されなかったのである。	 
	 
	 	 	 7	 	 第６期	 終末期（1944年第79回〜1949年第81回）	 
	 1944（昭和19）年１月22日文部省令第３号の「中学校高等女学校教員検定規程」の一
部改正により、「予備試験ハ出願科目、副科目、国民道徳ノ大要及教育ノ大要ニ付キ之ヲ行
フ但シ実業科ニ付テハ副科目ノ試験ヲ行ハス」と、第９条第２項に予備試験に副科目の受
験が課された。「芸能科図画」の副科目には「芸能科工作」、また「芸能科工作」の副科目
には「芸能科図画」が定められた34）。しかし、1944（昭和19）年の試験の実施は確認でき
ない。その後の試験は1949（昭和24）年第81回本試験の日程のみが確認できる。第81
回は1949（昭和24）年３月30日、31日、４月１日までの３日間実施された35）。	 
	 この第81回の試験を以て「文検」は終了した。	 
	 
	 第２節	 実施方法	 
	 
	 	 １	 「文検図画科」のタイムスケジュール	 
	 「文検」に関する情報はその都度『官報』に報じられた。試験実施の有無については告
示、試験の日程や出願者注意、合格者の発表は『官報』の広告欄に掲載された。	 
	 「文検」の試験実施のタイムスケジュールは船寄俊雄が明らかにした36）。それを元にし
て「	 文	 検	 図	 画	 科	 」の	 タ	 イ	 ム	 ス	 ケ	 ジ	 ュ	 	 ル	 を	 作	 成	 す	 る	 と	 、一	 部	 の	 例	 外	 も	 見	 ら	 れ	 る	 が	 概	 ね表１ー
６のとおりのタイムスケジュールで試験が行われた。	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 表１——６	 「文検図画科」のタイムスケジュール	 
	 
	 
	 1902（明治35）年の第16回から1921（大正10）年の第35回まではAのパターンで、
1922（大正11）年	 の	 第36回以降、年に２回実施されるようになってからはBのパターン
で行われた。「文検図画科」は前期に実施されたため、５月に予備試験が行われ、７月から
８月頃に本試験が行われた。	 
	 本試験では試験日程とともに試験会場も示された。「文検図画科」の本試験は、文部省内、
東京美術学校、第一高等学校、東京高等師範学校のいずれかで試験が行われた。	 
	 
	 	 ２	 試験に関する連絡事項	 
	 図画科の教員免許状の一部分の教員免許状を取得している状態で、さらに図画科のうち
教員免許状を取得していない部分について受験する場合、試験の一部が免除されることに
ついて「師範学校、中学校、高等女学校教員試験出願者注意」37）（以下、「出願者注意」と
略記する）に示された。「文検図画科」において図画科の教員免許状を取得するためには「日
本画（毛筆画）」「西洋画（鉛筆画）」「用器画」の３科目の試験に合格しなければならなかっ
たが、前二者が選択可能であったこととから受験区分が複数存在し、「図画」以外は部分的
な扱いであった。基本的な免許状取得のしくみを図式化したのが図１——１である。	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 図１——１	 中等学校における「図画科」教員免許状取得のしくみ	 
	 
	 「出願者注意」は1900（明治33）年の第13回から1924（大正13）年の第40回まで
は以下のとおりに告知された38）。	 
	 
	 	 （イ）毛筆画ノ免許状ヲ有シ毛筆画用器画ノ部ノシケン検定ヲ出願シタル者若クハ鉛
筆画ノ免許状ヲ有シ鉛筆画用器画ノ試験検定ヲ出願シタル者ニ対シテハ用器画ノ
ミニ就キ予備試験及本試験ヲ行フ	 
	 	 （ロ）毛筆画ノ免許状ヲ有シ図画科ノ試験検定ヲ出願シタル者ニ対シテハ鉛筆画用器
画ノ予備試験及ビ本試験ヲ行フ	 
	 	 （ハ）鉛筆画ノ免許状ヲ有シ図画科ノ試験検定ヲ出願シタル者ニ対シテハ毛筆画用器
画ノ予備試験及ビ本試験ヲ行フ	 
	 	 （ニ）毛筆画用器画ノ免許状ヲ有シ鉛筆画用器画ノ試験検定ニ出願シタル者若クハ鉛
筆画用器画ノ免許状ヲ有シ毛筆画用器画ノ試験検定ヲ出願シタル者ニ対シテハ用
器画ノ予備試験ヲ行ハス	 
	 
	 1925（大正14）年の第42回から1935（昭和10）年の第62回までは「元第二種学校
（女子師範学校、師範学校女子部、高等女学校）ノ教員、免許状ヲ有シ同一ノ科目ノ試験
検定ヲ出願シタル者ニ対シテハ其予備試験ヲ省キ本試験ノミヲ行フ」39）と、第２種免許状
の取扱いについてのみ記載された。	 
	 その他の連絡事項は、1935（昭和10）年の第62回以降「師範学校、中学校、高等女学
校教員検定本試験日時割並受験者注意」に、本試験の日程とともに持ち物が記載された。
「日本画」の持ち物は「線画筆、著色筆、ヤキ筆、絵具、刷毛、羽箒、硯、墨、筆洗、小
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皿、『メートル尺』、画板」、「西洋画」の持ち物は「写生用木炭、油絵具、書架、画用鉛筆、
図案用絵具及筆、筆洗、小皿、『メートル尺』、画板」、「用器画」の持ち物は「『ゴム』、図
引器械、定規、丁定規、『ピン』、『メートル尺』、	 製	 図	 用	 『	 イ	 ン	 キ	 』	 或	 ハ	 硯	 、	 墨	 、	 画	 板	 」	 と
示された40）。以後、物品の順番が入れ変わることはあったが、ほとんど同じ内容で 1943
（昭和18）年の第78回まで示された。	 
	 
	 第３節	 受験者統計	 
	 	 
	 	 １	 「文検図画科」の出願者・合格者・合格率	 
	 ここでは統計資料として各年の『文部省年報』を使用して、「文検図画科」の受験者の動
向や特徴をとらえておこう。統計が確認できるのは1895（明治28）年	 の	 第	 ８	 回	 か	 ら1940
（昭和15）年第74回までである。各年の「文検図画科」の受験区分ごとの出願者・合格
者・合格率を表１——７に示し、集計したものが表１——８である。	 
	 	 全出願者のうち、受験区分ごとの割合は、「西洋画（鉛筆画）用器画」が約 70％を占
め、最も多かった。次いで「日本画（毛筆画）用器画」が約20％、「図画」が約10％となっ
ている。	 
	 	 	 合格率は、「日本画（毛筆画）用器画」で12.4%、「	 西	 洋	 画	 （	 鉛	 筆	 画	 ）	 用	 器	 画	 」	 で9.2％、
「図画科」に至っては2.5％であり、いずれも難関であった。	 
	 	 受験区分ごとの出願者数の動向について経年変化をグラフに表示したものが図１——２
である。	 
	 1910（明治43）年付近で出願者が減少しているのは、1908（明治41）年「教員検定ニ
関スル規程」が改正され、出願資格に中学校や高等女学校卒業程度という要件が明記され
たことが影響したものである41）。また、1924（大正13）年で値が乱れているのは、前年に
起こった1923（大正12）年の関東大震災の影響であろう。	 
	 1907（明治40年）前後に「日本画（毛筆画）用器画」と「西洋画（鉛筆画）用器画」
の出願者数が逆転し、「西洋画（鉛筆画）用器画」が優勢となった42）。	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 表１——７	 受験区分別出願者・合格者・合格率	 
回	 年	 出願者	 合格者	 合格率	 出願者	 合格者	 合格率	 出願者	 合格者	 合格率
8	 1895	 22	 2	 9.1	 24	 4	 16.7	 --	 --	 --
9	 1896	 36	 1	 2.8	 33	 3	 9.1	 --	 --	 --
10	 1897	 36	 11	 30.6	 25	 4	 16.0	 --	 --	 --
11	 1898	 45	 7	 15.6	 45	 7	 15.6	 --	 --	 --
12	 1899	 80	 11	 13.8	 60	 9	 15.0	 --	 --	 --
13	 99-00	 --	 --	 --	 --	 --	 --	 --	 --	 --
14	 00-01	 52	 7	 13.5	 18	 7	 38.9	 24	 0	 0
15	 01-02	 	 66	 9	 13.6	 17	 6	 35.3	 46	 17	 37.0
16	 1902	 82	 11	 13.4	 23	 3	 13.0	 32	 3	 9.4
17	 1903	 84	 11	 13.1	 24	 5	 20.8	 28	 0	 0
18	 1904	 76	 11	 14.5	 34	 11	 32.4	 26	 1	 3.8
19	 1905	 74	 13	 17.6	 35	 6	 17.1	 24	 0	 0
20	 1906	 69	 8	 11.6	 73	 8	 11.0	 28	 1	 3.6
21	 1907	 86	 10	 11.6	 100	 8	 8.0	 46	 1	 2.2
22	 1908	 84	 17	 20.2	 109	 9	 8.3	 49	 0	 0
23	 1909	 31	 10	 32.3	 32	 12	 37.5	 36	 1	 2.8
24	 1910	 22	 13	 59.1	 33	 11	 33.3	 36	 0	 0
25	 1911	 59	 5	 8.5	 70	 8	 11.4	 29	 3	 10.3
26	 1912	 61	 7	 11.5	 88	 10	 11.4	 32	 0	 0
27	 1913	 66	 7	 10.6	 101	 8	 7.9	 40	 0	 0
28	 1914	 49	 6	 12.2	 105	 10	 9.5	 28	 0	 0
29	 1915	 55	 5	 9.1	 100	 8	 8.0	 30	 1	 3.3
30	 1916	 62	 5	 8.1	 105	 8	 7.6	 39	 0	 0
31	 1917	 55	 6	 10.9	 106	 8	 7.5	 33	 0	 0
32	 1918	 51	 5	 9.8	 99	 8	 8.1	 29	 0	 0
33	 1919	 47	 7	 14.9	 97	 19	 19.6	 0	 0	 0
34	 1920	 47	 7	 14.9	 117	 16	 13.7	 0	 0	 0
35	 1921	 58	 2	 3.4	 168	 6	 3.6	 9	 2	 22.2
36	 1922	 56	 1	 1.8	 273	 7	 2.6	 6	 1	 16.7
38	 1923	 98	 6	 6.1	 308	 10	 3.2	 0	 0	 0
40	 1924	 25	 6	 24.0	 20	 14	 70.0	 0	 0	 0
42	 1925	 66	 9	 13.6	 257	 19	 7.4	 0	 0	 0
44	 1926	 60	 9	 15.0	 290	 23	 7.9	 0	 0	 0
46	 1927	 60	 9	 15.0	 252	 14	 5.6	 0	 0	 0
48	 1928	 50	 5	 10.0	 447	 30	 6.7	 0	 0	 0
50	 1929	 45	 3 6.7	 332	 30	 9.0	 0	 0	 0
52	 1930	 36	 2	 5.6	 304	 24	 7.9	 0	 0	 0
54	 1931	 32	 3	 9.4	 346	 20	 5.8	 0	 0	 0
56	 1932	 31	 3	 9.7	 258	 13	 5.0	 0	 0	 0
58	 1933	 31	 1	 3.2	 283	 21	 7.4	 0	 0	 0
60	 1934	 47	 0	 0	 308	 35	 11.4	 0	 0	 0
62	 1935	 21	 0	 0	 293	 56	 19.1	 1	 1	 100.0
64	 1936	 14	 3	 21.4	 247	 22	 8.9	 4	 1	 25.0
66	 1937	 10	 0	 0	 265	 23	 8.7	 6	 0	 0
68	 1938	 8	 3	 37.5	 282	 26	 9.2	 15	 0	 0
70	 1939	 2	 0	 0	 242	 19	 7.9	 10	 2	 20.0
72	 1940	 6	 1	 16.7	 259	 20	 7.7	 10	 0	 0
日本画（毛筆画）用器画 西洋画（鉛筆画）用器画 図画
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出願者数（人）	 合格者数（人）	 合格率（%)
日本画（毛筆画）用器画 2,239 278 12.4
西洋画（鉛筆画）用器画 7,008 648 9.2
図画 754 19 2.5
計 10,001 945 9.4
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る制度があった。ここでは無試験検定制度との比較しながら、「文検」の特徴を見ておこう。	 
	 「文検」と無試験検定の各年の出願者・合格者・合格率を比較したのが表１——９である。	 
	 無試験検定制度は、「文検」とともに中等教員を確保するルートとして、とくに1920年
代以降その供給において果たした役割は大きい45）。	 
	 合格者数および合格率は無試験検定制度が「文検」を上回るものの、「文検」がいずれの
受験区分においても無試験検定制度の数を上回り、表１——９の合計欄でみると約３倍の開
きがあった。「文検」の出願者が多い理由は、途中から中学校や高等女学校卒業程度という
要件が加わったものの、基本的に誰でも独学で教員免許状を取得することができたからで
ある。他の学科目の動向と比較すると、常に「文検」出願者が無試験検定を上回っていた
「文検教育科」と似た動向を示した46）。	 
	 
	 	 	 	 	 表１——９	 出願者における試験検定と無試験検定の比較	 
	 
	 
	 受験区分ごとの「文検」と無試験検定制度の受験者の年代的な動向の変化を示したのが
図１——３から図１——５である。	 
	 
	 
	 	 図１——３	 「日本画（毛筆画）用器画」の場合	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試験	 無試験	 試験	 無試験	 試験	 無試験
日本画（毛筆画）	 2,239	 1,064	 278	 747	 12.42	 70.21
西洋画（鉛筆画）	 7,008	 954	 643	 596	 9.18	 62.47
図画	 754	 1,509	 19	 1,281	 2.52	 84.89
計	 10,001	 3,527	 940	 2,624	 9.40	 74.40
出願者（人） 合格者（人） 合格率（％）
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 図１——４	 「西洋画（鉛筆画）用器画」の場合	 	 
	 
	 	 
	 	 図１——５	 「図画」の場合	 
	 
	 無試験検定の出願者がいずれに受験区分においても増加が顕著になるのは 1920年代以
降であった。それは、図画科の指定学校や許可学校など無試験検定校が整備され、増加し
たのが1920年代に入ってからであったことによる47）。	 
	 ただし、受験区分によって動向が異なる。「日本画（毛筆画）用器画」および「図画」の
場合は、1920年代を境に無試験検定の出願者数が「文検」を上回ったが、「西洋画（鉛筆
画）用器画」の場合は様子が異なり、「文検」の出願者のほうが上回っていた。その理由は、
先に述べたとおり、学校教育においてほとんど日本画を学ぶ機会がなかったからであろう。
「図画」は「日本画（毛筆画）」の受験が必要なため、日本画の学習機会がなかった受験者
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は「西洋画（鉛筆画）用器画」へ集中したと考えられる。	 
	 「図画」の出願者が 1930年代後半から微増しているのは、1932（昭和 7）年の「教員
検定ニ関スル規程」の改正により、科目保留制度が整備された影響で挑戦する者が増えた
ためであろう。	 
	 	 
	 	 ３	 教員免許状取得状況における直接養成・無試験検定・「文検」の比較	 
	 戦前期の中等教員養成制度全体からみて、教員免許状取得ルート別の取得状況はどのよ
うになっていたのだろうか。表１——10を見ると無試験検定が過半数を占め、次いで 24％
が直接養成、「文検」は20％であった。	 
	 
	 	 表１——10	 免許状取得ルート別免許証取得状況	 
	 	 
	 	 
	 そして、受験区分ごとの年代的な動向を図示したものが図１——６から図１——８である。	 
	 
	 	 
	 図１——６	 「日本画（毛筆画）用器画」の場合	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 図１——７	 「西洋画（鉛筆画）用器画」の場合	 
	 
	 	 
	 図１——８	 「図画」の場合	 
	 
	 受験区分を問わず、1920年代を境に無試験検定による免許状取得者が量的に増加したの
は先に述べたとおりである。「西洋画（鉛筆画）用器画」は出願者が多かったためか無試験
検定との開きは他の二つと比べて小さい。受験験区分ごとの特徴が際立つのは「図画」で
あった。他の二つの受験区分と比べると試験検定による免許状取得者が極端に少ない。「図
画」は三つの受験区分のうち、最も試験科目が多かった。直接養成の東京美術学校図画師
範科では日本画と西洋画の両方があらかじめカリキュラムに組み込まれていたのに対し、
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独学者の多い「文検」の受験者は基本的に一人で試験に対応しなければならなかったため、
直接養成に比べるとはるかに学習の負担は大きかったのである。	 
	 
	 第４節	 「文検図画科」の合格者	 
	 	 １	 合格者の特徴	 
	 各年の合格者は『官報』に発表された。「文検図画科」の合格者は、第１回から第78回
まで、のべ1078名であった。合格者氏名は資料編に収録した。	 
	 合格者を概観してここでは二つの特徴を指摘しておこう。それは、第１に出願地域が東
京府に偏在していたことであり、第２に女性が非常に少ないことである。	 
	 
	 	 ２	 合格者の出願地域差	 
	 まず、第１点目についてである。合格者の「願書進達地方庁」、つまり出願手続きを行っ
た道府県を集計し、上位５位までを表１——11にまとめた。合格者の出願地域が東京府に偏
在し、全合格者の約２割を占めていたことがわかる。	 
	 	 	 
	 	 	 表１——11	 合格者の出願地域	 
	 	 	 ［注］各年の『官報』に発表された合格者の「願書進達地方庁」を	 
	 	 	 	 	 集計して作成した。	 
	 
	 受験体験記によれば、地方在住者が絵画の学習環境を嘆く声は少なくない。たとえば、
「田舎での滲々と思ふのは教師のほしいことです」48）、「	 木	 炭	 画	 これは地方の住む人に取
つては全くの都合の悪いものである石膏の半身は愚か胸像なども小中学校には仲々完備し
てゐる学校が少ないので研究も至難である」49）などと彼らは述べた。絵を学ぶ環境につい
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ては検定委員も「出来るならば東京にでも出て稽古すると云ふ意気込が必要である」50）、
「田舎の先生に見て貰ふな、折角見て貰ふのだつたら大家に見て貰へ、なまかぢりの人に
見て貰ふと途方もないことになる」51）などと述べており、絵を学ぶためには東京など、教
師や施設面で学習環境に恵まれた土地へ移動する必要があったようである。出題の地域差
が出た科目として「文検家事科」が都会の生活を想定した出題であったことが指摘された
が52）、「	 文	 検	 図	 画	 科	 」	 も	 学	 習	 環	 境	 か	 ら	 地	 域	 差	 が	 出	 た学科目であったといえよう。	 
	 
	 	 ３	 合格者の男女差	 
	 第２点目は女性合格者の少なさについてである。女性合格者は全合格者 1074	 名中 47
名（のべ人数）で、全体に占める割合は約５％であった53）。女性受験者自身もこの点につ
いて、「私の感じましたことは女子の受験者が非常に少ない事で御座います、絵の教育には
女子は最もふさはしいと思つて居りましたのに、こんな有様でなんとなく歎しく感じまし
た」という感想を残している54）。女性合格者が少なかった理由として、図画教育の内容に
男女差があったことが指摘できる。女子に対しては小学校の段階から「裁縫科」が導入さ
れる代わりに「図画科」の時間が削減され、教科書も男子と異なり、内容も軽減されがち
であった。高等女学校になると家事や裁縫に比べて図画の時間は少ない55）。授業時間は中
学校も高等女学校も週１時間であったが56）、「	 用	 器	 画	 」	 の	 学	 習	 内	 容	 に	 差	 が	 見	 ら	 れ	 た	 。教授要
目を見るかぎり、高等女学校の図画教育では「用器画」は学習する必要がなかったのであ
る。た	 だ	 し	 、「	 幾	 何	 画	 」と	 し	 て	 平	 面	 図	 学	 的	 な	 内	 容	 は	 学	 ん	 だ	 よ	 う	 で	 あ	 る	 が57）、総	 じ	 て	 女	 性	 が「	 用
器画」を学ぶ機会や学習内容は男性に比べて制限されていたのである。	 	 
	 これらの合格者の特徴から、「図画科」を学習する環境や教育内容における地域格差およ
び男女格差が存在していたことが指摘できる。	 
	 	 
〈註〉	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
1）	 文検」の制度については船寄俊雄「第１章「文検」の制度と歴史」を参照した。寺﨑昌
男・「文検」研究会編『「文検」の研究――文部省教員検定試験と戦前教育学』学文社、
1997年、19頁。	 
2）寺﨑他編『文検の研究』、前掲注１）、20頁。	 
3）寺﨑他編『文検の研究』、前掲注１)、24―25頁。	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史』日本文教出版、1977年、39頁。	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10）1901（明治34）年の第15回および1902（明治35）年の第16回の段階では、第１種が
師範学校・中学校・高等女学校、第２種は師範学校女子部、女子師範学校、高等女学校
とされていた。『官報』第5365号、1901年5月24日付。『官報』第5587号、1902年２
月21日付。	 
11）『官報』第6793号、1906年２月23日。	 
12）国語の試験の成績は『官報』第7121号1907年３月29日付に掲載された。1907（明治
40）年10月７日の『読売新聞』に、関係者の談話として「中等教員検定学科中習字、
図画、裁縫、体操、音楽、手工科の受験者の国語予備試験は昨年初めて之を施行し合格
者極めて少なかりしが本年度に於ける該試験の結果も亦頗る不成蹟にて此程調査済み
となりたる該採点表を見るに僅かに習字、図画両学科の百分中五十以上の合格を見るの
み他は悉く其れ以下に止まり特に裁縫受験者中には零点のものさへありたりと云へる
が此等平易なる国語をも解さぬ力なきものは中等教員抔突飛なる希望を抱かずして寧
ろ普通の技術家として世にたつの優れるに如かざるべし某当局者は語れり」という談話
が掲載された。	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31）寺﨑他編『文検の研究』、前掲注１）、46頁。	 
32））寺﨑他編『文検の研究』、前掲注１）、47頁。	 
33）「資料編」を参照した。寺﨑他編『文検の研究』、前掲注１）、280頁。	 
34）寺﨑他編『文検の研究』、前掲注１）、48頁。	 
	 35）寺﨑他編『文検の研究』、前掲注１）、51頁。	 
36）寺﨑他編『文検の研究』、前掲注１）、31―32頁、45頁。	 
37）「師範学校、中学校、高等女学校教員試験出願者注意」という名称になるまで「尋常師
範学校、尋常中学校、高等女学校教員免許出願者心得」「教員免許令等ニ関スル主務省
ノ取扱上ノ用件」という名称が使われたが、告知の内容は同じであった。	 
	 38）第30回を例に挙げた。『官報』第1098号、1916（大正５）年４月１日付。	 
	 39）『官報』第2429号、1935（昭和10）年２月８日付。	 
40）『官報』第2533号、1935（昭和10）年６月14日付。	 
41）牧昌見『日本教員資格制度史研究』風間書房、1971年、430頁。	 
42）この逆転現象は金子一夫によってすでに指摘されている。金子『近代日本美術教育の研
究』、前掲注24）、405頁。	 
43）荒木悌二郎「図画教育と国家的精神」、『美術新報』第14巻第12号、1915年10月、468
頁。荒木は全国の学校を視察し、毛筆画を学習している学校が少ないことを憂い、文部
省に意見書を提出した。東京高等師範学校での講演内容が発端となり、阿部七五三吉と
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『教育研究』誌上で1915年から約１年間論争した。	 
	 44）小堺宇市『文検受験用図画科研究者のために』大同館書店、1935年、７頁。	 
45）船寄俊雄・無試験検定研究会編『近代日本中等教員養成に果たした私学の役割に関する
歴史的研究』学文社、2005年、11―14頁。	 
46）「資料編」所収の「「教育科」の出願者数・合格者数・合格率（1895―1940）」	 を	 参	 照	 し
た。寺﨑他編『「文検」の研究』、前掲注１）、265―266頁。	 
47）「資料編」所収の許可学校と指定学校の一覧を集計してみると、「図画科」関連の事例は
許可学校、指定学校ともに1920年以降に際だって増加していた。許可学校の事例は、
1945年までのものは10件であったが、実質的に京都市立絵画専門学校と女子美術学校
（1929〜女子美術専門学校）の２校であった。とくに女子美術学校は「日本画用器画」
と「西洋画用器画」の両方が無試験検定指定学科目であった。指定学校の事例は、1945
年までのものは36件であった。そのうち「西洋画（鉛筆画）用器画」が21件、「図画」
が15件であり、「日本画（毛筆画）用器画」は皆無であった。船寄他編『近代日本中等
教員養成に果たした私学の役割に関する歴史的研究』、前掲注45）、285―584頁。	 
48）西田國夫「西洋画用器画受験記」、『文検世界』第14巻第10号、1928年10月、81頁。	 
49）水沼兼雄「文検図画科受験準備と回答及其感想（下）」、『文検世界』第15巻第8号、1929
年８月、70頁。	 
50）白浜徴「図画教師の資格」、『内外教育評論』第12号、1908年10月、27頁。	 
51）田代順七「西洋画に就いて」、『文検世界』第17巻第7号、1931年、144頁。	 
52）寺﨑昌男・「文検」研究会編『「文検」試験問題の研究――戦前中等教員に期待された専
門・教職教養と学習』学文社、2003年、218頁。	 
53）各年の『官報』に発表された合格者を集計した。	 
54）小澤春子「昭和11年文検日本画新受験合格準備公開」、『	 文	 検	 受	 験	 生	 』第8巻第10号、
1936	 年10月、184頁。	 
55）山崎明子「明治期における女性と美術教育」、『美術教育学』第12号、1991年３月、288
頁。	 
56）高等女学校については1903（明治36）年の高等女学校教授要目を参照した。教育史編
纂会『明治以降教育制度発達史』第４巻、教育資料調査会、1964年、329―337頁。中
学校については1902（明治35）年の中学校教授要目を参照した。教育史編纂会『明治
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以降教育制度発達史』第３巻、教育資料調査会、1964年、262―263頁。	 
57）「高等女学校規程」では「自在画」の規定しかないが、1903（明治36）年の「高等女学
校教授要目」において「用器画」的な内容の「幾何画」が定められた。しかし、それも
1911（明治44）年の教授要目では削除された。	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第２章	 「文検図画科」の検定委員	 
	 
	 第１節	 「文検図画科」の検定委員の概説	 
	 	 
	 	 １	 「文検図画科」の検定委員の特徴	 
	 「文検図画科」を担当した検定委員はどのような人たちであったのか。	 
	 「文検図画科」を担当した検定委員は全部で 22名であった。担当科目ごとに分けて検
定委員の変遷を図示したものが表２——１である。1885（明治18）年	 の	 第	 １	 回	 か	 ら1888（明
治21）年	 の第４回までは受験区分が分かれていなかったため「図画」として表記している。	 
	 「文検図画科」の検定委員の特徴は、第１に勤務先はおもに東京美術学校や東京高等師
範学校であり図画教員養成に関与していたこと、第２に彼らは図画教育の方針や教科書の
編纂などを主導する立場にいたこと、第３に彼らのキャリアにおいて修学歴は国内外で絵
画や建築の専門教育を受け、職歴には中等教員の経験者が多く、画壇では文部省主導の官
制展覧会で活躍した画家たちが多かったことである。以下に特徴を詳述する。	 
	 第１の点、彼らは東京美術学校あるいは東京高等師範学校などの直接養成機関において
図画教員養成関わっていたことについて。科目ごとに勤務先の傾向が異なることが特徴で
ある。「	 日	 本	 画	 （	 毛	 筆	 画	 ）」	 と	 「	 用	 器	 画	 」	 は	 東	 京	 美	 術	 学	 校	 の	 教	 員	 お	 よ	 び卒業者、「西洋画（鉛
筆画）」は東京高等師範学校の教員および画壇において彼らと関係の深い人物、あるいは同
校卒業者であった。「用器画」は第一高等学校の教員のように見えるが、最も長く任期を務
めた小島は東京美術学校を兼務し、鈴川と平井は東京美術学校の卒業者であったから、実
質的に東京美術学校の関係者が過半数を占めていた。	 
	 続いて第２の点についてである。彼らは図画教育を主導した立場にいたことについて、
数例挙げてみよう。白浜、渡辺、小島は、1897（明治 30）年に「尋常中学校教科細目調
査委員」に任命されて調査を行い、その調査結果が 1902（明治 35）年の「中学校教授要
目」の基礎となった1）。白浜と小山は1902（明治35）年に文部省に設置された「普通教育
ニ於ケル図画取調委員会」の委員に就任し、1903（明治 36）年には図画教科書編纂委員
に参画し、国定教科書『新定画帖』などを発行した2）。1940（昭和15）年には国民学校芸
能科図画の教科書編纂に松田義之と板倉賛治が関わった3）。	 
	 最後に第３の点についてである。キャリアの特徴は、彼らは国内外において絵画あるい
は建築の専門教育を受けた者たちであった。しかし画塾や個人に師事したことなどの例も	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表２——１	 「文検図画科」の検定委員の担当科目および変遷	 
	 	 
	 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
西暦
回
岡
倉
覚
三
／
文
部
省
学
務
一
局
詰
小
山
正
太
郎
／
東
京
師
範
↓
東
高
師
笠
井
直
／
	 
一
高
狩
野
友
信
／
東
美
岡
本
勝
元
／
東
美
白
浜
徴
／
東
高
師
↓
東
美
岡
田
秀
／
東
美
荒
木
悌
二
郎
／
東
女
高
師
広
瀬
済
／
東
高
工
松
田
義
之
／
東
美
松
井
昇
／
（
不
明
）
藤
島
武
二
／
東
美
渡
辺
文
三
郎
／
一
高
久
米
圭
一
郎
／
東
美
小
林
万
吾
／
東
美
・
東
高
師
兼
務
石
川
寅
治
／
東
高
師
板
倉
賛
治
／
東
高
師
佐
々
木
三
六
／
一
高
小
島
憲
之
／
一
高
・
東
美
兼
務
橘
節
男
／
東
高
工
鈴
川
信
一
／
東
美
平
井
富
夫
／
一
高
18 85 1 ● ●
19 86 2 ● ●
20 87 3 ● ●
21 88 4 ● ● ●
24 91 5
26 93 6 ● ● ●
27 94 7 ● ● ● ●
28 95 8 ● ● ●
29 96 9 ● ● ●
30 97 10 ● ● ●
31 98 11 ● ● ●
32 99 12 ● ● ●
32-33 99-00 13 ● ● ●
33-34 00-01 14 ● ● ●
34-35 01-02 15 ● ● ●
35 02 16 ● ● ●
36 03 17 ● ● ●
37 04 18 ● ● ●
38 05 19 ● ● ●
39 06 20 ● ● ●
40 07 21 ● ● ●
41 08 22 ● ●
42 09 23 ● ● ●
43 10 24 ● ● ● ●
44 11 25 ● ● ● ●
45/1 12 26 ● ● ●
2 13 27 ● ● ● ●
3 14 28 ● ● ●
4 15 29 ● ● ●
5 16 30 ● ● ●
6 17 31
7 18 32 ● ● ●
8 19 33 ● ● ●
9 20 34 ● ● ●
10 21 35 ● ● ●
11 22 36 ● ● ●
12 23 38 ● ● ●
13 24 40 ● ● ●
14 25 42 ● ● ●
15/1 26 44 ● ● ●
2 27 46 ● ● ● ●
3 28 48 ● ● ● ●
4 29 50 ● ● ● ●
5 30 52 ● ● ● ●
6 31 54 ● ● ● ●
7 32 56 ● ● ● ●
8 33 58 ● ● ● ●
9 34 60 ● ● ● ●
10 35 62 ● ● ● ●
11 36 64 ● ● ● ●
12 37 68 ● ● ● ●
13 38 70 ● ● ● ●
14 39 72 ● ● ● ●
15 40 74 ● ● ● ●
16 41 75 ● ● ● ●
17 42 76 ● ● ● ●
18 43 78 ● ● ● ●
岡倉 小山 笠井 狩野 岡本 白浜 岡田 荒木 広瀬 松田 松井 藤島 渡辺 久米 小林 石川 板倉 佐々木 小島 橘 鈴川 平井
〔注〕船寄俊雄氏の『官報』調査結果と『文検世界』、『文検受験生』、『英語青年』、芸術研究振興財団・東京芸術大学百年史編集委員会編『東京芸術大学百年史　東京美術学校編』（第２巻、第
３巻）、「年譜」（『小山正太郎先生』不同社旧友会、1934年）等を参照して作成。検定委員の任期を●で表記した。勤務先は東美（東京美術学校）東高師（東京高等師範学校）一高（第一高等学校
学校）東女高師（東京女子高等師範学校）東高工（東京高等工業学校）。
学
科
目
図画 日本画（毛筆画） 西洋画（鉛筆画） 用器画
元号
明治
大正
昭和
	 	 45
あり、必ずしも正規の高等教育機関を経ているわけではない。国内の高等教育機関では東	 
京美術学校の卒業者が多い（岡本、白浜、岡田、松田、鈴川、平井）。「文検」の他の学科
目では帝国大学、高等師範学校、女子高等師範学校の卒業者が多くを占めたが、「文検図画
科」は技術の専門性が高い学科目であったためこの点は独特であった。	 
	 次に彼らの職歴についてであるが、中等教員経験者が22名中13名で半数以上を占めた
（笠井、狩野、白浜、岡田、荒木、松田、松井、藤島、板倉、鈴川、平井）。とくに大正末
期以降に交代した委員、鈴川信一、平井富夫、松田義之、板倉賛治は全員が中等教員経験
者であった。ちなみに藤島武二は「文検図画科」出身者で検定委員を経験した唯一の人物
である。「文検」の他の学科目と比較すると、中等教員経験者が多いのが「文検家事科」や
「文検裁縫科」であったが4）、これらの学科目には実技が含まれること、帝国大学に学問
分野が存在しないという共通項が見られた。そして「日本画（毛筆画）」および「西洋画（鉛
筆画）」の検定委員たちに限定されるが、彼らはいずれも画壇において1907（明治40）年
から開始された文部省展覧会（通称「文展」／〜1918）をはじめ、その後身である帝国美
術院展覧会（通称「帝展」／1919〜1934）、帝国美術展覧会・文部省美術展覧会（通称「改
組帝展」・「新文展」／1936〜1943）な	 ど	 の官制展覧会において入選あるいは審査員などを
務めて活躍した実力のある画家たちであった。	 
	 
	 	 ２	 試験との関わり方	 
	 検定委員たちの業務内容は、試験問題の作成と採点、口述試験（「	 教	 授	 法	 」）の試験官、
合否の判定であった5）。毎年３名ないし４名の検定委員が任命され、試験問題の作成は、「日
本画（毛筆画）」「	 西	 洋画（鉛筆画）」「	 用	 器画」の各科目に対し基本的に１名（1927年以降
「用器画」のみ２名）が担当した。「文検図画科」は上記３科目に加え「図案」と「教授法」
の試験も行われたが、「図案」や「教授法」は受験区分として独立していたわけではない。
「図案」の場合「日本画（毛筆画）」「西洋画（鉛筆画）」の試験の中で行われたため、この
２科目の検定委員が出題を担当した。「教授法」は全員が担当した。	 	 
	 検定委員の交代は退職や死亡によるものとは限らず、とくに決まった法則性はない。勤
務校に在職中または存命であっても委員の職を退いた例もあれば、勤務先の学校を退職し
た後も任命が継続された例もあった。	 
	 「文検図画科」の検定委員は後任者が前任者と同門あるいは師弟関係にあるなど、比較
的近しい関係である場合が多かった。たとえば、小山と松井はともに川上寛（号：冬崖）
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の聴香読画館の門下であった。小山、笠井、佐々木、松井、渡辺はいずれも西洋画団体で
ある明治美術会で活躍した西洋画家であった。石川は小山の私画塾である不同舎の教え子
であり、荒木と広瀬は荒木寛畝の門下であった。後任者の指名についてどのような取り決
めや過程があったのかは不明であるが、前任者の意向が反映されたことが想像される。	 
	 次節以降では科目ごとの検定委員の特徴を概観し、任期の長短と試験問題の変化に着目
して時期区分を行い、それぞれの時期の代表的な検定委員がどのような人物であったのか、
略歴を中心に述べておこう。	 
	 
	 第２節	 「日本画（毛筆画）」の検定委員	 
	 
	 	 １「日本画（毛筆画）」の検定委員の概要と変遷	 
	 「日本画（毛筆画）」の検定委員は、狩野友信（東京美術学校／任期：1891年第５回〜1895
年第８回）、岡本勝元（東京美術学校／任期：1896年第９回）、白浜徴（東京高等師範学校・
東京美術学校／任期：1897年第 10回〜1903年第 17回）、岡田秀（東京美術学校／任
期：1904年第18回〜1906年第20回）、白浜徴（東京美術学校／任期：1907年第21回
〜1909年第22回）、荒木悌二郎（東京女子高等師範学校／任期：1910年第23回〜1919
年第33回）、広瀬済（東京高等工業学校／任期：1920年第34回〜1927年第46回）、松
田義之（東京美術学校／任期：1928年第48回〜1943年第78回）の７名であり、東京美
術学校の教員が多くを占めた。検定委員の任期と試験問題の変化の大きさから時期区分す
ると以下の３期に分けられる。	 
	 
	 	 第１期	 1892（明治24）年第５回〜1907（明治40）年第23回	 
	 	 第２期	 1910（明治43）年第24回〜1927（昭和２）年第46回	 
	 	 第３期	 1928（昭和３）年第48回〜1943（昭和18）年第78回	 
	 
	 第１期は東京美術学校の日本画の担当教員あるいは同校の初期の卒業生たちが試験を担
当した時期である。この時期の代表的な委員として白浜徴を挙げたい。白浜の留学の前と
後で試験問題が大幅に変更され、留学後の影響が形成された試験問題の構成が最終回まで
継続されたからである。	 
	 第２期は荒木悌二郎、広瀬済と荒木寛畝門下が続いた時期である。いずれも東京美術学
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校以外の教員であり、第１期および第３期と比べて相対的に東京美術学校の影響が弱まっ
た時期といえよう。基本的な出題構成は第１期の要素を継承しつつ、具体的な教育実践に
関する内容が問われたり、「花鳥」「山水」など日本画らしい題材が出題された時期である。	 
	 第３期は図画師範科の松田義之が担当した時期である。「	 西	 洋	 画	 （	 鉛	 筆	 画	 ）	 」	 や	 「	 用	 器	 画	 」
のように新たな内容が試験に加わるほど目立つものではなかったが、松田も試験の改革に
着手した形跡がみられた。	 
	 
	 	 ２	 白浜徴	 
	 白浜徴（1866—1928）は明治後半期以降の図画教育界を牽引してきた中心人物の一人で
ある。東京美術学校の第２期生であり、同校卒業後は図画教育者としての道を邁進し
た。1907（明治40）年に設置された東京美術学校図画師範科の初代主任教授を務めた。	 
	 白浜は1866（慶応元）年12月８日長崎県五島の福江村（現・長崎県）の出身。少年時
代から英語を学び 1881（明治 14）年長崎外国語学校に入学したが 1884（明治 17）年に
同校を退学し、東京大学予備門に入学した。しかし翌年には東京大学予備門も病気のため
退学し、郷里の長崎で英語教員を務めた。この時職場の同僚が持っていた新聞に東京美術
学校の生徒募集の広告を見つけて出願し、1889（明治 22）年に東京美術学校に入学し
た。1894（明治 27）年に同校を卒業、同年９月に長崎県活水女学校図画科教授嘱託とな
り、翌1895（明治28）年東京高等師範学校助教授を経て、1901（明治34）年11月東京
美術学校教授に就任した。1902（明治 35）年「普通教育ニ於ケル図画取調委員会」の委
員に就任、1903（明治 36）年には文部省図画教授法講習会の講師を務め、図画教科書編
纂委員に就任した。1904（明治 37）年図画教授法を学ぶためアメリカのマサチューセッ
ツ州立図画師範学校に入学、１年半ほどアメリカへ滞在した後ヨーロッパを視察し、1907
（明治40）年に帰国した。帰国後は同年に創設された東京美術学校図画師範科の主任教授
に就任した6）。	 
	 白浜の留学の経緯は当時の図画教育の状況が関連する。1890年代（明治 20年代）に毛
筆画教育が隆盛を極めたが、10年ほど経つとその弊害が出始め、教育的な新しい図画教育
像である「教育的図画」が求められた。1902（明治 35）年に設置された「普通教育ニ於
ケル図画調査委員会」によって以後の図画教育の方針が定められた。白浜はそのため図画
教育の調査を目的としてアメリカとヨーロッパ諸国を留学し、その留学の成果は帰国後に
発行した数種の図画教科書や、東京美術学校図画師範科での教員養成などを通じて図画教
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育界に影響を与えた7）。留学後に発行された教科書のうち代表的なものは国定教科書『新
定画帖』（1910年）である。『新定画帖』にはそれまで区別されてきた鉛筆と毛筆が併存し、
シルエット画、図案、色彩、構図法、透視図、投影図など多種多様な題材が盛り込まれた。
しかし多様な画材や題材を取り扱ったせいで感覚の統一性がなく、個々の題材の意味づけ
が不明確になり「〜の練習をなす」に留まったという欠点もあった8）。	 	 
	 検定委員就任中の事件として、試験問題の漏洩疑惑事件が挙げられる。白浜は帰国後
の1907（明治40）年の第21回から「日本画（毛筆画）」の検定委員に再任されたが、わ
ずか２年後の1909（明治42）年	 第23回の本試験において試験問題の漏洩疑惑が浮上し大
変な騒動になった。その結果「毛筆画」の本試験では再試験が行われ、白浜はその後検定
委員には選ばれなくなった9）。	 	 
	 	 
	 	 ３	 荒木悌二郎	 
	 荒木悌二郎(1872—1944)は十畝と号し、花鳥画を得意とした日本画家であった。荒木
は1872（明治５）年長崎県旧東彼杵郡、朝長兵蔵・須賀の二男に生まれた。少年時代から
「琴湖」の号で絵を描き始め、1892（明治25）年20歳の時に上京し、荒木寛畝に師事し
た。寛畝にその画才を認められ、悌二郎は翌 1893（明治 26）年寛畝の娘・鈴と結婚して
荒木家の養子となり、号を琴湖から十畝に改めた10）。1895（明治28）年	 か	 ら	 東	 京	 女	 子	 高	 等
師範学校および附属高等女学校に勤務した11）。	 
	 荒木の美術教育にまつわる出来事として、東京高等師範学校の教員である阿部七五三吉
との論争が知られる。この論争は『教育研究』誌上において1915（大正４）年８月から翌
年にかけ展開された。これは荒木が図画教育の現状について、1915（大正４）年５月に東
京高等師範学校附属中学校で行った講演が発端であった。荒木は全国の学校を視察した上
で、学校現場においてほとんど毛筆画教育が行われていなかったことを憂い、図画教育は
国民教育の主旨にも沿う日本画を本位にすべきであると主張した。それに対して阿部は荒
木の主張を消極的国粋保存であると批判し、教育的な図画は特定のものに偏るべきではな
いと応酬した。阿部は『新定画帖』の編纂に関わっており、「教育的図画」の立場から反論
したのである。その後二人は数回のやりとりを交わしたが議論は平行線をたどった。	 
	 先に述べたように、『新定画帖』には多種多様な題材が取り扱われたがゆえに各々の題材
の意味づけが不明確であったという特徴があった。この議論で重要な点は、荒木がその不
明確さを指摘し、『新定画帖』に表れている「教育的図画」の曖昧さを批判したことにあっ
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た12）。	 
	 
	 	 ４	 松田義之	 
	 松田義之（1891—1981）は東京美術学校図画師範科の卒業生で、白浜徴の愛弟子の一人
であった13）。戦後も美術教育界で活躍し、様々な功績を残している。また、松田は銅版画
作家としても著名であり、東京美術学校で版画の教育と普及に尽力した14）。	 
	 松田は1891年（明治24）年11月９日愛知県生まれ。1905（明治38）年、立教中学に
入学。1911（明治44）年	 愛	 知	 県	 第	 一	 師	 範	 学	 校	 ２	 部	 に	 入	 学	 し	 た	 。その後短期兵役を経て1914
（大正３）年東京美術学校図画師範科に入学、1917（大正６年）に卒業した。卒業後は三
重県の神戸中学を経て、白浜の招きにより 1920（大正９）年東京美術学校助教授となっ
た。1936（昭和11）年には同教授に就任した15）。1940（昭和15）年、国民学校芸能科図
画の教科書編纂を担当した16）。	 
	 銅版画作家としては 1931（昭和６）年帝展に銅版画が入選し、1932（昭和７）年日本
版画協会会員となった17）。	 
	 松田は戦後の活躍も知られ、戦後の教育改革で美術を選択科目にするという試案が出さ
れた際にはそれを全力で阻止し18）、1965（昭和40）年に東京で開かれたINSEA東京大会
招致から運営まで携わったなど19）の功績が伝えられる。	 
	 松田の任期中、「文検図画科」は大きな改変の動きの中にあり、「西洋画」では「木炭画」
と「油絵」、「	 用	 器	 画	 」	 で	 は	 「	 製	 図	 」	 が	 新	 た	 に	 追	 加	 さ	 れ	 た	 。「日本画」でも試験の改革を試み
た形跡がうかがえ、松田は「日本画についても絹地に書くこと位まで来年辺りから取り入
れたいと思つてゐる」20）、「	 学	 校	 で	 教	 へ	 る	 程	 度	 は	 さ	 う	 高	 き	 を	 要	 し	 な	 い	 が	 、	 教	 師	 と	 な	 る	 に	 は	 や
はり専門家の行るマ マ やうな技術を知つてゐる必要があらう」21）と意欲を見せていた。絹布が
導入されたか否は確認できないが、受験体験記には解答用紙の変更があったことが記録さ
れていた。それによれば、「昨年までは写生は美濃紙のドーサ引略画は美濃紙大の最も粗悪
な画仙紙であつたものが本年から写生は昨年の三倍程もある大きな紙を水張りしたドーサ
引の用紙であつて写生には非常に都合のよかつた点で受験生は感謝してゐた」22）というこ
とで、「写生」用の用紙は３倍程度の大きな紙が用意されたようであり、「略画」に用いら
れた「粗悪な画仙紙」は適度な大きさの良質な紙に変更されたことは確かなようであった。	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 第３節	 「西洋画（鉛筆画）」の検定委員	 
	 
	 	 １	 「西洋画（鉛筆画）」の検定委員の概要と変遷	 
	 「西洋画（鉛筆画）」を担当した検定委員は、松井昇（明治美術会／任期：1891年第５
回〜1896年第９回）、藤	 島	 武	 二（東京美術学校／任期：1897年第10回）、渡	 辺	 文	 三	 郎（第
一高等学校／任期：1898年第11回〜1907年第21回、1910年第24回〜1911年第25回）、
久米桂一郎（東京美術学校／任期：1909年第23回〜1911年第25回、1913年第27回）、
小山正太郎（東京高等師範学校／任期：1912年第26回〜1915年第29回）、小	 林	 万	 吾（東
京美術学校・東京高等師範学校兼務／任期：1916年第30回〜1919年第33回）、石川寅
治（東京高等師範学校／任期：1920年第34回〜1933年第58回）、板倉賛治（東京高等
師範学校／任期：1934年第60回〜1943年第78回）の８名であった。「西洋画（鉛筆画）」
は以下の３期に分けられる。	 
	 
	 	 第１期	 1885（明治18）年第１回〜1907（明治40）年第21回	 
	 	 第２期	 1908（明治41）年第22回〜1919（大正８）年第33回	 
	 	 第３期	 1920（大正9）年第34回〜1943（昭和18）年の第78回	 
	 
	 「文検図画科」では「鉛筆画」（試験の内容は「用器画」を含む）だけは第１回から試験
が行われていた。第１期は小山正太郎、松井昇、渡辺文三郎など、明治美術会の発起人ら
洋画旧派の時代23）であった。明治美術会とは1889（明治22）年に発足した全国規模の西
洋画団体である。近代日本の西洋画界は 1896（明治 29）年に東京美術学校に西洋画科が
設置される頃には新旧の構図が形成された。新派は東京美術学校を中心にアカデミズムを
活躍の場とし、旧派は普通教育現場に従事するという図式である24）。「	 文	 検	 図	 画	 科	 」	 の	 検	 定
委員にもその図式がそのまま反映した。この時期の代表として渡辺を挙げる。	 
	 第２期は東京美術学校図画師範科が創設されたことを期に、画家と図画教員の区別が明
確になりはじめる時期である。この時期は東京美術学校、東京高等師範学校において教員
養成に携わった教員たちの時代であり、この時期を代表する委員として小山を挙げる。	 
	 第３期は洋画「旧派」の中でもとくに小山に学んだ第２世代の時代で、石川寅治が代表
的存在である。石川は様々な試験問題の改革に取り組み、「西洋画（鉛筆画）」試験の最終
形態を作りあげた。	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 ２	 渡辺文三郎	 
	 渡辺文三郎(1853—1936)は五姓田派25）の始祖・五姓田芳柳の高弟として知られる。渡辺
は1853（嘉永６）年備中国矢掛（現・岡山県）の出身。幼少から円山派を学び、1873（明
治６）年に数学を学ぶために上京。その間、洋画を学ぶことを勧められ、五姓田芳柳、義
松親子に師事し、その後五姓田の塾でも絵を教えた。1877（明治 10）年から東京英語学
校の教師の職を紹介され、1900（明治33）年	 ま	 で第一高等学校に勤務した26）。第一高等学
校の退職は同校の自在画の時間が削減されたことによるものであったが、退職後も明治末
年まで検定委員を務めた。	 
	 渡辺の属していた五姓田派の画家らは芸術家というより技能家的な性格が強く、彼らの
職業は画家に留まらず、図画教員や絵に関連する技術者など幅広く及んだ。明治初期の画
家たちは日本画と西洋画の両方の素養を持っていることは珍しくはないものの27）、彼らの
作品群には西洋画も日本画も含まれ、しばしば絵画へのスタンスから「旧派」の画家と対
立することもあった点で近代日本洋画史のなかでは異端の存在であった28）。その姿勢は図
画教育に対しても同様であり、毛筆と鉛筆は技法の問題として捉え目的に応じればどちら
でも構わないという立場を取る傾向にあった。そのため五姓田派の画家たちは西洋画家で
ありながら毛筆画教科書も執筆し、西洋画の苦境の時期を乗り切ったとされる29）。	 
	 渡辺の著作はおもに図画教科書が確認でき、『実験図画』（松原三五郎・田中篤郎共著、
教育書房、1901年）、『実験用器画』（松原三五郎・田中篤郎共著、教育書房、1901年）な
どがある。	 
	 	 
	 	 ３	 小山正太郎	 
	 小山正太郎(1854—1916)は西洋画の旧派の画家であり、明治期を代表する図画教育家と
しての功績が知られる。小山は、1885（明治18）年の第１回から1888（明治21）年の第
４回まで検定委員を務め、明治末期になって再び検定委員に任命された。	 
	 小山は 1854（安政４）年、越後国長岡（現・新潟県）の出身。1971（明治４）年上京
し、翌年川上冬崖の聴講読画館に入門。1876（明治９）工部美術学校へ入学し、フォンタ
ネージに洋画を学ぶ。1878（明治 11）年、フォンタネージの後任教師に不服を申し立て
て同校を退学し、連袂退学した仲間と十一会を結成した。同	 年	 、東京師範学校に招聘され、
同校の図画教育の基礎を作った。明治 10年代半ばから続く国粋主義の台頭と毛筆画教育
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の隆盛を背景に、1889（明治 23）年東京高等師範学校の毛筆画の教員採用をめぐって非
職となったが、約10年後の1898（明治31）年再び同校の講師を任命された30）。東京高等
師範学校非職から復帰までの間、小山は西洋画家としての活動と後身の育成に邁進し
た。1889（明治 22）年に明治美術会を創設に参加し、私画塾である不同舎での教育など
に専念した。小山の不同舎の教え子には、近代日本美術史に名を残す画家が多く、その中
には後任を務めた石川寅治もいた。	 
	 小山は明治 30年代に入ってから東京高等師範学校に復帰し再び図画教育界で活躍を見
せた。1902（明治35）年、「普通教育ニ於ケル図画取調委員会」の委員に任命された。翌
年は図画教科書編纂委員にも任命され、『	 新	 定	 画	 帖	 』	 の	 編	 纂	 に	 も	 関	 わ	 っ	 た	 。	 
	 
	 	 ４	 石川寅治	 
	 石川寅治(1875—1964)は小山の不同舎に学んだ画家である。石川は不同舎の優等生であ
り、小山から堅実な画風と教育者としての側面を受け継いだといわれる31）。美術界ではお
もに官展で活躍し、1907（明治 40）年に文部省展覧会（文展）が開催されて以来、ほと
んど皆勤で出品し続けた32）。石川の作品のテーマは幅広いが、作風を一言で述べるとすれ
ば、客観写生に終始したとされる33）。	 
	 石川は、1875（明治８）年高知県の出身。中学生のときに高知一中で図画教師をしてい
た上村昌訓に師事した。1891（明治24）年、16歳のときに上京し、小山正太郎の不同舎
に入門した。1901（明治 34）年、明治美術会の若い画家たちが改革に動きはじめ、1902
（明治35）年「太平洋画会」と改称して再出発した。太平洋画会は不同舎の門人が中心と
なっていたが、石川もこれに参加して改革を進めた。同年秋から１年ほど、大下藤次郎と
ともに水彩画展を開きながら欧米を周遊した。1904（明治 37）年には雑誌『明星』２月
号から８月号まで挿絵を描くなどして活動した。	 
	 1918（大正７）年に東京高等師範学校の教員に就任し34）、同校に就任してから２年後
の1920（大正９）年から1933（昭和８）年まで「文検図画科」の「西洋画」の検定委員
を務めた。その後、1943（昭和18）年に太平洋美術学校の校長に就任した。	 
	 石川は図画教育のなかでもとくに教員の力量に関心が高く、すでに東京高等師範学校に
就任する以前からそれに関連する発言を残し、「技能教科であるのに其教師の技能が極めて
不十分であると云ふことはどう考へても不都合であると思ふ」35）と厳しい批判を行ってい
た。その批判は「文検図画科」へも向けられたが、石川は批判するだけには留まらなかっ
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た。試験内容の改変を試み、「文検図画科」受験者に対して手厚い指導も行った。受験者へ
の指導の具体的な内容については第４章で詳述する。	 
	 
	 第３節	 「用器画」の検定委員	 
	 
	 	 １	 「用器画」の検定委員の概要と変遷	 
	 「文検図画科」の用器画を担当したのは、佐々木三六（第一高等学校／任期：1888年第
４回〜1894年第７回）、小島憲之（第一高等学校／任期：1894年第 7回〜1918年第 32
回）、橘節男（東京高等工業学校／任期：1919年第33回〜192年第35回）、鈴川信一（東
京美術学校／任期：1922年第 36回〜1943年第 78回）、平井富夫（第一高等学校／任
期：1927年第46回〜1943年第78回）であった。このうち、任期が長く、時代的にも連
続性がある小島、鈴川、平井の３名に着目して時期区分すると、以下の３期に時期区分で
きる。	 
	 
	 第１期	 1888（明治21）年第５回〜1921（大正10年）年第35回	 
	 第２期	 1922（大正11）年第36回〜1926（大正15）年第44回	 
	 第３期	 1927（昭和２）年第46回〜1948（昭和23）年第78回	 
	 
	 第１期は佐々木、小島、橘など高等教育機関において製図の専門教育に従事した人たち
が担当した時期であり、おもに小島憲之によって「用器画」試験問題の問題数や出題の性
質など、基礎的な性格が決定された。	 
	 第２期は鈴川信一に代表される。鈴川は第１期から出題を整理し、中等教育現場の実践
に即した基礎的な内容を出題の中心とした。	 
	 第３期は平井富夫が加入し、「用器画」のみ検定委員が二人体制になった。試験科目には
「製図」が新たに追加され、作図技術の向上が図られた。	 
	 	 	 
	 	 ２	 小島憲之	 
	 小島憲之(1855—1918)は1879（明治12）年アメリカのコーネル大学で建築学士を取得
した日本人初の建築家であった。小島は帰国後のキャリアの大半を建築家ではなく、用器
画と英語の教育に費やした。彼の教え子には近代日本を代表する建築家が多い36）。「文検図
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画科」の用器画を担当する一方で「文検英語科」も兼任した。	 
	 小島憲之は 1855（安政２）年37）下野国雀宮（現・栃木県）の出身。1869（明治２）年
横浜で米国人コールニスに英語を学び、1870（明治３）年大学南校に入学し、矢田部良吉
の塾生になった。1873（明治６）年第一大学区第一番中学（旧大学南校）の教師であった
E.H.ハウスに伴われてアメリカへ渡り、同年９月、コネチカット州ハートフォード高校に
入学。1875（明治 8）年コーネル大学建築学科に入学し、1879（明治 12）年に同校を卒
業、日本人で始めて学国の大学で建築学の学位を得た。卒業後にハートフォードで建築家
の助手をした後、欧州、インド、中国を経て1881（明治14）年10月に帰国し、東京大学
理学部勤務となった。翌1882（明治15）年	 ９	 月	 に	 大	 学	 予	 備	 門	 兼	 務	 、同	 年12月に東京大学
教授に就任し、理学部兼予備門教授となった38）。1886（明治19）年	 ３	 月	 に	 予	 備	 門	 教	 諭	 を	 本
務とし、工科大学を兼務した。1894（明治27）年に帝国大学の講師嘱託を解かれるまで、
工科大学と第一高等中学校を兼務した39）。その間、1888（明治22）年	 に東京美術学校を嘱
託となり40）、第一高等学校と東京美術学校を1918（大正７）年まで勤務し、在職のまま没
した。	 	 
	 管見の限り、小島の建築や図学に関する論文等は残されていないようであるが、著作は
唯一『用器画教科書』全４巻（川村孝共著、1912年）がある。彼が建築家として手がけた
仕事として現存しているものは、旧上野図書館文庫、現東京芸術大学の構内にある赤煉瓦
２号棟である。	 
	 小島の任期中、1916（大正５）年の第 30回の予備試験において出題図が欠落する事件
があった。当日は急きょ図が欠落した２問を削除して行われ、後日改めて再試験が行われ
た41）。これについては、小島、普通学務局の事務員、印刷局それぞれに言い分が食い違い、
真相は不明であった。し	 か	 し	 、「	 毛	 筆	 画	 」の	 白	 浜	 徴	 が	 試験問題漏洩疑惑によって検定委員か
ら外されたのに対し、小島はその後も任命され続けた。	 
	 	 
	 	 ３	 鈴川信一	 
	 小島の後任を務めた鈴川信一(1873—1948)および平井富夫(1876—没年不詳)は東京美
術学校において小島の薫陶を受けた者たちであった。鈴川は「日本画（毛筆画）」検定委員
であった白浜徴とは同期生である。	 
	 鈴川は1873（明治６）年２月、山口県の出身。1894（明治27）年７月東京美術学校絵
画科を卒業。卒業後すぐに兵役につき、日清戦争に応召した。その後日露戦争にも応召し、
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最終的に陸軍歩兵大尉になった。鈴川は、図画教師としてはおもに関西地方で働いた。1896
（明治29）年４月から1898（明治31）年９月まで兵庫県の豊岡中学、1898（明治31）
年９月から1899（明治32）年	 ４	 月	 ま	 で	 奈	 良	 県の五條中学、1900（明治33）年	 ４	 月	 か	 ら1916
（大正５）年３月まで京都府鳥羽の第二中学で勤務した42）。鳥羽第二中学を経て1916（大
正５）年	 ３	 月	 よ	 り	 東	 京	 美	 術	 学	 校	 の	 勤	 務	 と	 な	 っ	 た	 が	 、当	 初	 は	 体	 操	 担	 当	 で	 、教	 務	 兼	 庶	 務	 掛	 で	 あ	 っ
た43）。1929（昭和４）年同校教授となったが、1932（昭和７）年教授の職を辞し講師とし
て同校で用器画を教えた。	 
	 著作は、1902（明治 35）年『中学習画帖』を京都の石敢堂から出版している。また本
間良助と共著の『図学詳解』（本間良助共著、教育研究会、1927年）は受験参考書として
受験者から支持された。	 
	 
	 	 ４	 平井富夫	 
	 平井については詳細な経歴は不明な点が多く記述が断片的になるが、その範囲で整理し
ておこう。平井は1876（明治９）年東京府の出身。1897（明治30）年東京美術学校日本
画科を卒業した。1897（明治30）年の東京美術学校卒業から1906（明治39）年の再入学
までの間、自営、福島中学、兵役を経て、麹町女学校に勤務した44）。1906（明治39）年、
用器画研究のために東京美術学校に再入学し、翌 1907（明治 40）年に卒業と同時に第一
高等学校の講師に就任した。平井は第一高等学校では小島憲之の助手を務めた45）。そし
て、1932（昭和７）年には同校教授となった46）。平井は検定委員に在任中、第一高等学校
のほか女子美術専門学校47）でも用器画を教えた。	 
	 著作は、用器画の教科書『新制用器画』（全３巻、筧敦良共著、教育研究社、1937年）
や図画教育論的著作『最新図画講話』（明文館書店、1912年）などがある。	 
	 	 
	 以上９名が「文検図画科」のおもな検定委員である。第３章以降、彼らの出題に沿って
試験問題の分析を行う。	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36）その建築家らには伊東忠太、大沢三之助、塚本靖、関野貞、岡田信一郎、古宇田実、森
井健介などが挙げられ、更に小島は彼らと東京美術学校で共に教鞭を執っていた（村松
貞次郎「不遇の建築家・小島憲之」、『日本近代建築史ノート――西洋館を建てた人々』
世界書院、1965年、177頁）。また、伊東忠太については、伊東が東京美術学校に勤務
するに至ったのは、小島が岡倉天心に伊東を紹介したという経緯があった（岸田日出刀
『建築学者伊東忠太』乾元社、1945年、43頁）。	 
37）小島の履歴の生年は1857（安政４）年となっているものが多い（たとえば『建築士』第８
巻第79号、1959年５月、17頁）が、杉山の調査によれば、正しくは1855（安政２）年
であった（杉山英男「近代建築史の陰に	 第23回第13章	 若き日の小島憲之その１」、
『建築技術』第621号、2001年11月号、201頁）。	 
38）杉山英男「近代建築史の陰に第11回	 第７章	 工部大校の終焉と残照	 その１」、『建
築技術』第609号、2000年11月号、191―193頁。	 
39）杉山英男「近代建築史の陰に第13回	 第８章	 小島憲之と一高	 その１」、『建築技術』
第611号、2001年１月号、191——193頁。	 
40）芸術研究振興財団・東京芸術大学百年史編集委員会編『東京芸術大学百年史	 東京美術
学校篇第１巻』ぎょうせい、1987年、519頁。	 
41）この事件は「試験問題脱落事件」として報じられた。小島によれば、通常は余白に図を
描いていたが、この年は余白がなく別紙に描いて送付したとのことであった。しかし、
文部省も印刷局も図を受け取っていないと主張し、責任の所在が不明になったという	 
（『読売新聞』1916年８月28日付）。	 
42）金子『近代日本美術教育』、前掲注２）、602―603頁、626―627頁、632頁。	 
43）芸術研究振興財団・東京芸術大学百年史編集委員会編『東京芸術大学百年史	 東京美術
学校篇	 第２巻』ぎょうせい、1992年、858頁。	 
44）各年の『東京美術学校一覧』を参照した。金子『近代日本美術教育の研究』、前掲注２）、
530頁。	 
45）下元連の「助手の平井さん」という発言がある（「日本で最初に外国で建築学を修めた
小島憲之先生」、『建築士』第８巻第79号、1959年５月、16頁）。	 
46）「文検中等教員検定試験委員名鑑」、『文検受験生』第８巻第１号、1936年１月、79頁。	 
47）女子美術大学編『女子美術大学八十年史』女子美術大学、1980年、117頁。	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第３章	 「文検図画科」の試験問題	 
	 
	 第１節	 「日本画（毛筆画）」	 の	 試	 験	 問	 題	 	 
	 
	 	 	 １	 白浜徴の試験問題	 
	 白浜徴の出題はその時代ごとの図画教育観が反映されていたといえる。とくにアメリカ
留学を期に、試験問題が留学以前とは大きく変化した。まず留学前の出題の特徴は東京美
術学校の基礎課程に沿ったものであり、「臨画」「写生」「新案」の組み合わせであった。東
京美術学校では「臨画」と「写生」で基礎的な力をつけ、「新案」においてそれまでの学習
を活かして創作へ向かうという流れであり、高	 学	 年	 に	 な	 る	 ほ	 ど「	 新	 案	 」の	 時	 間	 が	 増	 加した1）。
「臨画」は模写的な作業で手本のとおりに絵を描いて学ぶ方法であり、「写生」は実物を見
て描くものである。「新案」は創作的な作業で想像して絵を描くもので、東京美術学校では
創造性を養うために設けられた科目であった2）。白浜の留学前の図画教育観は主知主義的
といわれ、当時の一般的な毛筆画の教員に比べて「美的」や「趣味」ということに触れな
い点で合理的な傾向ではあったが、大きく異なるものでもなかった。図画科の目的は見る
力の養成、秩序、綿密などの習慣の養成とし、練習方法は東京美術学校の学習過程を踏襲
して「臨画」「写生」「新案」を挙げていたから3）、この方法論が出題にそのまま反映して
いたことになる。	 
	 出題構成は、予備試験では「臨画」「新案」、本試験では「写生」「新案」であった。「臨
画」「	 写	 生	 」「	 新	 案	 」	 で	 は	 そ	 れ	 ぞ	 れ	 出	 題	 さ	 れ	 る	 モ	 チ	 	 フ	 が	 あ	 る	 程	 度	 固	 定化していた。「臨画」
は人物が出題され、「臨画	 老人（但し濃淡を要す）」（1898〈明治31〉年	 第12回予備試験）
「少年（但し濃淡を要す）」（1901〈明治35〉年第15回予備試験）「小児熟睡の状態（濃淡
を要す）」（1903〈明治36〉年第17回予備試験）という様子であった。「	 写	 生	 」	 は	 動	 物（剥
製）が出題され、「着色写生	 五位鷺」（1898〈明治31〉年	 第12回本試験）「着色写生	 兎」
（1900〈明治33〉年第13回本試験）「着色写生	 鳥、鸚鵡」（1902〈明治35〉年第16回本
試験）という様子であった。「新案」は三つの中では出題モチーフの幅が広く、植物、風景、
動物が出題され、「新案	 夏の花」（1898〈明治31〉年	 第12回本試験）「新案	 田舎の秋色」
（1900〈明治33〉年第14回予備試験）「新案	 水中の魚」（1903〈明治36〉年第17回予備
試験）というように問われた。	 
	 留学後の1907（明治40）年の第21回以降の試験問題は大幅に変更された。この変更は
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留学経験の影響が現れている。留学の成果は国定教科書『新定画帖』（1910年）に反映さ
れた。出題構成を概観すると、従前どおり出題されたのは「写生」のみで、「臨画」と「新
案」が姿を消し、新たに「墨絵」「略画」「図案」が追加された。	 
	 「写生」は留学前よりモチーフの幅が増え、植物のほか動物も出題された。出題を例示
すると、「着色写生、菊花」（1907〈明治 40〉年第 21回本試験）、「鴨及鶏の剥製の内一個
を着色写生右を適当に組合わせたる後鈎勒法に依りて着色すべし」（1909〈明治42〉年	 第23
回本試験・再試）などと出題された。	 
	 「墨絵」の内容は従前の「新案」に類似した出題であり、想像して描くものであった。
しかし、モチーフの形状も素材も具体的に指示された点が「新案」とは異なる。出題を例
示すると、「煙草盆を画け	 其の形は長方形にして異色を存せる木製のものとし火入れは丸
形の陶器とし灰吹は普通の竹製のものと想像して線画にて之を画き濃淡を施し画を完成す
べし決して着色すべからず」（1907〈明治40〉年	 第21回予備試験）というふうに問われた。	 
	 「略画」とは形態の特徴をとらえたまま簡略に表現するものである。モチーフは多種多
様で数も多かった。出題を例示すると、「略画	 一、蜜柑の葉。二、菜の葉。三、くわの葉。
四、蓮の葉。五、雀。六、鶯。七、みゝづく。八、象。九、老人男顔。十、老婦の顔。十
一、男児の顔。十二、女児の顔。右各自の記憶を基とし一より四迄は平塗描法にて描き五
より十二迄は線書又は没骨法によりて描出すべし。但墨色の濃淡に限る」（1909〈明治42〉
年第23回本試験）というふうに問われた。「略画」は伝統的な日本画の様式にあるが、こ
れは日本画の素養を試すとともに、実践で素早く絵を描いて説明する技術を問う狙いも
あったと考えられる。当時「黒板画」の研究が盛んに行われた背景もあり4）「教授法」に
おいて「五分速写の想像画を塗板画でやらしてみた」5）という試験が行われていたから、
これを実技試験に組み込んだと考えられる。後に松田義之が、「略画」について「略画であ
るが、之は教壇上で授業する上に於て必要なことである」6）と述べたことからも、「略画」
は実践上の技術として重視された面が指摘できる。	 
	 「図案」の出題は皿や花瓶など器物をデザインすることであった。「図案」は模様を構成
する力と、ものを正確に設計する力が求められた。1897（明治30）年頃までは「図案」に
は作図の意味合いが強かったようであり7）、留学前の出題では「図案」と「新案」が混同
して使用される場合があった8）。これは「鉛筆画」の試験も同様であり、時事的な現象で
あった。しかし1907（明治40）年頃になる頃には「図案」から作図の意味は薄れていった
といわれ9）、「	 新	 案	 」	 と	 混	 同	 さ	 れ	 る	 こ	 と	 は	 な	 か	 っ	 た	 。出題を例示すると、「丸形陶器製の菓
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子皿の内部に左の題によりて考案したる模様を画け。題	 蝶	 但し次項に注意すべし。一、
模様は実物より便化したるものとす。一、菓子皿の直径は曲尺五寸五分としその平面図及
立面図を要す。一、立面図は高さを随意として図を切断して其の一方に截断面を示せ」（1908
〈明治 41〉年第 22回予備試験）というふうに問われ、模様の構成とともに寸法も正確な
設計図的なものが求められた。	 
	 その他の特徴は試験問題全体に日本画的な性格が強調されていることである。「鈎勒法」
「平塗描法」「線書」「没骨」などの運筆が指定され、「墨絵」という表現などが相当する。
「略画」も含まれるであろう。これはアメリカで日本画的教育が流行していたため、逆に
影響を受けていたことがうかがえる10）。	 
	 それでは、出題と教授要目との関連はどのようになっていたのか。本研究は中等諸学校
のなかでも師範学校の教授要目を参照するものであるが、師範学校の教授要目が制定され
たのは1910（明治43）年	 で	 あ	 っ	 た	 か	 ら、こ	 の時期に準拠できる師範学校の教授要目は存在
しない。師範学校の教授要目を参照する理由は二つあり、ひとつは戦前期の中等学校のな
かでも実技に加え教授法が課され、学習内容が最も多いからである。もう一つは、師範学
校は小学校教員養成を通じて初等教育へ影響が及ぶからである。	 
	 他方、中学校の教授要目はすでに1902（明治35）年に規定されていたため、便宜上1902
（明治35）年	 の	 中	 学	 校	 教	 授	 要	 目	 を	 参	 照	 す	 る	 も	 の	 と	 す	 る	 。ち	 な	 み	 にこの教授要目の制定に際
しては白浜が調査に関わっていた11）。1902（明治35）年の中学校教授要目を表３—−１に示
した。	 
	 教授要目に定められた領域は「写生」「臨画」「考案画」「幾何画」であった。図画は「自
在画」と「用器画」の２本立てであったが、そのうち「自在画」の内容は「臨画」「写生画」
「考案画」に規定され、「用器画」の内容は「幾何画」に規定された。	 
	 まず留学前の出題について検討してみよう。出題と教授要目を勘案すると、第１学年か
ら第３学年で学習する「臨画」は予備試験、全学年で学習する「写生」は本試験に出題さ
れた。色彩の使用も段階が踏まれ、予備試験では基本的に用いられず、本試験では色彩の
使用が指示された。このことから予備試験は低学年、本試験は高学年の学習内容という段
階を踏んだものであったといえる。	 
	 モチーフに関しては予備試験から本試験へと段階を踏むように、予備試験に低学年の内
容、本試験には高学年の内容という学年配当とは関連がなかった。ただし、低学年で学ぶ
「臨画」には高学年で学ぶ人物、全学年で学ぶ「写生」には比較的低学年で学習する動物	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表３——１	 中学校教授要目（1902〈明治35〉年	 
	 
〔注〕教育史編纂会編『明治以降教育制度発達史』第３巻、教育資料調査会、1964年、262	 	 	 
	 	 	 	 	 ―265頁を参照して作成した。	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が出題され、難度のバランスが取られていたと考えられる。	 
	 「新案」の語は教授要目にはない。「考案画」の「写生画、臨画及幾何画ニ於テ習得シタ
ル技能ヲ応用シテ簡単ナル図案ノ類ヲ構成セシムヘシ」が示す内容が相当するであろうが、
これは東京美術学校の「新案」の学習過程と類似している。「	 新	 案	 」	 は	 予	 備	 試	 験	 、本試験と
もに出題され、モチーフとしては風景や植物が出題された。	 
	 次に留学後の出題を検討してみると、「写生」以外は教授要目には規定がないものが多い。
「臨画」は教授要目で規定されたが出題されなかった。「写生」は従前の出題と比較すると
モチーフの幅が広がり、動物、植物が出題された。「図案」は皿や花瓶などの物品のデザイ
ンが出題された。教授要目では「考案画」の規定に含まれると思われる。	 
	 「墨絵」と「略画」については規定がない。ただし「略画」については1925（大正14）
年の師範学校教授要目において規定された。そこでは第３学年の「黒板上ノ練習」におい
て「略画ノ描出」と定められたのが最初であったから、出題が教授要目の規定よりも 15
年ほど先取りしていたことになる。	 
	 以上のように、留学後の出題はモチーフ以外に関しては教授要目との間に関連が見られ
ないものがあり、内容によっては教授要目を先取りしているものもあった。	 
	 最後に白浜が受験者に求めたものは何だったのかについて言及しておこう。白浜は出題
の意図について語ってはいないが、受験者の技術面については批判的に言及し、「出来るな
らば東京にでも出て稽古すると云ふ意気込みが必要である……唯単に美術上の絵を書くと
云ふに過ぎず、極くキチンとした正しい絵を書くマ マ ことが劣つてゐつては駄目である。殊に
教育上に於ての図画は全く正しい確実なものを画くにあるのだから受験者は殊に大事であ
る」と述べた。白浜の発言には「美術上の絵」と「教育上に於ての図画」という語があり
両者を区別していることがわかる。この区別はこの時期の図画教育の思想でもあった。白
浜が図画教員に求めたのは「全く正しい確実なものを画く」技術であった。	 
	 
	 	 ２	 荒木悌二郎の試験問題	 	 
	 荒木悌二郎の試験問題は基本的に「写生」「略画」「図案」の三つの要素が引き継がれた
が、特徴は予備試験に顕著に表れた。予備試験の特徴は２点挙げられ、第１に教育の事項
に関する内容が問われたこと、第２に創作的な内容が出題されたことである。	 
	 第１点目については、教授要目に関わる図画教育の枠組みや実践上の具体的な知識が問
われた。たとえば、前者の例は「中等教育に於ける図画教授の要旨並に臨画、写生、図案
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等各教科要項に就きて説明せよ」（1911〈明治 44〉年第 25回）、後者の例は「形状調和と
は如何左の形状に就て各の感情を述べよ」（1916〈大正５〉年第30回予備試験）などであ
る。	 
	 第２点目については従前の「新案」と同様の出題で、画題に沿って絵を想像して描くも
のであった。例えば「竹に小禽を描け」（1911〈明治 44〉年第 25回予備試験）「秋景を描
け（但農家、橋、人物、渓流を添ふ）（1914〈大正３〉年第28回予備試験）などがこれに
当たる。	 
	 また、第１点目と第２点目の特徴を総合したような出題も見られた。画題を示して記憶
やイメージで絵を描き、そのモチーフの形状や題意について説明を求める出題であった。
出題を例示すると、「あさがほ（着色画）。	 ひ	 る	 が	 ほ	 （	 線画）。	 両者の形態上の特殊なる諸点
を挙げよ」（1912〈大正元〉年第26回予備試験）、「任意に一図を画き題意の説明を付せよ」
（1915〈大正４〉年第29回予備試験）などが相当する。	 
	 それでは、出題と教授要目との間にはどのような関連が見られたのか。次頁の表３−−２
に1910（明治43）年の師範学校教授要目を提示しておこう。師範学校教授要目（1910〈明
治43〉年	 ）先	 に	 参	 照	 し	 たと中学校教授要目（1902〈明治35〉年	 ）との違いを簡単に示すと、
実技部分を示した「写生画	 臨画」「考案画」「幾何画」は共通しているが、師範学校教
授要目には「黒板上ノ練習」と「小学校ニ於ケル図画教授法」と、教授に関わる内容がそ
れに加わることである。	 
	 荒木の試験問題の出題構成は、予備試験が「写生」、画題に沿って創作する課題、教授に
関する説明が出題され、実技と説明の問題が混在していた。本試験はすべて実技試験のみ
であり、「写生」「略画」「図案」が出題された。ただし荒木の出題は「図案」の出題がやや
不規則な傾向があったから、「写生」と「略画」に重点が置かれたものであった。	 	 	 
	 「臨画」は師範教授要目では予備科から第２学年まで定められたにもかかわらず出題さ
れなかったところは白浜の時期と同様である。予備試験で出題された教育の事項に関する
内容や説明問題は、実技の試験において「小学校ニ於ケル図画教授法」に関する内容「教
授ノ要旨」「教授材料ノ選択及配列」「教授ノ方法」「教授用具及教授上必要ナル注意」「小
学校ニ於ケル図画教科用図書ノ研究」の範囲が問われたといえる。当時の「教授法」の試
験でも「椿花の臨本により其形状変化の理由を説明せしむ」（1917〈大正６〉年の第31回）
というふうに問われ、具体的な題材を挙げて説明を求めたところは予備試験の出題と類似
していた。	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表３−−２	 師範学校教授要目（1910〈明治43〉年）	 
	 
〔注〕教育史編纂会編『明治以降教育制度発達史』第５巻、教育資料調査会、1964年、660	 	 	 
	 	 	 	 	 	 ―666頁を参照して作成した。	 	 
学年　　　年
本科第１部 本科２部
予備科
写生画　臨画
　幾何形体、器物、模型、植物
考案画
　主トシテ幾何的模様ヲ授クヘシ
写生画及臨画ニハ簡易ナル著色ヲ施スコトヲ得
1
写生画　臨画
　器物、模型、植物、動物
考案画
　幾何的模様及天然物ヨリ変成シタル模様ヲ授クヘシ
幾何画
　直線、角、円、	 多角形、曲線
　簡易ナル立体ノ平面図、立面図、側面図、展開図ヲ加フヘシ
黒板上ノ練習
写生画臨画ニテ著色ノ練習ヲナサシメ考案画ニテ配色ノ応用ヲ授クヘシ
写生画
　本科第一部第三学年及第四学年ニ準ス
考案画
　本科第一部第三学年及第四学年ニ準ス
黒板上ノ練習
　本科第一部第三学年及第四学年ニ準ス
小学校ニ於ケル図画教授法
　本科第一部第三学年ニ準ス
2
写生画　臨画
　　器物、植物、動物、建築物、人物
考案画
　前学年ニ準ス
幾何画
　立体ノ正面図、立面図、側面図、展開図、切断図、等角図
黒板上ノ練習
色彩ハ前学年ニ準ス
3
写生画
　植物、動物、建築物、人物、景色
考案画
　前学年ニ準シ更ニ器物図案ヲ授ケ便宜既習ノ模様ヲ之ニ応用セシムヘシ
幾何画
　前学年ニ準シ透視画法ノ一班ヲ授クヘシ
黒板上ノ練習
色彩ハ前学年ニ準ス
小学校ニ於ケル図画教授法
　教授ノ要旨
　教授材料ノ選択及排列
　教授ノ方法
　教授用具及教授上必要ナル注意
　小学校ニ於ケル図画敎科用図書ノ研究
4
写生画
　第三学年ニ準ス
写生画
　第三学年ニ準ス
黒板上ノ練習
修業年限二箇年ノモノ
第一学年　写生画　本科第一部第三学年ニ準ス
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 考案画　本科第一部第三学年ニ準ス
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 黒板上ノ練習　本科第一部第三学年ニ準ス
　	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 小学校ニ於ケル図画教授法　本科第一部第三学年ニ準ス
第二学年　写生画　本科第一部第四学年ニ準ス
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 考案画　本科第一部第四学年ニ準ス
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 黒板上ノ練習　本科第一部第四学年ニ準ス
修業年限一箇年ノモノ　男生徒ノ部ニ準ス
教授上ノ注意
1910（明治43）年
女生徒ノ部
男子生徒ノ部ニ準ス
一、自在画教授ノ際ニハ成ルヘク陰影画法及透視画法ニ就キ簡易ニ其ノ理法ヲ説明スヘク又時々記憶画見取画ノ練習ヲサシムヘシ
二、色彩ヲ授クルニハ著色法ノ外六色及其ノ明色ト暗色トノ区別ヲ知ラシメ更ニ色ノ性質対比及調和ヲ示スヘシ
三、描写ニハ主トシテ鉛筆及毛筆ヲ用ヒシムヘシ但し便宜色鉛筆及ペン等ヲ使用セシムルモ可ナリ
四、生徒ヲシテ成ルヘク名作品又ハ其ノ複製品ヲ見シメ趣味ノ涵養ニ資スヘシ
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 「写生」のモチーフは予備試験と本試験では区別されており、予備試験は器物を主とし
た静物、本試験では植物あるいは動物が出題された。出題を例示すると、予備試験は「携
帯品三個を配置良く写生せよ」（1910〈明治 43〉年第 24回予備試験）「筆洗と羽箒とを配
置よく写生せよ」（1914〈大正３〉年第28回予備試験）という様子であり、本試験は「コ
マ鳥（着色者生）」（1911〈明治44〉年第26回本試験）「着色写生	 柿二個、水仙一茎、椋
鳥」（1916〈大正５〉年第30回本試験）という様子であった。出題とモチーフの学年配当
を勘案すると、予備試験は予備科から第２学年までの比較的低学年の範囲である幾何形体
を含む単純な形体のモチーフ、本試験は全学年の範囲から植物を含むやや複雑な形体のモ
チーフが出題される傾向で、予備試験から本試験へと段階を踏んだものであった。	 
	 「略画」では「秋海棠、鵲、栗、瀑布、鯛、猿、男学生、女学生」（1918〈大正７〉年
第32回本試験）など、多くの種類モチーフが出題され、植物、動物、風景、人物など、幅
広いものであった。教授要目上に「略画」の規定はとくに示されていないが、幅広いモチー
フが出題された点は白浜の担当時期と同じであった。	 
	 その他、試験全体を通した出題の特徴としては植物をはじめ鳥や動物を添えた風景など、
花鳥画的なモチーフが頻繁に登場したことが挙げられる。ここに花鳥画を得意とし、日本
画本位の図画教育を主張した荒木の嗜好性が反映していた。	 
	 これらの出題で荒木が受験者に求めたものは何だったのか。荒木は受験者について「正
式な研究をした人が、極めて少いといふ事である」と述べ、技術面について批判した点は
白浜と同様であった。図画教員自身の技術が高ければ教授は付随すると考え、「実行し得て
始めて教授が出来るのである。而も其の実行といふ事はたゞ手が自由に動くといふのでは
なく、手を動かすべき思想の発達が基となるのである。其故に技術の出来ないのは之を現
はすべき精神のはたらきが鈍いのである」12）と述べた。予備試験で出題された、絵を描い
て画題やモチーフの形状について説明を求めた出題にはこの思考が反映されていたといえ
よう。	 
	 	 
	 	 ３	 松田義之の試験問題	 
	 松田義之の出題は予備試験、本試験ともに「写生」「略画」「図案」で構成された。松田
の出題の基礎は「写生」に置かれており、「文部省中等教員検定試験日本画の試験は写生を
主として試験してゐる」13）と述べていた。「略画」は黒板上の教授技術としての側面もあ
るが、やはり「写生」の延長としてとらえ、「略画のやうなものは相当多く写生をして、形
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を呑み込んで居るといふことが必要である。唯ゝ単に略画といふ意味でなく、多く写生し
た人には自然略画も容易に為し得ることと思ふ。又、略画に於ては、此の試験に於てはさ
ほど技巧を重要視してゐない。如何なる描き方でも差支え無い、附立て風でも、簡単な線
書き風でも」14）と述べていた。	 
	 「写生」は線描輪郭を取って彩色を施した。予備試験のモチーフは器物をはじめ比較的
単純な形態のもの、本試験は植物や動物が出題された。出題を例示すると、予備試験では
「左手に物品の持てる形を写生せよ（線画彩色）」（1929〈昭和４〉年第50回予備試験）「書
物二冊ヲ組合セ写生シ、之ニ相応シキ器物ヲ任意ニ添ヘテ画クベシ」（1935〈昭和 10〉年
第62回予備試験／図３−−１）であり、本試験では「つぐみ着色写生」（1930〈昭和５〉年
第52回本試験）「一、左ノ野菜ノ内任意ニ三種ヲ選ビ、之ヲ写生セヨ。	 生薑、人参、き
うり、めようが、茄子、枇杷」（1935〈昭和10〉年第62回本試験）などであった。この時
期になると、受験体験記に一部模範解答例が残されていた。受験体験記の筆者がこの通り
に解答したのか、またはこれが正解であったのかは定かではないが、イメージを明確にす
るために参考として図３−−１にその模範解答例を示しておこう。	 	 	 	 	 	 
	 模範解答の説明によれば、「問題の要求してゐるところは、二冊の本と他に相応しき器物
との組合わせ方の可否及構図、線、彩色の仕方である」15）ということであり、形と構図を
的確に取ったきわめてオーソドックスな写生が求められたことがわかる。	 
	 「略画」は画題の数が減少し、２題程度になった。「略画」の出題数が減少した理由は定
かではないが、以前から「略画は之を粗末に書けば可いのだと心得違ひをしてゐられる人
もある様だ」16）という指摘があり、丁寧に描けるように対処したものと考えられる。「略
画」の試験時間は１時間と短く、相当な技術的熟練がないと粗雑になってしまうのである。
モチーフの数以外に変更されたところは、「花鳥」「山水」などいかにも日本画な性格が強
いものは陰をひそめて新しい傾向のものが登場したことである。出題を例示すると、「１、
雪景	 ２、人物集合ノ図（図３−−２）」（1935〈昭和10〉年第62回予備試験）「花卉と昆虫
の図を墨一色にて画け」（1939〈昭和14〉年第70回予備試験）という具合であった。この
模範解答例が正解であった確証はないが、参考として先に例示した 1935〈昭和 10〉年第
62回予備試験第２問目の「人物集合ノ図」を図３−−２に提示しておこう。	 
	 画者によれば、これは「村の夏の夕べの一景」を描いたものである。解答の要点につい
ては「群像の筆致は余りかたくならずに要約された形と利いてゐる線とで一つのかたまり
として取り扱ふがよい」とのことであった。また、構図の研究には国内外の絵画研究が有	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 図３−−１	 「写生」解答例17）	 
	 
	 	 	 図３——２	 「略画」解答例18）	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効であり、「群像全体を包む外線が構図の基本形で西欧の名画あたりや鳥羽僧正の動物戯画、
崋山の一掃百態などにも面白い構図がある」19）とのことであった。松田も受験勉強の要点
として国内外の絵画の研究を推奨しており、「日本画に於ては殊に古画の美点をよく知り東
西の絵画に対しても批判力鑑賞力を有つことが必要である」20）と述べていたから、受験者
側も検定委員の指示通りに学習していたことがうかがえる。	 
	 「図案」は予備試験では模様図案や書籍の表紙などの平面構成、本試験では「西洋画」
と共通で立体図案が出題された。予	 備	 試	 験	 の	 出	 題	 を	 例	 示	 す	 る	 と、「	 書	 籍	 表	 紙	 図	 案	 。	 但	 し	 資	 料
及大さマ マ 任意、色数は三色とす」（1929〈昭和４〉年第50回予備試験）「一辺二〇㎝.ノ正方
形ニ曲線ト直線ヲ用ヒテ当嵌模様ヲ画ケ、彩色随意」（1935〈昭和10〉年第62回予備試験
／図３−−３）な	 ど	 で	 あ	 っ	 た	 。「図案」も一部模範解答例が残されていた。これについても正
解であったという確証はないが、参考として図３−−３に提示してみよう。	 
	 
	 	 	 	 	 図３——３	 「図案」解答例21）	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 この時期の「図案」は時代性を反映する傾向がみられた。これは「西洋画」でも同様で
松田の独特の特徴ではない。従前の平面図案は植物がモチーフの模様図案が主流であった
が、新たに幾何形体のモチーフも登場し、「構成図案の近時流行遅れの感があるがいかにも
新しい図案教育のやうに考へられる」22）というコメントが見られる。「構成」とはドイツ
の工芸美術学校であるバウハウスの教育課程の影響で、1930年頃に普及したものであっ
た	 23）。その後、1941（昭和16）年以降の予備試験の「図案」は「日本画」「西洋画」とも
に「国防ポスター」の出題が増えた。本試験の立体図案については「西洋画（鉛筆画）」の
項で述べる。	 
	 では、出題と教授要目の関連はどのようになっていたのか。同時代の師範学校の教授要
目である、1925（大正14）年の師範学校教授要目を表３−−３に示した。1910（明治43）年
と異なる点は、本科第一部において予備科が廃止され、新たに専攻科が設けられたことで
ある。	 
	 「臨画」は第２学年まで、「写生画」は第１学年から第５学年まで課された。学習モチー
フは、第１学年は「幾何形体	 器物	 模型	 植物	 動物」、第２学年は「器物	 模型	 植物	 
動物」、第３学年は「器物	 植物	 動物	 建築物	 石膏模型	 人物	 風景」、第４学年は「各
種ノ静物	 建築物	 人物	 風景	 活動セル動物及ビ人物」第５学年は「前学年ニ準ス」と
された。「動物」が第１学年に移動し、「景色」が「風景」へと名称変更され、「石膏模型」
「活動セル動物及ビ人物が」が新たに加わるなどの変更が見られた。	 
	 「考案画」は、「幾何的模様」「天然物」といったモチーフではなく模様の種類が示され、
第１学年から第２学年は模様を主としたもの、第３学年から立体図案が入り、第４学年以
降は応用とされた。	 
	 松田の出題においても「臨画」は出題されず、「写生」のモチーフは予備試験では静物、
本試験では植物や動物が出題された点も白浜、荒木の担当時期と同様であった。	 
	 「略画」は「黒板上ノ練習」において第３学年に「略画ノ描出」と定められた。先に述
べたとおり「略画」は黒板上で説明する力を想定した出題でもあったから、教授要目が出
題に追いついた形であった。	 
	 「図案」は予備試験では平面図案であったから第１学年から第３学年の範囲、本試験は
「西洋画」と共通で立体図案であり第３学年以降の内容が出題された。「写生」と同様に予
備試験と本試験では低学年の範囲から高学年の範囲と段階を踏んだ出題であった。	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表３——３	 師範学校教授要目（1925〈大正14〉年）	 
	 
〔注〕教育史編纂会編『明治以降教育制度発達史』第７巻、教育資料調査会、1964年、618	 
	 	 ―623頁を参照して作成した。	 
学年　　　年
本科第１部 本科２部
1
写生画　臨画
　幾何形体　器物　模型　植物　動物
考案画
　一般図案法　単独模様ノ構成
　二方連続模様ノ構成
幾何画
　直線、角、円、多角形、曲線
　点　線　面ノ立面図・平面図・側面図
本科第一部男生徒ノ部第四学年及第五学年ニ準ス
2
写生画　臨画
　器物　模型　植物　動物
考案画
　輪廓模様ノ構成　四方連続模様ノ構成
幾何画
　立体ノ立面図・平面図・側面図・展開図
　切断図・等角図
3
写生画
　器物　植物　動物　建築物　石膏模型　人物
風景
考案画
　不規則的構成ニヨル各種ノ装飾図案　立体図案
幾何画
　透視画法
黒板上ノ練習
　略画ノ描出
4
写生画
　各種ノ静物　建築物　人物　風景
　活動セル動物及人物
考案画
　各種応用図案
黒板上ノ練習
　稍複雑ナル描出　色ちょーく使用の方法
小学校ニ於ケル図画教授法
　教授ノ要旨　教材ノ選択排列　教授ノ方法　教
　授用具及教授上必要ナル注意　小学校ニ於ケル
　図画教科書ノ研究
5
写生画
　前学年ニ準ス
考案画
　前学年ニ準ス
黒板上ノ練習
　前学年ニ準ス
修業年限二箇年ノモノ
第一学年　本科第一部男生徒ノ部第四学年ニ準ス
第二学年　本科第一部男生徒ノ部第五学年ニ準ス
修業年限一箇年ノモノ
第一学年　本科第一部男生徒ノ部第四学年及第五
学年ニ準ス
注意
一、自在画教授ノ際ニハ成ルヘク陰影画法及透視画法ニ就キ簡易ニ其ノ理法ヲ説明シ又時時記憶画及見取画ノ練習ヲナサシムヘシ
二、色彩ニ関シテハ適当ノ時期ニ於テ著色法ノ外三原色・間色・明色ト暗色ノ区別ヲ知ラシメ更ニ色ノ性質・対比・色彩配合ノ調和
等ヲ教育スヘシ
三、描写ニハ主トシテ鉛筆及毛筆ヲ用ヒシメ尚ぺん・木炭・くれよん・ぱすてる・水絵具・油絵具等ノ描画ニ就キ成ルヘク多様ニ亙
リテ其ノ使用ヲ理解セシムヘシ
四、生徒ヲシテ成ルヘク名作品又ハ其ノ複製品ヲ鑑賞セシメ趣味ノ涵養ニ資スヘシ
1925（大正14）年
女生徒ノ部
男子生徒ノ部ニ準ス
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表３−−４	 師範学校教授要目（1931〈昭和６〉年）	 
	 
〔注〕教育史編纂会編『明治以降教育制度発達史』第７巻、教育資料調査会編、1964	 
	 	 	 年、743―748頁を参照して作成した。	 
	 
学年　　　年
本科第１部 本科２部
1
自在画
　写生画及臨画
　　幾何形体　器物　植物　動物　風景
　考案画
　　平面図案
用器画
　平面幾何画
本科第一部第四学年及第五学年ニ
準ス
増課教材
　本科第一部第四学年及第五学年
　ノ増課教材ニ準ズ
2
自在画
　写生画及臨画
　　器物　植物　動物　風景
　考案画
　　平面図案
用器画
　投影画及其ノ応用
3
自在画
　写生画
　　器物　植物　動物　建築物　石膏模型
　　人物　風景
　考案画
　　立体図案
用器画
　透視画及其ノ応用
4
自在画
　写生画
　　静物　植物　動物　建築物　人物
　　風景
　考案画
　　立体図案
小学校ニ於ケル図画教授用法及教材ノ研究
増課教材
　自在画及用器画ニ就キ程度ノ稍高キモノ
　ヲ課スベシ
5
自在画
　写生画
　　前学年ニ準ズ
　考案画
　　前学年ニ準ズ
増課教材
　前学年ニ於ケル増課教材ニ準ズ又便宜美
　術史ノ大要ヲ授クコトヲ得
注意
1931（昭和６）年
自在画ノ写生画及臨画ニ在リテハ専ラ形象描写ノ基礎的練習ヲ為サシメ考案画ニ在リテハ日常生活上必須ナルモノニ就テ描カ
シメ其ノ形状ヲ装飾トノ工夫創作イ重ヲ置クモノトス
用器画ハ之ヲ第一学年乃至第三学年ニ課ス而シテ其ノ応用ニ関スルモノハ他ノ学年ニ於テモ必要ニ応ジ之ヲ授クルモノトス
一、図画ノ教授ニ於テハ特ニ手工トノ連絡ニ注意スベシ
二、自在画教授ノ際適宜色彩及美ニ関スル事項ヲ授ケ又必要ニ応ジテ陰影画法及透視画法ニ就キ其ノ理法ヲ説
　　明シ時々速写ヲ為サシムヘシ
三、用器画ニ於ケル応用ハ成ルベク卑近ニシテ実際的ナルモノヲ選ブベシ
四、色彩画ハ主トシテ第二学年以上ニ於テ之ヲ課シ第一学年ニ在リテハ簡易ナル程度ニ止ムベシ
五、成ルベク名作品又ハ複製ヲ鑑賞セシメ美術ニ対スル理解ト趣味トニ力ムベシ
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 松田の担当時期には1931（昭和６）年にも教授要目が改正された。それを表３−−４に示
した。	 
	 題目にはあらためて「自在画」と示され、その下位に「写生画及臨画」「考案画」と規定
された。「臨画」は従前と同様第２学年まで、「写生」は第５学年まで課された。「増課教材」
は第４学年以降に設けられ、「程度ノ稍高キモノヲ課スベシ」と定められた。「考案画」の
記述は大幅に大綱化され、第１学年から第２学年は「平面図案」、第３学年以降は「立体図
案」と規定された。「略画」は「黒板上ノ練習」の記述がなくなり、「教授上ノ注意」に「第
三学年以上ニ在リテハ便宜黒板上ノ練習ヲ課シ略画説明図ノ描出ニ熟セシムベシ」とされ
た。その他、教授要目上ではモチーフの名称や学年配当に若干の変更が見られたが、試験
問題上では出題構成や内容に大きな変化はなかった。	 
	 それでは、松田が受験者に求めたものは何だったのか。松田も前任の白浜、荒木と同様
に受験者の技術には懸念を示し、「先づ一口に云へば多く準備が不行届きであるといつてよ
い」24）と述べた。とくに学習に際しては指導者に就くことを推奨し、「相当の指導者を得
て充分の準備練習をする途がないやうで、さういふ人は努めて立派な指導者につくことを
お奨めし度い。画のことは独学では先づ六ヶ敷いと思ふ」25）と述べた。	 
	 また、当時「文検図画科」の試験全体として「図画教師としては、画の技倆も勿論相当
の力を持つてゐることゝ、又美術史とか画論とか、或は近来の図画の思潮とか教授法とか
の方面にも高い教養ある人を要する様になつて来てゐる。即ち図画教師としての底力を必
要とする。是に書物もあり雑誌もあり又展覧会等も催される際には努めて観て鑑識を高め
見聞を広める必要がある」	 26）という傾向であったから、技術の修練だけではなく知識や
教養も求められるようになっていた。松田は後に回想を残しており、師である白浜から教
師の心得として常識の大切さを説かれ、教育者が画家と異なるのは常識や教養の部分であ
ると考えていた。松田は知人の帝国大学出の代議士が「雪舟」を「ゆきふね」と呼んだこ
とを例に挙げながら、「一般的な教育レベルを高めなければならない。それと感覚を洗練し
て日常生活を豊かにしなければならないと思う。美術教育者は無論技術も大切であるが、
また真の教師として必須なことも十分知育することが望ましい。もし画家になって終るな
ら教師家業を止めればよい。教師として立つ以上はこの点を心掛けねばなるまいと思う」27）
と述べていた。	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 第２節	 「西洋画（鉛筆画）」	 の	 試	 験	 問	 題	 
	 	 
	 	 １	 渡辺文三郎の試験問題	 
	 渡辺文三郎の試験問題の特徴は、「毛筆画」と「鉛筆画」の折衷的な出題であったことで
ある。予備試験は「臨画」と「新案」が出題され、領域もモチーフも「毛筆画」とほぼ共
通したものであった。本試験は「写生」が２題出題され、一つは「鉛筆写生」、もう一つは
「水彩写生」であった。本試験で出題された鉛筆と水彩の写生は、渡辺の担当より以前の
「鉛筆画」の出題をそのまま踏襲したものであった	 
	 「臨画」が「西洋画（鉛筆画）」	 の	 試	 験	 の歴史の中で課されたのは1885（明治18）年の
第１回から1888（明治21）年	 第	 の	 ４	 回	 を	 除	 き	 、渡	 辺	 の	 任	 期だけであった。西洋画の教育課
程において「臨画」の学習がなかったわけではないが28）、期間を通してみるときわめて特
徴的であった。出題を例示すると「臨画	 婦人」（1898〈明治31〉年	 第12回予備試験）「臨
画	 肖像」（1901〈明治34〉年第15回予備試験）「臨画	 男人」（1903〈明治36〉年第17
回予備試験）など、基本的に人物であったが、例外的に「馬頭」（1904〈明治37〉年第18
回予備試験）や「室内の図」（1905〈明治38〉年第19回予備試験）など動物や風景が出題
されることもあった。	 
	 「新案」はおもに風景が出題され、出題を例示すると、「	 新	 案	 池辺の孤亭」（1900〈明
治33〉年第14回予備試験）「新案	 夏の水辺」（1904〈明治37〉年第18回予備試験）「新
案	 屈曲ある平遠の街道の図を作れ但し六本以上の電柱を画き其の一柱は画者の接近する
を要し又遠山及人馬の往来あるべし」（1906〈明治39〉年第20回予備試験）という様子で
あった。	 
	 本試験の「鉛筆写生」のモチーフは人物で、石膏人物像か人物モデルが出題され、出題
を例示すると「石膏製半身像」（1903〈明治36〉年	 第17回本試験）、「老人半身像（モデル）」
（1904〈明治37〉年第18回本試験）などであった。「	 水	 彩	 写	 生	 」	 は	 動	 物	 、	 野	 菜	 や	 果	 物	 、	 植
物であり、出題を例示すると「鴛鴦」（1898〈明治31〉年第12回本試験）、「写生着色	 蜜
柑、林檎、菊花」（1904〈明治37〉年第18回本試験）などであった。	 
	 では、試験問題と教授要目との関連はどのようになっていたのか。「日本画（毛筆画）」
の白浜の項でも言及したように、まだ師範学校の教授要目が存在しないため、表３—-１に
示した1902（明治35）年	 の中学校教授要目を参照したい。出題構成は、予備試験が「臨画」
「新案」、本試験は「写生」（鉛筆、水彩）であり、予備試験が「毛筆画」と同じ構成になっ
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ている。モチーフは「臨画」は人物、「新案」は主として風景であった。「鉛筆写生」は人
物あるいは人体の石膏人物像、「水彩写生」は植物や動物であった。同時期の「毛筆画」試
験と同様に、「臨画」において高学年で学習する人物が出題され、「写生」でも画材が単純
な「鉛筆写生」なら高学年で学習する人物など難度のバランスが計られている様子であっ
た。	 
	 渡辺が受験者に求めたものは何だったのか。管見のかぎり渡辺の著作や発言はじめ、受
験体験記も確認できないため、渡辺や受験者の言説からそれを図ることはできない。渡辺
の任期はまだ毛筆画教育にも勢いが残っていたから「毛筆画用器画」の出願者の方が多かっ
た。毛筆画教育では「臨画」が学習の基礎的な位置付けであったから、当時のそのような
図画教育の状況を鑑みて試験問題にも対応したと推測する。	 
	 
	 	 ２	 小山正太郎の試験問題	 
	 小山の試験問題の特徴は出題構成において「写生」と「図案」の２要素が定着したこと
である。この２要素はこれ以後最終回まで踏襲され、1920年代以降の「西洋画（鉛筆画）」
における出題の基礎を確立した。	 
	 「写生」は予備試験では静物が出題された。出題を例示すると、「写生	 標本書籍」（1912
〈大正１〉年第26回予備試験）「写生	 椅子写生」（1913〈大正２〉年第27回予備試験）
などであった。本試験は従前どおり「鉛筆写生」「水彩写生」が各１題ずつ出題された。
「鉛筆写生」は石膏模型で、出題を例示すると、「	 標	 本	 石膏模型･･･大小位置描写の程度
等は実物につき説明す」（1912〈大正１〉年第26回予備試験）「石膏模型写生の模範画を
作れ（標本は人物胸像用品は鉛筆）（1915〈大正４〉年第29回本試験）」などであった。
「水彩写生」は器物や野菜果物をモチーフとした静物であった。出題を例示すると、「標
本	 書籍･･･大小位置描写の程度等は実物につき説明す。（絵具は三色を今和して仕様すべ
し他の絵の具を使用するを許さず）」（1912〈大正１〉年第26回本試験）「果実の水彩写
生の模範画を作れ（絵の具は三種を限り其他の用品も地方中学生の使用する程度のものに
限り専門的高価の用品を許さず）」（1915〈大正４〉年第29回本試験）などであった。	 
	 「図案」は予備試験、本試験ともに模様図案または書籍の表紙などを主とした平面図案
であった。出題を例示すると、予備試験は「百合花図案」（1913〈大正２〉年第27回予備
試験）「兎に因める図案」（1915〈大正４〉年第29回予備試験）、本試験の出題は、「図
案	 書籍表紙の図案」（1912〈大正１〉年第26回予備試験）「彩色図案の模様を作れ」（1915
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〈大正４〉年第29回本試験）などであった。立体図案は「花瓶の図案」（1914〈大正３〉
年第28回本試験）などが出題された。	 
	 その他、小山の出題は描き方や位置、指示が非常に細かいのも特徴であった。例えば、
「写生	 標本書籍」（1912〈大正１〉年第26回予備試験）の出題には、以下のような説明
が付された。「画法注意	 一、画紙を横に為し其広さに対し適当と認むる大さマ マ に画くべし。
二、形を正確に画くべし。三、時間内に画き終る程度に於て陰影を施すべし。四、尺度定
木に類を使用すべからず」というふうであった。	 
	 それでは、試験問題と教授要目にはどのような関連がみられるのか。1910（明治43）年
の師範学校教授要目は先述の表３—-２のとおりである。	 
	 「写生」は予備試験では静物、本試験は石膏人物像が出題された。予備試験のモチーフ
は予備科から定められた比較的低学年の内容、本試験は第２学年以降のもので、予備試験
より本試験のほうが高学年の内容が出題された。	 
	 「図案」は基本的に模様図案を主としたなど平面図案であったが、予備科から第２学年
に規定された模様図案の範囲である。本試験では稀に立体図案も出題された。立体図案は
第３学年において規定された。その他色彩の使用等を勘案すると、「写生」と同様に予備試
験より本試験のほうが高学年の内容が出題された。	 
	 その他、色彩の使用は予備試験と本試験では明確に区別され、予備試験では色彩を用い
ず鉛筆のみであり、本試験では色彩の使用が指示された。	 
	 モチーフの配当や色彩の使用状況から鑑みて、予備試験は低学年の内容、本試験は高学
年の内容という段階を踏んだ出題であった。	 
	 小山が受験者に求めたことは何だったのか。小山も白浜と同様に、元々普通教育と専門
教育を明確に区別していた29）。小山の考える図画教員としての力量とは、絵を見極める力
とされ、受験者に対しては「一体図画の教師として第一に大切なるは。生徒の画を一目見
てその正否を直に見分ける力である。面して更に進んで如何に訂正すれば正しくなるかと
いふことが明瞭にわかつてゐなければならぬ」と述べた。そして、その力を身につけるた
めに「正しき写生を度重ねるほかに途がない」30）から、「受験者は如何なる実物を出され
てもこれを正しく写生できるやうに勉強することが肝要である」と「写生」を重視した。	 
	 他方、芸術的な要素は二の次であり、「受験者に専門家のやるやうな立派な絵やしやれた
画を主として研究する傾のあることである」と受験者の答案の傾向を批判し、「検定試験は
中等教員としての力ありや否やを試すのであるから、専門家のやるやうなことはそれが出
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来ての上にせねばならぬのである」と注意を促した。出題例に一部挙げたように、「絵の具
は三種を限り其他の用品も地方中学生の使用する程度のものに限り専門的高価の用品を許
さず」など、具体的に現場を想定した道具を指定したのも、図画教員としての意識を促す
ためであったと考えられる。	 
	 
	 	 ３	 石川寅治の試験問題	 
	 石川の出題ではこれまでとはまったく異なり、新しいものが出題された。とくに本試験
ではより専門的な内容に踏み込んだ出題が追加され、新たに「木炭画」31）や「油絵」が出
題されるようになった。	 
	 「木炭画」は1922（大正11）年の第36回から「鉛筆写生」に代わって出題されるよう
になった。「木炭画」と	 は木炭を使って描くデッサンのことで、西洋画の学習では基礎的な
学習の一つである。モチーフには石膏像が出題され、出題を例示すると「モリヱル胸像」
（1925〈大正14〉年第44回本試験）、「ブルータス、ビーナス等」（1931〈昭和６〉年第54
回本試験）などであった。石川は「木炭画」の解答のポイントについて、「此石膏像描写の
着眼点は、１、形を正確に表はすこと。２、濃淡（調子）をつけて物の立体感を表はすこ
と。この二点である。この二つが出来るだけ力強く表はれる程よいのである。木炭の色と
か、木炭使用のうまさとか、石膏像の質の表現と云ふ様なことよりも、出来るだけ正確に
しかも力強い感じに表現されたデッサンを取るのである」32）と述べた。	 
	 そして、1928（昭和３）年から「油絵」が「水彩写生」に代わって登場した。1930（昭
和５）年の第52回までは静物が出題され、例示すると、「静物	 糸咲ダリヤ、ボンボンダ
リヤ、花瓶、バナナ二本、水密桃一個、ネーブル一個」（1930〈昭和５〉年第52回本試験）
などであった。1931（昭和６）年以降はモチーフが人物になり、出題を例示すると、「人物
（女のモデル上半身像）（十号大）」（1931〈昭和６〉年第54回）「人体モデル上半身写生」
（1933〈昭和８〉年第58回本試験）、という具合であった。「油絵」は本試験の「水彩写生」
のかわりに出題されるようになったが、なぜ「油絵」を出題するようになったのか。石川
は、「油絵」は受験者の絵画制作の技術を試験するためとして、「油絵具は現在出来てゐる
総ての絵具の中で最も自由に色を出すことの出来る材料であつて、自分の描かふと思ふ物
を遺憾なく表現することが出来るのである。この様に自由自在に描ける材料であるが為に
使用者の研究の程度によつて、絵の出来映えに大変の差異を生ずることになるから、受験
者の技倆を見る為にこの材料を使用せしめて絵を描かすことは、最も有効な方法である訳
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である」述べた。	 
	 それでは出題と教授要目にはどのような関連がみられるのか。1925（大正14）年の師範
学校教授要目は先述の表３——３の通りである。	 
	 出題構成は基本的に「写生」と「図案」であり、予備試験が「鉛筆写生」「水彩写生」（あ
るいは「水彩写生」が２題、「図案」（平面図案）であった。本試験は「木炭写生」「油絵」
「図案」（立体図案）であった。小山の担当時期の本試験の内容が予備試験に移行し、本試
験は全く新しいものであったから、従前の試験と比べて最も難しくなった。	 
	 「写生」の予備試験では器物と屋外（風景）写生が出題された。前者の器物を例示する
と、「鉄瓶又は土瓶に湯吞茶碗を配して之を一図に描け」（1923〈大正 12〉年第 38回予備
試験）などであった。後者の屋外写生の出題を例示すると、「屋外にある自己の欲するもの
を画け」（1924〈大正 13〉年第 40回予備試験）というふうであった。「写生」において構
図やモチーフの配置は基本的に受験者の裁量に任された。	 
	 石川の後任の板倉賛治の担当時期のものであるが、「写生」の模範解答が残されていた。
これも正解であったかどうかは定かではないが、解答をイメージすることが容易になるた
め、解答例を図３−３に例示してみよう。	 
	 
	 	 図３—−３	 「風景写生」解答例33）	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 模範解答には構図を的確に取って形を正確に描き、陰影や質感を丁寧に描き込んでいる
様子がうかがえる。この模範解答を描いた画者によれば、「形の正確といふ事に主力を尽す
やうでなければ決して合格はせぬ、省略々々と言つて徒らに単化してのつぺら棒な絵も不
可であるし、所によつては極めて精密な描写をしなければ絵がしまらない場合もある、形
が出来たら調子をつけ、動く者などは手早く仕上げて置き段々全体から及ぼして来るので
ある」と述べられ、形を正確に取り、全体のバランスを見て仕上げることが解答の要点で
あった。	 
	 本試験の「写生」は「木炭画」は人物、「油絵」は1930（昭和５）年第52回までは静物、1931
（昭和６）年第54回以降は人物が出題された。いずれもモチーフは人物が出題され、高学
年の内容であった。「木炭画」や「油絵」は一見専門的な内容に思えるが、「教授上ノ注意」
に「	 描	 写	 ニ	 ハ	 主	 ト	 シ	 テ	 鉛	 筆・毛	 筆	 ヲ	 用	 ヒ	 シ	 メ	 尚	 ぺ	 ん・木	 炭・こ	 ん	 て	 ・色	 鉛	 筆・く	 れ	 よ	 ん	 ・
ぱすてる・水絵具・油絵具等ノ描写ニ就キ成ルヘク多様ニ亘リテ其ノ使用ヲ理解セシムヘ
シ」と規定されていた。	 
	 「図案」は予備試験では平面図案、本試験では「日本画」と共通で立体図案が出題され
た。予備試験は「三角形の内部円形の外部に適当の模様を作れ（彩色）」（1926〈大正15〉	 	 
年第44回予備試験）、「クッションに龍の模様を描け（彩色）」（1928〈昭和３〉年第48回
予備試験）などであった。本試験は「パラソル。但し開きたるもの閉ぢたるものの各二図
を描き材料の説明を附すべし」（1932〈昭和７〉年第56回本試験）などであった。「図案」
については「素描の達者な技巧よりは物を自由に便化して出来た形の面白さと色彩の配列
が、如何によく装飾的価値を表現してゐるか否かと云ふことに最も重きを置くのである。
図案は何処までも斬新奇抜な味が充満してゐるものがよい」34）とされ、「写生」では正確
に描くことが求められたのに対し、「図案」では自由な発想が求められた、立面図や平面図
を描くこともなかった。「斬新奇抜」なものを求めたためか、例示した「龍の模様」や、「門」
（1930〈昭和５〉年第52回）など、やや突飛な出題も散見された。	 
	 石川の担当時期は 1931（昭和６）年にも教授要目が変更されたが、試験問題は「油絵」
のモチーフが人物に変更した点以外に大きな変更はなかった。	 
	 以上を総合すると、モチーフは予備試験では低学年から学習する内容、本試験は高学年
で学習する内容が出題され、予備試験から本試験へと段階を踏んだものであったといえる。	 
	 それでは、石川が受験者に求めたものは何だったのか。石川によれば、予備試験と本試
験では試験の目的が異なるという。予備試験の目的は図画教員として力量を計ることであ
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り、「受験者の描写能力が現代の中等学校の図画の教師として、適切に必要な程度の実力を
試すのであつてそして堅実味な画風のものを迎へる」35）とした。本試験は画家としての力
量を計るものであり「其の人が画家としてどの位の力があるかといふ事を見る試験をする
のである」36）とした。受験者もその意図を忠実に受け取り、「予試だから簡単などといふ
意味ではない唯図画教師として教壇上に立つ充分なる手腕あるか否かを検定なされるとの
ことである」37）、「本試験では予備とは大いに其の趣を異にし絵画専門家として如何なる手
腕及頭脳を有するかといふ点を目安として試験せられるとの事である、従つて本当の絵を
画く人を見るのだから直接教授に必要なき程度の高きものをするといふことになつてゐる
さうだ」38）と石川の発言と符号していた。他方、石川の画風に似せるべきか否かについて、
受験体験記では意見が分かれていた。「石川流になるとかならぬとか、そんな事をくよくよ
気にせぬ方がよい。よいゑは誰が見ても解る」39）といった意見がやや目立った。石川も「受
験者諸君は、如何なる画風であれば合格するであらふとか、如何なる表現法でなければ迎
へられないかと云ふ様なことを苦慮する必要は少しもない。如何なる画風、如何なる流派
の絵でも、ちつとも差支へないのである」40）と述べていたから、画風を似せるかどうかは
合否には影響しなかったのであろう。	 
	 石川が試験で重視したのは、画材を適切に使用し、ものを正確に描くことができる技術
であった。石川は「試験の成績は、一見上手らしく見えるしやれ描きの絵は取らない。何
処までも、真剣味の表はれた、そして巧妙に出来てゐる絵を重んずるのである」41）と述べ
たところは、師でもあり前任者でもあった小山の思考と重なるものであった。	 
	 石川は元々「文検図画科」の受験者の技術に対しては厳しい評価をしていた。東京美術
学校図画師範科、東京高等師範学校図画手工専修科を引き合いに出し、「前記二校に比すれ
ば数段下にあるもので、高師、美校師範科の二年生位の相当する実力であ」42）ると述べて
いた。しかし、石川は試験の改変を通して受験者の力量を向上させるために尽力し、数年
後には「従来は行はれた検定試験の実技といふものは、かなり劣つてゐたものなのである。
（中略）それが近頃は、年々試験の程度を高くしてきた為めに、ほゞ同程度の所（東京美
術学校、東京高等師範学校——筆者注）迄達したのであるが、未だも少し進めなければなら
ぬと思はれる。理想的に言ふならば、学校出の人より、文検合格者の方がより以上に力量
を有するといふ所までゆきたいと思ふ」43）と自己評価するまでに至った。	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 第２点目の一問につき平面図と展開、切断と展開など、複数の作業を課すものの例は、
「左図は一つの方形と八つの三角錐より成る九面体の立面図なりとす。今之を二倍し其平
面図を画き併せて此立体を展開せよ」（1917〈大正6〉年	 第31回予備試験）45）などである。
この場合は平面図と展開図を描く作業となる。	 
	 第３点目の日常的に目にする身近な製品を図学の素材として扱う出題の例は、「別紙第一
図の花瓶を二倍したる投影図を画きて凡ての陰影を見出せ」（1910〈明治43〉年第25回本
試験）46）などが相当する。	 
	 第４点目の説明する力が問われた点であるが、本試験の最後に実施された「教授法」で
検定委員を前に模擬授業が行われ、その力量が試された。	 
	 これらのことから、小島の出題は教室での教授場面に即した内容であったことがうがが
える。	 
	 では、教授要目との関連における特徴はどのようなものであったのか。1910（明治 43）
年の教授要目と対応させて考えてみよう。「用器画」の内容は「幾何画」において定められ
た。「幾何画」を抜き出した抄録を表３−−５に示す。	 
	 
	 	 	 表３−−５	 1910（明治43）年	 師範学校教授要目（抄録）	 
	 	 	 	 
	 	 	 ［註］教育史編纂会編『明治以降教育制度発達史』第５巻、教育資料調査会、	 
	 	 	 	 	 	 1964年、661―665頁を参照して作成した。	 
	 	 
学年　　　年
本科第１部 本科２部
予備科 ̶̶
1
幾何画
　直線、角、円、	 多角形、曲線
　簡易ナル立体ノ平面図、立面図、側面図、展開図ヲ加フヘシ
2 幾何画　立体ノ平面図、立面図、側面図、展開図、切断図、等角図
3 幾何画　前学年ニ準シ透視画法ノ一班ヲ授クヘシ
4 ̶̶
教授上ノ注意
備考　
（「用器画」の規定なし）
1910（明治43）年
自在画教授ノ際ニハ成ルヘク陰影画法及透視画法ニ就キ簡易ニ其ノ理法ヲ説明スヘク
又時々記憶画見取画ノ練習ヲサシムヘシ
女生徒ノ部：男子生徒ノ部ニ準ス
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 「幾何画」は第１学年から第３学年まで課され、予備科、第４および第５学年、そして
中学校卒業者を対象とする本科第２部の生徒には課されず、女生徒は「男生徒ノ部ニ準ス」
と規定された。第１学年では「直線、角、円、多角形、曲線、簡易ナル立体ノ平面図、立
面図、側面図、展開図ヲ加フヘシ」とされ、平面幾何画法47）と初歩的な投影画法が課され
た。第２学年では「立体ノ平面図、立面図、側面図、展開図、切断図、等角図」とされ、
投影画法の内容を第１学年から発展させたものが課された。第３学年では「前学年ニ準シ
更ニ透視画法ノ一斑ヲ加フヘシ」とされ、透視画法が課された。「教授上ノ注意」では、「用
器画」に関係するものとして「自在画教授ノ際ニハ成ルヘク陰影画法透視画法ニ就キ簡易
ニ其ノ理法ヲ説明スヘク又時々記憶画見取画ノ練習ヲナサシムヘシ」とされ、陰影画法と
透視画法について言及された。	 
	 小島の出題は、予備試験、本試験とも５問程度出題された。全体的に投影画法中心の出
題で、平面幾何画法や陰影画法、透視画法に関する出題はやや不規則であった。そのため
出題構成は厳密にパターン化していたわけではなかったが、概ね予備試験には平面幾何画
法、投影画法、本試験には投影画法、透視画法、陰影画法が出題された。	 
	 出題構成を教授要目の学年配当と対応させると、概ね予備試験は第１学年〜第２学年の
範囲であり、本試験は第２学年の投影画法の内容を中心に、第３学年の透視画法、そして
陰影画法が課された。その点で出題構成は教授要目の学年配当に沿って一定の系統性を
持っていた。	 
	 小島の出題はきわめて実践的で、教授要目の順序に沿った出題であったが、彼の出題意
図は奈辺にあったのだろうか。小島は教科書のほかに図学に関する論文や発言等を残して
おらず、著作類から小島の出題意図を確認することは難しい。しかしながら、第一高等学
校および東京美術学校の教え子たちの証言のなかに若干のヒントが見受けられる。「先生は
非常に製図にやかましいんですよ」	 48）ということであり、小島は精度の高い図が描ける
技術を求めた。東京美術学校での小島の授業の様子が「用器画といふよりも寧ろ製図の練
習であつて、学生から敬畏されそれがため図画教員志望をしても、中途から落伍する人も
少なくなかつた」49）と伝えられるように、精度の高い技術を身につけるために、時に苦痛
を伴うようなかなりの練習を要したのであった。	 
	 
	 	 ２	 鈴川信一の試験問題	 
	 鈴川信一の出題の特徴は主に２点あった。第１点が出題構成が整理されたこと、第２点
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が図学に関する用語や理論の説明が課されたことである。	 
	 まず第１点目の出題構成が整理された点についてである。従前は不規則であった平面幾
何画法、陰影画法、透視画法の出題が必ず出題されたことにより、出題パターンが確立さ
れた。鈴川は受験者から「図学中特に透視画に独特の権威ある方」50）と評されていたが、
出題は透視画法に偏っていたわけではなく、一通り図学の基礎的な理論と技術を問うバラ
ンスの取れた出題であった。平面幾何画法は予備試験で第１問目に２題出題された。例示
すると、「一、左の図法を問ふ。A、円周の長さに等しき直線。B、辺を知りて正多角形を描
く公法。正五角形について示せ」（1923〈大正12〉年	 第38回予備試験）51）という具合であ
る。そして本試験において、陰影画法と透視画法が毎回出題されるようになった。例示す
れば、陰影画法は「方錐の陰影並直線が其の方錐に投ずる陰影を画け」（1925〈大正 14〉
年第42回本試験）52）、透視画法では「第三図はABの稜のみ地面に接せる方柱の投影図な
り、此方柱を成るべく簡易なる図法を用ひて透視図に作れ」（1924〈大正13〉年第40回本
試験）53）などであった。鈴川の出題は小島と異なり、平面図と展開などを同時に課すよう
な複雑な作業がなく比較的平易なものであった。	 
	 次に第２点目の図学に関する用語や理論の説明に関する出題についてである。これは予
備試験および本試験の最後の出題で問われた。例示すると、「左の語につきて説明せよ。軌
跡、直線の跡、平面の跡、平行透視、成角透視」（1924〈大正13〉年第40回予備試験）54）
などがそうであった。また本試験の最後に行われた「教授法」の試験では、「控室に並べて
ある製図は中等学校生徒の作だが何故あれを控室に置いて君等に見せやうとしたか、又あ
れを見た感想は」55）などと問われることもあった。鈴川は「教師としては説明が巧妙に出
来ねばならぬ。理屈は知つてゐる。製図させれば出来ると云ふだけでは駄目である。生徒
に上手に教へ得ると云ふことが必要なのである」56）と述べ、受験者が将来教壇に立ったと
き、生徒にわかりやすく教えられる力量も重視した。	 
	 では、次に教授要目との関連について見てみよう。表３−６に1925（大正14）年の教授
要目の抄録を示す。	 
	 1925（大正14）年	 の	 教	 授	 要	 目	 に	 お	 い	 て	 、第	 １学年では「直線	 角	 円	 多角形	 曲線	 点	 
線	 面ノ立面図・平面図・側面図」と規定され、平面幾何画法と投影画法の一部が課され
た。投影画法では1910（明治43）年の教授要目で定められていた「簡易ナル立体」が削除
され、扱う図形が点、線、面とされた。立体図形は第２学年で扱い、「立体ノ立面図・平面
図・側面図・展開図・切断図・等角図」と定められた。そして第３学年では「透視画法」	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 表３−−６	 1925（大正14）年	 師範学校教授要目（抄録）	 
	 	 	 ［註］教育史編纂会編『明治以降教育制度発達史』第７巻、教育資料調査会編、1964	 
	 	 	 	 年、618―623頁を参照して作成した。	 
	 
を学習することとされた。「教授上ノ注意」では、「自在画教授ノ際ニハ成ルヘク陰影画法	 
及透視画法ニ就キ簡易ニ其ノ理法ヲ説明シ又時時記憶画及見取画ノ練習ヲナサシムヘシ」	 
と陰影画法と透視画法について言及された。	 	 	 	 
	 鈴川の出題は予備試験、本試験とも出題数は従前どおり５問程度であった。内容は、予
備試験は平面幾何画法、投影画法、図学用語や理論の説明であった。投影画法ではとくに
点、線、面に関するものが必ず出題された。本試験では投影画法、陰影画法、透視画法、
そして図学用語や理論の説明が出題された。概ね予備試験は第１学年〜第２学年の範囲の
内容であり、本試験は第２学年の立体図形の投影画を中心に第３学年に学習する透視画法、
そして陰影画法が課された。図学用語や理論の説明に関す内容は、小島の担当時期までは
「教授法」で模擬授業を課すことで問われたが、鈴川の担当時期の「教授法」では師範学
校の専攻科で課された「美術史ノ大要」「鑑賞及研究」に関する事項が問われたため、これ
らは実技試験に組み込む形で対処したのであろう。鈴川の出題は、出題内容と教授要目の
関連においては小島の場合を踏襲しながら、さらに整備したものであった。	 	 
	 では最後に、鈴川の出題意図ないし鈴川が受験者に求めたものについて述べておこう。
鈴川は「無暗に六ヶ敷い問題を遣るよりも、基礎的な易い問題をシッカリ頭に入れて貰ふ
方が結果が宜しいやうに思はれる」57）と述べ、図学の基礎の理解を重視した。したがって
鈴川の出題は比較的内容が平易なものが多く、受験者からも「実に気の効いた、少なく共
中等教員として教壇に立つ以上最も必要な実用的問題」と好評で、「私は鈴川先生の出題に
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対して心から感服してゐる一人です」58）という者もいた。鈴川は「諸君は試験にパスすれ
ば中等学校の教師として教壇に立たねばならぬのだから、『先生になる』と云ふ気持ちを常
に念頭に置いて欲しい」59）と述べたことがあった。鈴川の出題にはかつて中等教員であっ
た彼の経験が反映していたのであろう。	 
	 
	 	 ３	 鈴川信一・平井富夫の試験問題	 
	 1927（昭和２）年から検定委員に平井富夫が加わり、「用器画」の検定委員は二人体制に
なった。	 
	 この時期の試験問題の特徴は、第１に新たに「製図」の試験が課されたこと、第２に試
験問題の出題内容として副投影などの新たな傾向が出現したことの２点である。	 
	 まず第１点目であるが、1927（昭和２）年から「製図」が本試験に追加され、「用器画」
の試験とは別の日程で行われた。「製図」の試験は、出題の指示のとおりに墨入れ清書する
ものであった。例示すると、図５のような図が与えられ、「図に示すは内空円錐の陰影なり、
之を先の寸法に依り墨入製図すべし。一、円錐は底の直径七十五粍、高さ八十粍。二、光
線の方向を示すR’Rは基線と三十度傾く。三、輪郭の大さマ マ は横三百三十粍、縦二百三十五
粍。注意、題字及び受験番号の書体は適宜とし図には要所に符号を付すべし。図法は本図
以外の方法に依るも差支えなし」（1933〈昭和８〉年第58回）というように出題された。	 
「製図」の出題例を図３−−５に示す。	 
	 	 
	 	 	 	 	 	 	 図３−−５	 「製図」出題例60）	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 平井によれば「製図といふものは理論はなく、只正確に、綺麗に、出来るだけ時間をか
けないで描くといふことが原則である」61）とされ、図面を正確に美しく仕上げる技術が求
められた。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 第２点目の新しい傾向について述べよう。副投影はその一つであるが、1920年代に入っ
てから出題が増えた。副投影とは任意に投影面を設定し、図面上で視点変換を行うもので
ある。出題を例示すると、「第三図は三角柱と円柱との相貫体の投影図なり基線XY上にそ
の副立面図を作れ」（1930〈昭和 5〉年第 52回予備試験）というものであった。この出題
の場合、図３−−６の基線XY上に立つ投影面に立体を投影して解答した。	 
	 平井は『文検世界』誌上において、副投影について自ら言及し、「副投影は、時には意外
に問題を簡単に解決され、甚だ便宜の点が少なくないが、概して一般に副投影に対する観
念が充分でなく、従て其練習が未だ不足の様に見受けられる」62）と研究の必要性を訴えた。
副投影は図形の形態把握が容易になるため汎用性は高いが応用的なものである。原正敏は
明治初期の各教育機関の図学教育の内容を検討し、当時の図学教育の高等学校と中等教育
の水準を分けるものとして副投影に着目し、「副投影を導入しているかしていないかが、高
等教育と中等教育の図学を分けるポイントであると思える」と指摘した63）。中等教育では
回転法で解を求める問題がもっとも難解であったが、これは副投影を使うと容易に解答で
きるものであった64）。明治末期になると中等学校の教科書でも副投影は取り扱われていた	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 図３−−６	 「副投影」出題例65）	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ようであるが66）、導入された正確な時期は判然としない。	 	 	 
	 その他、試験問題の新しい傾向は、用語の説明を求める出題がなくなったこと、そして
少数ながら拗面などの作図の難度の高いものが出題されたことが挙げられる。	 
	 それでは、試験問題と教授要目との関連を検討してみよう。表３−−７に 1931（昭和６）
年の教授要目の抄録を示した。1931（昭和６）年の教授要目は、領域を示した「幾何画」
の名称が「用器画」と変更された。教授要目の冒頭には説明が付され、「用器画」に関して
は「用器画ハ之ヲ第一学年乃至第三学年ニ課ス而シテ応用ニ関スルモノハ他ノ学年ニ於テ
モ授クルモノトス」とされた。学習内容の記述が大綱化され、学年ごとにまとめられた。
第１学年は「平面幾何画」、	 第	 ２学年は「投影画及其ノ応用」、第３学年は「透視画及其ノ
応用」と定められ、詳細な内容は規定されなかった。「投影画及其ノ応用」とは従来の教授
要目において平面図、立面図、側面図……などと定められていたものであった。増課教材
として、第４学年以降「稍程度ノ高キモノヲ課スベシ」とされた。「教授上ノ注意」におい
て陰影画法と透視画法に言及されたのは従来どおりであったが、新たに「特ニ手工トノ連
絡ニ注意スベシ」「用器画ニ於ケル応用ハ成ルベク卑近ニシテ実際的ナルモノヲ選ブベシ」
と示された。	 
	 
	 	 表３−−７	 1931（昭和６）年	 師範学校教授要目（抄録）	 
	 	 	 
	 	 ［註］教育史編纂会編『明治以降教育制度発達史』第７巻、教育資料調査会編、1964	 
	 	 	 	 年、743―748頁を参照して作成した。	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 試験問題は、予備試験、本試験とも従来どおり５問程度出題された。予備試験は平面幾
何画法、投影画法が出題され、本試験は投影画法、陰影画法、透視画法、そして「製図」
が出題された。	 
	 教授要目との関連については、予備試験は第１学年から第２学年、本試験は第２学年か
ら第３学年の範囲であり、出題と教授要目の学年配当との関係は概ね従前どおりであった。	 
	 新しい傾向の出題が増加したのは1930年代以降に顕著であった。第４学年以降の増課教
材「程度ノ稍高キモノヲ課スベシ」に詳細な規定はないが、この動きはこれ符号するよう
に見える。	 
	 「製図」はとくに教授要目には記されていなかったが、試験で課された一因には受験者
の技術に対する懸念があったと考えられる。鈴川によれば、「問題を正解して居る人が割合
製図が乱暴だと云ふ、奇現象がある。是等の人は用器画を幾何の問題と同様に心得て居る
ものもあらう」	 67）という現状があった。受験者はかなり練習を強いられたようで「用器
画が辛いのは理論よりも技術の点でこれは練習より他に手がないのである」68）と述べてい
た。	 
	 最後に、二人の検定委員が担当したことについて少し言及しておこう。	 担当が二人に
なった理由や彼らの役割分担については、管見の限り情報がない。出題の意図については、
「理論的な問題ばかり出してゐたのでは種がつきる。また図法だけ出来たからといつて
いゝものではない。･･････毎年出す問題には相当頭を悩ましてゐる。なるべく応用の利く
ものを撰ぶといふこと、又その人の頭の働きを見るに適したものを撰んでゐる」69）という
伝聞が残されており、出題はこれに沿っていたといえよう。また、これによれば委員側も
出題に苦労したようであるから、二人で協議して出題したものと想像する。	 
	 
〈注〉	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第４章	 「文検図画科」の受験者	 
	 
	 第１節	 受験体験記に見る「文検図画科」受験者の修学歴・受験動機と受験勉強、試験
の実際	 
	 
	 	 １	 受験者の修学歴・受験動機	 
	 「文検図画科」の受験者たちはどのような経歴をもっていたのであろうか。まず、受験
者の修学歴を表４—−１に整理した。	 	 
	 
	 	 	 	 	 	 表４—−１「文検図画科」受験者の修学歴	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 修学歴は多様であったが、人数が多い順に大きく分類すると概ね三つに分けられる。もっ
とも多かったのは師範学校１部・２部・専攻科を含む師範学校出身者であり、60％以上を
占めた。２番目に多かったのは小学校教員検定出身者の約18％、３番目に多かったのは中
学校出身者の約 10％であった。「文検」全体では、師範学校１部・２部・専攻科の出身者
が受験者の半数以上を占めたが1）、その傾向は「文検図画科」でも同様であった。	 	 
	 「文検」全体の傾向と異なるのは、小学校教員検定出身者の割合が第２位であったこと
である。「文検」全体では第２位が中学校出身者であったから、第２位と第３位が逆転し、
小学校教員検定出身者が中学校出身者より多かったのである。さらに、中学校、実業学校、
高等教育中退者で、小学校教員検定の出身者を含めると、もう少し割合が高くなる。	 	 
	 また、小学校教員検定出身者において極めて特徴的であったのは、教員免許状の種別が
判明する限りにおいて、「	 小	 学	 校	 専	 科	 正	 教	 員	 」	 な	 ど	 、	 図	 画	 （	 ま	 た	 は	 手	 工	 ）	 専	 科	 の	 教	 員	 免	 許	 状
に集中していたことである。小学校教員検定出身者に限定して着目しても18名中12名お
り、60％以上を占めた。専科の教員免許状取得者が多かった背景には、1921（大正10）年
の「教員検定ニ関スル規定」の改正により、受験資格に「小学校本科正教員若クハ尋常小
学校本科正教員」のほかに「小学校専科正教員若クハ小学校准教員」が加えられたことが
挙げられる。	 
	 
	 	 ２	 受験時の勤務先	 
	 次に、受験者たちの受験時の勤務先を表４−−２に整理した。	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 表４−−２	 受験時の勤務先	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 受験時の職業は、経歴が若干不確かな者も含まれるが、小学校教員が約 70％を占めた。
全体を見ても、約95％が教員あるいは学校関係者であった。小学校教員が多数を占めた点
は「	 文	 検	 」全	 体	 の	 傾	 向	 と	 一	 致	 し	 て	 い	 た2）。教	 員	 以	 外	 の	 職	 業	 に	 つ	 い	 て	 は	 、「	 無	 職	 」「	 看	 板	 屋	 」「	 煉
瓦工場勤務」「職工」など多様であった。	 
	 
	 	 ３	 受験動機	 
	 それでは、受験者たちの受験動機はどのようなものであったのであろうか。受験動機を
表４−—３にまとめた。	 
	 受験動機は実に多様であり、複合的でもあった。まず、「此の絵を何とかしたい」	 3）と
いう、「自己修養・自己研鑽」など自己学習の動機を明確に表明したものは４％に満たなかっ
た。自己学習的な動機は、時期によって変動するが、「文検」全体においては約 20〜40％
を占めていたのに対し4）、の「文検図画科」においてはかなり低い値であった。	 
	 他方、「有難くも図画教師の候補者として略々内定された時、他より有資格者あらはれ
悲痛な御手紙を頂戴してお流れとなりました。発憤の動機は茲にあるのです」5）といった
「資格取得・現状脱却」など、states-seeking的な動機は約20％を占めた。「文検」全体
の約 30〜40％と比較すれば高い割合ではないものの、受験動機が「自己修養・自己研鑽」
に還元できなかった傾向は一致した6）。	 	 	 
	 そして、「昨年昭和参年度試験に合格した友人等が奨めて呉れたからだ」7）など、「周囲
のすすめ・影響」などが受験のきっかけになったのは20％弱を占めた。これは「文検」全
体の20〜30％より若干低い割合であった8）。	 
	 なかには「文検図画科」合格者から指導を受けていた例も散見される。たとえば、「萬
先生に文検を奨められた……先生や知人から勉強の方法を教はり、余暇にこつこつとあせ
らずにやつた」	 9）の「萬先生」や、「此間武藤師が私のこの心情に理解してくれて、合格
の今日まで力強いガイドとなり、尽力指導してくれた」10）の「	 武	 藤	 師	 」で	 あ	 る	 。「	 萬	 先	 生	 」
とは豊島師範学校教諭の萬富三のことであり、1906（明治39）年の第20回の「鉛筆画用
器画」合格者であった。「武藤師」とは大分県師範学校教諭の武藤完一のことであり、1923
（大正12）年の第38回の「鉛筆画用器画」の合格者であった。これらの証言から、各地
で「文検図画科」を通じた師弟関係や学習ネットワークが形成されていたことがうかがえ
る。	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 表４−—３	 受験動機	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 「文検図画科」でもっとも強かった受験動機は、「絵が好き・趣味である」などであり、
全体の40％以上を占めた。就職に有利な学科目は「国語及漢文」「数学」であったから11）、
純粋に受験者の関心からの学科目選択であった。	 
	 なかでも「元々画家であった・画家志望であった」「美術学校進学を断念した」という場
合、「元来私は画家志望で出発したものであつて、図画教育者になり文検を受けやうなどと
は思つて居なかつた」	 など、元々教員志望ではなかった点が特徴的であった12）。彼（女）
らの受験の経緯は、たとえば「東京に出て、太平洋画会研究所に入った……其間の収入の
大部分は肖像画の描賃でした。その内食ふに困つて、意気地もなく旗を巻いて帰郷し、ブ
ラブラやつて居る中に人の世話で小学校の代用教員をやりはじめ」13）、そ	 の	 ま	 ま	 教	 員	 を	 続
けることになり、「文検図画科」受験に至ったという。このような場合、概ね小学校の教
員または小学校教員検定、あるいはその両方を経て「文検図画科」を目指すのが典型であっ
た。	 
	 画家や美術学校進学を中断した経緯は、健康上の理由や家族の反対など様々であったが、
根底には経済的な理由が通底していたようである。「文検」受験者は1920年代以降増加傾
向で、昭和恐慌時には師範学校志願者とともに急増したが14）、こ	 の	 事	 実	 は	 教	 員	 と	 い	 う	 職	 業
の社会的地位や収入の面での安定性が想起できる。しかも、一般的に中等教員は小学校教
員と比べて俸給も社会的地位も高く、得意な学科を研究しながら安定した暮らしが保障さ
れた職業であった	 15）。画家志望者たちにとって、「文検図画科」とは絵を描きながら中等
教員としての職と安定した生活を得るための選択肢の一つであったといえよう。	 
	 
	 第２節	 受験勉強と試験の実際	 
	 	 
	 	 １	 受験勉強の様子	 
	 受験者たちは、どのように受験勉強を進めていたのか。受験の準備期間と本試験受験回
数を表４—−４に示した。準備期間を明記した受験体験記は少なくあまり参考にならないが、
１〜２年がもっとも多い。なかには漠然と受験を思い立ってから10年以上という例も見ら
れたが、準備期間としては曖昧であったため表４からは除外した。「文検教育科」では準備
に２〜３年かかっていたので16）、同じくらいか少し短かった。本試験の受験回数は２回が
最多となっており、「文検教育科」と同じ傾向であった17）。以上のことを勘案すると、受験
準備から合格まで３〜４年程度の時間が必要であったことがわかる。	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 表４	 受験準備期間と本試験の受験回数	 
	 
	 
	 次に、受験勉強の方法について表４−−５に示した。	 
	 受験生は学習のために、早朝、夜間、放課後、休日など、業務に支障を来さない範囲で
時間を捻出した。なかには、日常の授業と絡めて受験準備をする例も散見され、「他の学級
の図画の時間を多く交換さしてもらつて毎日の如く児童と共に郊外で描きました」18）とい
う様子であったが、これは「文検図画科」ならではのことであったといえる。	 
	 受験勉強は実技の練習が主体であった。その様子は「用器画は図学全部の整理と重要問
題の抜書、過去の試験問題の蒐集と批判、面白い問題及び大切な問題又は創作題等の製図
と分類等に全力を注ぎ図案は窯業品、印刷品、塗料品とその応用とを顧慮し、木炭画油絵
は雑誌等に出てゐる委員の先生のご意見及び日常の御批評の御言葉などをウンと吟味致し
ました」19）というものであった。	 
	 学習形態は独学での練習が基本であったが、講習会などに出席したり、先輩や専門家か
ら指導を受けることが、「図画科は他の学科のやうに教科書を先生とすることが出来な
い」	 20）ため推奨された。	 
	 しかしながら、受験者の居住地域によって、学習環境が整備されていないことも多かっ
た。とくに地方在住者は不利な学習環境に置かれている場合が多く、日常的に指導を受け
ることができる環境になかった例も少なくない。そのため、「七月一日ひとり上京の途にの
ぼる。三日より緑陰社の講習を受けた。地方の人は人体のモデルに困るのだが、緑陰社の
講習は其の点有り難い」21）といったように、本試験の際に早めに上京し、絵画研究所等に
通学して練習する姿が見られた。	 
	 ここで登場した「緑陰社」については後に詳述するが、「文検図画科」合格者の有志によっ
て設立・運営され、受験者から高い人気を得ていた受験指導機関であった。「文検地理科」
に「同舟会」、「文検教育科」に「永福同学の会」、「文検家事科」に「光文社」などが見ら
れたように、「緑陰社」は「文検図画科」における学習サークルであった。	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 表４——５	 受験勉強の方法	 
	 
	 〔注〕「日・洋」は日本画・西洋画、「用」は用器画、「図」は図案、「教」は教授法、	 
	 	 	 「指定無」は学科目が指定されていないことを表す。	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 「用器画」の場合は絵画と異なり、参考書の精読も学習のかなりの部分を占めた。もっ
とも読まれた「用器画」の参考書は、久保田圭右の『高等立体図学』（丸善、1911年）で
あった。同書については「どうしても久保田氏の高等立体図学を精読せねばなりません」22）
といわれ、「用器画」検定委員の鈴川信一の著作『図学詳解』（鈴川信一・本間良助共著、
教育研究会、1927年）よりもよく読まれた。しかも、当の鈴川が「必ず一読すべきもので
ある	 」23）とした参考書の一つであった。「第二の問題の共通垂線は久保田氏上巻の五三頁
に殆どそつくりそのまゝ出てゐたかと思ふ」	 24）という証言が残されているように、とき
に同書から類似した出題がされることもあった。	 
	 「教授法」について受験者たちは実技試験の対策ほど熱心に勉強した様子はない。「これ
は最も平易なものであまり頭を悩ます必要はない僕は最も普通な事のみを調べておい
た」	 25）という程度であった。これは、受験者たちの多くが小学校の教員であり、教授経
験が豊富であったため、あえて勉強する必要がなかったためであるといえよう。	 
	 「文検」の試験は一般的に検定委員の影響が大きく、委員の学説の研究は合格に極めて
有利とされた26）。「	 文	 検	 図	 画	 科	 」	 に	 お	 い	 て	 も	 同	 様	 に	 、	 検	 定	 委	 員	 の	 言	 説	 の	 研	 究	 が	 さ	 れ	 た	 。	 検	 定
委員は管見の限り、必ずしも学説を著作にしていたわけではなかったが、『文検世界』『文
検受験生』などに掲載された談話記事に出題意図を述べており、受験者はこれを熟読した
のである。	 	 
	 以上、受験勉強の実際をまとめると、準備から合格までに３〜４年をかけ、学校の業務
に支障を来さないように時間を創出し、勉強内容は実技の練習が主体であった。また、検
定委員の出題意図を注意深く観察し、彼らの意向を忠実に守っていたのである。	 
	 
	 	 ２	 試験の実際	 
	 その他、受験体験記には実際の試験の様子も詳細に記された。実技試験のため、座席の
配置、光線の具合、試験の時間配分、天候など、物理的条件の違いによって試験の出来不
出来がかなり左右されたからである。以下に、その様子を幾つか例示してみよう。	 
	 「西洋画（鉛筆画）」の予備試験では屋外写生が課されたため、「予め前日にしつかりそ
の場所を考へて置くのも極大事なことゝ思ひます」27）と会場の下見が推奨された。雨天時
でも決行されたため、雨天時の場合の対策も必要であった。	 
	 「西洋画（鉛筆画）」の本試験の「木炭画」と「油絵」は、はくじ引きで席順が決められ
た28）。そのため、再試験の者には「私は皮肉にも昨年と同じアポロに向かひました」とい
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う状況も見られた29）。受験者たちは席順やモチーフが不得手な条件で描く場合を想定し、
対策を立てる必要があった。	 
	 「用器画」の試験では「下書用の用紙まで用意してくれるが、とても下書等をしてゐる
暇はない」	 30）と、試験時間への配慮が求められた。	 
	 「日本画（毛筆画）」の試験では、「日本画の用具はニカワが必要なので、大変手数がかゝ
るが試験の前日、よく胡粉だの白緑だのは、よくニカワで練り合して、作つて置き又、余
分のニカワも小さな瓶に入れて、持参した」	 31）など、あらかじめ段取りが必要であった。	 
	 「教授法」は本試験の最後に実施され、試験の順番はくじ引きであった32）。「	 私	 は	 二	 十	 九
番のくじでしたから午後になりました。五、六時間も控室に待たされる苦痛不安の方が、
試験委員の先生の前に出た時よりもいやなものです」33）とあるように、順番によっては長
時間待たされた。「教授法」の試験は大正末期頃までは、部屋の正面の机に３人の検定委員
が並び模擬授業の試験も行われたが	 34）、昭和戦前期には「日本画」「西洋画」「用器画」と
それぞれ試験室が別れており、模擬授業は行われなくなったようである。	 
	 
	 	 ３	 「緑陰社」の受験指導	 
	 「文検図画科」の受験指導機関に「緑陰社」があった。「緑陰社」は1925（大正14）年
第42回「西洋画用器画」の合格者であった谷喜一を代表とし、1927（昭和２）年頃神田に
設立された。設立の目的は、「受講の際同士が謀り我々のやうに田舎に在住し適当の指導者
のない者の便宜のため」	 35）であった。その後、同社の代表は谷から東門正太郎という人
物に変わり、所在地も1930（昭和５）年には青山に移転した。同社は「大日本図画教育研
究会」とも呼ばれたが、1930年代後半には「緑陰社絵画研究所」という名称になったよう
である	 36）。	 
	 「緑陰社」には、「西洋画部」と「用器画部」が設けられた。さらに「西洋画部」は受験
対策に特化した「西洋画部」と、合格者を対象に油絵・木炭画・水彩画等の研究を主体と
した「洋画専門部」に分かれていた。	 
	 「西洋画部」の内容は、「洋画試験の内容及其程度」「鉛筆淡彩、水彩画、油画、図案等
の研究法」「質疑応答」「検定委員の時事談」「受験の注意及び準備研究法等」であった。「用
器画部」は「用器画の研究順序を示した詳細な図学要領の頒布」「図学の受験参考書の解説
及び用器画練習題の提出」「質疑応答」「検定委員の時事談」「受験の注意と準備研究等を通
信」であった37）。その他、会費が１科目あたり２円であったこと以外、受講者の定員、時
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間割、講習の年限等は確認できない。	 
	 同社は年２回の講習会のほか、通信教育も行った。さらに「前年の合格者の、優秀な成
績でも、見せて貰える」38）と、過去の合格者の作品を見ることができた。その他、同社は
本試験の際に歓迎会を催し、受験者の交流を図った39）。	 
	 講師は石川寅治（西洋画部）、鈴川信一（用器画部）が務めたが、彼らは当時現役の検定
委員であったので、検定委員から直接指導が受けられたことは受験者にとって大きな魅力
であった。	 
	 ところで、検定委員から指導を受けることは問題にならなかったのか。たとえば「文検
家事科」の場合、検定委員の井上秀子が教え子でもあった志願者に直接指導することは憚
られるため、知己の大元茂一郎を紹介した事例があった	 40）。し	 か	 し	 、元	 	 受	 験	 者	 が	 個	 人	 的
に検定委員と接触することはとくに禁じられてはいなかったし41）、また、各学科目で開催
された講習会に検定委員が講師として招かれることも珍しくなかった。「文検図画科」の場
合「緑陰社」の発足以前から検定委員による指導の例が確認できるし42）、石川寅治は「緑
陰社」と並行して「太平洋画会」でも受験指導を行った。	 
	 検定委員による直接指導は、情報収集の点でも大きなメリットがあった。たとえば、「西
洋画」では1928（昭和３）年から本試験に油絵が出題されたが、その前年に「石川先生の
話では来年より本試験に油（筆者注--油絵）が加はるかもしれないと御話があつた」	 43）
という証言があり、検定委員から有用な情報が出回ったことが確認できる。これは試験問
題の漏洩とも受け取れるが、問題視された形跡は確認できない。	 
	 「緑陰社」は、日常的に検定委員の指導が受けられる体制を作り、学習ネットワークに
検定委員が密接に関連していた点が大きな特徴といえる。検定委員と受験者は、「文検教育
科」で見られたような「彼らはふだん口をきくこともできない『神様』」	 44）という関係と
は随分異なっていた。これは、管見の限り、他の学科目と比べても類を見ない例であろう。	 
	 	 
	 第３節	 合格後の動向	 
	 	 	 
	 	 １	 図画文検会	 
	 受験体験記には合格後の進路は残念ながらほとんど記載されていない。そこで本稿では
合格者のその後の動向を、「文検図画科」合格者のネットワークである「図画文検会」の機
関誌『美術教育』から検討してみる。ただ、同誌は散逸が激しく現在確認できる号はわず
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かであるので、叙述が断片的になることを最初に断っておく。	 
	 「図画文検会」の設立は、1925（大正14）年である。代表は横田仁郎であり、1920（大
正9）年に行われた第34回「図画科」の合格者であった。1927（昭和２）年から、青山師
範学校の赤津隆助	 45）、豊	 島	 師	 範	 学	 校	 の	 萬	 富	 三	 が	 理	 事	 と	 し	 て	 関	 与	 す	 る	 よ	 う	 に	 な	 っ	 た	 。ち	 な	 み
にこの萬は先立って登場した「萬先生」であり、赤津とともに、当時有力な中等図画教員
であったらしい。なお、「図画文検会」と先述の「緑陰社」はともに「文検図画科」有志に
よる団体であったが、両者の関係については確認できていない。	 
	 「図画文検会」は、「文検図画科」合格者のネットワークを形成し、研究活動も行った。
「図画文検会規定」によれば、設立の目的は「文検図画科出身者の連絡を計りかねて文検
図画科受験者の便宜を講ずる」とされた。事業内容は、「本会機関雑誌『美術教育』の発行」、
「文検受験準備会（地方部及中央部）」の開催、「其他将来美術に関する講習会講演会の開
催、就職紹介、図書の編輯、又は地方会員状況歓迎会等をも行ふこと」であった46）。	 
	 1927（昭和２）年、同会は全国規模の会員名簿を作成したが、福岡県を除く九州地方以
西は紙幅の都合で欠落している。続刊が確認できないため名簿は不完全であるが47）、その
限りにおいて合格者の動向を追ってみたい。名簿に記載された勤務先から、合格後の教員
の動向を表４−−６にまとめた。	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 表	 ４−−６	 合格後の教員の動向	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 〔注〕『美術教育』第３巻第４号掲載の会員名簿より	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 集計して作成した。	 
	 
	 当時「図画文検会」の会員は無試験検定出身者も含む263名であったが、そのうち「文
検図画科」出身者の203名を対象とした。この名簿によれば、現職が不明の者以外は教職
に就いており、中等学校に勤務していた者が 67％を占めていた。「図画文検会」の会員に
おいては、中等学校に勤務した者が多かった。	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 ２	 「文検図画科」出身教員の実態	 
	 図画教育界において、「文検図画科」出身教員は一定の影響力を持っていたようで、「我
国中等図画教育界の三角形の一頂点を占むる我文検出身者も、今やその占む一頂点が 60
度以上になりつつある現状である」と自負していた48）。中等教育会の学会組織に関するで
きごとがそれを裏付ける。同会は東京高等師範学校の茗渓会に本部を置き、様々な教科で
学会を組織してきた。しかし、図画科の学会は、1929（昭和４）年の全国図画手工教員協
議会において、美術学校派、高等師範学校派、文検派の対立により結成には至らなかった
という	 49）。	 
	 他方、彼（女）らはその陰で複雑な感情も抱えていた。それは『美術教育』誌上におい
て「	 図	 画	 文	 検	 会	 」の	 会	 名	 変	 更	 の	 議	 論	 が	 起	 こ	 っ	 た	 こ	 と	 に	 端	 的	 に	 表	 れ	 て	 お	 り	 、「	 文	 検	 」と	 い	 う	 名
称が争点になったのである。なぜなら、彼（女）らの周囲には「『文検か何だ不名誉でこそ
あれ、こんなことが人前で言へると思ふか！』」「『図画教員は踏台なんだよ。堂々と美校を
出てさへさうだ、文検など問題になつて居ないよ』」	 50）と見る人たちも少なくなかったの
である。これらの批判は図画教員の社会的地位に対するものなのか、学校内における教科
間、あるいは学閥などの力関係に対するものかは判然としないが、「文検図画科」出身教員
がしばしば肩身の狭い思いをしたことが看て取れるのである。	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第５章「文検図画科」教員のライフヒストリー――武藤完一の場合	 
	 
	 第1節	 図画教員になるまで	 
	 
	 	 １	 出生から「文検図画科」合格まで	 
	 武藤完一は 1895（明治 28）年 11月９日、武藤家の三男として岐阜県に誕生した。
子どもの頃から絵を好み、14歳から 15歳の頃には岡田三郎助、三宅克巳、大下藤次
郎などの作品を水彩で模写していた。兄・準一も絵を嗜んだようであり、ともに絵を
見たり描いたりした1）。	 
	 1906（明治39）年、岐阜県立岐阜中学校に入学したが、1910（明治43）年四年生の
時に病気で同校を中退し、その後、肋膜炎が悪化し肺結核になったため、１年ほど療
養生活を送った。療養生活の間、岐阜県訓盲院に務めていたＨ．ウッドワード司祭と
の出会いをきっかけに、武藤はキリスト教に入信した。武藤の自宅の周辺は、代々宣
教師の住宅であったという2）。後に武藤は岐阜県訓盲院に勤務することになるが、同
院の勤務については、このＨ．ウッドワード司祭との出会いが背景にあったと考えら
れる。	 
	 病気が回復した1911（明治44）年５月、岐阜県本巣郡本田尋常高等小学校の代用教
員として着任したが同年12月には退職し、翌年には県内の洋画愛好者と「岐阜洋画研
究会」を組織し、同会主催の展覧会に出品するなど絵を描く日々を送った3）。	 
	 武藤が本格的に絵画修業の道に入ったのは、1914（大正３）年のことであった。絵
画の勉強をするため、同郷の先輩である櫛田利雄（1907〈明治40〉年に東京美術学校
西洋画科を卒業）の紹介状を持って上京し、同郷の岐阜県出身の長原孝太郎の門を叩
いた。しかし、長原から「懇々と其の不心得を諭された」4）という。どうしても絵画
を学びたいという思いを説明すると、長原から藤島武二を紹介され、藤島がいる川端
絵画研究所に入学した5）。	 
	 川端絵画研究所は1909（明治42）年に川端玉章が開校した私立学校で、開校当初は
伝統的な日本絵画の継承を目的とし、名称も「川端画学校」であったが、川端が死去
した後の1913（大正２）年からは洋画部が併設され川端絵画研究所となった。また、
同校を経て東京美術学校へ進学した学生も少なくなかった6）。	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 武藤は約２年間にわたり、夏期と冬期の帰省以外は毎日研究所に通い、藤島のもと
でデッサンの基礎と洋画を学んだ。しかし生活に余裕はなく、午前中は研究所へ通い、
午後から夜にかけては働き日銭を稼ぐという苦しい生活が続いたが、その間も美術展
覧会を積極的に観覧しつつ、作品を出品し続けた7）。	 
	 1915（大正４）年の暮れには、いよいよ絵画修業を続けることが困難となり、「戦
ひに敗れて旗を捲いて」岐阜に帰郷した8）。帰郷後は洋画研究会の看板を掲げ、油絵
の肖像画などを描く生活を送った。岐阜県内の展覧会に出品しながら、自らも展覧会
を企画するなど精力的に活動していた9）。しかし、生活はままならず「うまく喰へな
い」	 10）生活が続いた。1917（大正６）年	 か	 ら	 は	 財	 団	 法	 人	 岐	 阜	 訓	 盲	 院	 の	 普	 通	 科	 教	 員	 に	 着
任し11）、彼はこれを契機として教育界に進出していった。	 
	 1918（大正７）年に結婚。1920（大正９）年には岐阜訓盲院を退職し、岐阜市尋常
高等小学校の代用教員となった。代用教員に着任後は教員検定試験による教員資格の
取得を目指し、まず、小学校教員検定試験に取り組んだ12）。	 
	 1920（大正９）年に小学校図画科専科正教員と尋常小学校本科正教員を同時に受験
し、前者は一度で合格、後者は翌1921（大正10）年に合格し小学校の教員免許状を取
得した。同年12月には岐阜県本巣郡高等女学校の書記となって同校で図画を教え、翌
1922（大正11）年２月からは岐阜県本巣中学校においても図画を教授した13）。	 
	 1922（大正11）年には「文検図画科」に挑戦し「この年は初めから自信もなく只受
けて見たといふだけで」14）	 不合格に終わったが、翌1923（大正12）年	 に	 は	 再	 受	 験	 し	 合
格した。同年10月に本巣中学校と本巣高等女学校の教諭を兼職した。そして、1925（大
正14）年に大分県に出向を命じられ、大分県師範学校に着任した15）。	 
	 	 	 	 
	 	 ２	 受験の動機	 
	 武藤が「文検図画科」を受験した動機とは、どのようなものであったのか。たとえ
ば先行研究によると、「文検教育科」受験者の受験動機は、自己修養を目的とし、そ
れ以外の学科目における「文検」受験者の受験動機は、自己修養には還元しきれず、
社会的効用を求める性格が強かったことが明らかにされている16）。	 
	 武藤が「文検図画科」を受験した動機や図画教員を目指したきっかけについては、
彼の受験体験記や回想のなかで語られている。それによれば、「文検図画科」の受験
動機は「私の希望は文部省の中等教員の検定試験であつた」17）と述べているように、
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中等教員免許状を取得することにあった。	 
	 図画教員になろうとしたきっかけは、山本鼎に代表される自由画教育運動であった
と回想していた。自由画教育運動は、山本鼎が 1918（大正７）年に長野県神川小学校
で講演をしたことによって広がり、翌 1919（大正８）年４月に同小学校において児童
自由画展覧会が開かれたのを皮切りに、同年７月には山本鼎とその賛同者らが日本児
童自由画協会を結成した。そして、自由画教育運動は大正期半ばから昭和初期にかけ
て全国的なものとなった。それはちょうど武藤が岐阜県で小学校の代用教員として働
いていた時期であった。1920（大正９）年に岐阜県で大阪朝日新聞社と岐阜県教育会
主催による世界児童自由画展覧会が開催され、武藤は岐阜県内の小学校と中等学校の
児童生徒らによる自由画作品の搬入を手伝い、直に作品を目の当たりにしていた18）。
この図画教育の新しい気運は、武藤に大きな刺激を与え、「当時山本鼎氏の提唱され
た自由画の声と共に、甦生した図画教育が叫ばれ出したので、敗残の身を図画教育界
に投ずべく決心して代用教員を振り出しに乗り出した」19）という。	 
	 以上のように、武藤が「文検図画科」を受験した動機は中等教員免許状を取得する
ためであり、中等教員を目指した理由は美術家としての活動を継続しつつ安定した収
入源を確保したかったからといえる20）。武藤は「絵を描くことでなんとか生活したい
と思っていたので教師になったときの喜びは忘れられない」21）と回想しているように、
画家として絵を描くことのみによって生計を立てることは極めて困難であったため、
絵を描きつつ安定した収入が得られる中等教員免許状の取得を目指したと考えられる。
ただし、武藤の最終学歴は中学校中退であったため、彼が中等教員免許状を取得する
には「文検図画科」に合格する方法しか残されていなかったのである。	 
	 
	 	 ３	 受験勉強の方法	 
	 では、武藤は難関とされる「文検図画科」に合格するために、どのような受験勉強
をしたのだろうか。1922（大正11）年の「文検図画科」受験失敗後、彼は受験勉強に
本腰を入れ、自宅も学校の近くに転居した22）。昼は通常の勤務をしながら、夜にコツ
コツと勉強する生活を送り、とくに「用器画」を重点的に勉強したという。「用器画」
の受験対策法は、参考書に掲載された問題を「悉く時間を惜しまず作図」し、「そして
その製図に注意すべき箇所を一隅に書き入れて」答案集を作り、「小さいカード式の手
帳に其の問題の中で殊に注意を要すべきものを問題を抜き出し」、通	 勤	 の	 往	 復	 や	 休	 み	 時
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間に目を通すというものだった23）。	 
	 予備試験で課された「教育大意」「国民道徳要領」は、師範学校を卒業していない武
藤にとって、「苦しい立場」24）と言わしめた学科目であった。	 
	 実技試験対策は、「学校で生徒と共に描く時でも鉛筆画で画用紙四ッ切大に何時も練
習をした」25）など、日常の授業を工夫して生徒と一緒に絵を描いた。一般に「文検」
の受験勉強は、周囲の教員達の目もあり、業務に支障を来さないよう課外に行われて
いたが、授業に紛れて堂々と絵を描くことが出来たのは、実技試験の強みであったと
いえよう。	 
	 予備試験で出題された試験問題は、手近な品々がモチーフの静物画であったため、
「書籍、帽子、靴、傘、提灯、下駄、バケツ」26）など、手当たり次第に、かつ一時間
程度で描けるように練習を繰り返した。武藤自身は「少し自慢らしくも聞えるが私は
実技は大して勉強しなかつた」27）述べているが、それは「用器画」に時間を取られた
ため、相対的にそのように感じていただけであったと考えられる。というのも、「私に
は全勢力の八割迄は毎晩用器画のために費やされたものである。多くの受験者も大抵
文検を受ける位の自信のある者は実技よりも用器画に苦しめられる」28）からであつた。	 
	 「図案」対策でもっとも効果的であったのは、「各種の中等学校図画教科書の中で図
案に関する頁を大小残らず、切り取つて」29）図案集を自作したことであった。	 	 
	 「教授法」対策は、手当たり次第図画教育に類する記事を読みあさり、とくに「殊
に近年やかましくなつた山本氏の提唱した自由画問題に付いて、或は農民美術に就い
て」30）注意したという。	 
	 このように武藤の受験対策法は、参考書の精読と練習問題、実技練習など独学によ
るものが大半を占めたが、この他に先輩や専門家から指導も受け、独学だけでは獲得
し得ない知識や技術を補うことにも務めていた。たとえば、武藤は本試験前に上京し
た際、藤本仁平を訪ねており、その時の様子を次のように綴っていた。「午前中休息し
て午後は其頃大塚町に居られた藤本仁平先生宅を訪れたが先生は大学病院へ入院中だ
つたので病院を訪ね、帰途先生宅で画板や参考書を借りて帰宿した」。藤本仁平は、1912
（明治 45）年の第 26回の「毛筆画用器画」、1913（大正２）年の第 27回の「鉛筆画
用器画」にそれぞれ合格した人物であった31）。藤本は用器画において高名な人物であ
り、1927（昭和２）年に初めて実施された高等教員検定図画科に合格し、青山師範学
校、明治学院、青山女学院の教諭であり、1933（昭和８）年からは帝国美術学校でも
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用器画を担当した32）。藤本は受験指導に熱心で、自宅に「図画研究会」を設け、用器
画の通信教授を行っていた。夜間は自宅で直接指導も行っており、受講者と夕食や談
笑をともにする気さくな人柄と、親切でわかりやすい指導とで受講者から慕われてい
た33）。武藤もその例にもれず、合格後もおもに文通によって藤本と親しく交流があっ
たようである34）。武藤が藤本と知己になったきっかけは、同郷の友人であった瀬味成
円（1924〈大正12〉年	 第38回「	 毛	 筆	 画	 用	 器	 画	 」合	 格	 ）を	 通	 じ	 て	 の	 こ	 と	 と	 推	 測	 さ	 れ	 る35）。
瀬味は藤本から直接指導を受け、藤本の作成した製図を一部譲り受けていた	 36）。武藤
と瀬味は「文検図画科」受験対策のため、一緒にこの製図を研究していた37）。また、
武藤家には藤本からの書簡が残されており、その内容は個人的な近況のほか用器画に
関する質疑応答であった。具体的には質問への回答だけでなく、図入りの解説文や参
考書の紹介や解説なども見られた。書簡には日付の記載はあるが、年の記載はない。
交流が始まった年代については、書簡の封筒に記載された宛先の住所が「岐阜県本巣
中学校」とあり、武藤が岐阜県に在住していた 1924（大正13）年以前には交流があっ
たことがわかる。書簡の一つに、1923（大正 12）年の 12月のものと推測されるもの
があり、「今夏御上京の節は病中で誠に失礼しました」という記述がある。この年の７
月、武藤が受験のため上京した際入院中の藤本を訪ねていたが、これと合致する。遅
くとも1923（大正12）年の７月までには交流が始まっていたと推測される。	 
	 武藤は２回目の受験で合格したが、受験勉強について「中々手ごわいものでずい分
苦しんだものである」「それに実技はもちろんのことであるが、図案や用器画（図学）
には全く苦しんだ」38）と述べている。「中々手ごわいものでずい分苦しんだ」「全く
苦しんだ」など、苦しさを繰り返し強調していた。しかし、この「苦しい」経験と、
藤本による直接的な個人指導を受けた経験とが、後に武藤自身が後進の指導をする際
の指針として活かされたのである。	 
	 
	 第２節	 武藤完一による受験指導	 
	 
	 	 １	 直接的な指導—−個人指導	 
	 「文検」の受験者たちにとって、講習会などでは検定委員から、それ以外では合格
者などから指導を受け、受験対策をするのが一般的であった39）。「文検図画科」に合
格した武藤も同様に、「文検図画科」合格を目指す後輩や教え子たちから指導を乞わ
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れ、援助を惜しまなかった。その指導の丁寧さと細やかさには受験者たちから定評が
あった。彼自身が教員としてのキャリアを検定試験によって築いてきたこともあり、
後輩や教え子の受験指導に熱心であったことが、「文検図画科」受験体験記から看取す
ることができる。それらは『文検世界』『文検受験生』など受験雑誌に掲載された受
験体験記であり、とくに武藤の故郷である岐阜県や赴任先の大分県から寄せられた受
験体験記に多い。武藤の受験指導の方法は二つあり、一つは個人に対する直接的な指
導であり、いま一つは受験対策用参考書の出版による間接的な指導である。とくに後
者にの小学校教員検定と中学校教員検定用の参考書には自身の経験を内容に活かして
いる。	 
	 次に武藤の指導方法の詳細について、個人指導と受験対策用参考書の出版の二つに
わけて考察する。	 
	 まず個人指導の例として、赤池悟（1926〈大正 15〉年第 44回「西洋画用器画」合
格）の受験体験記からは、武藤が懇切丁寧な指導を心がけていたことがうかがえる。
たとえば、赤池が「文検」受験の方法について、岐阜県本巣中学校に勤務していた武
藤に手紙を送ったところ、武藤から「『一面識もない小生に委曲をつくしたこの長文の
頼状をよこすからには、よくよくの事があるのだらう。必ず相談相手になつてやる』
と肉親も及ばぬ親切な御手紙を下さつた」という。そして、その手紙には「一日一枚
のスケッチと一題の製図を貫行せよ」と書かれており、この手紙を契機に赤池と武藤	 
は互いの家に行き来するようになり、受験対策をしていたようであった40）。	 
	 赤池が武藤の家を訪ねて受験対策を受けていたときは、「朝は用器画昼は室内写生、
午後は風景写生、夜は美術講話と朝８時から夜 10時或は 11時近く迄受験準備として
の寒稽古を続けた」41）とあり、時間をかけて受験対策を実施していたことがうかがえ
る。時に外で写生をすることもあり、「長良川河畔でワ紙（ワットマン紙、水彩画用紙
――筆者注）四切に金華山方面を二時間足らずで水彩写生して見せてくれた時や瀬味
成円先生の下宿の二階からワ紙八切に加納町の田園風景の写生をして見せていたゞい
た時は嬉しいやら悲しひやらで日暮道遠しと嘆声を漏らした」42）と、武藤が実際に描
いて見せることもあったという。手記に記された武藤の姿は一方的に指導するのでは
なく、ともに学ぶ姿勢であった。	 
	 この姿勢はこの後も一貫していたようである。1931（昭和６）年に武藤もメンバー
の一人として参加していた大分美育研究会が発行した雑誌『郷土図画』において、武
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藤は試験問題の分析をし、その際「尚ほ文検受験御希望の方は遠慮なくお申越し下さ
い。浅学を省みず、御一緒に研究するつもりです」43）と述べていた。	 
	 赤池は1926（大正15）年に合格し、徳島県の阿波中学校に赴任した。後に武藤が大
分県において創作版画誌『木版』を発刊した際には版画作品を寄稿しており、合格後
も交流が続いていた。	 
	 個人に対する直接的な指導は、武藤が勤務する大分県師範学校生にもおよんだ。た
とえば、田原堯史（1937〈昭和12〉年第66回「	 西	 洋	 画	 用	 器	 画	 」合格）の回想には、「本
年はじめての受験に僥倖にも予試本試とも合格しましたが、全く運がよかつたのと恩
師武藤完一先生其の他先輩のご指導によるものと信じてゐます」とあり、武藤への謝
辞が述べられていた。田原が「文検図画科」を受験した理由は、「師範学校在学の成績
は比較的よかつたけれど経済的事情で高師入学の出来なかつたことが私を文検へと向
かはしめた」と述べており、「幸ひ武藤先生のご指導を得て漫然と好きだつた図画へ努
力したのは師範四年の春であ」ったと在学中に指導を受けていたことがわかる44）。	 
	 また、もう一人の師範学校生、仲町謙吉の例を挙げてみよう。仲町は、武藤から師
範学校在学中に「文検図画科」の受験指導を受けたが東京美術学校に進学し、後に武
藤と共に大分県の美術界の中心的存在となった人物である。仲町は「師範も四年にな
りますと、進路を決めねばなりません。武藤先生のすすめもあって、私はどうしても
美術学校に行きたいと、両親に言いますと、『何や！絵描きになりたい？ばかを言う
な。絵描きはルンペンに近い。どうやって生活するのか』と猛反対されました」45）、
「私は美校に通らなければ文検（文部省検定試験）を受けようと学科の勉強もしてい
ました。そのおかげで入試にパスすることができたのでしょう」46）と回想している。	 
	 このように武藤は、自身の経験から得られた知見を活かし、後進の指導に当たった
のである。とくに「文検図画科」の	 よ	 う	 に	 実	 技	 試	 験	 に	 重	 点	 が	 置	 か	 れ	 て	 い	 る	 学	 科	 目	 で	 は	 、
先学から直接的な指導を受けなければ合格することが難しかったのである。	 
	 また、仲町の両親が「どうやって生活するのか」と問うたように、絵で生計を立て
ることがいかに難しいかは、武藤は自身の経験からよく理解していたはずである。し
たがって、絵が好きでその実力もある者が、路頭に迷うことがないよう、図画教員へ
導いていたと考えられるのである。	 
	 
	 
	 115	 
	 	 ２	 受験対策用参考書の刊行――間接的な指導	 
	 次に、受験対策用参考書の出版による間接的な受験指導について述べよう。上述し
たように、武藤は小学校教員および「文検」受験対策用参考書の執筆や編集にも積極
的に携わっており、次の二つの受験対策図書を刊行している。一つは、1933（昭和８）
年の『小学教員中等教員図画科独学受験法』（大明堂、以下、『独学受験法』と略記す
る）であり、前半は小学校教員検定対策が、後半は中等教員検定対策が、巻末には過
去に出題された各教員検定試験問題が収録された。	 
	 当該期における「文検図画科」受験参考書は、小堺宇一『文検受験用図画科受験者
のために』（大明堂、1935年）と、井口亘・清水伝吉『文部省検定図画科受験準備指
導』（啓文社、1928年）の２冊があったが、いずれも技法の理論や各学科目の解説、
教授要目、検定委員の助言、美術史、用語の説明などが付されるなど総論的なもので
あった。一方、これらと武藤の著書が一線を画していたのは具体的な受験対策に特化
していたことである。試験問題や教授要目の解説、願書の書式、多数の受験体験記が
掲載されるなど、受験者が求めている情報が豊富に収録されていたのである。	 
	 とくに武藤が執筆した受験用参考書に共通していた点は、小学校教員検定試験・中
等教員検定試験のいずれにおいても、小学校図画科専科正教員検定試験の受験を勧め
ていることである。なぜなら、「小学校図画科専科正教員の検定資格を受験すれば図画
科専科正教員の資格と文検図画科受験資格とを一挙に獲得出来る一石二鳥の捷径であ
る」47）と彼は考えていたからである。	 
	 小学校教員免許状のうち最上位の資格であった小学校本科正教員の場合、試験範囲
は「師範五カ年に及ぶ範囲」で「写生」「臨画」「用器画」「図案」「黒板画」「教授法」
と多岐にわたっていたが、「検定試験に於てはこれ等全部の試験をして見ることは出来
ないから此の中から適宜各一種類づゝを選んで検定する訳である」48）。	 
	 それに対して、小学校専科正教員検定試験の場合は、「一科目だけに対しての試験と
なると勢ひ本正よりも高い程度になる」49）ため、実際は小学校専科正教員の方が小学
校本科正教員よりも試験の難度が高くなり、武藤は「図画専正の合格者ならば必ず文
検も合格する」50）とまで断言した。	 
	 この背景には1921（大正10）年	 の「	 教	 員	 検	 定	 ニ	 関	 ス	 ル	 規	 定	 」の	 改	 正	 に	 よ	 り	 、「	 文	 検	 」
の受験資格が従来の「小学校本科正教員若ハ尋常小学校本科正教員」から「小学校専
科正教員若ハ小学校准教員」まで間口が広げられ、小学校専科正教員免許状所持者も
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「文検」を受験することが可能になったという事情があった。武藤自身も、小学校専
科正教員と尋常小学校本科正教員の両方を受験して合格していたため、これは自身の
経験に基づいた知見を披瀝していたといえる。それゆえに、非常に具体的な内容であっ
た。	 
	 
	 	 ３	 受験斡旋の問題	 
	 その他、武藤が受験指導に熱心であった事例として、上述した田原や仲町のように
師範学校生に対して積極的に「文検」受験を勧めたことが挙げられる。師範学校生へ
の受験を推奨したことに対し、周囲の反応は必ずしも好意的なものばかりではなかっ
た。後に武藤はこのことについて回想を残していた。それによれば、「文検をパスし
て教員になった関係から、師範の学生にも文検を受けることを奨励した。文検を受け
て合格する者もだいぶ出た。ところがこれが問題になり、生徒から『先生は文検をし
きりにすすめるが、師範で中等教員を養成する気か』とせめられたことがあ」り、武
藤はこれに対し「余力があれば文検を受けてもよいではないか」と応答したという51）。	 
	 武藤自身が独学でキャリアを築いて来たこともあり、独学や苦学に対する思いは強
く、「私自身、逆境に育った関係から苦学する者には人一倍同情が強かったようだ」52）
と語っている。武藤は、独学でキャリア形成をしてきた過程のなかでも、「苦学」す
なわち自己の努力による学習という過程の方を重視していた。しかし、「文検」合格
という結果を見る者からは、しばしば誤解を受けていたと考えられるのである。	 
	 武藤が『独学受験法』を執筆した理由として、巻頭の「緒言」には武藤の心情が綴
られている。少し長いが厭わず引用しておこう53）。	 
	 
	 	 	 由来検定受験者の多くは独学力行で奮闘しなければならぬ境遇に置かれてゐる
ために人知れぬ辛酸を嘗める。技能教科である図画科を検定で合格しようとする
者の苦しみは多くの合格者のみがよく知る処で真に同情の念を禁ずる事が出来な
い。	 
	 	 	 幸ひ本書の執筆者諸氏は新旧の別こそあれ一度はあの苦しい経験を持つてゐる。
これは合格者ならでは到底知る事の出来ない心持ちである。この心持こそやがて
受験者同志をお互ひに同情と理解とをもつて結び付けたる楔となるのである。	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 文中には「同情」と「苦しみ（苦しい）」という文言が繰り返されている。武藤自身
の受験体験記にも、苦悩した経験を吐露していたが、この苦しみは「これは合格者な
らでは到底知る事の出来ない心持ち」なのであり、その心情が武藤は理解できるだけ
に、その「同情の念」が後進への惜しみない指導に向かわせたのである。	 
	 	 
	 第３節	 合格後の活動と「文検」への思い	 
	 
	 1	 図画教員の研究活動について	 
	 「文検図画科」合格者は、どのような活動をしていたのであろうか。「文検図画科」
合格者の就職後の様子については、第４章で述べた「図画文検会」の雑誌である『美
術教育』に記されている。1925（大正 14）年の「会員だより」には、「一、何年度の
御出身であられますか」、「二、御校に赴任以来何年になりますか」、「三、今迄に御関
係なさつた主なる御仕事、又はこれ迄に最も感激せられし御事ども等」、「四、目下御
没頭なされつつ御仕事、又は御研究」という四つの項目があり、出身年度、現在の所
属、これまでの教育実践や研究などが掲載された。「文検図画科」合格者による研究活
動は、作品制作から実践研究、個人から団体、私的なものから公的なものまで多岐に
わたる。これらの活動形態は、第１に個人研究、第２に研究会や団体組織、第３に公
的な仕事の三つの種類に分類することができる。第１の個人研究は、おもに教育実践
研究や西洋画および日本画などの絵画研究、美術史研究などが中心で、絵画の展覧会
に作品を出品することもあった。第２の組織による活動では、主として図画や絵画の
研究会を自ら組織したり、教員同士だけではなく児童や生徒のために研究会を作る事
例もあった。第３の公的な仕事としては、地元の小学校児童の絵画展覧会の審査員、
図画または手工講習会の講師、視学官、小学校教員検定試験委員、学校行事の準備な
どが挙げられる。このように、教育実践以外にも研究や活動が行われた。	 
	 	 	 
	 	 ２	 武藤の研究活動	 
	 これに対し、武藤完一の研究活動の特徴は、おもに創作版画54）実践であり、創作版
画活動の教育と普及に尽力したことである。武藤は、自身が会員として所属していた
日本版画協会展への出品をはじめ、各地で発行された創作版画誌へ作品を寄稿してい
たため、全国各地の版画家と交流をもっていた。その人脈によって中央画壇とのパイ
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プ役となり、大分県内にとどまらず九州地方における創作版画活動の普及に尽力し
た	 55）。それは彼の作品制作の変化（従来の油絵や水彩画よりも版画作品が増加）にも
現れた。	 
	 昭和期に入ると、大分県内で初の創作版画誌『木版』が創刊された56）。創刊号の編
集は千葉みはると武藤完一の二人が、第２号以降は武藤が単独で編集した。『木版』の
寄稿陣は、武藤と交流のあった教員たちが中心であり、教員達の趣味的な要素が強い
ものであったといわれる57）。	 
	 『木版』に寄稿していた教員には「文検図画科」合格者が多く、武藤を含めた全寄
稿者 12名中６名が「文検図画科」合格者であった58）。この６名のうち注目すべきは、
武田由平（1926〈大正 15〉年第 44回「西洋画用器画」合格）である。武田は、武藤
と同年生まれで同じ岐阜県出身であり、武藤が中津中学校で図画教員を募集している
のを知り武田を招き寄せたことが縁で、武田は 1929（昭和４）年	 に	 大	 分	 に	 赴	 任	 し	 た59）。
武田は中津を中心に活動し、友人として、そしてライバルとして、武藤とともに大分
県版画界の中心的人物となり、リードした。武田もまた、創作版画の講習会の開催の
ほか、創作版画誌を発行するなど、創作版画の制作と普及に尽力したのである60）。	 
	 武田の例にみられるように、『木版』の発行時に武藤が「文検図画科」で培った人脈
が活躍し、それが同時に美術教育実践におけるネットワークとなり、各地へ影響を及
ぼすようになった可能性が考えられる。	 
	 以後、武藤は昭和戦前期を通して、創作版画誌の刊行や講習会の活動を中心に、精
力的に版画実践を推進した。中央画壇と地域をつなぎ、教員同士または生徒達への教
育実践をとおして、大分県内に版画教育を根づかせていったのである。	 
	 
	 	 ３	 「文検図画科」への思い	 
武藤は1959（昭和25）年	 に	 新	 制	 大	 学	 と	 し	 て	 発	 足	 し	 た	 大	 分	 大	 学	 学	 芸	 学	 部	 教	 授	 に	 就	 任	 し	 、
元女子師範学校の浜田九一郎と、教え子である仲町謙吉と共に同大の美術教育の一翼	 
を担った61）。	 
小学校教員検定から「文検図画科」合格に至るまで、ほぼ独学によってキャリアを
形成してきた武藤は、新制大学、とりわけ戦後の教員養成システムに対しどのような
考えをもっていたのであろうか。そのことについて武藤は意見を残している。戦前を
回顧しながら、武藤は次のように語っていた62）。	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 当時、文検には全国から受験生が押し寄せ、競争がはげしかった。しかし文検制
度は大学や芸大へ進学できない全国の貧しい青年に大きな希望を与えた。現在で
は大学を卒業しないと小中学校の先生にもなれなくなった。私は現在の制度には
不満である。これでは独学で真剣に勉強する人は浮かぶ瀬がない。ネコもシャク
シも“大学”を出なければ･･･ということになる。	 
	 	 	 “苦学の士”“独学の人”ということははやらなくなった。アルバイトをして
でも“大学”へ行かねばならないのだ。文検がなくなったため、実力はありなが
らいつまでも下積みの生活を続けねばならない人もいる。苦学する人には実力の
ある人が多い。特に芸術科には。	 
	 こういう人にはいま一度文検を復活してあげることはできないのだろうか。	 
	 
	 武藤は教員養成システムにおける正系のルート（師範学校）を経由することなく、
傍系のルート（検定試験）によってキャリアを築いてきた。一度は受験に失敗し、昼
は仕事をしながら夜にこつこつと勉強してきたその道程は、何度も「苦しい」という
感想を残していたように、決して楽とはいえなかったはずである。しかし、「文検」
制度を否定的には捉えていなかった。むしろ、明確に「私は現在の制度には不満であ
る」と現行制度に対して批判的な意見を持っていた。なぜなら、「文検」が、大学に
行けない境遇の人々が努力次第で人生を切り開くチャンスを保障していたのに対し、
戦後は「ネコもシャクシも”大学”を出なければ」といい、「大卒」という学歴が問
われるのみで独学や苦学は報われなくなり、「実力はありながらいつまでも下積みの
生活を続けねばならない人もいる」からであった。	 
	 かつて、「文検教育科」合格者による「永福同学の会」に対するアンケート調査が
行われた際、戦後の教員養成に対する彼らの回答は、批判的に評価したものがやや上
回っていた。それは開放性原則への批判というよりも、自発的学習の場を保障しない
事態への批判であると結論づけられた63）。	 
	 武藤が「現行の制度には不満」であった理由は、「これでは独学で真剣に勉強する
人は浮かぶ瀬がない」と主張するように、彼の批判もまた同じところにあり、独学で
学ぶということに価値を置いていたからであると考えられる。学歴ではなく、自己の
努力次第によって進路を切り開くことができたという意味で「文検」制度を高く評価
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していたといえる。	 
	 このように、学歴によらず自発的な学習を保障するしくみを評価する点に戦前の教
員養成制度を総括する上で重要な観点が提示されたといえよう。	 
	 
〈注〉	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終章	 	 
	 
	 １	 まとめ	 
	 本章ではこれまでの叙述を要約し、若干の考察を補って総括としたい。	 
	 	 
	 	 １）	 「文検図画科」の制度的枠組み	 
	 
	 	 （１）教授要目と異なる受験区分と東京美術学校の動向	 
	 「文検図画科」の制度は基本的に「文検」の法令の変化に沿ったものであったが、一部
「文検図画科」独自の動きもあった。その動きとは、受験区分に関する事柄である。「	 文	 検
図画科」の受験区分は、「図画」「日本画（毛筆画）用器画」、「西洋画（鉛筆画）用器画」
の３種類存在したが、中等学校の教授要目上において「日本画（毛筆画）」「西洋画（鉛筆
画）」の区別はなく、「文検図画科」は中等学校の図画科の制度的枠組みとは異なっていた。
受験区分は 1892（明治 25）年から分化したが、これ以後、明治末期以降の動きは受験区
分の統合へ向かったといえる。	 
	 これら受験区分に関する一連の動きは東京美術学校の動向に影響を受けているように見
える。最後にこの点を補って検討しておこう。	 
	 最初の受験区分の分化のきっかけが1884（明治 17）年の図画取調掛の毛筆画教育の推
進の結果であったことには本文中で言及した。この図画取調掛は東京美術学校の前身にあ
たる組織であったため、東京美術学校の動向が「文検図画科」にも影響を与えていたとい
えよう。	 
	 これ以降の受験区分統合の動きとして、1907（明治40）年、1924（大正13）年をポイ
ントとして挙げておきたい。まず、第1のポイントである1907（明治40）年は東京美術
学校に図画師範科が設置された年であり、同科は「普通教育ニ於ケル図画調査委員会」
（1902年結成）が方針を定めた専門の図画教員養成機関が実現したものである。こ	 の1907
（明治40）年	 か	 ら	 、試	 験	 に	 於	 い	 て「	 毛	 筆	 画	 」と「	 鉛	 筆	 画	 」が	 統	 合	 に	 向	 か	 う	 動	 き	 が	 見	 ら	 れ	 る	 。
1908（明治 41）年の白浜の発言によれば「従来は鉛筆画と日本画とは各々分かれてゐた
のだから、検定も鉛筆画と用器画、日本画と用器画と分かれて居た。これは教育上至大の
不便を来すのである。現に我国では鉛筆画と日本画とが併用されて居るから、図画教師は
併用の出来る知識と技量がなくてはならぬ。故に来年あたりから多分鉛筆画と毛筆画の両
	 125	 
方を合わせて試験することになるかもしれん」1)と明らかに統合に向けた方針が語られて
いた。図画師範科には毛筆と鉛筆の両方の授業が設けられていた2)。そして1909（明治42
年）に限り、検定委員がすべて図画師範科の担当教員によって占められた（白浜、久米、
小島）	 3)。し	 かし、白浜は試験問題の漏洩疑惑によって、久米は同時期に欧米留学が重なっ
たためか、二人が検定委員を外れることになり、この時の統合へ向けた動きは一旦弱まっ
たと考えられる。	 
	 次に第２のポイントであるが、1924（大正13）年は「教員検定ニ関スル規程」によって
学科目名称が変更された。これは検定委員（鈴川）の「意見書」提出や、現場の教員によ
る文部省への働きかけによるものに見えた。しかし、この「規程」変更についても東京美
術学校の動きが関連しているように見受けられる。前年の 1923（大正 12）年に東京美術
学校規則が改正され、図画師範科がそれまで枠外に置かれていた「東京美術学校規程」に
組み込まれた。これによって本科（「日本画」「西洋画」「図案科」）の教員志望者に対し、
教育学や用器画など所定の科目の履修が義務づけられ、東京美術学校の図画教員養成の枠
組みに若干の変化が生じた。規則の改正によって図画師範科は本科と同等になったといえ
よう。そして期を一にするように「文検図画科」の試験もより専門性を増していった。	 
	 以上のように、「文検図画科」の動向は東京美術学校の動向の影響下にあったと考えられ
る。	 
	 
	 	 （２）大規模な試験	 
	 「文検図画科」は総出願者数約10,000人に上り、合格者は約1,000人、合格率は約10％
の難関の試験であった。受験区分別の見ると、「西洋画（鉛筆画）用器画」がそのうち約
70％を占め、「日本画（毛筆画）用器画」が20％、「図画」が10％であった。「文検図画科」
からは概ね「西洋画（鉛筆画）用器画」教員が輩出されたといえよう。合格率は「日本画
（毛筆画）用器画」が12.4％、「西洋画（鉛筆画）用器画」が9.2％であり、「図画」は2.5％
でありいずれも難関であったことがわかる。とくに受験科目が最も多かった「図画」の合
格率の低さが際だった。	 
	 試験検定と無試験検定との比較において、合格者総数において無試験検定が 2,642人、
と、「文検」の940人を約３倍上回ったが、出願者総数においては逆に「文検」が10,001
人で無試験検定の3,527人の約３倍上回った。	 
	 教員養成制度全体の教員免許状の取得状況を比較すると、無試験検定が全体の56％を占
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めて量的に圧倒した。しかし、残りの「文検」は約20％、直接養成が24％であり、「文検
図画科」の教員免許状取得率が決して無視できないものであったことがわかる。	 
	 このように、総出願者数において無試験検定を圧倒的に凌ぐ多くの人たちに「文検図画
科」が影響を与えたことがわかり、教員免許状取得状況から教育現場においても「文検図
画科」の合格者によって支えられていた部分が決して小さいものではなかったことが明ら
かになった。	 
	 
	 	 （３）合格者の動向にみる出題における地域・男女格差の存在	 	 
	 合格者を集計すると、出願地域と性別にかなり顕著な偏差がみられた。試験問題や受験
体験記を検討するまでもなく、試験には学習環境の地域格差や学習内容の男女格差の存在
していたことがうかがえる。	 
	 受験者側は学習環境について嘆くが、検定委員の談話からは東京に出て修業すべきとい
う旨の発言が目立つ上、試験問題は時代を経るにつれ専門性が増しており、地方の学習環
境への配慮や是正が講じられる様子はなかった。カリキュラム上の男女の差は「用器画」
において顕著であったが、これも一時期を除いて試験の上では配慮されなかった。	 
	 
	 	 ２）試験で求められた図画教員の資質	 
	 
	 	 （１）図画教育界においてトップクラスの実力をもつ検定委員	 
	 第２章では、試験問題を分析する前提として検定委員の特徴を分析した。「文検図画科」
を担当した検定委員は、図画教員養成、図画教育、画家、いずれにおいても当時トップク
ラスの実力を持った教員たちによって担われた。東京美術学校、東京高等師範学校という
図画教員養成における直接養成の２大機関の教員が一堂に会す錚々たるものであったとい
えよう。	 
	 
	 	 （２）検定委員の影響が及んだ試験問題	 
	 第３章において、試験問題を「日本画（毛筆画）」「	 西	 洋	 画	 （	 鉛	 筆	 画	 ）」「	 用	 器	 画	 」に分け、
それぞれ３期に分けて検討を行い、検定委員と教授要目の関係から分析した。	 
	 まず試験問題と検定委員との関連から述べよう。検定委員には自身の学問背景を体系化
したような著作や論文が少なく、著作からの試験問題の検討が困難ではあったが、受験雑
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誌に掲載された彼らの談話記事が大きな手がかりになった。談話では図画教員への思い、
出題意図、受験者に求めていることなどが率直に述べられた。出題も概ねその通りのもの
であり、教え子や受験者の証言もそれを補強するものであった。	 
	 検定委員と試験問題の関連については、試験問題には明らかに検定委員の影響が及んで
いたことが確認できた。以下、科目ごとに特徴を簡単に述べておこう。	 
	 「日本画（毛筆画）」の試験問題は、白浜徴の出題はその時々の図画教育の潮流に忠実な
もの、荒木悌二郎の出題は、画家と教員の力量を同一視し、実技と教育の両方を意識した
出題、松田義之の出題は「写生」を軸にして受験者の技能の向上を狙った出題であった。	 
	 「西洋画（鉛筆画）」の試験問題は、渡辺文三郎の出題は「毛筆画」と「鉛筆画」を折衷
した出題、小山正太郎の出題は「写生」「図案」の２要素に整理しつつ教育現場を意識させ
る出題、石川寅治の出題は小山の要素を受け継ぎ、新たに専門的な要素を取り入れて受験
者の技能向上を図った出題であった。	 
	 「用器画」の試験問題は、小島憲之の出題は図学的にも教育的にも実践に即した出題、
鈴川信一の出題は図学の基礎的な理論の理解とそれを説明する力を問う出題、鈴川信一・
平井富夫の出題は製図技術の向上と幅広い知識を求めた出題であった。	 
	 検定委員に着目して科目ごとに検討したため、それぞれ時期区分は厳密には異なるが、
時期ごとに試験問題全体を概観すると、各科共通した特徴が見られる。第１期は出題形式
が模索されある程度の原型が形成された時期、第２期は出題形式が完成し内容において教
育現場が強く意識された時期、第３期は受験者の技術の向上が図られる工夫が施された時
期であった。	 
	 	 
	 	 （３）教授要目に即した出題	 
	 試験問題と教授要目との関連については、科目によっては内容に一部ズレが見られたも
のの、出題構成と学年配当には法則性があった。	 
	 「日本画（毛筆画）」の出題は、「臨画」「写生」「図案」は「考案画」、そして「略画」は
「黒板上ノ練習」に準じるものであった。「西洋画（鉛筆画）」の出題は「臨画」「写生」、
同じく「図案」は「考案画」に準じるものであった。「用器画」の出題は「幾何画」に準じ
るものであった。	 
	 1910（明治43）年に師範学校教授要目の制定以降、「	 日	 本	 画	 （毛筆画）」の「略画」にお
いて教授要目を大幅に先取りする現象が見られたり、「	 日	 本	 画	 （	 毛	 筆	 画	 ）	 」「	 西	 洋	 画	 （	 鉛	 筆	 画	 ）	 」
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において第２期以降「臨画」の出題がなくなったなど、部分的に教授要目に定められた領
域と異なってズレが生じているものがあったが、基本的には大きく逸脱するものではな
かった。	 
	 出題構成と学年配当については法則的な関連がみられ、これは３科目とも共通した傾向
であった。概ね低学年の範囲は予備試験で出題され、高学年に及ぶ範囲は本試験で出題さ
れる傾向であった。また、色彩や画材の使用に関しても本試験の方が高い対応力が求めら
れた。出題は教授要目の学年配当との関連において、本試験のほうが予備試験よりも難度
が高いものであったといえる。	 
	 
	 （４）求められた図画教員の資質	 
	 最後に、図画教員に求められた資質はどのようなものであったのか、試験問題の特徴か
ら検討してみよう。	 
	 「日本画（毛筆画）」「西洋画（鉛筆画）」ともに「写生」が出題の中核に据えられており、
写実的にものを描く技術が重視された。「用器画」の場合も理論については基礎の範囲であ
り、検定委員の証言から図が正確に描ける技術が重視されたといえよう。いずれも技術に
重点が置かれ、その技術の修練が求められたのである。	 
	 その他、説明問題や教授法における模擬授業から教壇に立って適切に指導できることも
同時に求められ、教授要目を大きく逸脱することもなかった。これらを総合すると、対象
を正確に描ける高い技術をもち、教壇で生徒に指導できるという、きわめて基本的なこと
が求められていたといえる。	 
	 しかし、それは簡単であるという意味ではなかった。とくに1924（大正13）年	 に	 提	 出	 さ
れた「意見書」には図画教員の条件として「少ナクモ描字ママ手法（木炭、水彩、油絵及日本
画一般ノ手法）ノ全般ニ通スルト共ニ其一枚ニ長シ商工図案ヲ能レリ且ツ図学ヲ解シ加フ
ルニ、美術史工芸史美学解剖学色彩学図案法等ノ大体ニ通スルヲ要ス」と示され、1920年
代後半以降の試験内容の拡充は、これに沿うものであった。	 
	 「意見書」にみる図画教員像は、まるで教科書を体現したような、相当に幅広い表現に
精通した図画教員であった。ここで挙げられている内容がいずれもそれなりに高い専門性
を要する技術や知識であるから、現実には相当困難なものが図画教員に求められたといえ
よう。	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 ３）受験者の動態	 	 
	 
	 	 （１）絵を描く自由の獲得の機会としての「文検図画科」	 
	 受験体験記の記述からみた「文検図画科」の	 受	 験	 者は受験をどのように捉えていたのか。
受験動機を検証すると、「絵が描きたい」という理由が最も多くを占めた点が特徴的であり、
受験者は絵を描く自由を求めていたことである。絵を描く自由とは、言い換えれば経済的、
時間的な余裕があることである。小学校教員よりも社会的地位も高かった中等教員は彼ら
にとって最適の職業であった。絵が好きであって仮に画家を目指しても、「美術家を夢みて
芸術の為には如何なる苦しみも辞さない意気込であつたが……先づ食はねばならぬ」4)と
いう証言のように、経済的に困窮するなどの厳しい現実があったからである。	 
その手段として、資格取得や社会的地位の向上が受験動機の上位に挙げられており、受験
者は「文検図画科」受験を「文検教育科」のように自己学習の機会ではなく、どちらかと
いえば「文検」全体の受験者の動向と同様にstates-seekingの機会と捉えていたといえる。	 
	 合格後の進路については、「文検図画科」教員は図画教育界において一定の勢力を保持し
ており、それなりに影響力を持っていたことが窺える。しかし、晴れて中等教育界に進出
しても「文検」出身であるということで何かと肩身の狭い思いをすることがあった。この
点も「文検」全体の傾向と同じであり5)、合格後も順調にはいかなかったようである。	 
	 
	 	 （２）「緑陰社」――検定委員を巻き込んだ学習ネットワーク	 
	 受験対策のため、受験者同志の学習ネットワークは学科目で各自形成されてきた。	 
	 「文検図画科」においては「緑陰社」がそれに相当する。組織規模、カリキュラムの詳
細、修業年限等の詳細は不明であるが、受験に特化した絵画研究所と通信教育事業によっ
て、合格者有志の運営によって受験者を支えた学習機関であった。	 
	 ここで重要なことは検定委員（石川、鈴川）が常勤の講師として直接指導に当たってい
たことである。他の学科目においても年に数回催される講習会で検定委員の指導が受けら
れる機会はあったが、常勤として指導が受けられる例は類を見ない。しかも、検定委員自
身から試験に有益な情報がもたらされたというから驚くべきことであった。このように、
学習ネットワークの中に検定委員が密接に関わっていた事実は特筆すべきことである。	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 （３）武藤完一の事例にみる「文検図画科」教員の実態	 
	 第５章は「文検図画科」合格者の一人であった武藤完一の事例を検討した。武藤の事例
で明らかにしたことは、第１に武藤の修学歴・受験動機・受験勉強の実態について、第２
に武藤の「文検図画科」受験者に対する指導方法の実態について、第３に武藤の「文検図
画科」合格者を含む教員のネットワークにより、創作版画の教育、研究活動が進展してい
た様子についての三つである。それについて今少し敷衍しておこう。	 
	 第１点目について、武藤の事例は「文検図画科」受験者としては典型的なものであった
といえる。武藤の修学歴は中学校中退から小学校教員検定を経ており、受験前は小学校に
勤務していた。受験した動機は中等教員免許状を取得のためという、社会的・経済的地位
向上を目指したstates-seeking的なものであった。受験勉強の方法は独学のほかに共同研
究や先人の指導を受けるなどしており、学習ネットワークによって受験に対応していたこ
とが明らかとなった。	 
	 第２点について、武藤の指導方法は二つあり、一つは直接的な個人指導であり、いま一
つは書籍を通した間接的な指導であった。いずれの形態においても自身の経験を基盤とし
て非常に熱心に指導にあたった。その熱心さは職場の大分県師範学校でも「文検図画科」
受験を推奨したため、一部の生徒から反発されることもあったほどのものであった。	 
	 第３点目について、武藤の創作版画のネットワークに「文検図画科」教員がみられ、そ
の人脈が教育実践上に大きな役割を果たしていた。この事例は、「文検図画科」受験者は受
験勉強だけではなく、合格後も実践上において協力関係を築いた可能性が示されるもので
あった。	 
	 
	 	 （４）戦後に連なる教員養成の課題	 
	 「文検図画科」の受験者や武藤の回想から、戦後の教員養成の課題に戦前からの連続性
が示唆されるものが見られた。一つは教職への消極性、もう一つは教員の自己学習につい
てである。	 
	 まず、教職への消極性についてである。「文検図画科」受験者の受験動機は基本的に「絵
を描くことを一生の仕事にしたい」6)という意志であった。	 
	 しかし、絵が描きたいという意欲が強い一方で、教育への意欲は後景に退いたことは否
めない。なかには「何分いまでもなほ前の画家志望気分が抜けないので、所謂教育的図画
といふものゝ修養も極めて変則にして来た」	 7)と述べる者や、「失敗は教育と道徳要領だ
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つた」8)	 いうように、いわゆる「文検」受験者全員に課された教職教養の成績不振によ
り、教員免許状の取得が危ぶまれた者も見られた。	 
	 中には「田舎でボツボツと教師でもしてみるか」9)という発言も見られた。これは戦後、
第２志望や第３志望で教員になったため教育において熱心さに欠ける「でも先生」	 10)に通
じるものと見受けられる。また、伊東正明は図画教員の気質について興味深い発言を残し
ている。伊東は松田義之の追悼に寄せて、戦後の教育改革の折に美術が選択科目にされか
けた折、松田とともに反対運動をしたことを回想しながら、「美術教師が専任講師を望まず、
時間講師を望むことが多いなど憂うべきこと」11)と述べていた。このことから、戦前から
図画教員は教育に対して消極的な傾向であったことがうかがえる。	 
	 ただし、教育現場の彼らの実態において、本当に教育に無関心であったかは定かではな
い。武藤の事例をみると彼は教育熱が希薄だったとは言い難く、当然個人差はあったであ
ろう。	 
	 そして、教員の自己学習についての疑問は武藤から示された。武藤は戦後「文検図画科」
を回想し、「文検図画科」受験には大変な苦労を伴ったが、自己学習によって教員への道が
開けた点を高く評価し、「	 文	 検	 」	 復	 活	 を	 望	 む	 発	 言	 を	 残	 し	 た	 。武藤自身は積極的に「文検図画
科」受験は自己学習の機会とは捉えていなかったが、自己学習を保障する教員養成のあり
方について現代の教員養成に疑問を突きつけたのである。	 
	 
	 ２	 今後の課題	 
	 今後の課題として二つ示しておこう。一つは、研究の過程で検証や考察の余地が残され
ている課題であり、もう一つはこの研究の延長線上に措定される課題である。	 
	 研究の過程で検証や考察の余地が残されている課題については、以下の３点があげられ
る。第１点が試験問題と図画教育の動向との関係、第２点が試験で求められた図画教員像
の妥当性、第３点が参考書の検討による学問と教育の関連である。以下、詳しく展開して
おこう。まず第１点目の試験問題と図画教育の動向との関係についてである。本研究では
検定委員と出題の関係を試験問題を分析する視点の一つとして設定したため、科目ごとに
分けざるを得なかった。そのため、検定委員のもつ専門的要素が希薄な「図案」と「教授
法」の検討や、同時代の図画教育の動向との関連についての言及が不十分になってしまっ
たことは否めない。試験問題を全体的に捉えた上で、出題の経時的変化と同時代の図画教
育の動向との関連から、図画教育の動向の観点からどのような位置付けであったのか検討
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しうると考える。	 
	 続いて第２点目の試験で求められた図画教員像の妥当性についてである。試験問題の性
質を検討し、求められた図画教員像についてはある程度明らかになった。しかし、それは
図画教育の現場からみて妥当性があったのかについても考察の余地があると思われる。	 
	 最後に第３点目の参考書の検討による学問と教育の関連についてである。「文検図画科」
において参考書の精読は学習の主要な方法ではなかったが、「用器画」は例外で、受験体験
記でも主要な参考書として図学書が数冊挙げられた。出題のなかにはそれらの参考書から
類似したものが確認でき、受験体験記にも証言や分析が散見される。それは検定委員の著
作ではなかったが、当時の標準的な図学教科書であり、参考書の検討から学問と教育の関
係が検討しうると考える。	 
	 そして、この研究の延長線上に措定される課題について述べておこう。それは、今後、
この研究が図画教員養成史研究としての発展が見込まれることである。「	 文	 検	 」	 が	 教	 員	 養	 成
制度史上無視できないとしても、免許状取得の正規ルートである直接養成、教員の量的供
給を担った無試験検定との関係においてどのように位置付けられるのか、再度考察の余地
があると考える。本	 章	 で	 少	 し	 言	 及	 し	 た	 よ	 う	 に	 、「	 文	 検	 図画科」の制度変遷においては東京美
術学校の動向が影響しているように思える。また無試験検定の研究において図画科は未検
討でもある12)。図画教員養成を包括的に研究する上で、今後の課題として検討したい。	 
	 
〈注〉	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
1)	 白浜徴「図画教師の資格」『内外教育評論』第12号、1908年、27頁。	 
2)	 桑原實監修、磯	 崎	 康	 彦・吉	 田	 千	 鶴	 子	 著『	 東	 京	 美	 術	 学	 校	 の	 歴	 史	 』日本文教出版、1977年、
142頁。	 
3)	 図画師範科において、白浜は「日本画」「幾何画法」「教育学及教授法」、久米は「解剖
学」「西洋考古学」、小島は「用器画法」を担当した（桑原・磯崎・吉田『東京美術学校
の歴史』、前掲注２）、141頁）。	 
4)	 岡本一英「第七十回春季文検中等教員日本画受験合格準備対策法」、『文検受験生』第11
巻第３号、1939年３月、90頁。	 
5)	 寺﨑昌男・「文検」研究会編『「文検」試験問題の研究――戦前中等教員に期待された
専門・教職教養と学習』学文社、2003年、351頁。	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6)	 松本賢「日本画本試合格までの対策」、『文検世界』第25巻第６号、1939年６月、70頁。	 
7)	 黒野嘉六「日本画文検受験記」、『文検世界』第18巻第３号、1932年、109頁。	 
8)	 T.O生「図画科」、『文検世界』第20巻第４号、1934年４月、166頁。	 
9)	 宮地孝夫「図画科私のことども」、『文検世界』第23巻第５号、1937年５月、153頁。	 
10)	 永井道雄「この教師の現状をどうするか」、陣内靖彦監修、永井道雄編『文献・資料集
成戦後日本の教師論第Ⅰ期』第５巻、日本図書センター、2010年、177−178頁。	 
11)	 第二十五期生伊東正明「松田義之先生の逝去を慎む」、米村公子編『静かなるひと	 日
本の美術教育を支えた人	 松田義之』米村公子発行、2008年、59—60頁。	 
12)	 船寄俊雄・無試験検定研究会編『近代日本中等教員養成に果たした私学の役割に関する
歴史的研究』学文社、2005年。	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引用・参考文献	 
	 
１「文検」先行研究	 
・佐藤由子『戦前の地理教師――文検地理を探る』古今書院、1988年。	 
・寺﨑昌男・「文検」研究会編『「文検」の研究――文部省教員検定試験と戦前教育学』学
文社、1997年	 
・鈴木正弘「「文検」歴史科について――概要と足跡」、比較文化史学会編『比較文化史研
究』第１号、1999年、43―57頁。	 
・小田義隆・土屋基規「戦前中等教員養成制度の研究	 「文検」歴史科を中心に」、神戸大
学『神戸大学発達科学部研究紀要』第７巻第１号、1999年、19―35頁。	 
・小田義隆「「文検」歴史科試験問題集(１)」、神	 戸	 大	 学	 教	 育	 学	 会	 編『研究論叢』第	 ７	 号	 2000
年、17―33頁。	 
・小田義隆「戦前日本における『文検』歴史科の試験問題の分析」、日本教師教育学会編『日
本教師教育学会年報』第９号、2000年、99―108頁。	 
・鈴木正弘「「文検」歴史科の受験者――統計資料の整理と受験記の考察・紹介」、総合
歴史教育研究会編『総合歴史教育』第36号、2000年、66―84頁。	 
・鈴木正弘「「文検」歴史科の出題者・試験官――『官報』任命記事による推定と考察」、
総合歴史教育研究会編『総合歴史教育』第37号、2001年、50―66頁。	 
・寺﨑昌男・「文検」研究会編『「文検」試験問題の研究――戦前中等教員に期待された専
門・教職教養と学習』学文社、2003年。	 
・茂住實男（研究代表者）『戦前中等学校英語科教員に期待された英語学力・英語知識に
関する研究』2004―2006年度科研費補助金（基盤研究Ｃ）研究成果報告書、2006年。	 
・小笠原拓「「文検国語科」の研究（１）―その制度と機能について」鳥取大学地域学部『地
域学研究』第４巻第１号、2007年、47―60頁。	 
・井上えり子『「文検家事科」の研究――文部省教員検定試験家事科合格者のライフヒスト
リー』学文社、2009年。	 
・宮崎擴道・澤本章・平田晴路「戦前における手工科中等教員検定試験について（１）」
『山口大学教育学部研究論叢	 第三部	 芸術・体育・教育・心理』第 60号、2010年、
155―168頁。	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・疋田祥人「「文検」手工科の制度的変遷」、大阪工業大学『大阪工業大学紀要	 人文社会篇』
第55巻第２号、2011年２月、15―28頁。	 
・宮崎擴道・澤本章・平田晴路「戦前における手工科中等教員検定試験について（２）」、
山口大学教育学部『山口大学教育学部研究論叢	 第三部	 芸術・体育・教育・心理』第
61号、2012年、167―180頁。	 
・疋田祥人「国民教育における手工科教育の模索期と「文検」手工科の内容と特徴」、大阪
工業大学『大阪工業大学紀要	 人文社会篇』第	 57巻第１号、2012年、１―９頁。	 
・亀澤朋恵「「文検」図画科の研究（第１報）――試験日程と受験者統計――」、神戸大
学『神戸大学大学院人間発達環境学研究科研究紀要』第５巻第２号、2012年、105―117
頁。	 
・疋田祥人「手工科教育の定着期における「文検」手工科の内容と特徴」、日本産業教育
学会編『産業教育学研究』第43巻第１号、2013年、29―37頁。	 
・宮崎擴道・澤本章・平田晴路「戦前における手工科中等教員検定試験について（３）」、
山口大学教育学部『山口大学教育学部研究論叢	 第三部	 芸術・体育・教育・心理』第
62号、2013年、177―188頁。	 
・亀澤朋恵「「文検図画科」教員のライフヒストリー――武藤完一の場合――」、日本教育
史研究会編『日本教育史研究』第32号、2013年８月、71―94頁。	 
・亀澤朋恵「「文検図画科」の研究（第２報）――「西洋画（鉛筆画）」検定委員――」、神
戸大学『神戸大学大学院人間発達環境学研究科研究紀要』第７巻第1号、2013年、95―
103頁。	 
	 
２	 「文検図画科」史料	 
	 １）参考書	 
・藤本仁平『文検図学要義』晩成社、1926年。	 
・井口亘・清水伝吉『文部省検定図画科受験準備の指導』啓文社1928年。	 
・中根孝治『文検用器画の研究』三成社、1929年。	 
・小堺宇市『文検受験用図画科研究者のために』大同館書店、1935年。	 
・武藤完一編『小学教員中等教員図画科検定試験独学受験法』大明堂、1933年。	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 ２）検定委員、教科書・著作	 
・小島憲之・川村孝『用器画教科書』平面幾何画、投影図法上・下、透視図法、目黒書店、
1912年。	 
・石川寅治編『中学校用最新図画』富山房、1925年。	 
・鈴川信一、本間良助『図学詳解』教育研究会、1927年。	 
・平井富夫・筧敦良『新制用器画』第１巻〜第３巻、教育研究会、1936年。	 
	 
	 ３）雑誌	 
・『文検世界』国民教育社、おもに1915年―1941年を参照した。	 
・『文検受験生』大明堂、おもに1935年―1941年を参照した。	 
	 
	 ４）その他主要参考書	 
・David	 Allan	 Low“Text-book	 of	 Practical	 Solid	 or	 Descriptive	 Geometry	 Ⅰ”Longmans	 
Green,1883.	 
・David	 Allan	 Low“Text-book	 of	 Practical	 Solid	 or	 Descriptive	 Geometry	 Ⅱ”Longmans	 
Green,1884.	 
・寺野精一『続編	 用器画教科書』金港堂、1903年。	 
・久保田圭右『高等立体図学』丸善、1908年。	 
・小室信蔵編『一般図案法』丸善、1909年。	 
・寺野精一編『新編	 用器画教科書	 陰影	 均度	 透視画法』錦巷堂、1912年。	 
・David	 Allan	 Low“Practical	 Geometry	 And	 Graphics”Longmans	 Green,1912.	 
・久保田圭右『高等平面図学』丸善、1913年。	 
・Joseph	 Harrison,	 G.A.Baxandall“Practical	 Geometry	 and	 Graphics”Macmillan,1913.	 
・第八高等学校図画教室編纂『Geometrical	 Drawing』丸善、1923年。	 
	 
３	 辞典・目録	 
	 １）雑誌目録	 
・教育ジャーナリズム史研究会編『教育関係雑誌目次集成』第Ⅰ―Ⅳ期（全101巻）、日本
図書センター、1987―1994年。	 
・小林忠編『美術関係雑誌目次総覧	 	 明治・大正・昭和戦前篇』国書刊行会、2000年。	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 ２）人名辞典	 
・『	 教	 育	 人	 名	 辞	 典	 』	 第	 １	 〜	 ３	 巻	 、	 日	 本	 図	 書	 セ	 ン	 タ	 	 、1989年。第１巻（上・下）は教育実
成会「明治聖代教育家名鑑	 第一編」	 (1912)	 の複製、	 改題。第２巻（上・下）は教育
実成会「大日本現代教育家名鑑	 第二輯」（1915）	 の複製、	 改題。第３巻（上・下）は
教育実成会「大日本現代教育家名鑑	 第三輯」（1917）	 の複製、	 改題。	 
・手塚晃編『幕末明治海外渡航者総覧	 第1巻	 人物情報編』柏書房、1992年。	 
・日外アソシエーツ編『美術家人名辞典古今・日本の物故画家3500人』日外アソシエーツ、
2009年。	 
	 
	 ３）美術関係	 
・『	 新	 潮	 世	 界	 美	 術	 辞	 典	 』	 新	 潮	 社	 、1985年。	 
・多木浩二・藤枝晃雄監修『日本近現代美術史事典』東京書籍、2007年。	 
・東	 京	 芸	 術	 大	 学	 大	 学	 院	 文	 化	 財	 保	 存	 学	 日	 本	 画	 研	 究	 室	 編『	 図	 解	 日	 本	 画	 用	 語	 事	 典	 』東	 京	 美	 術	 、2007
年。	 
	 
４	 史料関係	 
	 １）教育史	 
・教育史編纂会『明治以降教育制度発達史』第１―７巻、教育資料調査会、1964年。	 
・教科書研究センター編『旧制中学校教科内容の変遷』ぎょうせい、1984年。	 
	 
	 ２）地方自治体	 
・狭間久『大分文化百年史』大分合同新聞社、1969年。	 
・大分県総務部総務課『大分県史	 美術編』大分県、1981年。	 
・岡山県史編纂委員会『岡山県史	 第10巻近代１』岡山県、1985年。	 
・狭間久『大分の文化に生きて』大分合同新聞社、2001年。	 
	 
	 ３）大学史・学校史関係	 
・東京文理科大学・東京高等師範学校『創立六十年』、1931年。	 
・桑原實監修、磯崎康彦・吉田千鶴子共著『東京美術学校の歴史』日本文教出版、1977年。	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・女子美術大学編『女子美術大学八十年史』女子美術大学、1980年。	 
・東京工業大学編『東京工業大学百年史	 部局史』東京工業大学、1985年。	 
・芸術研究振興財団・東京芸術大学百年史編集委員会編『東京芸術大学百年史	 東京美術学
校篇第１巻』ぎょうせい、1987年。	 
・芸術研究振興財団・東京芸術大学百年史編集委員会編『東京芸術大学百年史	 東京美術学
校篇第２巻』ぎょうせい、1992年。	 
・芸術研究振興財団・東京芸術大学百年史編集委員会編『東京芸術大学百年史	 東京美術学
校篇第３巻』ぎょうせい、1997年。	 
・大分大学五十年史編纂委員会『大分大学五十年史』大分大学、2003年。	 
・武蔵野美術大学八〇周年記念誌編集委員会編著『武蔵野美術大学のあゆみ1929――2009』
武蔵野美術大学、2009年。	 
	 
	 ４）学校一覧	 
・『	 東	 京	 美	 術	 学	 校	 一	 覧	 』	 
・『	 東	 京	 文	 理	 科	 大	 学	 ・	 東	 京	 高	 等	 師	 範	 学	 校	 一	 覧	 』	 
・『	 東	 京	 高	 等	 工	 業	 学	 校	 一	 覧	 』	 
	 
５	 法令関係	 
・内閣報局編『官報』、おもに1885（明治18）年から1943（昭和18）年まで参照した。	 
	 
６	 統計書	 
・『文部省年報』復	 刻	 版	 、第	 １（1873〈明治６〉年）―第65（1938〈昭和13〉）	 年、宣文堂、
1964―1974年。	 
	 
７	 公文書	 
・「教員検定ニ関スル規程中改正」1924年９月13日、文部省『教育職員総記』1923年―1944
年(国立公文書館所蔵)。	 
	 
８	 図録	 
・ブリヂストン美術館編『藤島武二』ブリヂストン美術館、1958年。	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・練馬区立美術館編『荒木十畝とその一門展	 図録』練馬区立美術館、1989年。	 
・石川県立美術館編『石川の美術――明治・大正・昭和の歩み』石川県立美術館、1994年。	 
・大村市教育委員会編『荒木十畝里帰り展』図録、大村市教育委員会、1999年。	 
・高知県立美術館編『石川寅治展』高知県立美術館、2002年。	 
・	 上田市山本鼎記念館『山本鼎生誕120年展	 山本鼎その仕事−−版画と装幀に光をあてて』
上田市山本鼎記念館、2002年。	 
・静岡県立美術館・府中市美術館・長野県信濃美術館・岡山県立美術館編『「もうひとつの
明治美術――明治美術会から太平洋画会へ」展』図録、静岡県立美術館・府中市美術館・
長野県信濃美術館・岡山県立美術館、2003年。	 
・東京芸術大学美術館編『図録	 芸大コレクション展	 大正・昭和前期の美術』東京芸術大
学美術館、2006年。	 
・神奈川県立歴史博物館・岡山県立美術館編『図録	 五姓田のすべて――近代絵画への架
け橋――』神奈川県立歴史博物館・岡山県立美術館、2008年。	 
	 
９	 評伝、自伝など	 
	 １）検定委員	 伝記	 
・不同舎旧友会編『小山正太郎先生』目黒書店、1934年	 
・隈元謙二郎編『岡倉天心全集』別巻、平凡社、1981年。	 
・米村公子編『静かなるひと	 日本の美術教育を支えた人	 松田義之』米村公子発行、2008
年。	 
	 
	 ２）検定委員	 自伝（記事）	 
・石川寅治「私の歩んだ道――自伝風に」、『造形』１巻１号、1955年、９―10頁。	 
	 
	 	 ３）武藤完一	 自伝（記事）	 
・武藤完一「私の歩いた道」『聖公会新聞』1965年１月20日付。	 
・武藤完一「自己を語る」『エッチング』第35号、1935年９月、483頁。	 
・武藤完一「御参考迄に」、『郷土図画』第４号、1931年７月、17頁。	 
・武藤完一「私の歩いた道（一）」『	 大	 分	 合	 同	 新	 聞	 』1964年11月６日付。	 
・武藤完一「私の歩いた道（二）」『	 大	 分	 合	 同	 新	 聞	 』1964年11月７日付。	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・武藤完一「私の歩いた道（三）」『	 大	 分	 合	 同	 新	 聞	 』1964年11月９日付。	 
	 ４）その他	 
・青巒社編『赤津隆助』赤津隆助先生記念出版会、1976年。	 
	 
10	 新聞記事	 
・『読売新聞』は読売新聞のデータベース、「ヨミダス歴史館」を参照した。	 
	 	 
11	 雑誌	 
	 １）教育系	 
・『教育界』明治教育社、おもに1901年―1923年を参照した。	 
・『日本教育』南効社、おもに1921年―終刊不明を参照した。	 
・『	 内	 外	 教	 育	 評	 論	 』	 内	 外	 教	 育	 評	 論	 社	 、1907―1925。	 
・文部省編『文部時報』（復刻版）日本図書センター、1981年。	 
・『	 教	 育	 研	 究	 』（	 復	 刻	 版	 ）	 初	 等	 教	 育	 研	 究	 会	 編	 、1984年。	 
	 
	 ２）美術教育系	 	 	 
・川村東陽編『図画教育通信』、第186信（1923年）、第188信、第193信（1924年）、第
196信、第198信―第206信（1925年）、第207信、第209信―第217信（1926年）、第
218信―第229信（1927年）、第230信―第237信（1928年）。	 
・図画文検会編『美術教育』図画文検会、第１巻第６、７号（1926年２月、６月）、第３
巻第１―４号（1927年、６―９月）。	 
	 
11	 書籍・論文	 
	 １）著作	 
	 （１）教育史関係	 
・桜井役『中学教育史稿』受験研究社増進堂、1942年。	 
・牧昌見『日本教員資格制度史研究』風間書房、1971年。	 
・儀同保『独学者列伝』日本評論社、1992年。	 
・米田俊彦『資料にみる日本の中等教育の歴史』東京法令出版、1994年。	 
・辻功『日本の公的職業資格制度の研究――歴史・現状・未来――』日本図書センター、
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2000年。	 
・船寄俊雄・無試験検定研究会編『近代日本中等教員養成に果たした私学の役割に関する
歴史的研究』学文社、2005年。	 
・教育史学会編『教育史研究の最前線』日本図書センター、2007年。	 
	 
	 	 （２）美術教育史関係	 
・山形寬『日本美術教育史』黎明書房、1967年。	 
・山本鼎『自由画教育』復刻版、黎明書房、1972年。	 
・金子一夫『近代日本美術教育史――明治時代』中央公論美術出版、1992年。	 
・金子一夫『近代日本美術教育の研究―明治・大正時代』中央公論美術出版、1999年。	 
・金子一夫『美術科教育の方法論と歴史』中央公論美術出版、2003年。	 
	 
	 	 （３）美術史関係	 
・青木繁・酒井忠康監修、佐藤道信責任編集『日本の近代美術２	 日本画の誕生』大月書
店、1993年。	 
・佐藤道心『〈日本美術〉誕生――近代日本の「ことば」と戦略』講談社選書メチエ、1996
年。	 
・佐藤道信『明治国家と近代美術』吉川弘文館、1999年。	 
・高階秀爾『日本近代美術史論』ちくま学芸文庫、2006年。	 
・加治幸子『創作版画誌の系譜――総目次及び作品図版』中央公論美術出版、2008年。	 
・土方定一『日本の近代美術』岩波文庫、2010年。	 
	 
	 	 （４）建築史関係	 
・岸田日出刀『建築学者伊東忠太』乾元社、1945年、	 	 
・村松貞次郎『日本近代建築史ノート』世界書院、1965年。	 	 
	 	 
	 	 （５）その他	 
・中山茂編『幕末の洋学』ミネルヴァ書房、1984年。	 
・北原遼三郞『明治の建築家・妻木頼黄の生涯』現代書館、2002年。	 
・	 James	 L.	 Huffman“A	 Yankee	 in	 Meiji	 Japan:	 the	 crusading	 journalist,	 Edward	 H.	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House”Roman	 &	 Littlefield	 Publishers	 ,	 2003.	 
・長田謙一・樋口豊郎・森仁史編『近代日本デザイン史』美学出版、2006年。	 
・及川益夫『大正のカルチャービジネス――絵画通信教育と広告イラスト』皓星社、2008
年。	 
	 
	 ２）論文	 
・石川寅治「誤られたる図画教育」、『中央美術』第２巻第４号、1916年４月、３頁。	 
・石川寅治「図画教師を志す人へ」、『アトリエ』第３巻第12号、1926年。	 
・小島新吾・下元連・中村京子・西村好時・三宅千重子・森井健介「日本で最初に外国で
建築学を修めた小島憲之先生」、『建築士』第８巻第79号、1959年５月、11―17頁。	 
・桑原実・中村亨・林健造（出席者）／岩浅農也（司会）「美術教育の百年」、岩浅農也『教
科教育の百年』明治図書出版、1973年、157―192頁。	 
・原正敏「幕末および明治初期における図学教育の導入について」、『科学史研究第Ⅱ期』
第14号、1975年、104―117頁。	 
・山崎明子「明治期における女性と美術教育」、『美術教育学』第12号、1991年３月、288
頁。	 
・原正敏「川上冬崖と図法幾何学」、日本図学会『図学研究』第26巻第２号、1992年、47
―48頁。	 
・原正敏「明治初期の図学教育（１）――東京大学を中心に――」、日本図学会『図学研究』
第26巻第２号、1992年、37―49頁。	 
・原正敏「明治初期の図学教育（２）――工部大学校を中心に――」、日本図学会『図学研
究』第26巻第２号、1992年、23―34頁。	 
・原正敏「明治初期の図学教育（３）――海軍兵学校と陸軍士官学校――」、日本図学会『図
学研究』第26巻第２号、1992年、27―38頁。	 
・原正敏「川上冬崖と図法幾何学」、日本図学会『図学研究』第26巻第２号、1992年、47
―48頁。	 
・二木伸一郎「石川の洋画」『図録	 開館十周年特別記念展石川の美術―明治・大正・昭和
の歩み』石川県立美術館、1994年、16―21頁。	 
・原正敏「明治期の図学教育」、日本図学会『図学研究』第 31巻１号、1997年、21―26
頁。	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・池田隆代「大分県における創作版画誌」、『大分県立芸術会館研究紀要』第１号、2002年、
13―38頁。	 
・石井元章「明治初期トリノの日本人留学生」、イタリア学会『イタリア学会誌』第53号、
2003年10月、29―54頁。	 
・磯部洋司「「ヒュース嬢」と黒板画ブーム――教育略画の系譜に関する研究１」、美術教
育学会編『美術教育学』第25号、2004年３月、27―28頁。	 
・江川佳秀「川端画学校沿革」、明治美術学会『近代画説』第13号、2004年、41―62頁。	 
・佐藤真実子「創作版画における技法とその表現」、『芸大コレクション展	 大正・昭和前
期の美術』図録、東京芸術大学美術館、2006年。	 
・角田拓朗「五姓田をめぐる評価史」、神奈川県立歴史博物館・岡山県立美術館編『図録	 五
姓田のすべて――近代絵画への架け橋――』神奈川県立歴史博物館・岡山県立美術館、
2008年、219―222頁。	 
・赤木里香子「明治期美術教育史における五姓田派の位置」、神奈川県立歴史博物館・岡山
県立美術館編『図録	 五姓田のすべて』神奈川県立歴史博物館・岡山県立美術館、2008
年、214―218頁。	 
・武藤隼人『版画家・武藤完一資料集（戦前篇Ⅰ）――作家年譜を中心として――』東京
学芸大学大学院教育学研究科	 美術教育専攻	 美術コース修士論文、2010年。	 
・武藤隼人『大分県師範学校図画教師・武藤完一の旧蔵品目録――絵画、刊行物、書簡編
――』東京学芸大学大学院教育学研究科	 美術教育専攻	 美術コース修士論文、2010年。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
「文検図画科」の研究	 
	 
	 
資料編	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「図画科」（	 第	 １	 回	 〜	 第	 ４	 回	 ）	 試	 験	 問	 題	 
第１回（1885〈明治18〉年）	 
一、臨画（四時間）臨本、蜜雅画。	 
二、幾何画法（一時間）	 
	 	 	 左の甲乙二題の一題を作れ。	 
	 	 	 	 （甲）一、直線の一端より直立線を作る法如何。	 
	 二、円形あり。円外既定の点より触線作る法如何。	 
	 三、三角形内に円形をつくる法如何。	 
	 四、一辺及対角線ありて長方形を作る法如何。	 
	 五、円形内に五等辺形を作る法如何。	 
（乙）一、直線あり線外既定の点より平行線をつくる法如何。	 
	 二、円形の中心と求むる法如何。	 
	 三、三角形を囲繞する円形を作る法如何。	 
	 四、三角形内に正方形を作る法如何。	 
	 五、円形内に十等辺形を作る法如何。	 
三、批評（一時間）	 
一、左の八枚の図画を上中下三等に分て、	 
二、左の十二枚の図画中、優等のもの二枚抽出せよ。	 
四、写生（四時間）	 
	 	 	 標本、器具。	 
	 	 	 画法、施影略画。	 
五、照鏡画法（即遠画法、遠近法、透視画法、照景法と訳するもの）（	 二	 時	 間	 ）	 
	 	 	 左の二題中一題を作る。	 
	 	 	 	 （イ）倒立四面錐体真体二分の一の図を作れ。	 
位置	 
眺望線の長さ（或いは方向線の長さと言ふ）即画者より書面（透明板）
までの距離	 
地平線の高さ（即地面より画者の目までの高さ）	 
錐体底辺の長さ。	 
同中線の高さ。	 
前角眺望線の右方二寸画面の背後四寸に在て右辺画面と五十度の向をな
す。	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余は真体を示して説明す。	 
	 	 	 	 （ロ）傾立三面柱体二分の一の図を作れ。	 
位置	 	 
眺望線の長さ。	 
地平線の高さ。	 
柱体底辺。	 
同長さ。	 
底辺の一辺画面に平行して柱体前方に傾き（傾度六十度）頂上の前角左
右二寸に於て画面に接す、余は真体を示して説明す。	 
	 
第２回（1886〈明治19〉年）	 
一、照鏡画法（或ひは照景法、遠近画法、透視画法と訳するもの）	 
	 	 三柱相貫体	 
	 	 	 位置	 
柱体の大さ（ママ）（辺一寸七分、長さ五寸一分）	 
地平線の高さ（即ち地面より画者の眼迄の高さ）三寸	 
画者より画面迄の距離八寸。	 
柱体の辺と画面との角度（右方五十二度左方四十度）	 
柱体は真体を示して説明す。	 
	 
第３回・第４回	 （1887〈明治20〉年・1888〈明治21〉年）	 
一、照鏡画法。	 
二、製図器械用法（口答）	 
三、工夫画。	 
四、写生。	 
五、教授法（口答）	 
	 	 	 説明	 
照鏡画法は屏風の図を作らしむ。	 
但し其位置大小等は実物を示して詳かに説明する筈なり。	 
製図器械用法は各の製作図を与へ実地に之を使用せしめ其巧拙熟否を試む。	 
工夫画は寸尺を定めたる方形内舗物の模様を作らしむ。	 
写生は石膏製の彫像を写さしむ。	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授業法は授業に必要なる件、例へば臨画せしむるに臨本を与ふる順序如何と
言ふの類十余枚を示して批評鑑定せしむ。	 
六、照鏡画法一題。	 
正方形の上に立てる八角柱あり底面の八角を囲繞せる正方形の辺は礎と同く
画面と六十度及び三十度の角を為して画者の左方に立てり其照鏡画を需む。
但寸法及画者の位置は適宜とす。	 
	 	 
学力試驗図画学問題	 
	 	 一、図画学を普通科の一として教うる目的如何。	 
投影法	 
	 	 一、正六角柱体ありその軸平面に六十度縦面に傾けるときの平面及正面視図を需
む。	 
	 但寸法適宜	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「日本画（毛筆画）」試験問題	 
	 
第５回（1891〈明治24〉年）	 
一、臨画	 菅公像。	 
二、写生	 山茶花折枝	 
三、新案	 円形の内山水或は花鳥随意。	 
	 
第６回（1892〈明治25〉年）	 
一、臨画	 沈南蘋、筆、菊花に猫	 
二、写生	 水仙。	 
三、新按	 山水。	 
	 
第７回（1893〈明治26〉年）	 
一、臨画	 唐子愛犬図、但李龍眼、筆摸。	 
二、写生	 文鳥。	 
三、新按	 花鳥。	 
	 
第８回（1894〈明治27〉年）	 
一、臨画	 北礀筆、布袋。	 
二、写生	 うそ鳥。	 
三、新案	 冬山水。	 
	 
第９回（1895〈明治28〉年）	 
臨画	 
	 	 一、李龍眼筆	 薬研童子図。	 
但随意の濃淡を要す。	 
写生	 
	 	 一、文鳥	 但着色。	 
薪按	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 一、雨後の山水	 但し墨絵或は着色画。	 
	 
第10回（1896〈明治29〉年）	 
一、臨画	 禅月の筆、人物。	 
但し臨画のみ臨本を与へて随意の濃淡を施さしむ。	 
二、写生	 鳩、但し着色。	 
三、新案	 秋景山水。但し墨色或は着色中適宜其一を選らばしむ。	 
	 
第11回（1897〈明治30〉年）	 
一、図案	 田舎。	 
二、写生	 雞。	 
三、臨画	 禅月筆の人物。	 
	 
第12	 回（1898〈明治31〉年）	 
予備試験問題（三時間）	 
一、臨画	 老人（但し濃淡を要す）	 
二、図案	 海辺の景色。	 
本試験問題	 	 
一、着色写生	 五位鷺。	 
二、新案	 夏の花。	 
	 	 	 	 	 	 
第13回（1899〈明治32〉年〜1900〈明治33〉年）	 
予備試験問題	 
	 （欠落）	 
本試験問題	 
一、着色写生	 兎。	 
二、新按	 花卉。	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第14回（1900〈明治33〉年〜1901〈明治34〉年）	 
予備試験問題	 	 
一、臨画	 	 但し墨色の濃淡を施すべし	 
二、新案画題	 	 田舎の秋色（以上三時間）	 
三、毛筆画臨本	 十五六歲の女子の側向半身。	 
本試験問題	 
一、写生（着色）	 雄鴨。	 
二、新案	 四季の折枝。	 
	 
	 	 	 	 
第15	 回（1901〈明治34〉年〜1902〈明治35〉年）	 
予備試験問題（三時間）	 
一、臨画	 少年（但し濃淡を要す）	 
二、図案	 渡船場。	 
本試験問題	 	 
	 （欠落）	 
	 
	 
第16回（1902〈明治35〉年）	 
予備試験問題（三時間）	 
一、臨画	 老人、但し濃淡を要す。	 
二、新按	 瀑布。	 
	 	 	 	 右師範学校中学校高等女学校教員志願の方。	 
一、臨画	 	 少女、但し濃淡を要す。	 
二、新案	 	 瀑布。	 
	 	 	 	 是は女子部高等女学校のみの教員志願者分。	 
本試験問題	 
一、着色写生	 鳥、鸚鵡	 
二、新案	 陶器図案	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第17回（1903〈明治36〉年）	 
予備試験問題（三時間）	 
一、臨画	 小児熟睡の状態（濃淡を要す）	 
二、新案	 水中の魚。	 
	 	 	 	 右師範学校、中学校高等女学校教員志願の分。	 
一、臨画	 （少女濃淡を要す）	 
二、新案	 水中の魚。	 
	 	 	 右女子部師範、高等女学校のみの教員志願の分。	 
本試験問題	 
一、着色写生	 兎標本（男子部）鴨標本（女子部）	 
二、新案	 硯箱、蓋、図案。	 
	 
第18回（1904・明治37）年	 
予備試験問題（三時間）	 
	 	 	 一、臨画	 馬頭、但墨にて濃淡を施すべし。	 
	 	 	 二、新案	 夏の水辺。	 
右師範学校中学校高等女学校教員志願の分。	 
	 	 	 一、臨画	 	 狸頭、但墨にて濃淡を施すべし。	 
	 	 	 二、新案	 	 夏の水辺。	 
右女子師範学校師範学校女子部高等女学校のみの教員志願の分。	 
本試験問題	 
一、写生着色	 	 ホウボウ、サヨリ、熊笹。	 
二、図案着色	 	 書籍表紙、但植物を用ふ。	 
	 
第19回（1905〈明治38〉年）	 
予備試験問題（三時間）	 
一、臨画	 牛頭、但墨にて濃淡を施すべし	 
二、新案	 夕、但季候を問はず又花鳥、風景人物等を何れを以て表はすも妨げなし。	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 右師範学校中学校高等女学校教員志願の分	 
本試験問題	 
	 （欠落）	 
	 
第20回（1906〈明治39〉年）	 
予備試験問題（三時間）	 
一、臨画	 鳩、但墨にて濃淡を施すべし。	 
二、新案	 湖畔の図を作れ、但画中二三の茅屋数数の柳樹及稍前景に舟あるを要す	 
	 	 	 	 右師範学校中学校高等女学校志願者の分。	 
一、臨画	 鯛、但墨にて濃淡を施すべし。	 
二、新案	 湖畔の図を作れ、但画中二三の茅屋数株の柳樹及稍前景に舟あるを要す。	 
右女子師範学校師範学校女子部高等女学校のみの教員志願者の分。	 
本試験問題	 
	 （欠落）	 
	 
第21回（1907〈明治40〉年）	 
予備試験問題（三時間）	 
一、烟草盆を画け。	 
	 	 其形は長方形にして異色を存せる木製のものとし火入れは丸形の陶器とし灰吹は普
通の竹製のものと想像して線書にて之を画き濃淡を施し画を完成すべし決して着色
すべからず。	 
二、着色図案。	 
写眞挟（半紙半切の大さマ マ のものにて長さ三寸五分幅二寸五分の写真を挟むべきもの）
『アサガホ』の模様を考察して画き之に適当の配色をなすべし。	 
	 	 但し写眞は白の単衣を着したる人物の半身像にて其後景は淡黒色とす。	 
本試験問題	 
一、着色写生	 菊花、略図、模様図案。	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第22回（1908〈明治41〉年）	 
予備試験問題（三時間）	 
一、墨絵、提燈の釣しあるものと下に置かれたるものとを画け。	 
	 	 但前者は軒下に釣したるものを下より斜めに見たるもの後者は床上にたたみ
置きたるものを上部より斜めに見たる所とす而して両者とも提燈の上下の枠は
墨色にして紙張りの部は白色なるを以て全体の濃淡に注意して画くことを要す。	 
二、図案（着色）	 
	 	 丸形陶器製の菓子皿の内部に左の題によりて考案したる模様を画け。	 
	 	 	 題	 蝶	 	 
	 	 	 但し次項に注意すべし。	 
一、模様は実物より硬化マ マ したるものとす。	 
一、菓子皿の直径は曲尺五寸五分とし其平面図及立画面を要す。	 
一、立面図は高さを随意として図を切折して其一方に截断面を示せ。	 
本試験問題	 	 
	 （欠落）	 
	 
第23回（1909〈明治42〉年）	 
予備試験問題（三時間）	 
一、墨絵、農家を主たる景色を画け。	 
	 	 	 	 	 但し農家の周囲に樹木あり又小河あり田畑を遠望したる夏の景色ならんこと
を要す。	 
二、図案	 壁紙として連続模様を画け。	 
	 	 	 	 	 但楓葉を以て模様を考案し着色すべし	 
本試験問題（一二、三時間。三、二時間）	 
一、着色写生	 蕪、ニンジン、栗。	 
二、略画	 	 
	 	 一、蜜柑の葉。二、菜の葉。三、くわの葉。四、蓮の葉。五、雀。六、鶯。七、みゝ
づく。八、象。九、老人男顔。十、老婦の顔。十一、男児の顔。十二、女児の顔。	 
右各自の記憶を基とし一より四迄は平塗描法にて描き五より十二迄は線書又は沒骨法に
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よりて描出すべし。	 
	 	 但墨色の濃淡に限る。	 
三、図案	 水差を考案し其正面及平面図を画け。	 
	 	 但其平面の画は四分の一を切断したるものを現し其正面図は中心点より左若くは右
の半部に切断を現はす如く画くべし。又別に水差の表面を展開し、之に適当なる植物
模様を附すべし。	 
	 
再試験問題	 
写生	 	 
	 鴨及鶏の剥製の内一個を着色写生右を適当に組合わせたる後拘勒法に依りて着色すべ
し。	 
	 
第24回（1910〈明治43〉年）	 
予備試験問題（三時間）	 
一、写生（線画）携帯品三個を配置良く写生せよ。	 
二、牡丹を画け。（着色画）	 
	 	 但牡丹の形態の特殊なる諸点を芍薬に対照して別に説明を要す。	 
三、黄、橙、緑の三色の各の配合を求む。	 
四、図画は徳育上に密援マ マ の関係を有す実際上如何なる場合を言ふか例を挙げて説明せよ。	 
本試験問題	 
一、着色写生	 林檎、小蕪、配置よく描写すべし。	 
	 	 	 	 	 	 	 山雀。	 
二、略画	 鷹と其嘴足、啄木鳥と其嘴足尾、白鷺、鯉、猿、老幼（額面、手足）	 
	 	 	 	 	 線画に描写すべし。	 
	 
第25回（1911〈明治44〉年）	 
毛筆画（四時間）	 
一、中等教育に於ける図画教授の要旨並に臨画、写生、図案等各教科要項に就て説明せよ。	 	 
二、竹に小禽を描け。	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三、携帯品の内一個を持ちたる左手を写生せよ。	 
四、線画にて燕子花、椿花、梅花を描き且つ各花の解剖図を附すべし。	 
本試験問題	 
一、菊花及び恙姑二個とを配置よく写生せよ。	 
二、コマ鳥（右着色写生）	 
三、略画	 	 
	 	 一、石榴の実。二、鮒。三、鴨。四、猫。五、老人の顔（男）。六、女児顔。七、岩
に怒濤。八、松樹の遠近を表はす。	 
	 	 省略法三図以上描け。	 
	 	 
第26回（1912〈明治45・大正元〉年）	 
予備試験問題（四時間）	 
一、左の各色の冷温、明暗の區別及其色彩感情を述べよ。黄、緑、青、紫、黒、白。	 
二、あさがほ（着色画）。	 ひ	 る	 が	 ほ	 （	 線画）。両者の形体上の特殊なる諸点を挙げよ。	 
三、自身左手の指したる形の両面を写生せよ。	 
四、花鳥、山水、動物、人物、蟲魚介類以上につき任意に一図をかけ。	 
本試験問題	 
一、写生（三時間）小鯛一尾、慈姑二個、クマ笹一本。右配置よく写生せよ。	 
二、略図（一時間）虎、猫、老幼の顔面、鷲、鷹、鯉、鮒、溪流、海浜。	 
三、着色図案（四時間）	 菊花を便化してテーブル掛の隅模様及地模様を画け。	 	 
	 	 但地模様は菊花に限らず任意。	 
	 
第27回（1913・〈	 大	 正	 ２	 〉	 年	 ）	 
予備試験問題（四時間）	 
一、和、洋、書籍各一冊とインク壷を任意に配置して写すべし。（用紙礬水引美濃紙二枚）	 
二、海浜の鶴を描け。但し翼を伸ばしたる図（右同）	 
三、作図教授の方法を任意に説明せよ。（罫紙二枚）	 
本試験問題（四時間）	 
一、着色写生、葡萄と小籠を配置能く写し更に余白に四十雀を写す。	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二、略画、雀、雲雀、鼠、男女の顔、蛙、鰹、溪流に架けたる橋を人の渡る景。	 
	 
第28回（1914〈大正３〉年）	 
予備試験問題	 
一、筆洗と羽箒とを配置よく写生せよ。	 
二、桜花に小禽を画け。	 
	 	 但し右図に就て教授上の説明を要す。	 
三、墨絵にて任意のものを一図画け。	 
四、図画教育の社会に及ぼせる效果の実例を簡単に挙げよ。	 
本試験問題	 
一、略図（一時間）	 
	 	 薔薇、樫鳥、老幼の顔面、啄木鳥と其嘴、足、尾、蛙、金魚、兎、溪流に小橋と人家
を配したる景色。	 
二、実物写生	 
	 	 薔薇と葡萄の写生	 
三、図案（着色）（四時間）	 
	 	 薔薇（壁紙四方模様）	 
	 
第29回（1915〈大正４〉年）	 
予備試験問題（五時間）	 
一、書籍を開き写生せよ。（和洋何れにしてもよし）	 
二、秋景を描け（但農家、橋、人物、溪流を添ふ）	 
三、任意に一図を描き題意の説明を附せよ。	 
四、師範学校、女子師範学校、中学校、高等女学校、実科高等女学校に於ける各図画教授
の方針及方法とを詳述せよ。	 
	 	 備考	 答書は問題番号順に一纏めに綴るべし。	 
本試験問題	 
一、着色図案	 桔梗、薄（織物模様二方連続）	 
二、着色写生	 柘榴、浜菊（配置能くす）鼠。	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三、略図。	 
	 	 男女の顔面、雁、鴨、鯉、松竹、遠近に依て変化せる形三種を描け。	 
	 
第30回（1916〈大正５〉年）	 
予備試験問題（四時間）	 
一、自分の左手に筆を握りたる図を写せ。	 
	 	 但形の美なる見方を要す。	 
二、芍薬（着色）	 
三、春景（題意及山水構図法の大要を記せよ）	 
四、形状調和とは如何左の形状に就て各の感情を述べよ。	 
	 	 １、直線。２、曲線。３、三角形。４、円。	 
本試験問題	 
一、着色図案	 水に水仙、花瓶の模様。（	 但	 し	 花	 瓶	 は	 任	 意	 の	 形	 に	 よ	 る	 ）	 
	 	 	 	 	 	 	 （四時間）	 
二、着色写生	 柿二個、水仙一莖。椋鳥。	 
三、略画	 人物、山、水、獣、花卉、果実、蟲、魚介。	 
	 
第31回（1917〈大正６〉年）	 
予備試験問題	 
一、インク壺、羽箒、筆を配置よく写生せよ。	 
二、花鳥、山水、動物、人物、以上何れか一図を画き随意の説明を附せよ。	 
三、燕子花（着色画）花菖蒲（線画）両図の形態上の特殊なる点を対照せよ。	 
四、国民趣味の実際と現今の図画教育とは其調和如何之を説明せよ。（注意答書は番号順	 
	 	 に重ねて綴り置くべし）（以上四時間）	 
本試験問題	 
一、茶の花	 松茸（石（ママ）一枚に配置し写生すべし）	 
二、鼠（右写生一枚）	 
三、略画	 狐、和犬、船、飛べる白鷺、田舎家の春景色。（但流、人物、橋を添ふ）和服
の女、洋服の男（以上四時間）	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第32回（1918〈大正７〉年）	 
予備試験問題（四時間）	 
一、書籍（洋本）。インキ壺、毛筆を配置よく写生せよ。	 
二、竹（墨絵）。	 山	 吹	 花	 （	 着	 色	 ）。	 鼠	 
三、中等教育の図画は日本画、西洋画、又は其折衷したるもの等何れを	 選ぶ可きかに就
きて概見を述べよ。（以上四時間）	 
本試験問題	 
一、着色写生	 柿薑玉葱以上を配置よく写生すべし。	 
	 	 着色写生	 燕（以上三時間）	 
二、略画	 秋海棠、鵲、栗、瀑布、鯛、猿、男学生、女学生。（以上一時間）	 
三、図案	 柳に燕、四方連続壁紙模様、着色（以上四時間）	 
	 
第33回（1919〈大正８〉年）	 
予備試験問題	 
一、帽子と傘を配置し写生せよ。	 
二、花鳥、山水、人物、以上の内任意の二題を描き図意の説明を附すべし。	 
三、中等教育に於ける図画教育教授は如何にせば最も有効に目的を達し得るか所感を述べ
よ。（右四時間）	 
	 注意	 答書は番号順に重ねををくべし。	 
本試験問題	 
一、写生	 胡瓜、茗荷、菊、右を配合して一枚に写せ。	 
二、小鳥	 （チボモズ）一枚。	 
三、略画	 雪景（但樹木、人物、人家を配す）男女、馬、鯉、芍薬。	 
四、図案	 菊花壁模様。	 
	 
第34回（1920〈大正９〉年）	 
予備試験問題	 
一、羽箒と硯筆を配合し生写すべし。	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二、梅花に雀	 
三、山水、人物、動物、但し三は任意の一題を提き題意を附すべし。	 
	 	 	 （以上四時間）	 
本試験問題	 
一、燕、柿、右よく一枚に写せ。	 
二、椋鳥（以上三時間）	 
三、略画	 山村（樹木、人家を配す）老人、子供、猫、犬、鯉、鶯（以上一時間）	 
四、図案	 菊、水仙着色壁四方連続（以上四時間）	 
	 
第35回（1921〈大正10〉年）	 
予備試験問題	 
一、筆洗と皿筆を配置よく写生せよ。	 
二、鳩と植物を配せ。	 
三、秋景山水	 但家橋人物を添ふ（以上四時間）	 
本試験問題	 
一、着色写生	 菊花と林檎、雀（三時間）	 
二、略画	 山水樹木と人家を配す（七寸に三分の矩形内）樵夫と漁夫、飛鶴、狐、馬、鮎
（一時間）	 
三、図案	 	 壁紙模様（楓と菊）（四時間）	 
	 
第36回（1922〈大正11〉年）	 
予備試験問題	 
一、自身の左手に刷毛を持ちたる形を写せ。（線画淡彩）	 
二、燕子花を画け。但燕子花菖蒲と対照し特殊の諸点を説明せよ。	 
三、花鳥、人物、山水、動物。	 
	 	 但し三問の四題は任意の一題を描き題意を附すべし。	 
本試験問題	 
一、写生	 鶫、紅素馨、コスモス。（三時間）	 
二、略画	 山水（三寸七寸の長方形）男子、女子（全身）飛雀、猿、猫、金魚、蝉。	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 （一時間）	 
三、図案	 壁紙四方連続模様（着色）	 
	 	 紅葉馨、コスモスを配合。（八寸に七寸の長方形）（四時間）	 
	 
第38回（1923〈大正12〉年）	 
予備試験問題	 
一、帽子と書籍とを配して写生せよ。（線画、淡彩）	 
二、牡丹（墨絵没骨）	 
	 	 但牡丹と芍薬を対照し形態の特殊なる諸点を説明せよ。	 
三、花鳥、山水、人物、動物、蟲魚。（着色）	 
	 	 但第三問は任意の一題を描き題意を附すべし。（以上四時間）	 
本試験問題	 
一、着色写生	 瞿麥と桔梗、百舌鳥、（三時間）	 
二、略画	 山水田舎の脊景。（七寸三分の矩形内）	 
	 	 	 飛べる白鷺、猫、虎、鯰、老人と子供、蟷螂、船。（一時間）	 
三、図案	 	 瞿麥と桔梗を用ひて直径七寸の円内に当嵌せよ。（四時間）	 
	 
第40回（1924〈大正13〉年）	 
予備試験問題	 
一、羽箒と筆を配置し位置良く写生せよ。（線画着色）	 
二、菊、沒骨墨絵にて描くべし。	 
三、人物、山水、動物、花鳥。	 
	 	 但し三問は任意の一題を描き題意を附すべし。（以上四時間）	 
本試験問題	 
一、着色写生	 菊と雲雀。	 
二、略画、牛、犬、老人、小供、蝉、鯉。	 
三、山水。（巾三寸、長七寸）（以上三時間）	 
四、図案	 図画教科書の裝幀。（四時間）	 
	 	 中学校師範学校高等女学校用のものとす印刷は四度刷りとし寸法は横五寸余、縦	 四	 寸
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余。	 
	 
第42回（1925〈大正14〉年）	 
予備試験問題	 
一、風呂敷包に何か一品を添へ配置よく写生せよ。（線画淡色を要す）	 
二、人物、動物、山水、花鳥。	 
	 	 但し第三問は任意の一題を描き題意を附すべし。	 
本試験問題	 
一	 瞿麥ナデシコ、桃、配置よく写生せよ。	 
二、黄鶺鴒（以上三時間）	 
三、略画	 	 猿、兎、鯛、鳩、男、女、山水。（一時間）	 
四、図案	 	 花瓶（陶器）。（	 四	 時	 間	 ）	 
	 
第44回（1926〈大正15〉年）	 
予備試験問題	 
一、着色写生、土瓶に何か一物を添へ位置よく写せ。	 
二、自在画着色	 花鳥、山水、動物の四題マ マ の内得意の一題を描き題意を附すべし。	 
三、菊（直径六寸の丸形に適合よく配置せよ）	 
本試験問題	 
一、着色写生、百合花、燕。	 
二、略画、鯉、猪、猫、羊、漁夫、農夫、山水。	 
三、図案、着色、西洋画と同じ。	 
	 
第46回（1927〈昭和２〉年）	 
予備試験問題	 
一、自在画、書籍に何か一品を添へ位置よく写せ。	 
	 	 書籍は和洋随意、（線画着色）。	 
二、花鳥、山水、人物、動物、四題の内随意の一題を描き題意を附すべし	 
	 	 （着色）	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本試験問題	 
一、写生、百合花、雀。	 
二、略画、獅子、虎、鯰、老人、雞、蜻蛉、山水。	 
三、図案、西洋画と同じ。	 
	 
第48回（1928〈昭和３〉年）	 
予備試験問題	 
一、書物二冊と木の枝とを組合せ配置よく写生せよ。（線画着色）	 
二、遠山、松、川、人家、橋を配したる風景を描け。但し彩色を施すべし	 
三、図案	 直径八寸の円内に春の草花二種を随意の選び之を模様化して当嵌めよ。（色数
随意）	 
本試験問題	 
一、写生、グラジオラス、鐵砲百合を配置よく組合せ写生せよ。	 
二、略図、雞、猫、雀、人物（随意）山水。	 
三、図案	 花瓶の図案、資料、夏に関する模様、大さ（ママ）色随意。	 
	 
第50回（1929〈昭和４〉年）	 
予備試験問題	 
一、左手に物品を持てる形を写生せよ。（線画彩色）	 
二、草花に鳥の図を画け。（淡色略図）	 
三、動物二種を画け。（墨略画）	 
四、図案、書籍表紙図案。但し資料及び大さ（ママ）任意、色数は三色とす。	 
本試験問題	 
一、山百合を写生せよ。（線描彩色）	 
二、人物横向半身を画き彩色を施せ。	 
三、魚蟲類の中随意に二点を選び墨にて画け。（以上四時間）	 
四、図案、美術雜誌七月号の装釘、印刷は二度刷りをす。文字其他凡て実用的に表出する
こと。（以上四時間）	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第52回（1930〈昭和５〉年）	 
予備試験問題	 
一、毛筆写生（線描彩色）土瓶と茶碗、但し他のものを添へるも差閊えなし。二、春の景
色（線描彩色）	 
三、左の中より二個を選び画け（彩色、略画）	 
	 	 鳥、鶴、幼児の顔、猿、熊、市街（四時間）	 
四、図案	 手拭図案、運動會用のもの、色、資料随意（二時間）	 
本試験問題	 
一、つぐみ着色写生。	 
二、坐せる人物略画。	 
三、動物の中一点を選み画け	 略画（以上四時間）	 
四、図案（西洋画に同じ）	 
	 	 
第54回（1931〈昭和６〉年）	 
予備試験問題	 
一、毛筆画写生	 器物二個を組合せ写生せよ但し彩色を施すべし。	 
二、現代人物の図を画け。	 
	 	 但し題は任意としなるべく細密に画き彩色を施すべし。（四時間）	 
三、図案	 直径二十センチメートルの円内に水仙の充塡模様を画け。色数随意。	 	 	 	 
	 	 	 	 （二時間）	 
本試験問題	 
一、岩戸百合を写生せよ（線描着色）	 
二、左のものを墨にて簡単に画け（四時間）	 
	 	 一、森。一、老人の顔。一、魚介一点。一、獣類一点。	 
三、図案	 西洋画に同じ。	 
	 
第56回（1932〈昭和７〉年）	 
予備試験問題	 
一、写生、戸外にて建築物を写生せよ、但し建築物の一部分にても差支なし。なるべく精
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細に着色して仕上ぐること。人物樹木等を添ふること随意とす。	 
二、少女の顔を想像して画くべし。但し淡彩を施すべし。（以上三時間）	 
三、図案、長さ二十五センチメートル、巾二十センチメートルの長方形に花を配したる縞
模様を考案せよ、色数資料随意。（二時間）	 
本試験問題	 
一、写生	 岩戸百合	 
二、略画（１）人物肖像（２）柳に燕	 
	 
第58回（1933〈昭和８〉年）	 
予備試験問題	 
（午前の部）	 
一、履物一足を適宜配置して写生せよ。但し線描して彩色を施すべし。	 
二、小児の遊べる姿を記憶にて画がけ。但描法随意にて彩色を施せ。	 
	 	 右	 四時間	 
（午後の部）	 
図案	 
三、春の花を資料として風呂敷図案を画がけ。但色数随意。	 
	 	 右	 二時間	 
本試験問題	 
１、ムクドリ	 毛筆写生	 
２、略画	 夏の山、子供（男児五六歲）	 
	 	 	 右	 四時間	 
３、図案	 洋風置時計を考案せよ。	 
	 	 	 但色数大さ（ママ）等随意、正面図平面図を示せ。	 
	 
第60回（1934〈昭和９〉年）	 
予備試験問題	 
午前の分（四時間）	 
一、毛筆写生	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 細長き品物と短き品物を適当に組合せ之を写生せよ、彩色を施すべし。	 
	 	 （例	 洋傘と帽子、ステツキと下駄、筆と硯等其の他随意）	 
二、略画	 次の題より二個を選び描け。	 
	 	 	 	 	 馬。雀。菜の花。春景色。	 
午後の分（二時間）	 
三、図案	 
	 	 一辺二〇センチメートルの正方形内に適宜の運動具を資料として模様を作れ、色数随
意。	 
本試験問題	 
一、写生左ノモノ、内三種類ヲ選ビ組合セテ写生セヨ。	 
	 	 茄子、トマト、唐辛子、サラダ、枇杷	 
二、略画	 婦人ノ椅子ニヨル姿ヲ画ケ、彩色随意、以上四時間	 
三、図案	 西洋画ニ同ジ	 
	 
第62回（1935〈昭和10〉年）	 
予備試験問題	 
（午前の部）	 
（一）書物二冊ヲ組合セ写生シ、之ニ相應シキ器物を任意ニ添ヘテ画クベシ、但シ書物ハ
和洋書何レニテモ差支ナシ。	 
（二）左ノ題ヲ簡単ニ画クベシ、彩色は随意トス。	 
	 	 	 １、雪景	 ２、人物集合ノ図	 
	 	 （右	 四時間）	 
	 	 	 注意：第一問ハ画箋紙に、第二問ハ美濃紙を使用スベシ。	 
（午後の部）	 
一、一辺二〇cm.ノ正方形ニ曲線ト直線ヲ用ヒテ当嵌模様ヲ画ケ、彩色随意	 
	 	 （右	 三時間）	 
	 	 	 注意	 画用紙を使用すべし	 
本試験	 
写生（着色）	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一、左ノ野菜ノ内任意ニ三種ヲ選ビ、之ヲ写生セヨ。	 
	 	 生薑、人参、きうり、めようが、茄子、枇杷	 
二、略画	 添景人物のある風景を画け。彩色随意	 （以上四時間）	 
図案（日本画西洋画）	 
一、電気スタンドの創案ヲセヨ、但シ彩色ヲ施セ（以上四時間）	 
	 
第64回（1936〈昭和11〉年）	 
予備試験	 
写生及略画（第一問は画箋紙（裏打礬水引）に、第二問は美濃紙を使用）	 
一、左記の器物より二個を選み配置よく写生せよ。但し色彩を以て成るべく精密に画くべ	 
	 	 し。	 
	 	 鉄瓶。土瓶。湯呑。皿。筆。盆。硯。帽子。	 
二、花瓶に椿を挿したる図を画け。色彩随意。	 
	 	 右	 四時間	 
図案（画用紙使用）	 
三、直径二十五センチメートルの円内に左の形を資料として充塡模様を考案せよ。	 
	 	 正方形。扇形。渦線。矩形。	 
	 	 右	 二時間	 
本試験問題	 
一、写生	 西洋皿に果物を二個盛りて之を写生せよ	 
一、略画	 松と川とある夏の風景を画け、但し彩色は随意とす	 
	 	 以上	 四時間	 
図案（日本画西洋画とも）（四時間）	 
	 陶磁器の花瓶を考案し且つそれに最も調和の良き背景をつけよ。	 
	 
第66回	 （1937〈昭和12〉年）年	 
予備試験問題	 	 
（注意	 第一問は画箋紙（裏打礬水引）に、第二問は美濃紙に一問を一枚に使用すべし）	 
（午前の分）	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写生	 
（一）左記二種の品を適宜組合せ色彩を施し精密に画くべし。	 
	 	 	 イ、硝子器（コツプ、薬瓶等）	 
	 	 	 ロ、木の枝又は草花	 
略画	 
（二）左の図を簡単に画け	 
	 	 	 イ、村落	 ロ、鯛	 	 
	 	 	 右	 四時間	 
（午後の分）	 
図案	 
（三）野菜二種を資料として平面模様を考案せよ。但し色数、大サマ マ 随意とす。	 
	 	 	 右	 二時間	 
本試験問題	 
写生	 コツプニ挿シタルクチナシノ花	 
略画	 桔梗	 
図案	 置時計ヲ考案セヨ	 
	 
第68回（1938〈昭和13〉年）	 
予備試験問題	 
一、写生	 水を半ば盛りたる硝子器と円形皿とを組合せ写生せよ。但し硝子器はコツプ、
牛乳瓶、薬瓶にてもよし。	 
二、略画	 左の二点を墨一色にて簡単に画け。	 
	 	 	 	 	 イ、椿	 ロ、烏	 
	 右	 四時間	 
三、図案	 
直径二〇センチメートルの円内に左の形を適当に組合せて図案を構成せよ。	 
イ、渦線	 ロ、長方形	 ハ、円	 	 
	 右	 二時間	 
本試験問題	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（欠落）	 
	 
第70回（1939〈昭和14〉年）	 
予備試験問題	 
一、写生（画箋紙ニ画ケ）机上に布を敷き書物二冊と茶器一個とを組合せ写生せよ。但し
布は風呂敷等を用ひ、茶器は湯吞又は急須等を用ふべし。	 
二、略画（美濃紙ニ画ケ）花卉と昆虫の図を墨一色にて画け。	 
	 	 右	 四時間	 
三、図案	 	 
	 左の形を適当に組合せ正方形内に平面模様を考案せよ。（画用紙ニ画クベシ）	 
	 	 長方形、半円、三角形、但し大さ色数随意	 
	 右	 二時間	 
本試験問題	 
（欠落）	 
	 
第72回（1940〈昭和15〉年）	 
予備試験問題	 
一、写生（用紙	 画箋紙）電球一個	 洋書二冊を組合せて写生せよ。	 
二、略画（用紙	 唐紙）人形。鯉を画け	 但し墨一色とす。	 
	 	 右	 四時間	 
図案	 	 
	 直径二十二センチメートルの円内に魚介を資料として充塡模様を考案せよ。	 	 	 
	 但し色は随意とす。	 
	 右	 二時間	 
本試験問題	 
（欠落）	 
	 
第74回（1941〈昭和16〉年）	 
予備試験問題	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午前施行	 
（一）写生画（彩色）陶製器物一個ト布トヲ組合セ写生セヨ但シ陶器ハ土瓶、湯呑、皿等、
布ハ風呂敷、敷物等ヨリ選ブ	 
（二）略画（墨）左記ノ題目ニツキ各一点ヅゝ画ケ。	 
	 	 草花、魚、人物	 
	 右	 四時間	 
午後施行	 
図案	 
桜ト松ヲ資料トシテ書物ノ裝幀図案ヲ考案セヨ。形式、色数随意。	 
右	 二時間	 
本試験問題	 
	 （欠落）	 
	 	 
第76回（1942〈昭和17〉年）	 
予備試験問題	 
午前ノ分	 
（一）図案	 国防に関するポスターを考案せよ。	 
	 	 	 	 	 	 但し色数は四色とす。	 
（二）略画	 墨一色にて窓外の風景を画け。	 
	 	 	 右	 四時間	 
午後ノ分	 
（三）写生画	 硝子器（コツプ、皿等）と任意植物の一枝を組合せて写生せよ。	 
本試験問題	 
（欠落）	 
	 
第78回（1943〈昭和18〉年）	 
予備試験・本試験問題	 （欠落）	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「西洋画（鉛筆画）」	 試験問題	 
	 
第5回（1891〈明治24〉年）	 
一、写生	 男女頭部	 
二、図画品評	 釣瓶滑車	 
	 
第６回（1892〈明治25〉年）	 
自在画	 
一、石膏製人物半身写生。	 
	 
第７回（1893〈明治26〉年）	 
	 （欠落）	 
	 
第８囘（1894〈明治27〉年）	 
自在画	 
一、写生	 鉛筆を用ひて石膏製半身人物を画かしむ。	 
二、着色	 水彩を用ひて簡単なる器具を画かしむ。	 
参、花瓶	 物体意匠各自の意に於て図案せしむ。	 
但正面図を作り平面図は略すべし。	 
	 
第９回（1895〈明治28〉年）	 
写生	 
一、鉛筆を用ひて石膏半身人体を画かしむ。	 
着色	 
一、水顔料を以て簡易なる器物を画かしむ。	 
	 
第10回（1896〈明治29〉年）	 
一、写生	 石膏製半身人物（参時間半）	 
二、図案	 花瓶、品質金属、正面図。	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参、花卉、水彩絵具を以て実物に就て写生。	 
	 
	 	 	 	 
第11回（1897〈明治30〉年）	 
一、図案	 室内の図。	 
二、写生	 石膏半身像。	 
参、着色	 雞。	 
	 
第12回（1898〈明治31〉年）	 
予備試験問題（参時間）	 
一、臨画	 婦人。	 
二、図案	 適宜に茶器を配して画け。	 
本試験問題	 
一、着色写生	 鴛鴦。	 
二、鉛筆写生	 石膏人像。	 
	 
◇	 第13回（1899〈明治32〉〜1900〈明治33〉年）	 
予備試験問題	 
	 （欠落）	 
本試験問題	 
一、着色写生	 鯛。	 
二、鉛筆写生	 石膏製婦人半身像。	 
	 
第14回（1900〈明治33〉年〜1901〈明治34〉年）	 
予備試験問題	 	 
一、臨画。	 
二、新案画題	 池辺の孤亭（以上参時間）	 
参、鉛筆画臨本	 十七歳位の女子の半身。	 
本試験問題	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一、写生	 男老人	 
二、着色写生	 玻璃器入、林檎、蜜柑、コロ柿。	 
	 
第15回（1901〈明治34〉年〜1902〈明治35〉年）	 
予備試験問題（参時間）	 
一、臨画	 肖像	 
二、図案	 渡船場。	 
本試験問題	 	 
	 （欠落）	 
	 
第16回（1902〈明治35〉年）	 
一、臨画	 人物。	 
二、新案	 瀑布。	 
	 	 右師範、中学、女学校教員志願の分。	 
一、臨画	 山水。	 
二、新案	 瀑布。	 
	 	 右女子部師範、高等女学校のみの教員志願の分。	 
一、着色写生	 柿、蜜柑、林檎。	 
二、鉛筆写生	 老人。	 
	 
第17回（1903〈明治36〉年）	 
予備試験問題	 
一、臨画	 男人。	 
二、新案	 水中の魚。	 
	 	 右師範学校、中学校高等女学校教員志願の分。	 
一、臨画	 蟹。	 
二、新案	 水中の魚。	 
	 	 右女子部師範、高等女学校教員志願の分。	 
本試験問題	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一、着色写生	 菊花。	 
二、鉛筆写生	 石膏製半身像。	 
	 
第18回（1904〈明治37〉年）	 
予備試験問題	 
一、臨画	 馬頭。	 
二、新案	 夏の水辺。	 
	 	 右師範学校中学校高等女学校教員志願の分。	 
一、臨画	 景色。	 
二、新案	 夏の水辺。	 
	 	 右女子師範学校師範学校女子部高等女学校のみの教員志願の分。	 
本試験問題（参時間）	 
一、写生着色	 蜜柑、林檎、菊花。	 
二、写生鉛筆	 老人半身像（モデル）	 
	 
第19回（1905〈明治38〉年）	 
一、臨画	 	 室内の図。	 
二、新案	 	 野橋。	 
	 	 右師範学校中学校高等女学校教員志願の分。	 
一、臨画	 	 山水。	 
二、新案	 	 野橋。	 
	 	 右女子師範学校師範学校女子部高等女学校のみの教員志願の分。	 
本試験問題	 
	 （欠落）	 
	 
第20回（1906〈明治39〉年）	 
予備試験問題	 
一、臨画	 読書	 
二、新案	 屈曲ある平遠の街道の図を作れ。	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 但し六本以上の電柱を画き其一柱は画者の接近するを要し又遠山及人馬の往
来あるべし。	 
	 	 右師範学校中学校高等女学校教員志願者の分。	 
一、臨画	 小婦。	 
二、新案	 屈曲ある平遠の街道の図を作れ。	 
	 	 	 	 	 但し六本以上の電柱を画き其一柱は画者の接近するを要し又遠山及人馬の往
来あるべし。	 
	 	 右女子師範学校師範学校女子部高等女学校のみの教員志願者の分。	 
本試験問題	 
	 （欠落）	 
	 
第21回（1907〈明治40〉年）	 
予備試験問題	 
一、臨画	 肖像（小児）	 
二、新案	 納涼、但着色すべし。	 
本試験問題	 
	 	 （欠落）	 
	 
第22回（1908〈明治41〉年）	 
予備試験問題（参時間）	 
一、『釣ランプ』と『置きランプ』とを画け。	 
	 	 但「釣ランプ」は天井に釣るしあるものを下より斜めに見たる所とし「置きランプ」
は床上に据えあるものを上部より斜めに見たるものとす。	 
二、図案（着色）	 	 
	 	 丸形陶器製の菓子皿の内部に左の題によりて考案したる模様を画け。	 
	 	 題	 蝶	 
	 	 但し次項に注意すべし。	 
	 	 一、模様は実物より硬化マ マ したるものとす。	 
	 	 一、菓子皿の直径は曲尺五寸五分とし其平面図及立画面を要す。	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 一、立面図は高さを随意として図を半折して其一方に切断面を示せ。	 
本試験問題	 
	 （欠落）	 
	 
第23回（1909〈明治42〉年）	 
予備試験問題	 
一、漁舟を主たる海岸の景色を画け。	 
	 	 但し海岸は小石を交へたる砂地として静かなる海面を遠望したる夏の景色ならんこ
とを要す。	 
二、図案	 壁紙として連続模様を画け。	 
	 	 但楓葉を以て模様を考案し着色すべし。	 
本試験問題	 
一、写生	 老婦。	 
	 	 但明暗の度合に注意して主として顔面部を描写すべし。	 
二、水彩画	 鯛、笹。	 
	 	 右を適当に組合わせたる後水彩画の描法に依りて着色すべし。	 
参、図案	 水差を考案し其正面図及平面図を画け。	 
	 	 但平面図は四分ノ二を切断したるものを現はし其正面図は中心線より左若くは右の
半部に切断面を現はす如く画くべし。	 
	 	 又別に水差の表面を展開し之に適当なる植物模様を附すべし。	 
	 	 	 	 
第24回（1910〈明治43〉年）	 
予備試験問題（参時間）	 
一、臨画	 肖像	 
二、図案	 唐金の香爐。形ち動物紫檀台付但香爐の高さ曲尺五寸以内台は上図に相当に作
り別に火を入る所と煙の出づる位置につき説明せよ。	 
本試験問題	 
一、鉛筆写生	 少女（モデル）	 
	 	 	 	 	 	 	 蠟燭、燭台、マッチ。	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二、模様図案	 水仙、左の花瓶形に描くべし。（図略）	 
	 
第25回（1911〈明治44〉年）	 
予備試験問題（参時間）	 
一、臨画	 小兎の図（臨本略す）	 
二、図案	 燭台の図	 （高さ七寸）	 
参、蝋	 燭	 の	 光（	 瓦	 斯	 マ	 ン	 ト	 ル	 付	 く	 ）若	 く	 は	 電	 燈	 の	 光	 と	 は絵具の如何なる配合にて可なるや。	 
本試験問題	 
一、写生	 石膏半身像模型、参馬、燕、海老。	 
	 
著色図案（鉛筆画毛筆画）（	 二	 時	 間	 ）	 
	 	 	 一、「ダリヤ」を硬化マ マ し硯箱蓋（展開図）に模様を附すべし。	 
	 
第26回（1912〈明治45〉・1912〈大正元〉年）	 
予備試験問題	 
一、写生	 標本書籍（二時間）	 
	 	 	 画法注意	 
	 	 	 	 	 一、画紙を横に為し其広さに対し適当と認むる大さ（ママ）に画くべし。	 
	 	 	 	 	 二、形を正確に画くべし。	 
	 	 	 	 	 参、時間内に画き終る程度に於て陰影を施すべし。	 	 
	 	 	 	 	 四、尺度定木の類を使用すべからず。	 
二、図案	 牽牛花に因める帯模様。	 
	 画法注意	 
	 一、画紙を横にし縦二寸横一尺の長方形を画き其中に牽牛花に因める帯模様を
作るべし。（帯模様とは各種工芸品の縁飾に用ゆる長く続きたる模様の名
なり）	 
	 二、牽牛花は花、蕾、葉何れを使用するも宜しけれども他の草木を混用するを
許さず。	 
	 参、牽牛花の実物若くは他の絵画等を見るべからず全各自の記憶より画くべ
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し。	 
	 四、必要と認むる者は時間の許す限り濃淡を施すも随意なり。	 
本試験問題	 
一、鉛筆写生（四時間）	 
	 	 標本石膏模型・・・大小位置描写の程度等は実物につき説明す。	 
二、水彩写生（参時間）	 
	 	 標本	 書籍・・・大小位置描写の程度等は実物につき説明す。	 
	 絵具は参色を混和して使用すべし他の絵の具を使用するを許さず。	 
参、書籍表紙の図案（四時間）	 
（イ）菊花と水に因める模様。	 
（ロ）書籍は横九寸縦六寸の横本。	 
（ハ）表題の文字は四字と著者の姓名五字とを記入すべき部分を作ること。	 
（ニ）製本は大和綴にすること。	 
	 
第27回（1913・〈	 大	 正	 ２	 〉	 年	 ）	 
予備試験問題（五時間）	 
一、椅子写生	 
	 	 画紙を縦に此紙幅に適当に大小位置を定め輪廓を正確に画き、必要と認むる部分には
陰影を着くべし。但尺度を使用するを許さず。	 
二、百合花図案	 	 
	 	 底辺五寸左右両辺一尺の二等辺参角形を画き其中に適当するべく百合花に因める模
様を作れ、花葉の数及蕾を画くと否は総て随意なり。	 
	 	 但し鉛筆一色、彩色すべからず、又絵画写真等を参考するを許さず。	 
本試験問題	 
	 （欠落）	 
	 
第28回（1914〈大正３〉年）	 
予備試験問題	 
一、舗物の図案（二時間）	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 左の略図の如き二線の間に蜻蛉に因める模様を画け但鉛筆にて濃淡を着くるは随意
なれども着色は為すべからず。	 
二、傘の写生（参時間）	 
	 	 形を正確に画き適当に陰影を着くべし。	 
本試験問題	 
一、参脚	 モデル台の鉛筆写生。	 
二、火入（煙草盆の火入）水彩画写生。	 
参、花瓶の図案	 
	 	 一、質、陶器。	 
	 	 一、寸法	 口円の直径二寸五分底円の直径参寸、高さ一尺。	 
	 	 一、模様	 銀杏の葉に因めるもの。	 
	 （注意）模様は一面にして宜し。	 
	 	 一、要点、形の優劣、模様化する巧拙、配合の良否。	 
	 
第29回（1915〈大正４〉年）	 
予備試験問題	 
一、兎に因める図案（二時間）	 
	 	 辺の長さ二寸五分と七寸の長方形を縦に画き其中に兎に因める模様を画け。	 
	 （注意）鉛筆一色にて画き濃淡を着くと否とは随意とす。	 
	 	 意匠に多少の植物を附加するも妨げなし寸法は曲尺。	 
二、靴（一足）の写生（３時間）	 
	 （注意）鉛筆一色にて画き疎密の程度は時間内に出來得る程度に陰影を画くべし。	 	 
	 	 図の大小は紙面の広狭に準じて適宜にすべし紙の縦横は標本の形に準じ各自の適当	 	 
	 	 と認むる方にすべし。	 
本試験問題	 
一、石膏模型写生の模範画を作れ。（標本は人物胸像用品は鉛筆）	 
二、果実の水彩写生の模範画を作れ。（絵の具は参種を限り其他の用品も地方中学生の使
用する程度のものに限り専門的高價の用品を許さず）	 
参、彩	 色図案の模様を作れ。一辺の長さ参寸の正八角を画き其中に適当に浜菊を模様化（	 便
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化）して配置せよ、但浜菊は生花一枝を各自に支給す、用品は第二問と同じく中学程
度のものに限る。	 
	 
第30回（1916〈大正５〉年）	 
予備試験問題（四時間）	 
一、敷瓦の図案	 
	 	 菊花を用ひて左の略図の如き四個の正方形に当嵌むべき連続模様を画け。	 
	 （注意）花の外葉茎を図中に入るるも任意なり。鉛筆にて濃淡を著くるは随意なれども
着色の要なし。	 
二、開きたる蝙蝠傘（鉛筆画写生）	 
（注意）形態は極めて正確にかき陰影を附すべし。	 
参、夏時中烈しき光線を受けたる約二町程度先きの濶葉樹の森を描かんとする時日向には
如何なる色を配合するや又陰には如何其等の色を示せ。	 
本試験問題（一、二、	 四時間。参、四時間）	 
一、石膏胸像写生（鉛筆画）	 
二、静物写生（花瓶林檎蜜柑）（水彩画）	 
参、ダリヤの花を用せるクッション模様（着色）	 
	 	 
第31回（1917〈大正６〉年）	 
予備試験問題	 
一、机掛の図案	 燕子花を用ひて机掛に用すべき模様を画け。（注意七寸四分の方形内に
机掛の半分に相当すべきものを画くべし）花の蕾葉何れも画くも随意なり鉛筆にて濃淡を
画く。（以上四時間）	 
本試験問題	 
一、男子石膏胸像	 鉛筆写生（以上四時間）	 
二、花瓶、柿、林檎、蜜柑、水彩画（以上参時間）	 
参、バラ花を与へ二方連続の壁紙模様を画かしむ。着色図案（右四時間）	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第32回（1918〈大正７〉年）	 
予備試験問題	 
一、想像画	 洋裝男子の半身像。	 
二、図案	 紫陽花を用ひて菓子皿の模様を描け。	 
参、写生	 煙草盆。	 
本試験問題（一、四時間。二、参時間。参、四時間。）	 
一、鉛筆画	 石膏像写生（アグリツパ胸像）	 
二、水彩画	 静物画（白布花瓶、林檎、柿、柘榴）	 
参、着色図案	 ジンシヤの花を用ひて檀通の角枠模様を描かしむ。	 
	 
第33回（1919〈大正８〉年）	 
予備試験問題	 
一、想像画	 写生をなしつゝある人物の像を描け。	 
	 	 注意１、人物は腰掛けたるも立ちたるも其様随意たるべし。	 
	 	 	 	 ２、写生しつゝある目的物及背景は描くに及ばず竪位置に描くべし。	 
二、図案	 陶器花瓶、百合花模様、太さ竪九寸随意。（右四時間）	 
	 	 注意	 角孰れも各自の記憶と想像とに依りて描くべく標本及参考品等を見ることを
厳禁す。	 
答書は番号順に重ね綴り置くべし。	 
本試験問題	 
一、鉛筆写生	 石膏像（四時間）	 
二、水彩写生	 静物（大根、人参、芋、葱、柿を笊に盛りたるもの）（参時間）	 
参、図案	 菊花襖紙模様（竪五寸横一尺にして竪に連続）（	 四	 時	 間	 ）	 
	 
第34回（1920〈大正９〉年）	 
予備試験問題	 
一、写生	 適当の場所に置かれたる一足の靴を鉛筆にて写生を爲し其上に淡彩を施すべ
し。	 
	 	 注意	 画用紙四つ切の紙面に略実物大に描くべし。	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二、図案	 牽牛花を模様化して正方形内に納め彩色を施すべし。（以上四時間）	 
本試験問題	 
一、鉛筆写生	 人体石膏像（以上四時間）	 
二、水彩写生	 花瓶に挿入せる花（参時間）	 
参、着色図案	 
	 	 正参角形、正方形内に各花より用せられたる模様を当嵌めよ。	 
	 	 二方連続模様を描け。（右四時間	 
	 
第35回（1921〈大正10〉年）	 
予備試験問題	 
一、鉛筆写生	 土瓶。	 
二、水彩写生	 提灯とマッチ、二品を配合して一図に描くべし。	 
参、着色図案	 蜻蛉を模様化して正参角形内に当嵌めよ。	 
本試験問題	 
一、鉛筆写生	 人体石膏半身像（四時間）	 
二、水彩写生	 花瓶にダリヤ又は菊（参時間）	 
参、図案	 百合花輪を配合して正円内に当嵌めよ。但し着色は四色とす。	 
	 	 	 	 	 （四時間）	 
	 
第36回（1922〈大正11〉年）	 
予備試験問題	 
一、写生	 帽子に洋書二册を取合わせて一図に描け。（鉛筆淡彩）	 
二、写生	 屋外の樹木一本を描け。（鉛筆）	 
参、図案	 一羽の鷄を模様化して円形、長方形、正参角形内に各当嵌せよ。	 
	 （一、二、参、	 各二時間）	 
本試験問題	 
一、写生	 石膏胸像、木炭画。（	 四	 時	 間	 ）	 
二、花瓶にダリヤ、水彩画。（参時間）	 
参、図案	 九月号小供（ママ）雑誌の表紙を描け。（四時間）	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 縦七寸、横五寸五分。	 
	 	 	 	 	 画風は図案化されたるものとす。	 
	 	 	 	 	 彩色は四色に限る。	 
	 
第38回（1923〈大正12〉年）	 
予備試験問題	 
一、下駄（鉛筆淡彩）	 
二、屋外の或物象を描け。（鉛筆）（以上四時間）	 
参、図案	 百合花を用して二方連続模様を描け。	 
	 	 	 	 	 着色は赤黄緑墨の四色とす、白紙の地色を利用するも可。（二時間）	 
本試験問題	 
一、石膏人物半身像。（木炭画）（	 四	 時	 間	 ）	 
二、壺に果物。（水彩画）（参時間）	 
参、図案	 絵画展覧会の広告画。	 
	 	 注意	 形状随意、着色は四色に限る、文字は適当に納めて直に使用し得るものとす。
（参時間）	 
	 
第40回（1924〈大正13〉年）	 
予備試験問題	 
一、鉄瓶又は土瓶に湯呑茶碗を配して之を一図に描け。鉛筆画淡彩写生。	 
二、屋外にある自己の欲するものを描け。（淡彩）（以上四時間）	 
参、図案	 	 自然物より硬化マ マ したる二種の単独模様を描け。	 
	 	 黒、赤、黄の参色を用ふ。（二時間）	 
本試験問題	 
一、木炭写生	 石膏像。（参時間半）	 
二、水彩画写生	 果物と花瓶。（参時間）	 
参、図案	 図画教科書の裝幀。（四時間）	 
	 	 五寸余横四寸余、中学校師範学校高等女学校のものとす印刷は四度刷りに限ること。
縦横随意。	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第42回（1925〈大正14年〉	 
予備試験問題	 
一、各自所持の帽子（鉛筆淡彩）	 
二、屋外写生（題材任意）。同上（以上四時間）	 
参、図案、薔薇花の便化（淡色）（二時間）	 
本試験問題	 
一、木炭写生	 石膏胸像。（参時間半）	 
二、水彩写生	 静物（参時間）	 
参、図案	 花瓶（陶器）（	 四	 時	 間	 ）	 
	 
第44回（1926〈大正15〉年）	 
予備試験問題	 
一、室内写生	 （任意の器物）（鉛筆淡彩）	 
二、屋外写生	 （景色）（以上四時間）	 
参、図案	 参角形の内部円形の外部に適当の模様を作れ。（彩色）（二時間）	 
本試験問題	 
一、木炭画	 モリヱル胸像	 
二、水彩画	 バナナ、壺、ダリヤ、夏蜜柑、サクランボ。	 
参、図案	 百合花を便化し、単独、連続、双対の参種を物品に用せよ。	 
	 	 	 	 	 （一枚に一種、一枚に二種）	 
	 
第46回（1927〈昭和２〉年）	 
予備試験問題	 
一、水彩画	 室内写生（二個の器物を組み合わせたるもの）	 
二、鉛筆淡彩画	 屋外写生。（樹木のある景色）	 
	 	 注意、水彩画はワットマン紙を使用すること。（以上四時間）	 
参、図案	 正方形内に一匹の兎を硬化して当嵌せよ。但し彩色せよ。	 
本試験問題	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一、木炭画（石膏写生、ラオコン、ミケランゼロノ奴隷、ビーナス。）	 
二、水彩写生（高師校内の屋外写生）	 
参、図案	 コーヒー茶碗の形と模様。	 
	 
第48回（1928・〈	 昭	 和	 ３	 〉	 年	 ）	 
予備試験問題	 
一、水彩画	 任意の物品。	 
二、鉛筆淡彩画	 屋外写生。（任意の題材）	 
	 	 以上午前の部（四時間）水彩はワットマン紙を使用。	 
参、図案	 クッションに龍の模様を描け。（彩色）右、二時間	 
	 	 注意	 本年より本試験問題に油絵を課するにより練習しおくべし。	 
本試験問題	 
一、木炭画、石膏半身像写生	 
二、油絵、静物写生。	 
参、図案、日本画と同じ。	 
	 
第50回（1929〈昭和４〉年）	 
予備試験問題	 
一、水彩画	 静物、二個の器物を組合せて画け。	 
二、鉛筆淡彩画	 風景、屋外風景。	 
参、図案	 自然模様と幾何模様	 
本試験問題	 
一、木炭画（石膏像写生）（以上四時間）	 
二、油絵、静物写生。（以上四時間）	 
参、図案	 日本画と同じ。	 
	 
第52回（1930〈昭和５〉年）	 
予備試験問題	 
一、水彩画	 静物写生、但参個以上の物品の構成図。	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二、鉛筆淡彩画風景写生。（以上四時間）	 
参、図案	 百合花の硬化（彩色）（二時間）	 
本試験問題	 
一、デッサン、石膏像（ビーナス、ラオコン、二面像、モリヱル等）（四時間）	 
二、油絵	 静物（人物八号）。	 絲	 咲	 ダ	 リ	 ヤ	 、	 ボ	 ン	 ボ	 ン	 ダ	 リ	 ヤ	 、	 花	 瓶	 、	 バ	 ナ	 ナ	 二	 本	 、	 水	 蜜	 桃
一個、ネーブル一個。（四時間）	 
参、図案	 門。	 
（注意）イ、住宅学校其他任意	 ロ、自在画式に描いて差えなし。	 
	 	 	 	 ハ、彩色を要す。ニ。石コンクリート木等使材料の説明を要す。	 
	 	 	 （四時間）	 
	 
第54回（1931〈昭和６〉年）	 
予備試験問題	 
一、水彩画	 静物写生、任意の構成図。	 
二、鉛筆淡彩画	 屋外写生。	 
	 	 （注意	 水彩画ハワットマン紙、鉛筆淡彩画は画用紙を使用すべし）（右四時間）	 
参、図案	 菊花の模様化、黄赤黒の参色。（注意画用紙を使用し一図に描くべし）	 
本試験問題	 
一、木炭画	 ブルータス、ビーナス等。（四時間）	 
二、油絵	 人物（女のモデル上半身像）（十号大）（四時間）	 
参、図案	 「電気スタンド」縮尺を以て高さを示しその用材を説明せよ。	 
	 	 	 	 	 （四時間）	 
	 
第56回（1932〈昭和７〉年）	 
予備試験問題	 
一、水彩写生	 室内写生。	 
二、鉛筆淡彩画	 風景写生。	 
	 	 （注意）水彩画ハワットマン紙、鉛筆淡彩画は画用紙を使用すべし。	 
	 	 （四時間）	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参、図案	 直線と曲線との結合によりて成れる連続模様を画け。	 
本試験問題	 
一、木炭画	 ラオコン、ビーナス半身像。（四時間）	 
二、油絵	 	 婦人上半身像（モデル）（四時間）	 
参、図案	 パラソル。但し開きたるもの閉ぢたるもの各二図を描き材料の説明を附すべし。
（四時間）	 
	 
第58回（1933〈昭和８〉年）	 
予備試験問題	 
（午前の部）	 
水彩画	 
一、静物写生（二個以上の物品を任意に配置して描け）	 
鉛筆画	 
二、屋外写生（彩色を要せず）	 
	 右	 四時間	 
（午後の部）	 
図案	 
	 参、団扇（彩色を要す）	 
	 右	 二時間	 
本試験問題	 
１、図案	 
	 	 煙草セット	 
	 	 注意	 １、寸法の割合を示せ２、使用材料の説明	 
	 	 右	 四時間	 
２、木炭画	 
	 	 石膏人体胸像写生	 
	 	 右	 四時間	 
３、油絵	 
	 	 人体モデル上半身写生	 
	 186	 
	 	 右	 四時間	 
	 
	 	 	 
第60回（1934〈昭和９〉年）	 
予備試験問題	 
午前の分（四時間）	 
一、水彩画	 曲面的な物と平面的な物とを組み合わせて写生せよ。	 
	 	 	 	 	 （例、書物とインキ壺	 角盆と茶碗	 等）	 
二、鉛筆淡彩画風景を写生せよ。	 
午後の分（二時間）	 
一、図案	 チューリップを模様化せよ、但し色数は任意。	 
本試験問題	 
一、石膏胸像を画け（デツサン）・・・以上四時間	 
二、水彩画用の額縁を考案しその断面を画け。	 
	 	 但し絵もマットも画け（図案）・・・以上四時間	 
参、人体半身を画け（油画）・	 ・	 ・	 以	 上参時間	 
	 
第62回（1935〈昭和10〉年）	 
予備試験問題	 
（午前の部）	 
一、水彩画	 静物写生	 但し任意な物を二個以上組合せたる図	 
二、鉛筆画	 風景写生	 
	 	 （右	 四時間）	 
	 	 注意	 水彩画はワツトマン紙、鉛筆画は画用紙を使用すべし。	 
（午後の部）	 
参、図案	 当嵌模様（彩色）但し鳥と植物を資料として作れ（右	 参時間）	 
	 	 注意	 画用紙を使用すべし。	 
本試験問題	 
素描（四時間）	 石膏ノ胸像ヲ描ケ	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油絵（四時間）	 人体ノ半身ヲ描ケ	 
	 
図案	 （日本画西洋画）	 
一、電気スタンドの創案ヲセヨ、但シ彩色ヲ施セ（以上四時間）	 
	 
第64回（1936〈昭和11〉年）	 
予備試験問題	 
写生画（水彩画はワツトマン紙、鉛筆画は画用紙使用）	 
一、左記の画題（二つの内何れか一つ）に適ふ水彩画を描け。但し構図をよく考へて正確
に描くこと。	 
	 「帽子のある静物」	 
	 「本のある静物」	 
二、附近に於て建築物のある風景を鉛筆画にて描け。	 
	 	 右	 四時間	 
図案（画用紙使用）	 
半円・四角・参角の参種の形を資料として当嵌模様を考案せよ。	 
右	 二時間	 
本試験問題	 
一、木炭画（四時間）石膏像ノ素描	 
一、油絵（四時間）女上半身裸体写生	 
	 
図案（日本画西洋画とも）（四時間）	 
	 陶磁器の花瓶を考案し且つそれに最も調和の良き背景をつけよ。	 
	 
第66回（1937〈昭和12〉年）	 
予備試験問題	 	 
（注意	 水彩画はワツトマン紙、鉛筆画は画用紙を使用すべし）	 
（午前の分）	 
鉛筆画	 写生（一）、門のある風景を描け	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水彩画	 写生（二）、室の一隅を描け	 
	 右	 四時間	 
（午後の分）	 
図案	 
	 魚を資料とする単独模様を作れ	 
	 但し色彩を用ゐよ	 
	 右	 二時間	 
本試験問題	 
油絵	 人体半身像	 
木炭画	 石膏模型	 
図案	 置時計ヲ考案セヨ	 
	 
第68回（1938〈昭和13〉年）	 
予備試験問題	 
写生	 
	 一、水彩画にて窓を主体としそれに携帯品を附け加へた場面を描け。	 
	 二、鉛筆画にて近景又は中景に添景人物二人以上を取扱つた風景画を描け。	 
	 	 	 以上	 四時間	 
図案	 図画展覧会のポスター図案を作れ。但し色彩を用ゐよ。	 
	 	 	 右	 二時間	 
本試験問題	 
	 （欠落）	 
	 	 
第70回（1939〈昭和14〉年）	 
予備試験問題	 
写生（水彩画はエトアール紙、鉛筆は画用紙を使用すべし）	 
一、水彩画にて樹木と建築物のある風景を写生せよ。	 
二、鉛筆画にて建築内部の一部分を写生せよ。	 
	 	 例へば室内の一隅・廊下の一部分・玄関等の如きもの、	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 右	 四時間	 
参、中等学校用図画教科書の表紙を図案せよ。	 
	 	 但し色数随意・文字も書け、	 
	 	 右	 二時間	 
	 
本試験問題	 
	 （欠落）	 
	 
第72回（1940〈昭和15〉年）	 
予備試験問題	 
写生	 室内カラ見タ風景ヲ画ケ。（水彩画）（画用紙大版）	 
	 	 	 建築物ノ一部分ヲ画ケ。（鉛筆画）（画用紙）	 
	 	 	 右	 四時間	 
図案	 円一ツ・半円二ツ・正四辺形一ツ・矩形一ツヲ組ミ合ハセテ、模様ヲ作レ。	 
	 	 	 但シ彩色ヲ用ヰヨ。	 
	 	 	 右	 二時間	 
本試験問題	 
	 （欠落）	 
	 
第74回（1941〈昭和16〉年）	 
予備試験問題	 
午前施行	 
一、写生画	 	 
	 	 試験場の敷地内の任意の物を前景とする、鉛筆風景画を描け。但し前景又は中景に添
景人物を描くこと。	 
二、図案	 国防に関係ある、ポスター図案を作れ	 但し色数は随意。	 
	 	 右	 四時間	 
午後施行	 
写生画	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 所持品又は試験場内にある物品中より、任意の物を選び、適当に組み合はせて、水彩静
物画を描け。但し背景は想像にて自由に最も良き色と調子とを作れ。	 
右	 二時間	 
本試験問題	 
	 （欠落）	 
	 
	 
第76回（1942〈昭和17〉年）	 
予備試験問題	 
午前ノ分	 
（一）写生画（鉛筆画）	 
	 	 	 前景ニ建物ノ一部ヲ取リ入レタ風景ヲ写生セヨ。	 
	 	 	 但シ中景ニ点景人物ヲ描ケ。	 
（二）図案	 
	 	 	 国防ニ関スルポスターヲ考案セヨ。	 
	 	 	 但シ色数ハ四色トス。	 
	 	 	 右	 四時間	 
午後ノ分	 
（参）写生画（水彩画）	 
	 	 	 室ノ一隅ニ履物ヲ置キソレヲ写生セヨ。	 
	 	 	 但シ履物ハ下駄・草履・靴・スリツパ等ノ内カラ随意ニ選ベ。	 
本試験問題	 
	 （欠落）	 
	 
第78回（1943〈昭和18〉年）	 
予備試験・本試験問題	 （欠落）	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「用器画」試験問題	 
第５回（1891〈明治24〉年）	 
投影画	 
一、球（直径三寸）の中心を正六角柱（正六角形の一辺は一寸其の幅は５寸）の軸貫きて
其軸縦面及地平面に平行する正面図及平面図を画け。	 
	 
透視画	 
一、左の如き卓子の成角透視図を画け（正面図、側面図）但し画面に対する傾度は任意な
りとす。	 
	 
第６回（1892〈明治25〉年）	 
透視図法	 
一、家屋（地平線の高五尺方向線の長三十尺）縮尺（二分を以て一尺となす）	 
	 物体の大小は図面を参考にすべし。	 
	 位置	 
	 画者の右方八尺の在りて（A）角画面に接す（AB）の線画面三十度の角を為す。	 
	 人物高さ五尺。	 
	 （甲）は段下右側に直立し。	 
	 （乙）は段上中央に在り。	 
	 
投影画法	 
一、玆に示したる図は直径一寸一分長サ三寸の円柱直径三寸の半球を貫きたる平面図なり
此図に依り立面図を作れ。	 
	 円柱中線（axis）半	 球	 の	 半径（ED）の	 中	 央	 に	 在	 り（	 ３	 ）の（SL）截断線（line	 of	 section）
なり。	 
	 	 
第７回（1893〈明治26〉年）	 
透視画法	 
一、文庫、物体の形状及寸法は本紙に示す所の図面（甲乙丙に依る）	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 但し図中寸法を示さざるものは任意とす。	 
	 位置	 	 
	 甲図ABの一角画者の右方三尺画面の背後二尺に在り乙図A’E画面と四十度の角をなし、
A’C画面と五十度の角をなす、地平線の高さ四尺。	 
	 画者と画面との距離（即方向線の長さ）十二尺	 
	 
投影画法	 
一、甲図は空間に於ける二点を投影画にて画きたる両面視図なり即ちA’B’を	 正	 立視形A’’
B’’	 を	 平視形となす此図に依りて二点間の実尺を知るの法如何。	 
二、乙図は五面柱円球相貫体の平視形なり此図に依て其正立視形を求む。	 
	 （球の直径三寸五分）（五柱面の一辺一寸二分高さ四寸七分）（球心の高五面柱の高さ二
分の一に在り）	 
	 但し本紙に寸法掲げざるものは任意とす。	 
	 乙図ABは球の剖面平視形なり。	 
	 剖面の直径一寸四分。	 
	 
第８回（1894〈明治27〉年）	 
一、甲図ab及びa’b’は	 空	 間	 に	 在	 る	 一	 線	 の	 正	 面	 及	 平	 面図にしてGLは基線なり今此線が各
図面と為すところの実際の角度を示すべし。	 
二、乙図abcなる三角形及Sなる円形は各円錐及円柱より成立せる相貫体の平面図にして
GLは基線なり今此の相貫体の正面図を作れ。	 
三、乙図の円柱又は円錐を展開せよ。	 
四、爰に径一寸二分高さ二寸七分の円錐及径一寸五分長さ二寸五分の円柱あり此二個立体
の透視画を作るべし。	 
	 	 注意	 	 
	 円錐は画面の背部に直立し円柱は軸を画面に直立に保ち其右側に在り。	 
	 視点の一並に物体と画面との距離等は凡て画者の任意とす。	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第９回（1895〈明治28〉年）	 
一、第一図は円錐及等辺三角柱より成立せる相貫体の平面図及正面図にして GLは基線な
り此相貫体に生ずる交截線を示せ。	 
二、第二図は円錐及階段の投影画なり此物体より起る一截の陰影を画け。	 
	 	 但し光線の傾斜は図中矢の方向に依るべし。	 
三、投影画法を以て示しなる第三図及第四図に於ける物体の透視画を作れ。	 
	 	 但し、第三図筒の軸abを画面に直角ならしめ、第四図円の軸stを画面に平行ならし
むべし。	 
	 	 地平線の高さ一寸五分。視心の位置物体の中心より左方一寸五分。	 
	 	 各物体の画面との距離及び画面との距離は任意とす。	 
	 	 	 
第10回（1896〈明治29〉年）	 
一、第一図は円錐体と面との交截を示すものなり今玆に生ずる交截線の平面図及実形並に
円錐体の内面の左方にある部分の展開を求む。	 
二、第二図を以て与へたる不等辺三角錐体を其軸s’t’が	 各画面に対し直角或は平行なら
ざる位置に於て画くべし。	 
三、第三図矢印を以て示したる光線の方向により此図をママ陰影を得よ。	 
四、第四図左に掲げたる絛項により此物体の透視図を作れ柱及錐の中心を画面の背部一寸
三分の所に置き視点は高さ一寸二分の画面よりの距離を二寸五分とし且物体右方中心
一寸の所に置くべし。	 
	 
第11回（1897〈明治30〉年）	 
一、楕円形の長さ長径及短径を見出す如何。	 
二、一辺の長さ一寸七分正四面体投影図を作れ。	 
三、円錐（直径二寸三分高さ二寸五分）と方柱（平方一寸長さ二寸五分）の相貫体の投影
図を作れ。	 
	 但し円錐は平面画に直立し、方柱は両画面に並行にして其の軸を円錐	 軸の前方二分高
さ三分ノ一の所に有するものとす。	 
四、第三問の円錐を展開し交截線の位置を示せ。	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五、平画面に直立せる方錐（平方一寸七分高二寸五分）と其後方に横はり正画面に対し右
方三十度傾きたる正六角柱（径一寸七分長さ任意）あり其の陰影図を求む。	 
	 	 但し錐の軸と柱の軸との距離を一寸五分とし光線は各其投影各基線に四十五度傾く
ものを用ふべし。	 
六、立方体（平方二寸五分高さ七分）の上に高さ一寸五分の断頭円錐（	 上	 の円径一寸五分、
下部の円形二寸）あり左の絛項により其透視画を作れ。	 
	 	 物体と画面の距離五分。	 
	 	 視点の位置。	 
	 	 高さ一寸、画面よりの距離三寸、物体の中心より右方二寸。	 
	 
第12回（1898〈明治31〉年）	 
予備試験問題（二時間）	 
一、平面図に二等辺三角形を現すものは如何なる立体を如何なる位置に於て投影したるも
のなりや各立体に付其正面図を示せ。	 
二、三角形の一辺に平行なる直線を以て其積を二等分する法を求む。	 
三、各種の等辺多角形を作るに当り何れの場合にも応用し得る方を求む。	 
四、任意に截頭円錐体の投影画を作り之に陰影を施せ。	 
五、球と方柱との相貫体を投影画に描け。	 
本試験問題	 
一、任意に二個の交叉点を図し其実際になすところの角度を示せ。	 
二、第一図の長方立方体を其対各線の一が平画面に直角をなす位置に於て図せ。	 
三、第二図の如き側面を現はす円錐と三角柱との相貫体の投影画を作れ。	 
四、直径二寸の球と一辺の長さ二寸七分の正四面体の相貫体の投影画を求む。	 
	 	 但し球の中心及四面体の中心は同一の点にあるを要す。	 
五、第三図は内空円壔を等割し其上に方形板を置きたるものを示す、今任意に光線の方向
を定め、其陰影を得よ。	 
六、第四図に投影画を以て示したる円板の上に十字架を立てたものの透視図を作れ。	 
	 	 但し視点は高さ二寸物体の中心より右方一寸五分画面より四寸の離にあるものとす。	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第13回（1899〈明治32〉〜1900〈明治33〉年）	 
予備試験問題	 
	 （欠落）	 
本試験問題	 
一、用器画に用ひる三六ノ三角定規を如何なる位置に於て投影せば四十五度三角定規に等
しき形を現すか。	 
二、第一図の球と円錐との相貫体の投影図を完成せよ。	 
三、第二図の円錐と方板との相貫体を一の平面を以て斜断し其断線の平面図及実形を現は
せ。	 
四、第三図を以て示したる投影図に陰影を施せ。	 
五、断頭の円錐の転倒せるもの及内空円柱の横臥せるものの投視図を作れ。	 
	 	 寸法及視点の位置	 
	 	 円錐は直径上端にて二寸五分の高さ一寸三分にして画面に接す円柱は外径二寸五分
内径二寸長さ一寸五分画面より五分の距離にありて之と直角をなす視点の位置は高さ
三寸錐体の右方五分柱体の左方一寸の所に当り画面を去ること四寸五分なりとる図略
す。	 
	 	 
第14回（1900〈明治33〉年〜1901〈明治34〉年）	 
予備試験問題	 	 
一、二寸五分の長さを有し其両端を界線（基線）の上下一寸及び一寸五分の距離に於て直
立及水平の両面に接する直線の投影図を作れ。	 
二、（甲）円周または孤を与へて其の円心を見出す法（乙）定直線を若干数に等分する法
（丙）漸伸線（Involute）の描法。	 
三、底面の一辺一寸二分高さ三寸の正六角錐を水平面に四十五度以上傾ける一の平面を以
て截断し其面以下の部分を開展したる図を求む。	 
四、長三寸底面の一辺一分八寸の正三角柱と直径二寸五分の球との相貫体を投影図に描
け。	 
	 	 但し柱体は水平面に直角に球の中央を貫き其二面を正面図に現すものとす。	 
本試験問題	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一、第一図の斜軸円錐より平面が截取る的線（？）マ マ を平画面に投影し併せて此錐体の最長
及最短線の実際の長さを示すべし。	 
二、第二図に於ける球と円柱の相貫体の投影を完全に全体を矢印の方向より見たる場合の
横面投影図を作れ但し此場合に用ゆべき新界線は変鎖線を完結せよ。	 
三、第三図の円錐と五角柱との相貫体の図を完結せよ。	 
四、第四図の投影画に陰影を施せ。	 
	 	 但し光線の方向は矢印に依るべし。	 
五、第五図に於て投影画を以て示したる相貫体を左の条項において遠ママ視画に作れ。	 
	 	 方板は角一辺にて画面に接す。	 	 
	 	 視点は高さ三寸五分の円錐の軸より一寸五分画面より四寸の距離にあるものとす。	 
	 
第15回（1901〈明治34〉〜1902〈明治35〉年）	 
予備試験問題	 
一、直径一寸八分長三寸の円柱と底辺二寸高さ三寸の四角錐との相貫体の投影を作れ。	 
	 	 但し錐体の底面における対角線の一つは立画面に直角なるを要し柱体の軸線は両画
面に並行にして且つ高さ錐体の頂点より三分の二の所に於いて其軸と会合するものと
す。	 
二、直立円錐（底の直径二寸高さ二寸五分）を其軸に並行なる任意の平面を以て截断し断
線の立面図及実形を現はせ。	 
三、左の問題に付図式を問ふ。	 
	 	 甲	 不等辺三角形に内接円を画く法。	 
	 	 乙	 底円及定直線（線内に定点に於て）に接触する円を画く法。	 
四、長さ二寸五分の直線を左の位置に於て投影せよ。	 
	 	 甲	 平画面に四十五度傾斜するとき。	 
	 	 乙	 平画面に四十五度立画面に三十度傾斜するとき。	 
本試験問題	 	 
一、正立方体を如何なる位置に於て投影せば其正面図又は平面図に正六角形を現はすべき
や今一辺二寸の正立法体に就き此場合を図解すべし。	 
二、別紙第一図を以て与へられたる不等辺四角錐と不等辺三角柱との相貫体の図を結了せ
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よ。	 
三、別紙第二図を以て示したる投影画に陰影を施せ。	 
	 	 但し光線の方向は図中矢印に依るものとす。	 
四、底の直径二寸高さ三寸の円錐及底の直径一寸八分長さ二寸五分の円柱が各画面に接す
る所の透視図を作れ。	 
但し視点は高さ二寸円錐の前方画面より四寸の距離に於てあるものとし錐体の軸は
画面に平行にして柱体の軸は画面と直角をなすものとす。	 
五、透視画法に所謂線の消失点なるものを説明せよ。	 
	 
第16回（1902〈明治35〉年）	 
予備試験問題	 
一、四面体あり其展開図は一辺三寸六分の等辺三角形をなる此四面体の高さ及其辺の長さ
を図によりて示せ。	 
二、球面にある一点の平面図を知りて其正面図を見出す法如何。	 
三、任意の三角形を画き其の一辺に於ける一点を通じ其積を等分する直線を画け。	 
四、定円に内接し且相互に接する三等円を画く法を問ふ。	 
五、定直線と定角をなして定円に切線を画く法を問ふ。	 
六、直径二寸四分の球と底の一辺一寸六分長さ二寸八分の正三角壔との相貫体の投影画を
求む。	 
	 	 但し軸線は両画面に平行にして球の中心を貫くものとす。	 
	 （注意）女子師範學校、高等女學校のみの敎員志願者に限り右の問題中二題を省くこと
を得。	 
本試験問題	 
一、各画面に於ける任意の点を結合する直線の投影図を作り併て此線が各画面となすとこ
ろの実角を表はせ。	 
二、第一図を以て与へたる立体の横面投影図を作れ。	 
	 	 但し図中の鎖線は此場合に於て用ゆべき新基線なりとす。	 
三、矢印を以て示したる光線の方向により第二図の投影図に陰影を附せ。	 
四、第三図に示したる球と六角柱との相貫体の図を完全せよ。	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五、第三図の球心を通し立画面に直角にして平画面に六十度傾斜せる平面が此相貫体より
切取りする断線の実形を表はせ。	 
六、円底の直径二寸二分軸の長さ五分なる円錐の透視画を作り之に陰影を施せ。	 
	 	 但し錐体の軸は画面に直角をなし其頂点は基線より一寸五分の所に於て之に接する
ものとし視点は錐体より左方一寸五分高さ三寸にして画面より四寸の距離にあるもの
とす。	 
	 （注意）女子部のみの敎員志願者に限り第一、第三、第六の中任意の二題を省く事こと
を得。	 
	 
第17回（1903〈明治36〉年）	 
予備試験問題	 
一、両辺二寸五底辺一寸五分なる二等辺三角形より成る正五角錐体の投影図を作れ。	 
二、定直線を一辺となし各種の正多角形を描く法如何。	 
三、底辺一寸八分高さ二寸五分なる方錐にして其底面にある対角線の一が各画面に三十度
及六十度の傾斜を以て接するものを投影に作れ。	 
四、定点を通じ定楕円に切線（定点曲線上にある場合及曲線外にある場合）を描く法を問
ふ。	 
五、平画面に直立せる底辺二寸高さ二寸五分なる方錐と両画面に並行せる直径一寸四分長
さ三寸なる円柱との相貫体の図を求む。但し錐体の底辺は立画面に各四十五度傾斜し
其軸と柱体との軸は平画面より高さ九分のところに於て相交るものとす。	 
六、第五問の相貫体に於ける立体の一を展開せよ。	 
（注意）女子師範、高等女學校の敎員志願者は右題中二題を省くことを得。	 
本試験問題	 
一、任意の正五角錐体を各画面に四十五度傾斜せる平面を以て切断し其断線の両投影及実
形を示せ。	 
二、直径一寸五分を有する四箇の球が相互に接する場合を投影画に作れ。	 
三、別紙第一図は正立方体の正面図なり今其平面図を作り併せて此の物体が各画面に投ず
る影を得よ。	 
四、別紙第二図を以て与へたる相貫体球と方柱の図を完成せよ。	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五、別紙第三図の円板を戴ける断頭円錐の図に陰影を附せ。	 
六、大きさ二寸四分厚さ一寸なる方板及其上に直立せる直径二寸四分高さ二寸五分なる円
錐体の透視画を作れ。	 
	 但し視点が物体の右方にありて画面を去ること四寸高さ二寸の所にあるものとす。	 
（注意）女子師範、高等女學校敎員志願者は右題中二題を省くことを得。	 
	 
第18回（1904〈明治37〉年）	 
一、任意の円柱又は円錐を先づ其軸か正画面に直角をなす位置に於て画き更に同立体を右
方四十五度の方向より見たる場合に於ける新立体面図を作れ。	 
二、両画面に接する直径二寸四分の球を立画面に四十五度傾斜せる平面を以て切断したる
ものの投影図を求む。	 
三、任意に正立方体の投影図を作り其角線対の実長及画面となす実角を示せ。	 
四、中心を共にせる一辺二寸六分の正四面体と直径二寸二分の球との相貫体の図を求む。	 
五、大小二個の円に共通なる切線を画く法を問ふ。	 
六、等角投影（Isometrical	 projection）とは如何なる図法を問ふや。	 
	 （注意）女子師範學校、師範學校女子部、高等女學校のみの敎員志願者に限り右の問題
中二箇の問題を省くことを得。	 
備考：予備試験か本試験か不明である。	 
	 
第19回（1905〈明治38〉年）	 
一、Aは直立画面にありて水平画面より一寸二分離れBは水平画面によりて直立画面より
一寸五分離れたる点なり而して Aより Bに至る実際の距離は二寸五分なりとす今此二
点の投影を求む。	 
二、直径一寸八分長さ三寸なる円柱と直径二寸五分の球との相貫体の図を作れ。	 
但し円柱の軸は中心を貫き直立画面に並行して水平面に四十五度傾斜するものとす。	 
三、二寸四方厚さ七分なる方板の中央を貫き直径一寸六分長さ三寸の円柱の等角投影を画
け。	 
四、任意の寸法を以て斜軸五角錐を画き併せて其展開図を作れ。	 
五、一辺二寸の正四面体を両画面に傾斜せる平面を以て切断し其切断線の投影及実形を示
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せ。	 
	 （注意）女子師範學校、師範學校女子部高等女學校のみの敎員志願者に限り右の問題の
中任意に一題を省くことを得。	 
本試験問題	 
	 （欠落）	 
	 
第20回（1906〈明治39〉年）	 
予備試験問題	 
一、底の直径二寸六分高さ三寸の直立せる円錐と一辺一寸長さ三寸の横臥せる方柱との相
貫体の図を作れ	 
	 	 但柱の軸は立画面に三十度傾き脇面は悉く平画面に四十五度傾くものとす。	 
二、二等辺三角形（底辺二寸五分）の底辺は平画面にありて二等辺の一は立画面にあり而
して底辺は基線に三十度傾く今此三角形の投影図を求む。	 
三、大小二個の円及一直線に接する円を画く法を問ふ。	 
四、各種の類似楕円形を作る成可く多くの方法を示せ。	 
五、厚さ二寸五分の板を以て造りたる幅二寸五分長さ三寸高さ蓋とも一寸五分の箱を等角
投影図に作れ。	 
	 	 但し蓋は蝶番を以て取付け百三十五度開きたるものとす。	 
（注意）女子部師範學校師範學校女子部高等女學校のみの敎育志願者に限り右の問題の中
の任意に一問を省くべし。	 
本試験問題	 
一、相接する大小二個の球の投影図を求む。	 
	 	 但し球心を接合する直線は何れの画面にも並行するを許さず。	 
二、別紙題一図を以て与へたる相貫体の図を完成せよ。（別紙省略）	 
三、等辺三角形を画面に対し如何なる傾斜を以て投影せば次の如き二等辺三角形を表はす
や。	 
	 	 A、等辺が底の四分の三になる時。	 
	 	 B、底が等辺の四分の三になる時。	 
四、別紙題二図に於ける投影画の陰影を得よ。（別紙省略）	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五、外径二寸六分・内径二寸長さ一寸五分の内空円柱及び之に立懸けたる三分角長さ任意
の角棒の透視画を作れ、	 
	 	 但し円柱の軸は画面に直角なるを要し視点は円柱の右方若くは左方にありて高さ一
寸六分画面より距離四寸五分の所にあるものとす。	 
	 （注意）女子部志願者は一題を省くべし。	 
	 
第21回（1907〈明治40〉年）	 
予備試験問題（三時間）	 
一、二寸五分の等辺三角形を三辺の中点が各自平画面より一寸五分一寸二分五厘の高さを
有する位置に於て画け。	 
二、普通建築用の煉瓦（長七寸五分幅三寸六分厚二寸）及其上面の中央に置きたる直径四
寸の球を各二分の一に縮小して等角投影図に作れ。	 
三、左の図法を問ふ。	 
	 	 甲	 一点を通じ二直線に接する円周を画く法。	 
	 	 乙	 定円に内接若くは外接し定三角形に相似する三角形を作る法。	 
四、先づ任意の不正四面体の投影図を作り次に傾斜せる三面の実形を表はせ。	 
五、大小二個の斜軸円柱の相貫体の図を作り並せて其一を開展せよ。	 
	 	 但開展には交切線の位置をも示すべし。	 
	 （注意）女子部のみの敎員志願者に限り見右の五題の内任意に一題を省くべし。	 
本試験問題	 
一、両画面に傾斜せる任意の平面上に画きたる正五角形の立画面を画け。	 
二、第一図を以て与へられたる正八角錐と正四角錐との相貫体の図を完成せよ。	 
三、第二図を二倍し平面三角形が平面長方形に投ずる影及両平面形と倶に時（ママ）面に
投ずる影を見出せ。	 
四、平画面に接し且つ相互に接する各其半径を異にせる三個の球の投影画を作れ。	 
五、第三図を以て示したる物体の透視陰影図を求む但し物体画面視点の位置及光線の方向
等は任意とす。	 
	 （注意）女子部のみの敎員志願者に限り左の五題の内任意に一題を省くべし。	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第22回（1908〈明治41〉年）	 
予備試験（三時間）	 
一、円錐と円柱との相貫体を如何なる位置に於て投影せば其切断線の正面図が二直線を表
はすか又其場合に於ける平面図は如何。	 
二、一辺一寸五分の正八面体を左の位置に於て投影せよ。	 
	 	 	 甲	 八面の一が水平なる時。	 
	 	 	 乙	 対角線の一が画面に直角なる時。	 
三、任意の五角形を画き其一辺に於ける一点を通して引きたる直線を以て五角形の面積を
二、三、四、の比に分割せよ。	 
四、東方に面し三十度の勾配ある丘の中腹を東北に走る小径あり其勾配幾許なるかを図解
せよ。	 
五、直立せる方錐と横臥せる方柱との相貫体の図を求む。但錐の底辺は立画面に四十五度
傾き柱の長方面は平画面に四十五度傾き立体の軸の間には若干の距離あるものとす。	 
	 （注意）女子部のみの志願者は一題を省くべし。	 
本試験問題	 	 
	 （欠落）	 
	 
第23回（1909〈明治42〉年）	 
予備試験問題（三時間）	 
一、直立せる任意の方錐と基線に平行なる任意の円柱との相貫体の両投影及立画面に四十
五度傾斜せる側画面に於ける投影を得よ。	 
二、亜鉛板を以て作りたる直径七寸五分の大烟筒に四十五度の傾斜を以て直径七寸の小烟
筒を取付けんとす今大烟筒に穿つべき穴の実形を示せ。	 
	 	 	 右の三分の一の縮図を要す。	 
三、直径二寸六分の球とこれと其中心を共にして且つ其対角線の一を平画面に直立せる立
方体（一辺二寸）との相貫体の図を求む。	 
四、一辺二寸三分の正四面体に内接及外接する二箇の球の両投影を画け。	 
五、直径三寸の半球と其中心に於てこれに接する直径一寸五分の球との等角投影図を作
れ。	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本試験問題	 
一、実長二寸五分の一個の交叉せる直線の平面投影を画け。	 
	 	 但交叉せる二直線は平面に対し成る角度を寫すものとす。	 
二、直径二寸の球の外線は各画面より二寸距れ、之に外接する長さ無限の円錐の頂点は平
面より四寸、立画面より五分、球の中心より三寸距る、今此球円錐及接線の両投影を
得よ。	 
三、先づ基線に対し直角若くは竝行する平面を描き併せて其面と各画面との実角を示せ。	 
四、第一図に於ける断頭円錐の図を二倍にし之に陰影を附せよ。（図略）	 
五、第二図を三倍したる透視陰影図を完成せよ。（図略）	 
（注意）女子部のみの敎員志望者に限り左の五題の内任意一題省くべし。	 
	 
第24回（1910〈明治43〉年）	 
予備試験問題	 	 	 	 
用器画	 
一、a’e’=b’e’=三寸	 a’b’=25寸マ マ なる二等辺三角形を画き更に其a’b’の中点を円
心としてa’e’及b’e’に正切する半円形を画き之を円錐と円柱の一半との相貫体の
正面図なりとせば其平面図は如何。	 
二、一辺八分の十二面体ありとし其一面を以て平画面に立つ時の両投影を画き併せて其水
平ならざる一辺が各画面となすところの実角を示せ。	 
三、平画面に於ける直径二寸六分の球と直径二寸長さ任意の円柱との相貫体の図を求む但
円柱の軸は水平にして立画面に三十度傾き球の中心の面上にあるものとす。	 
四、平画面にて立てる転倒円錐が其背部に於て横臥せる角柱に及ぼすところの凡ての陰影
を現はせ但各立体の寸法及光線の方向は任意とす。	 
本試験問題	 
一、平面ある其立面跡及平面跡は基線に対し三十五度及四十度傾く今此面に含まるる直線
にして平画面に三十度傾くものの投影を求む。	 
二、直径二寸五分の球と其中心を貫く方一寸六分長さ三寸の角柱との相貫体を等角投影図
に作れ。	 
三、基線に斜せる任意平面上に立てる正五角錐体（底の一辺一寸二分高さ二寸五分）の両
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投影を画け。	 
四、内径二寸二分外径二寸八分高さ二寸六分の内空円柱の一半及其上に置かれたる長さ三
寸幅二寸厚さ任意の板片の透視陰影を求む。	 
	 	 一、円柱は其内部を前方に向け、画面より五分離れ挿す。	 
	 	 一、視点は高さ一寸円柱の中心より左方二寸画面より四寸五分離る。	 
	 	 一、光線の消失点は適宜に定むべし。	 
五、左図を二倍にし之に陰影を施せ、但光線は立画面に四十五度平面図に三十度の傾斜を
示すものとす。（図略）	 
	 
第25回（1911〈明治44〉年）	 
予備試験問題（三時間）	 
一、直径二寸四分の円あり其面は平画面に五十度傾き其中心と其周に於ける任意の一点と
を連絡する直線は同画面に三十度傾く今この円の平面投影及この直線に平行なる新立
面に対する其投影を得よ。	 
二、任意の大小二個の球より成る相貫体の図を作れ。	 
	 	 但し球の中心を連絡する直線は両画面に直角若くは平行なることを許さず。	 
三、平画面に立てる直径二寸高さ任意の円柱と両画面に傾斜せる平面との切断線の正面図
及開展図を求む但し平面は平画面に五十度傾き其平面跡は基線に三十度傾くものと
す。	 
四、方一寸長さ三寸八分の角柱にして直径四寸厚さ五分の円板の中心を貫き複角度に傾斜
するものの投影図を画け。	 
五、円錐曲線を説明し併せて各種の円錐曲線に付き其画法を示せ。	 
本試験問題	 
一、底辺は基線に三十度の角をなして平画面に接し頂点は立画面に接する一辺二寸五分の
正三角の投影図を作り併せて三角形が平画面となす実角を示せ。	 
二、直径二寸の球の中心は平画面の上一寸五分立画面の前二寸五分の所にあり之を囲む円
柱の軸の投影は各基線に四十五度傾く今この円柱の平面跡及球と円柱との接線の投影
を得よ。	 
三、別紙第一図の花瓶を二倍したる投影図を画きて凡ての陰影を見出せ。	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 （図略以下同）	 
四、別紙第二図に於ける直立せる断頭円錐と傾斜せる断頭円錐との相貫体の図を二倍して
完成せよ。	 
五、顯頭円錐（高さ二寸八分底面の直径二寸二分）の透視画を作り之に凡ての陰影を附せ
よ。	 
	 	 円錐の底は画面に接し視点は画面より三寸距る円錐の中心より右一寸五分の高さ二
寸八分のところに於ての画面に引きたる垂直線の中にあるものとして光線は其投影を
基線に対し各四十五度傾くものとす。	 
	 
第26回（1912〈大正元〉年）	 
予備試験問題（三時間半）	 
一、直径二間高さ七間の円塔あり其外壁に取付けたる二十二度半の勾配ある螺旋状の階段
により之に登るとせば回ること何回にして其頂上に達し得るや。	 
	 	 右百分の一の縮図を以て解説し回数の分数をも示すべし。	 
二、複角度に傾く（基線に平行せず）一平面の跡は基線に三十度六十度づゝ傾く今此平面
の上に立てる底の直径一寸五分高さ二寸五分の円錐の両投影を画け。	 
三、任意の寸法を有し且つ任意の一に於ける円錐と方壔との相貫体を等角投影図に作れ。	 
四、甲図は正五角錐と四角壔との相貫体の側面図なり之を二倍したるものの正面図及平面
図を画き併せて五角錐を開展せよ。	 
五、乙図を二倍しt	 T	 t’	 平面が六角錐を切る切断線の投影及実形を示せ。（図略）	 
本試験問題	 
一、直径一寸六分の球に接し相互に等しく傾き且つ各々平画面に五十度傾く三平面あり、
今此三面が共有する点の高さ及び相互になすところの角を示せ。	 
二、厚さ二分の板を以て作りたる一辺二寸の正立方体を其対角線に垂直なる平面を以て切
断したるものゝ投影画を画け、但切断面は立画面に平行なるを要す。	 
三、外径二寸二分、内径一寸八分の円径球の下半分を投影図に画き之を任意の光線を以て
陰影を施せ。	 
四、底面の三辺は 2、52、3の比を有し高さ任意の不正四面体の展開図を求む、但し底の
一辺は基線に三十度傾く。	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五、左の投影図を二倍したるものを透視図に作り、之に陰影を施せ、但物体の前面は画面
に接し視点は高さ二寸三分物体の中心より右方二寸画面の前方四寸のところにあり、
光線の投影は各四十五度なりとす。（図略）	 
	 
第27回（1913〈大正２〉年）	 
予備試験問題（三時間半）	 
一、直径二寸五分の球と、端面の一辺一寸四分、軸の長さ三寸の方柱との相貫体の図を作
れ。	 
	 	 但し方柱の軸は複角度に傾きて球の中心を貫き其の側面は何れも画面に等しく傾く
ものとす。	 
二、甲図を二倍し平面s	 S	 s’が錐体a	 a’より切り取る切断及実形を示せ。	 
	 （図略以下同）	 
三、直径二寸の球の投影と之れに接し複角度に傾ける平面の跡を画け。但し接点の位置を
両投影に示すべし。	 
四、乙図を二倍し平面 t	 T	 t’が錐体 b	 b’より切り取る切断形を求め併せて此の錐体の
最大及最小母線の実長を示せ。	 	 	 	 
五、左の場合に於ける交切二平面の夾角を求めよ。	 	 
	 	 a、一面は単角度に傾き、一面は複角度に傾く時。	 	 
	 	 b、二面何れも複角度に（基線に平行せず）傾くとき。	 
本試験問題	 
	 （欠落）	 
	 
第28回（1914〈大正３〉年）	 
予備試験問題（三時間半）	 
一、一辺一寸二分の正五角形の平面を下の位置に於て投影せよ、	 
	 a平画面に三十度傾くとき、	 b、四十五度傾く時、c、六十度傾くとき。	 
	 但し五角形の一辺は終始平画面の上にありて基線に五十二半度傾くものとす。	 
二、甲図（正方錐と斜軸円柱との相貫体）を二倍し其投影図を完成せよ。	 
三、直径一寸五分の球に外接する正四面体の両投影を画け。	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四、重りたる大小二個の方板の上に立てる円錐を左の方向より見たる透視図を作れ。	 
	 	 	 a、眞正面より見たる時。	 
	 	 	 b、右方若くは左方より斜に見たるとき。	 
	 	 但し物体の寸法画面及視点の位置等は任意とす。	 
五、乙図に示す如く複角度に傾く平面t	 T	 t’と基線GLとの間の実角を見出せ。	 
	 	 （図略）	 
本試験問題	 
一、任意に傾ける（基線平行若くは垂直ならぬ）平面を画き更に其間に径一寸二分の球を
容るる程の間隔を取りて之に平行なる第二の平面を画け。	 
二、基線に各三十度、四十度づゝ傾く跡を有する平面を画き其の両跡に挟まれたる角を見
出せ。	 
三、甲図を二倍し立体a	 a’と平面t	 T	 t’	 との間に出來る切断形の平面図を得よ。	 
	 （図省略）	 
四、乙図は正五角錐と円柱との相貫体の側面図なりとす今此相体（ママ）（二倍したる）
正面図及平面図を画け。（図略）	 
五、直径二寸二分の球と其上に置かれたる方板（一片二寸二分厚さ五分）の投影図を作り
而てそれに凡て陰影を施せ。	 
	 	 但各自使用したる光線の方向は矢の印を以て示し置くべし。	 
	 
第29回（1915〈大正４〉年）	 
予備試験問題	 
一、底の一辺一寸五分、高さ三寸四分の正五角錐と直径一寸五分、長さ任意の円柱との相
貫体の図を作れ。	 
	 	 但円柱の軸は水平にして立画面に三十度傾くものとす。	 
二、甲図は円柱と断頭円錐との相貫体の側面図なり。此の図を二倍し円柱の軸が立画面に
三十五度傾くとき投影図を要す。（図略）	 
三、乙図を三倍しc	 c’を等角心となし之を等角投影図に作れ。（図略）	 
四、丙図は複角度に傾く二平面の跡を示すものなり。今此二平面の交切線の投影を画き併
せて二平面の間の実角を見出せ。（図略）	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 但STの距離を二倍すべし。	 
	 	 	 	 備考	 答書は問題番号順に一纏めに綴るべし。	 
本試験問題	 
一、先づ空間に於ける点A及平画面の上に於ける直径一寸八分の球Bの両投影を画き、次
でAを頂点としてBを内容とする円錐の両投影を画け、但し円錐の軸を複角度に傾け
その跡（底面）を示すべし。	 
二、底の一辺一寸軸の長さ三寸五分の正六角柱と直径二寸五分の球との相貫体の図を作
れ。（但柱は基底の一辺を以て平画面に接とママ其軸は複角度に傾くものとす）	 
三、平画面に六十度、立画面に四十五度傾く平面上に置かれたる直径二寸の円の両投影を
画け。（但円の中心は各画面より一寸五分離るゝものとす。）	 
四、左図は円柱の一半と之と同径の球の四分の一より成る内容面を示すものなり、今此図
を二倍したるものを描き夫れに一切の陰影を施せ、但光線の方向は各四十五度とす。
（図略）	 
五、直立せる正六角錐と其背後に横臥せる五角柱の透視図を作り併せてそれに陰影を附
せ、但視点、距離点の位置、光線の傾斜等は凡て任意とす。	 
	 
第30回（1916〈大正５〉年）	 
予備試験問題	 
一、直線a	 b（長さ二寸）の中点cより直線c	 e（長三寸）を引き角e	 c	 bをして六十度
ならしめ之を実際直角に交る二直線の平面図なりと今空間に於ける B点は平画面より
高さ幾可なるかを見出せ。	 
	 	 但A点及Eの高さは各五分なりとす。	 
二、稜の長さ八分の正十二面体を複角度に傾く任意の平面を以て切断し其切断形の投影を
画き併せて実形を示せ。	 
三、一寸八分の正立方体の中心を貫き且つ相互に直角を以て交る各直径一寸四分の三個の
円壔より成る相貫体の投影図を作れ。	 
	 	 但し立方体の六面は何れを画面に対し直角若くは平行ならざるものとす。	 
四、甲図相貫体を二倍し左の位置に於て投影せよ。	 
	 	 一、平画面に対し底面a	 b	 e	 f	 は四十五度傾き（立画面に対し直角ならず）辺a	 bは
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三十度傾く場合。	 
五、乙図は軸を同じくする大小二個の断頭円錐を接合したるものの正面図なりとす今此図
を二倍し其平面図を求め併せて円錐の一を展開せよ。	 
	 
再試験問題（四時間）	 
一、正八面積（辺の長さ二寸）の対角線の内AB及びCDを含む平面が平画面に対し三十度
（立画面に対する角度任意）傾くとき対角線AB及びEF又はCD及びEFを含む平面は
各画面に対し幾何の傾斜を保つや。	 
	 但し八面体の投影の一つが乙図の如く正方形となりて表はるる場合をのぞく。	 
	 
二、複角度に傾ける任意の平面及び任意の位置に於ける点の投影図を作り而して其点より
面に至る最小距離を示す直線の投影及実長を求む。	 
三、甲図は二個の角柱より成る相貫体を示すものなり今此図を二倍し左の位置に於て投影
したるときの正面図及平面図を画け。	 
	 
	 s’	 t	 ’s	 t	 の軸が立画面に三十度傾き平画面に五十度傾くとき。	 
本試験問題	 
一、玆に複角度に傾く任意の平面及空間に於ける任意の二点ABを仮定しA及びBより平
面の一点 Cに引きたる二直線の和をして最小ならしめんとす、今、C点の両投影を見
出せ。	 
二、先づ直径二寸長さ不定の円柱を其軸が平画面に四十五度傾き立画面に平行なる位置に
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おいて画き而して今此円柱に接し且つ平画面に六十度傾くところの平面を画け。	 
三、甲図を以て与へたる二個の角柱より成る相貫体を二倍し其相貫線（交切線）の平面図
及正面図を表せ。	 
	 
四、乙図を二倍したるものに凡ての陰影を附せ。	 
	 	 	 但し光線の投影は基線に対し角四十五度傾く。	 
	 
五、直径二寸四分高さ二寸六分なる円柱の上に置かれたる二寸八分厚さ六分なる方板を透
視画に作りそれに凡ての陰影を附せ。	 
	 	 	 但円柱の軸は地平面に垂直にして方板の中心を貫くものとし物体は可成画面に接
近せしむべし視点は物体の右方任意の距離にあるものとす。光線は物体の左方より普
通の傾料ママを以て來るものとす。	 
	 
第31回（1917〈大正６〉年）	 
予備試験問題	 
一、複角度に傾ける任意の平面を設け其面上に一直線を含み且つ之（平面）に直角に交は
る他の平面を画け。	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二、直径二寸四分の球と底辺二寸四分高さ三寸の正三角錐との相貫体の図を作れ。	 
	 	 但し錐体の軸は球心を貫き平画面に四十五度傾き其平面図は基線に三十五度傾くも
のとす。	 
三、転倒せる正五角錐体を任意の複角度斜面を以て切断して得たる断頭錐体が其断面に依
りて平画面上に立つところの投影図を画け。	 
四、底面の直径二寸五分高さ三寸の円筒中に包容さるべき二個の同径なる最大球の投影図
を作れ。	 
五、左図は一つの方形をと八つの三角錐より成る九面体の立面図なりとす。今之を二倍し
其平面図を画き併せて此立体を展開せよ。（右四時間）	 
	 
本試験問題	 
一、任意の寸法に依る回転楕円体及之を貫く三角柱より成る相貫体の図を作れ。	 
	 	 但し楕円体の長軸は平画面に直角三角柱の軸は複角度に傾くものとす。	 
二、第一図は半球と円柱との相貫体の立面図なり今之を二倍半に拡大したるものゝ投影図
を完成し併せて其陰影を現はせ。	 
	 
三、直角に交る二平面の一が平画面に四十五度傾き一は六十度傾く場合を画け。	 
四、一辺一寸二分の二十面体を画きそれに陰影を附せ。	 
五、第二図は普通ボルトに用ふる牝螺旋を示すものなり今此図を二倍に拡大したるものゝ
透視図を求む。	 
	 	 但螺旋の位置、画面及視点の距離方向は凡て適宜に之を定むべし。	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第32回（1918〈大正７〉年）	 
予備試験問題	 
一、複度角に傾き交叉若くは平行せざる任意の二直線（投影が基線に垂直に現はるる場合
を除く）の各ママを含み相互に平行なる二平面を画け。	 
二、各画面より若干距離はなれたる直径一寸五分の球を囲み立画面に三十五度平画面に四
十五度傾く円柱の投影画を作り球と柱との接線の投影及柱の跡を示せ。	 
三、a	 b二寸b	 c二寸五分c	 a三寸の三角形は平画面上に置かれたる三点a	 b	 cの位置を
示すものなりとし今aより二寸bより二寸五分cより二寸三分づゝ離れたる空間の点
Fの両投影を画け。	 
四、甲図は西洋建築に用ふるキヤピタル（柱頭）の一種を示すものなり今之を二倍大にし
たるものを等角投影図に作れ。	 
	 
	 	 	 但し直接見えざる線は悉く波線を以て表すべし。	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五、乙図を二倍し複角度の斜面（基線に平行なる場合除く）を以て切断しその切断線の投
影及実形を現せ。	 
	 
本試験問題	 
一、一辺の長さ一寸八分なる正五角形ABCDEありA点を水平投象面上に置き辺AB及びEA
を水平投象面とそれぞれ二十五度及び三十五度傾斜せしめたる時に於ける五角形の水
平投象並に水平投象面に対する傾斜を求む。	 
二、乙図に示す如き互に相貫ける二つの回転体の水平垂直両投象を完成せよ。	 
	 
	 	 	 但し図の大きさは乙図の三倍となすべし。	 
三、円錐体あり其軸線は水平投象面に対し六十度傾斜し垂直投象面に平行にして頂点は高
さ二寸四分其水平投象は底面の周上にあり此円錐体に接し水平投象面に四十五度の傾
斜をなす平面を画け。	 
四、甲図に示す如き立体あり矢を以て示す方向より平行光線を受けたる時に於ける陰影を
画け。	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五、透視図法に於て消点及測点の生ずる理由を詳記せよ。	 
	 	 
第33回（1919〈大正８〉年）	 
予備試験問題	 
一、長方形の相隣れる二辺（長辺二寸五分短辺一寸五分）が夫々平画面と四十五度及三十
度の角度を有するとき此長方形の投象を求む。	 
二、甲図に与へたる一点Ｐより互に相交らざる二直線AB及びCDに交はる直線を引け。（図
を二倍すべし）	 
	 
三、平画面と六十度立画面と四十五度の角度を有する平面上に平面画を三十度の角をなす
一辺を有する正方形（一辺の長さ一寸五分）を作れ。	 
四、乙図に示す立体を其水平跡及び直立跡は基線と各各六十度及三十五度の角を有する平
面	 を以て切断し其切断線の投象及実形を求む。	 
	 	 	 	 但図の大きさは乙図を二倍すべし。	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五、丙図に示す物体ありABの方向より平行光線を受くるとき生ずる陰影を求む。	 
	 	 	 	 但し図の大きさは丙図を二倍すべし。	 
	 
本試験問題	 
一、複角度の傾ける任意の平面及空間に於ける任意の二点AＢを仮定しA及びBより同平
面上の一点Cに引きたる距離AC及びBCの長さの比が一定なるときＣ点の軌跡を求め
其両投象を完成せよ。	 
二、甲図に示すが如き回転体の表面に於ける一点 P（垂直面に於て p’の如き投象を有す
るもの）に接する平面を画け。但図を二倍大にすべし。	 
	 
三、乙図の如き互に相交る軸を有し互に相貫ける二回転体によりて生ずる交切線の水平垂
直両投象を完成せよ。但し図の大さを二倍すべし。	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四、丙図は西洋建築に用ふる柱の下部を示すものなり今図の如く与へられたる光線の方向
に対し之に生ずる凡ての陰影を求む。但し図の大きさを二倍すべし。	 
	 
五、透視図に於て視角を限定すべき理由並にその角の大さに就き詳説せよ。	 
	 	 （右四時間）	 
	 
第34回（1920〈大正９〉年）	 
予備試験問題	 
一、任意の二直線AB及CDの一つを含み他とθなる角度を有する平面の両跡を求む。	 
二、底面の直径及高さ各三吋なる直円錐（表面よりなるものとす）あり今水平垂直両面に
平行して高さ二吋且水平投象が円錐の頂点より前方三分の一吋の位置より來る光線が
円錐の表面に投じ反射するとき此反射光線の投象を求む。	 
三、甲図の如き二つの相貫ける回転体によりて生ずる交切線の垂直水平両投象を求む。	 
	 	 	 但し図の大きさを二倍大にすべし。	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四、乙図の如き回転体が与へられたる平行光線を受けたるとき生ずる陰影を求む。	 
	 
五、透視図に於て水平面と三十度垂直面と四十五度の角度を有する直線の焦点及び測点の
位置を求む。但し視点等の位置は任意とす（以上四時間）	 
本試験問題	 
一、互いに直角に交はる三平面の二つが各々水平面と四十五度及び六十度の角度を有する
とき三平面の投象を求む。	 
二、任意の一直線及直円錐を与へたりとす今此一直線上の一点及直円錐の表面に切して移
動する水平直線上によりて生ずる曲面体が此直円錐に切する任意の平面によりて切断
さるゝとき其切面の投象を求む。	 
三、底円の直径二寸頂点の高さ一寸五分にして其軸が水平面と四十五度の角度を有する斜
円錐を展開せよ。	 
四、甲図に示す立体の等角投影図を作れ。	 
	 	 	 但し図の大きさを二倍にすべし。	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五、与へられた光線の方向に対して乙図に示すが如き回転体の陰影を求む	 
	 （以上四時間）	 
	 
	 
第35回（1921〈大正10〉年）	 
予備試験問題	 
一、第一図に於てAB二寸（円ABCの直径）にしてBDEは円ABCのB点に於て接する半径
四寸の円弧なりとす直線AEをABに直接引くときACBDEの形を求め円ACB、BDE及び直
線AEに接する円Fを画け。	 
	 
二、第二図に於てa	 b	 cは点ABCの水平投象にして地面より各一寸二分、一寸六分、及八
分の高さを有するものとすHTを以てC点を含む平面の水平投象とする此平面上に於て
AP+BPの距離が最小なるが如き点Pの投象を求む。	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三、直線ABの水平投象は界線XYと六十度の角度を有するものとし其両端ABの水平垂直
投象 a、b、a’	 b’	 を各 XYより一寸二寸二寸五分及一寸の距離にあるものとす中心
がXY及a	 bより一寸五分の距離にある直径一寸の円を以て中心が地面より一寸五分
の高さにある球の平面図とするとき直線ABを含み此球に接する平面を画け。	 
四、水平面上に各々其一側面を有し基軸線が互いに四十五度の角度を以て相交はる正三角
柱（一辺の長さ二寸）及正五角柱（一辺の長さ一寸）の交切線の投象を求む。	 
五、第三図は輪を水平に半分に切断せるものの平面図を示すものなり依て此立面図を画き
及其陰影を完成せよ。	 
	 
本試験問題	 
一、任意の直線ABと界線XYとの間の最短距離を求め其両投象を画け。	 
二、第一図はＨＴ、水平面と四十五度の角度を有する平面の水平投象にしてa	 bは水平面
より各高さ八分及一寸六分を有する二点ABの水平投象なりとすAより此平面上の一点
Pに至る距離AP及BPの比が三と一なるが如き点Pの軌跡を求む。	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三、直径一寸五分の直立円筒の上に水平面と四十五度の角度を以て半径一寸五分の半球が
重なり居るものとす依て其等角投影図を作れ。	 
	 	 但し円筒の軸線は高さを二寸とし球の中心は円筒の軸線上にあるものとす。	 
四、第二図は曲がりたる円管の両端に円形の座を附し一方を壁に取付けたるものなり、与
へられたる光線の方向に対し円管に生ずる陰影を求む。（但図の大さを三倍にすべし）	 
	 
五、第三図の条件により物体の透視図を画き其陰影を求む。但し図の大きさを四倍にすべ
し。（四時間）	 
	 
	 
	 	 
第36回（1922〈大正11〉年）	 
予備試験問題	 
一、左の図法を問ふ。	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 A、二定点より定直線上の一点に引ける二直線が其定直線と相等しき角をなす場合。	 
	 	 B、抛物線.	 
二、直立跡は基線と三十度水平跡は基線と四十度の角をなせる平面上に置かれたる正五角
形を投影せよ。	 
	 	 	 但し正五角形の各辺の長さは一寸二分にして、其の一辺は平画面に附着せり。	 
三、両画面に傾斜せる任意の不等辺三角形二個を相交切せる位置に置きて投影し其交切線
を見出せ。	 
四、立方体五個を連結して成る十字形体を成角の位置に置き之を視点法を用ひて透視図に
作れ。	 
五、等角投影、斜投影とは如何なる図法なりや例を挙げて説明せよ。（三時間）	 
本試験問題	 
一、平面の方向異れる場合を挙げ之を平面跡にて示し併せて此平面に垂直なる直線を添加
せよ。	 	 	 	 	 
二、第一図は正円錐と正方柱との相貫体の平面図なり其立面図及側面図を作り且此形体の
見取図を自在画に描き主要の点に投影図と対照して符号を記せ。	 
	 	 	 注意、本問は特に精確に鉛筆を以てするを要す。	 
	 
三、第二図に示したる方柱が平画面及方錐上に投ずる影を求めよ。	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四、地平線外に消失点を有する形体を選び其消失点を見出して透視図を作れ。	 
五、透視画法に於ける地平線の意義を説明せよ。（四時間）	 
	 
第38回（1923〈大正12〉年）	 
予備試験問題	 
一、左の図法を問ふ。	 
	 A、円周の長さに等しき直線。	 
	 B、辺を知りて正多角形を描く公法。	 
	 正五角形について示せ。	 
二、相交はる二直線及中間に一点ある此二直線に切し且此点を通る円を描け。	 
三、水平直立の二跡共に基線と四十五度をなす平面あり此平面が両画面となす角並に其二
跡の夾角を求めよ。	 
四、平画面に直立する正五角錐体あり今之を其軸の二等分点を通り且つ両画面に対して複
角度の位置にある平面を以て切断したるときの截口を求めよ。	 
五、投影図を透視図との異なる点を挙げ且其用途を記述せよ。（三時間）	 
本試験問題	 
一、斜軸円錐と直線との交切点を見出せ。	 
	 	 但円錐の軸及直線共に複角度の位置にあるものとす。	 
二、第一図の正六角柱をT面にて切断したるときの截口を求めよ。	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三、第二図は二個の円柱積み重ねたる投影図なり此円柱の曲面及画面に生ずる陰影を描
け。	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
四、正八面体を任意に置きて投影し之に内接する球を描き且つ其切点を記せ。	 
五、同一物体と雖も距離の遠近によりて其外観を異にす其変化を「成角の位置にある立方
体の透視画にて示し併せて其変化の要点を比較説明せよ。	 
	 
第40回（1924〈大正13〉年）	 
予備試験問題	 
一、A、一与三角形と等積の正方形を描け。	 
	 	 B、対角線尺（斜尺度）の作り方を曲尺現寸にて示せ。	 
二、A、立画面の前方（第一二面角）及立画面の後方（第二二面角）に夫々一点を設け此
二点を結ぶ直線を引き此直線と立画面との交点を求めよ。	 
	 	 B、前図に描きたる直線の実長を見出せ。	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三、複角度の位置にありて互いに相交（ママ）る二平面あり、此二平面の夾角を見出せ。	 
四、軸線平画面に直立する正六角錐あり此軸が平画面と四十五度立画面と三十度傾きたる
ときの投影図を描け。	 
五、左の語につきて説明せよ。	 
	 	 軌跡、直線の跡、平面の跡、平行透視、成角透視（三時間）	 
本試験問題	 
一、球の投影図を作り之に陰影を施せ。	 
	 	 但し其影は両画面に跨りて現はるるものとす。	 
二、立方体を如何なる位置に置き如何なる角度にて之を投影せば斜投影に用ゆる基本図形
を得らるるや。（第一図參照）	 
	 
三、第二図は円盤の上に円錐を截せたる投影図なり此形態を複角度の平面を以て截断した
るときの截口及截口の実形を求めよ。	 
	 	 但其截断平面は両画面に対して各四十五度傾き且つ軸線柱の O点を通過するものと
す。	 
	 
四、第三図は AB稜のみ地面に接せる方柱の投影図なり、此方柱を成るべく簡易なる図法
を用ひて透視図に作れ。	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五、透視図法に於ける測点の理を図解説明せよ。	 
	 
第42回（1925〈大正14年〉	 
予備試験問題	 
一、左の図法（平面幾何画法）を問ふ。	 
	 	 イ、正三角形に内接する正方形	 
	 	 ロ、双曲線	 
二、定直線を含み平画面と定角をなす平面の跡を求む。	 
三、一面平画面に接する正四面体の抗（ママ）影図を作り更に之を左の副抗（ママ）影面
に投影せよ。	 
	 	 イ、平画面に垂直して立画面に傾斜	 
	 	 ロ、立画面に垂直して平画面に傾斜。	 
四、半球の表面を展開せよ。	 
五、次の二問につき図解説明せよ。	 
	 	 甲、寸法線の記入法	 
	 	 乙、地図に用ゆる水準曲線。（三時間）	 
本試験問題	 
一、空間に一点を設け此点を起点として平画面に垂直なる直線と両画面に傾斜する直線と
を描き其夾角の二等分線を引け。	 
二、第一図は直円錐の立面投影なり此円錐を延長して平画面と交はらしめたるときの平面
図を作れ。	 
	 226	 
	 227	 
	 	 注意	 作図の順序を簡単に説明せよ。	 
三、平画面と a	 度立画面と b	 度傾ける平面の跡を求めよ。尚本問題につき特種の場合又
は別法あらば附記せよ	 
四、立方体の切口が正六角形となる位置より切断したる半立方体あり其の切口を平画面に
伏せたるとぎマ マ の両投影図を求めよ。右の切断体の見取図を画け。	 
五、下の用語を説明せよ。	 
	 	 一、比例両脚器。二、単曲面、複曲面、拗面。三、投射線、投射面。	 
本試験問題	 
一、副跡とは如何なるものか簡易なる立体を選びて作図し其適用を示せ。	 
二、直径を異にせる三個の球を平画面上に置きて相触れしめ其接点を見出せ。	 
三、第一図は直円柱と斜円柱の相貫体の投影図なり其交切線を完成せよ。	 
	 
四、第二図の方板、方錐、円柱の陰影を画け。陰影の部分は平行線又は色鉛筆を以て塗り
明かに區分せよ。	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五、成角の位置にある方板を平画面上に置きて其透視図を作り之に陰影を施せ。但し太陽
の位置は画者の左斜前方（光線の方向平画面と五十度立画面と三十度）とす。	 
	 
	 
第46回（1927〈昭和２〉年）	 
予備試験問題	 
一、第一図（イ）二定点を通り定直線に接する円を描け。	 
	 
	 	 第一図（ロ）定直線を三辺の和として定三角と相似形を作れ。	 
	 
二、底面平画面を五十度傾く正方柱あり、其の底の一辺を平画面と三十度傾けて投影せよ。	 
三、平画面上にABCの三点（AB五十耗、BC六十耗、CA七十耗）あり、此各点より八十耗
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の距離にある一点を求む。	 
四、第二図は円柱と方柱の相貫体の投影図なり其交切線及円柱表面の展開図を求めよ。	 
	 
五、次の緒問につき知る所を述べよ。	 
	 	 イ、正多面体とは如何なるものか且種類。	 
	 	 ロ、円錐を平面にて切断したるときの切口の名稱。	 
本試験問題	 
一、両投影面及び定平面（水平跡は基線と四十五度、直立跡は六十度）に接する直径五十
耗の球を求む。	 
二、第一図は二円錐が相逆になってゐる相貫体なり、交切線を見出せ。	 
	 
三、第二図は内空半円柱の投影図なり其陰影を完成せよ。	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四、測点及び地平線外消失点を用ひて第三図に与へたる有蓋箱の透視図を作れ。	 
	 	 但地平線の高さ三十耗、画面と画者との距離百四十耗とす。	 
	 
五、製図	 
	 
第48回（1928・〈	 昭	 和	 ３	 〉	 年	 ）	 
予備試験問題	 
一、第一図	 甲、共軛軸AB、CDを与へて楕円を描け。	 
	 
	 	 第一図	 乙、二定三角形ABC、DEFの面積の和に等しき二等辺三角形を画け。	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二、平面の水平跡及二跡の夾角を与へて其直立跡を画け。	 
	 	 其の一、夾角六十度、其の二、夾角九十度、其の三、夾角百二十度、	 
	 	 但し水平跡は何れも基線と三十度をなすものとす。	 
三、一辺の長さ八十耗の正三角形ABCに於てAは平画面上二十耗Bは三十耗Cは五十耗の
位置にあるときの投影図を画け。	 
四、第二図のABCは平面図立面図共に半円周に現はるる一曲線の投影図なり其実形を見出
せ。	 
	 
	 五、第三図は方板と球との投影図なり之を等角投影図にて示せ。	 
	 
本試験問題	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一、水平面上O点に於て直角に交る直線OA（実長七十耗）OB（実長百耗）あり今OAを水
平面と三十度OBを四十五度傾けし位置の投影を画け。	 
二、球と円柱との相貫体の投影図を完成せよ。（第一図）	 
	 
三、二個の円錐を組合せたる投影図なり、其陰影を求む。（第二図）	 
	 
四、第三図に与へたる階段及直線の透視図を作り之に陰影を施せ、但し地平線の高さ五十
耗画面を画者との距離百三十耗とす。	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五、底面を平画面に接して立てる内柱の一平面（立画面と直角平画面と四十五度傾斜）に
て切断せる場合の切断、展開図を画け。（この題問は製図として課す）	 
	 
第50回（1929〈昭和４〉年）	 
予備試験問題	 
一、左の図法を問ふ。	 
	 	 甲、交点を利用し得ざる二直線あり其線外の一点より同交点を通る可き直線を画け。	 
	 	 乙、一辺の長さ八十耗の正方形内に最大なる半円を描け。	 
	 	 丙、三角定規二枚を用ひ十五度、七十五度、百五度、百三十五度の角の描き方を図示
せよ。	 
二、第一図	 定点Pより定直線ABに垂線を画け。	 
	 
三、直径各四十耗なる四つの球が互いに相切する（三個は平画面の置き一個は其上に載す）
場合の両投影図を求めよ。	 
四、第二図は直径相等しき二円柱の相貫体の投影図なり其新立面図を基線XY上に作れ。	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五、「一点の平面図と立面図とは基線に垂直なる直線上にあり」其の理を説明せよ。（以上
三時間）	 
本試験問題	 
一、定点を含み且つ互に垂直に交はり水平面と四十五度及び六十度の傾きをなせる二平面
を作れ。	 
	 二、第一図に示す円柱 a	 a’点より底の円周まで二回旋をなす螺線の投影図を作り尚此
円柱の表面の展開図は求む。	 
	 
三、第二図の内空方錐台に陰影を施せ。	 
	 
四、第三図に示す位置にある円の透視図を作り併せて地上に生ずる影を求めよ。	 
	 但し画者と画面との距離を百五十耗とす。	 
	 （注意）答案は鉛筆にて正確に画き要所には符号を付すべし。答案は一問一枚に画き各
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人毎に一綴りとなすべし。（右四時間）尚別に製図一問を課す。	 
	 
	 
第52回（1930〈昭和５〉年）	 
予備試験問題	 
一、左の図法を問ふ。	 
	 甲、直径三十耗の円の漸進線（いんぼりうと）を求めよ。	 
	 乙、任意の五角形の底辺AFを１とし の底辺を有する相似形を作れ。	 
二、第一図に示す三点を結ぶ三角形の実形を求めよ。	 
	 
三、複角度に傾く二平面の交切線を見出せ。（第二図）	 
€	 
2
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四、任意の斜四角柱の投影図を画きその表面を展開せよ。	 
五、第三図は三角柱と円柱の相貫体の投影図なり基線XY上にその副立面図を作れ。（右三
時間半）	 
	 
本試験問題	 
一、大小二球に切し平画面と六十度傾く平面は幾つありや、其一つを作図し且つ切点をも
示せ。	 
二、第一図に示す二直線の共通垂線（最短距離）を求めよ。	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三、第二図は二個の円周を組み合わせたるものの投影図なりこの陰影をRを發光点とする
光線によりて求めよ。	 
	 
四、第三図に示せる方柱と方板の透視図を画き併せて地平線外消失点の求め方を明示すべ
し。右四時間。	 
	 	 但地平線の高さ四十耗画面と画者との距離百五十耗とす。右四時間。	 
	 （注意）答案は鉛筆にて正確に描き要所には符号を付すべし。答案は一問一枚計四枚に
書き一綴となすべし。	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五、製図。左に示す等角（等軸）投を約二倍大に墨入し製図すべし。	 
	 （注意）題字番号の書体は適宜とす。（右四時間）（図略す）	 
	 
第54回（1931〈昭和６〉年）	 
予備試験問題	 
一、甲	 AB八十耗、BC百耗AC九十耗の三角形ABCの底辺BCの中点Pより此面積を三等
分せよ。	 
	 	 乙	 尺、寸、分を示し十尺まで測り得る二十分一の縮尺を作れ。	 
二、定点Pを含み、定平面Tに平行なる平面を作り且つこの二平面間の実距離を示せ。（第
一図）	 
	 
三、第二図に示すは対角線の一つACが平画面に垂直なる正方形ABCDを円壔形に捲きたる
ものの水平投影なり、この省立投影を作れ。	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四、第三図は環の投影図なり、今之を中心 O及 PQ二点を通る平面を以て切断したるとき
の截口を求めよ。	 
	 
五、投影図（正投影図）と等角投影図との異なる点を挙げよ。	 
本試験問題	 
一、正十二面体の両投影を画け、但し稜の長さ三十五耗、位置隨意とす	 
二、第一図に示す二つの四辺形の交切線を見出せ。	 
	 
	 
	 
三、内空円柱の陰影を求めよ。（第二図）	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四、第三図の直立直線と六角柱の透視図を画き之に陰影を施せ。但し地平線の高さ六十耗
画面と画者との距離百五十耗とす。（以上四時間）	 
	 
五、製図。図に示す円錐が一斜面（基線に平行にして水平面に六十度傾く）に映ぜし陰影
なりこれを二倍大に烏口を用ひて墨入製図すべし但光線の方向は四十五度とす。	 
	 	 （注意）題字及受験番号の書体は適宜とす。（四時間）	 
	 
第56回（1932〈昭和７〉年）	 
予備試験問題	 
一、甲	 平行二直線 AB、CD及びこれと六十度に交はる直線 ACあり、今 AC線上の中点 F
並にこの平行二直線に切する弧成曲線を画け。	 
	 	 乙	 底辺の二倍の高さを有する二等辺三角形を画きこれに外接する正方形を作れ。	 
二、基線上に中心を有する球の切平面を求めよ、但其平面は平画面と六十度立画面と四十
五度傾くものとす。	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三、三角形ABCを含む平面の跡を求め次に此平面を平画面上に倒して三角形の実形を見出
せ。（第一図）	 
	 
四、第二図に示す二個の三角柱の副平面図及び副立面図を求めよ。	 
	 
五、第三図の投影図に与へたる立体を等角投影図にて示せ、但し等角尺を使用すべし。	 
	 
	 
	 
	 
本試験問題	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一、三点を与へ之を通過する球を画け。但三点の位置は両画面より各異なる距離にあるも
のとす。	 
二、第一図に示す円錐と直線との交点を見出せ。	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
三、壁面に映ずる円盤の陰影を求めよ。（第二図）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
四、第三図は直行する二個の短形（ママ：筆者注	 矩形）の投影図なり、其透視図を画き
之に陰影を施せ。但地平線の高さ四十耗、画者と画面との距離百六十耗とす。（右四時
間）（注意）答案は鉛筆にて正確に画き要所には符号を附すべし。	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五、製図。左図は正六角柱と球との相貫体を XYなる一平面を以て截断し且其断面の実形
を約三分の二縮尺にて示せるものなり之を原尺に依り烏口を用ひて製図すべし。但六
角柱の一辺の長さ二十五耗、高さ百耗球の直径二十五耗中心は水平面上五十耗の高さ
にあり。	 
	 	 	 （注意）次の事項に関して総て適宜とす。	 
	 	 	 	 一、相貫体並に平面との交截線及断面の実形の求め方。	 
	 	 	 	 二、題字	 受験番号に用ゆる文字の書体。	 
	 	 	 	 三、輪廓の意匠。（右四時間）	 
	 
第58回（1933〈昭和８〉年）	 
予備試験問題	 
一、甲	 一直線ヲ与ヘテ之ヲ黄金分割（中末比）セヨ。	 
	 	 乙	 長短両軸ヲ与ヘテ楕円ヲ画キ且ツ周外ノ一点ヨリ之ニ切線ヲ引ケ。	 
二、基線ト三十度ヲナス水平跡ヲ与ヘ平画面ト六十度傾ク平面ノ直立跡ヲ求メヨ。（解二
ヲツ要ス）	 
三、第一図ニ示ス円錐ヲ丁面ヲ以テ切断シ其截口ノ投影ヲ求メヨ。	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四、第二図ニ示ス円柱ノ水平跡ヲ求メヨ。	 
	 
五、第三図ハ立方体ノ針金模型ノ投影図ナリ、之ヲ両画面ニ対シ各四十五度傾ク光線ヲ斜
投影セヨ。	 
	 	 右	 三時三十分間	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
本試験問題	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（第一日分）	 
一、第一図に示す点Pを含み、二定平面T及びMに垂直なる平面を定めよ。	 
	 
二、直径七十耗、五十耗、三十耗なる三つの球が水平面上にありて且つ相互に切する場合
の投影図を作れ。	 
三、半円柱と、円の陰影を求めよ。（第二図）	 
	 
四、第三図の方台と方錐を成角の位置に置きて透視図を作り且つ之を水平なる鏡面上にあ
るものとして其反映を画け。但し地平線の高さ、画面と画者との距離は随意とす。	 
	 右	 四時間	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製図（第二日の分）	 
図に示すは内空円錐の陰影なり、之を左記の寸法に依り墨入製図すべし。	 
	 	 	 一、円錐は底の直径七十五耗、高さ八十耗。	 
	 	 	 二、光線の方向を示すR’Rは基線と三十度傾く。	 
	 	 	 三、輪廓の大さ（ママ）は横三百三十耗、縦二百三十五耗。	 
	 	 注意	 
	 	 	 題字及び受験番号の書体は適宜とし図には要所に符号を附すべし。	 
	 	 	 図法は本図意外の方法に據るも差支なし。	 
	 
	 
第60回（1934〈昭和９〉年）	 
予備試験問題（三時三十分）	 
（一）甲	 直径百耗の円に周外任意の点より弦の長さを八十耗ならしむる直線を引け。	 
	 	 	 乙	 任意の不等辺三角形を画き之と等積の正三角形を作れ。	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（二）辺の長さ七十耗なる正方形の一辺を水平面と四十五度、対角線の一つを同面三十五
度傾けし位置に於ける投影を求む。	 
（三）三平面の交点を見出せ。（第一図）	 
	 
（四）第二図に示す円柱の截口を求めよ。	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
（五）第三図は正三角柱二個の相貫体の投影図なり。其副立面図及び展開図を作れ。	 
	 
本試験問題	 
第一日ノ分（四時間）	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一、辺ノ長サ百耗ノ正三角形ABCDノAハ水平面ヨリ七十耗、直立面ヨリ六十耗ニ、Bは水
辺面上にアリテ直立面ヨリ九十耗、Cハ直立面ニアルトキノ投影ヲ求メヨ。	 
二、定点Pヨリ二直線AB、CDと交ハル直線ヲ引ケ。（第一図）	 
	 
三、第二図ハ空間ニアル円錐ノ投影図ナリ、之ヲ左ノ二ツノ場合ニ於ケル陰影ヲ求メヨ	 
	 	 	 甲、平行光線	 
	 	 	 乙、副斜光線	 
	 
四、第三図ニ示ス方柱ト直線ノ透視図ヲ作リ之ニ陰影ヲ施セ。	 
	 	 但シ地平線ノ高サ五十耗、画面ト画者トノ距離百五十耗トス。	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第二日（用器画製図）	 
図ニ示スハ円柱ト四角柱ノ相貫体（Intersection	 of	 cylinder	 and	 Prism.）ノ投影図ナ
リ。之ヲ記入セル寸法ニヨリ墨入製図スベシ（単位耗トス）	 
	 	 注意	 
	 	 一、輪廓ノ大サ（ママ）、題字、受験番号ノ書体ハ適宜トス。	 
	 	 二、図ニハ要所ニ符号ヲ附スベシ。	 
	 	 三、作図ハ本図以外の方法ニ據ルモ差支ナシ。	 
	 	 右	 四時間	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第62回（1935〈昭和10〉年）	 
予備試験問題	 
（一）甲	 正六角形ニ内接スル正方形ヲ画ケ	 
	 	 	 乙	 比例中項ヲ応用スル図二ツヲ挙ゲヨ	 
（二）第一二面角ニ於テ両投影面及ビ定平面（Ｔ）二切スル定半径（Ｒ）ノ球ノ内其一ヲ
画ケ（第一図）	 
	 
（三）拗面トハ如何ナルモノカ図ヲ挙ゲテ説明セヨ。	 
（四）第二図ニ示スＰ、Ｑハ角錐表面上ニ与へタル二点間ノ投影ナリ。コノ表面ニ沿ウテ
二点間ノ最短線ヲ求メヨ。	 
	 
（五）第三図ノ投影ヲ等角投影図ニテ示セ。但シ等角尺ヲ使用スベシ。	 
	 	 	 右	 三時三十分間	 
	 	 	 注意	 答案ハ鉛筆ニテ正確ニ画キ要所ニハ記号ヲ付スベシ。	 
	 	 	 答案ハ一問一枚計五枚ニ画キ一綴リトナスベシ。	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三、第三図ノ球ト方板ニ陰影ヲ施セ。	 
	 
四、第四図ニ示ス折手本型ノ透視図ヲ作レ。	 
	 	 但シ、地平線ノ高サ五十粍トス	 
	 
	 	 	 （右	 四時間）	 	 
	 	 注意：｛注意：答案ハ鉛筆ニテ正確ニ画キ、要所ニハ符号ヲ附スベシ	 
	 	 答案ハ一問一枚、計四枚ニ画キ一綴リトナスベシ。	 
	 
（第二日目）	 
図ニ示ス外擺線（Epicycloid）及ビ内擺線(Ilypocycloid)ヲ記入セル寸法ニヨリ墨入製図
スベシ（単位粍米突）	 
（注意）一、作図ニ使用スル線ノ種類ハ任意ニ之ヲ選定スルモノトス	 
	 	 	 	 二、輪廓ノ大サ、題字及ビ受験番号ノ書体ハ適宜トス。（右	 四時間）	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第64回（1936〈昭和11〉年）	 
予備試験問題	 
（答案ハ鉛筆ニテ正確ニ画キ要所ニハ記号ヲ附スベシ）	 
一、甲	 大サ任意ノ円ヲ与へ其面積ヲ同心円ヲ以テ三等分セヨ。	 
	 	 乙	 相切スル直径五十粍ノ二ツノ円ノ一ツガ他ノ円ニ フテ回転スルトキ其切点ノ
軌跡ヲ求メヨ。	 
二、定点Pヨリ定直線ＡＢト四十五度ノ角ヲナシテ交ル二直線ヲ引ケ。	 
	 	 （第一図）	 
	 
三、与へタル点ヲ通リ与へタル円錐ニ切シ水平面ト三十度傾ク直線ヲ引ケ	 
	 	 （第二図）	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四、第三図ハ点Ｏニ於テ互ニ垂直ニ交ル三直線ノ平面図ト其内ノ一ツノ水平跡Ａノ投影ナ
リ、其立面図ヲ完成セヨ。（第三図）	 
	 
五、稜ノ長サ五十粍ノ正八面体ヲ其断面ガ正六角形トナル位置ニ於テ截断シタルモノ、投
影ヲ画キ且ツ之ヲ展開セヨ。	 
	 （以上四時間）	 
本試験問題	 
（第一日ノ分）	 
一、任意ノ四面体（正四面体ヲ除ク）ニ外接スル球ヲ画ケ。	 
二、第一図ニ示ス与ヘタル斜円柱ニ水平面ト六十度傾ク切平面ヲ作レ。	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三、定円Ｏガ定円錐Ｖ及水平面ニ投ズル影ヲ求メヨ。第二図	 
	 
四、第三図ニ示ス立方体ノ透視図ヲ作レ。	 
	 	 但シ地平線ノ高サ五十粍ミリ、画面ト画者ノ距離百二十粍トス。	 
	 	 注意	 地平線外消失点ノ求メ方ヲ明示スベシ。	 
	 
	 	 	 右四時間	 	 
	 	 注意｛答案ハ鉛筆ニテ正確ニ画キ、要所ニハ記号ヲ附スベシ	 	 
	 	 答案ハ一問一枚ニ画クベシ	 
（第二日ノ分）	 
図ニ示スハ内空半円柱ト其上ニ戴ル円盤ノ陰影ナリ。之ヲ左記ノ寸法ニ依リ墨入製図スベ
シ。	 
一、円柱及ビ円盤ノ直径七十五粍、厚サ五粍、円柱ノ高サ八十粍、	 
二、輪廓ノ大サハ横三百三十粍、縦二百三十粍	 
	 	 注意	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 （イ）題字ハ「陰影図法」或ハ「Shades	 and	 Shadows」ノ内其一ヲ撰ミ、書体ハ受験番
号共ニ適宜トス	 
	 （ロ）図ニハ要所ニ記号ヲ附スベシ	 
	 （ハ）図法ニハ本図以外ノ方法ニ拠ルモ随意トス	 
	 	 右	 四時間	 
	 
	 
第66回（1937〈昭和12〉年）	 
予備試験問題	 	 
（答案ハ鉛筆ニテ正確ニ画キ要所ニハ記号ヲ附スベシ）	 
（一）甲。準線及頂点ヲ与ヘテ抛物線ヲ画キ且ツ頂点以外ノ周上任意ノ点ニ於テ是ニ切線
ヲ引ケ。	 
	 	 	 	 但シ準線ト頂点トノ距離ハ三十粍ミリトス	 
	 	 	 乙。円ヲ与ヘ是ニ内接スル正五角形及正十角形ノ一辺ノ長サヲ求メヨ。	 
（二）点Pヨリ五十粍ノ距離ニアル一平面ノ水平跡ヲT	 tトスルトキ其ノ直立跡ヲ求メヨ。
（第一図）	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（三）底ノ直径八十粍､高サ七十粍ノ直円錐ヲ与ヘ、頂点ヨリ此表面ヲ二回旋シテ底ニ至
ル螺線ヲ作レ。	 
（四）定直線ABヲ含ミ定平面Tニ垂直ナル平面ヲ画キ且ツ此二平面ノ交接線ヲ求メヨ。	 
	 	 	 	 	 （第二図）	 
	 
（五）第三図ニ示ス二ツノ六角錐ノ相貫体ヲ見出セヨ。	 
	 	 	 右	 四時間	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本試験問題	 
（第一日の分）	 
一、与ヘタル四点A、B、C、Dヨリ等距離ニアル平面ノ内其ノ一ヲ求メヨ	 
	 （第一図）	 
	 
二、第二図ニ示ス二直線 AB、CDヲ導線トシ、平面 Tヲ導面トスル拗面（拗四辺形）ヲ画
キ且つWYヲ基線トシテ其ノ副立面図ヲ作レ。	 
	 
三、内空円錐台ノ陰影ヲ求メヨ。（第三図）	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四、第四図ノ図形ヲ透視図ニ画キ是ニ陰影ヲ施セ。（特ニ陰影ノ図法ヲ明示スベシ）	 
	 	 但シ地平線ノ高サ三十粍、画面ト画者ノ距離百三十粍トス	 
	 
（第二日ノ分）	 
図ニ示ス斜円注ノ截断及ビ表面ノ展開ナリ。之ヲ左記ニ從ヒ墨入レ製図スベシ。	 
	 一、円柱ノ底面ノ直径五十五粍	 
	 二、軸ハ底面ニ対シ四十五度傾ク	 
	 三、截断平ｔ‘	 T	 ｔハ水平面ト六十度傾ク	 
	 四、輪廓ノ大サ三百三十粍及ビ二百三十五粍	 
	 	 	 	 注意	 
	 	 	 	 イ、題字ハ「円柱ノ截断及ビ展開」或ハ「Section	 and	 development	 of	 a	 cylinder」
ノ内一ツヲ選ミ、書体ハ受験番号共ニ適宜トス。	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 ロ、図ニハ要所ニ記号ヲ附スベシ。	 
	 	 	 	 以上	 四時間	 
	 
	 
	 
	 
第68回（1938〈昭和13〉年）	 
予備試験問題	 
（一）甲。底辺百粍ミリ高サ七十粍頂角六十度ノ三角形ヲ作レ。	 
	 	 	 乙。頂点間ノ距離四十粍、焦点間ノ距離六十粍ヲ与ヘ双曲線ヲ作リ、且ツ頂点以外
ノ曲線上任意ノ点ニ於テ切線ヲ引ケ。	 
（二）T、S二平面ノ夾角ヲ二等分スル平面ヲ作レ（第一図）。	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（三）第二図ニ示ス円錐ヲ其ノ頂点ヲ通ル平面ニテ其ノ截口ヲ求メヨ。	 
	 	 	 但シT	 ｔ	 ハ平面ノ水平跡トス。	 
	 
（四）第三図ニ示ス三角柱、四角柱ノ相貫体ヲ見出セ。	 
	 
（五）第四図ヲ等角投影図ニテ示セ。	 
	 	 	 但シ等角尺ヲ使用スベシ。	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 右	 四時間	 
本試験問題	 
（第一日ノ分）	 
（一）二直線AB、CDト交リ基線ニ平行ノ直線ヲ引ケ（第一図）	 
	 
（二）断面ノ直径五十粍ニシ於テ球ヲ截断シ、且ツ点Pヲ含ミ水平面ト六十度傾ク平面ヲ
作レ（第二図）但シ断面投影ハ省略シ唯平面ノ跡ノミ示スベシ	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（三）第三図ニ示ス回転体ニ陰影ヲ施セ。	 
	 
（四）第四図ノ四角柱ト三角柱ノ透視図ヲ作レ。	 
	 	 	 	 	 	 但シ地平線ノ高サ四十粍、画面ト画者トノ距離百三十粍トス。	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（第二日ノ分）	 
図ニ示スハ螺旋面ナリ。之ヲ左記ノ寸法ニ依リ墨入製図スベシ。一、直径D粍、二、歩ミ
P八十五粍、三、輪廓ノ大サ三百三十粍及ビ二百三十粍、	 
	 	 	 （注意）	 
	 	 	 	 イ、題字ハ「螺旋面」或ハ「Helicoid」ノ内其ノ一ツヲ選ビ、書体ハ受験番号共
ニ適宜トス。	 
	 	 	 	 ロ、図ニハ要所ニ記号ヲ附スベシ。	 
	 	 	 （以上四時間）	 
	 
	 	 
第70回（1939〈昭和14〉年）	 
予備試験問題	 
（一）甲	 菱形ノ対角線ノ一ツニ平行ナル直線ヲ以テ此面積ヲ三等分セヨ。	 
	 	 	 乙	 間隔等シカラザル三ツノ平行線上ニ頂点ヲ有スル正三角形ヲ作レ。	 
（二）第一図ニ示ス截頭五角錐ニ外接スル球ヲ作レ。	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（三）斜正方柱ノ表面ヲ展開セヨ。（第二図）	 
	 
（四）空間ノ一点ヲ頂点トシテ軸互ニ垂直ニ交ル二ツノ直円錐（頂角九十度、百二十度）
ノ交切線ヲ求メヨ。	 
（五）第三図ニ示スa	 b	 c	 d	 ハT平面上ニアル三角形ノ平面図ナリ、其ノ立面図ヲ求メ且
ツT面ヲ水平面ニ倒シテ其ノ実形ヲ求メヨ。	 
	 	 	 右	 四時間	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本試験問題	 
（一）点Pヨリ二十粍ノ距離ニ於テ水平面ト六十度傾キ直線ABニ平行ノ平面ヲ一ツ作レ。	 
（二）四面体ニ内接スル球ヲ求ム。	 
（三）第三図ニ示ス内空半球ノ陰影ヲ求む（図略）	 
（四）第四図ノ方錐台ノ透視図ヲ画キ之ニ陰影ヲ施セ但シ地平線ノ高サ四十粍画面ト画者
トノ距離百十粍トス。	 
	 
（製図問題欠落）	 
	 
第72回（1940〈昭和15〉年）	 
予備試験問題	 
（一）甲	 辺ノ長サ六十粍、八十粍及百粍ナル正三角形ＡＢＣノ底辺ＢＣニ垂直ナル直線
ヲ以テ三角形ノ面積ヲ二等分セヨ。	 
	 	 	 乙	 半径五十粍ノ円ニ内接シ且ツ互ニ接スル半径二十五粍及ビ二十粍ノ二ツノ円
ヲ画ケ。	 
（二）定直線ＡＢト平面Ｔトノ間ノ角ヲ求メヨ（第一図）	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（三）Ｖヲ頂点トシ球Ｏヲ包絡スル円錐ノ水平面トノ交截線ヲ見出セ（第二図）	 
	 
（四）二直線ＡＢ、ＣＤニ於テＡＢヲ軸トシＣＤヲ回転シテ生ズル曲面ヲ求メ、且ツ其ノ
面上ノ点Ｐ点ニ切スル平面ヲ画ケ（第三図）	 
	 
（五）第四図ニ示ス円環ト円柱ノ相貫体ノ交截線ヲ求メヨ。	 
	 	 	 右	 四時間	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 本試験問題	 
（注意）答案ハ鉛筆ニテ正確ニ画キ、要所ニハ記号ヲ附スベシ。答案ハ一問一枚ニ画クベ
シ。	 
（第一日ノ分）	 
１、球面上ニ与ヘタル二点P、Q間ノ最短距離（測地線）ヲ求メヨ。（第一図）	 
	 
２、第二図ニ示ス直線Ａ、Ｂヲ含ミ球Ｏニ切スル平面ヲ求ム。	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３、直線ＶＯヲ軸トシテ円錐ノ投影ヲ完成シ、之ニ陰影ヲ施セ。（第三図）	 
	 
４、第四図ニ示ス立体ノ透視図ヲ作レ。但シ地平線ノ高サ三十粍ニシテ、画面ト画者トノ
距離百四十粍トス	 
	 	 	 —（右四時間）—	 
	 
（第二日ノ分）	 
図ニ示ス円錐ト方盤ノ陰影ヲ求メ、コレヲ墨入製図スベシ。但シ輪廓ノ大サ横三百三十粍
縦二百三十粍。	 
（注意）一、題字ハ「陰影図法」或ハ「Shades	 and	 Shadows」ノ内其ノ一ヲ撰ミ、書体ハ
受験番号共ニ適宜トス	 
	 	 	 	 二、図ニハ要所ニ記号ヲ附スベシ—（右四時間）—	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第74回（1941〈昭和16〉年）	 
予備試験問題	 
（一）甲	 任意ノ不等辺三角形ノ各頂点ヲ通ル楕円ヲ画ケ。	 
	 	 	 乙	 正方形ノ一辺上ニ与ヘタル点ヨリ此面積ヲ三等分スル直線ヲ引ケ。	 
（二）第一図ニ示ス円柱ニ切シ直線ＭＮニ平行ノ平面ヲ求ム。	 
	 
（三）第二図ハ円錐ト半円柱ノ相貫体ノ立面図ナリ此平面図ヲ作レ。	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（四）直径四十粍歩ミ（ぴつち）五十粍ノ柱状螺旋ヲ画キ且ツ之ヲ導線トシテ類似拗面ヲ
作レ。	 
（五）第三図ノ四ツノ球ヲ等角投影図ニテ示セ。	 
	 
本試験問題	 
	 （欠落）	 
	 
第76回（1942〈昭和17〉年）	 
予備試験問題	 
（一）甲	 一直線ＡＢ及ビコレヨリ等シカラザル距離ニ二点Ｐ、Ｑヲ与ヘ此点ヲ通リＡＢ
ニ切スル円ヲ作レ	 
	 	 	 乙	 辺ノ長サ百二十粍、百粍及ビ八十粍ノ三角形内ニ短辺六十粍ナル相似三角形ヲ
作レ。	 
	 	 	 	 但シ二ツノ三角形ノ対応スル各辺ハ夫々等距離ニ於テ平行ナリトス。	 
	 （二）点Ｐヲ含ミ平行二直線ＡＢ、ＣＤト等距離ニアル平面ヲ作レ、（第一図）。	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（三）第二図ハ円環ノ四分の一ノ投影図ナリ、其ノ表面ヲ近似展開セヨ。	 
	 
	 （四）点Ｐヨリ三角形ＡＢＣニ垂線ヲ画ケ、（第三図）。	 
	 
（五）頂点ヲ基線上ニ置キ両投影面ニ接スル高サ五十粍底円ノ直径六十粍ノ円	 	 錐ヲ作
レ。	 
	 	 右	 四時間。	 
本試験問題	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 （欠落）	 
	 
第78回（1943〈昭和18〉年）	 
予備試験・本試験問題	 （欠落）	 
	 
	 274	 
「図案」試験問題	 	 
第８回（1894〈明治27〉年）	 
毛筆画	 自在画（鉛筆画）	 
花瓶	 	 
物体意匠各自の意に於て図案せしむ。	 
但正面図を作り平面図は略すべし。	 
	 
第９回（1895・明治28年）	 
図案	 
左に示したる図は水注の正面図にして其の外形のみを画きたるものなり、之に各自の考案
を以て装飾を施すべし。	 
	 但し本場内に備へ置きたる花葉を選びて其の材料に用ふべし。	 
	 
第10回（1896〈明治29〉年）	 
毛筆画	 鉛筆画	 
図案	 花瓶、品質金属、正面図。	 
	 
第11回（1897〈明治30〉年）	 
毛筆画	 
図案	 田舎。	 
鉛筆画	 
図案	 室内の図。	 
	 
第12回（1898〈明治31〉年）	 
予備試験問題	 
毛筆画（三時間）	 
図案	 海辺の景色。	 
鉛筆画（三時間）	 
図案	 適宜に茶器を配して画け。	 
	 	 
第15回（1901〈明治34〉年）	 
予備試験問題	 
毛筆画	 鉛筆画（三時間）	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図案	 渡船場。	 図案	 渡船場。	 
	 	 	 
第16回（1902〈明治35〉年）	 
本試験問題	 
毛筆画	 
新案	 陶器図案	 
鉛筆画	 
	 
第17回（1903〈明治36〉年）	 
本試験問題	 
毛筆画	 
新案	 硯箱、蓋、図案。	 
鉛筆画	 
	 	 	 
第18回（1904・明治37）年	 
本試験問題	 
毛筆画	 
図案着色	 書籍表紙、但植物を用ふ。	 
鉛筆画	 
	 
第21回（1907〈明治40〉年）	 
予備試験問題	 
毛筆画	 
着色図案。	 
写真挟（半紙半切の大さマ マ のものにて長さ三
寸五分幅二寸五分の写真を挟むべきも
の）『アサガホ』の模様を考察して画き
之に適当の配色をなすべし。	 
但し写真は白の単衣を着したる人物の半身
像にて其後景は淡黒色とす。	 
鉛筆画	 
本試験問題	 
毛筆画	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模様図案。	 
	 
第22回（1908〈明治41〉年）	 
予備試験問題	 
毛筆画・鉛筆画共通	 
図案（着色）	 
	 丸形陶器製の菓子皿の内部に左の題によりて考案したる模様を画け。	 
題	 蝶	 	 
	 但し次項に注意すべし。	 
一、模様は実物より硬化マ マ したるものとす。	 
一、菓子皿の直径は曲尺五寸五分とし其平面図及立画面を要す。	 
一、立面図は高さを随意として図を切折して其一方に截断面を示せ。	 
	 
第23回（1909〈明治42〉年）	 
予備試験問題	 
毛筆画・鉛筆画共通	 
図案	 壁紙として連続模様を画け。	 
	 	 	 但楓葉を以て模様を考案し着色すべし	 
本試験問題	 
毛筆画・鉛筆画共通	 
図案	 
水差を考案し其正面及平面図を画け。	 
	 但其平面の画は四分の一を切断したるものを現し其正面図は中心点より左若くは右の
半部に切断を現はす如く画くべし。又別に水差の表面を展開し、之に適当なる植物模
様を附すべし。	 
	 
第24回（1910〈明治43〉年）	 
予備試験問題	 
毛筆画	 鉛筆画	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図案	 	 
唐金の香爐。	 
形ち（ママ）動物紫檀台付但香爐の高さ曲
尺五寸以内台は上図に相当に作り別に
火を入る所と煙の出づる位置につき說
明せよ。	 
本試験問題	 
	 鉛筆画	 
模様図案	 	 水仙、左の花瓶形に描くべし。
（図略）	 
	 
第25回（1911〈明治44〉年）	 
予備試験問題	 
毛筆画	 鉛筆画	 
図案	 燭台の図	 （高さ七寸）	 
本試験問題	 
毛筆画・鉛筆画共通	 
著色図案（二時間）	 
一、「ダリヤ」を硬ママ化し硯箱蓋（展開図）に模様を附すべし。	 
	 
第26回（1912〈大正元〉年）	 
予備試験問題	 
毛筆画	 鉛筆画	 
図案	 牽牛花に因める帯模様。	 
	 画法注意	 
一、画紙を横にし縱二寸横一尺の長方形を
画き其中に牽牛花に因める帯模様を作
るべし。（帯模様とは各種工芸品の縁飾
に用ゆる長く続きたる模様の名なり）	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二、牽牛花は花、蕾、葉何れを使用するも
宜しけれども他の草木を混用するを許
さず。	 
三、牽牛花の実物若くは他の絵画等を見る
べからず全各自の記憶より画くべし。	 
四、必要と認むる者は時間の許す限り濃淡
を施すも随意なり。	 
本試験問題	 
毛筆画	 
着色図案（四時間）	 	 
菊花を便化してテーブル掛の隅模様及地模
様を画け。但地模様は菊花に限らず任
意。	 
鉛筆画	 
書籍表紙の図案（四時間）	 
（イ）菊花と水に因める模様。	 
（ロ）書籍は横九寸縱六寸の横本。	 
（ハ）表題の文字は四字と著者の姓名五字
とを記入すべき部分を作ること。	 
（ニ）製本は大和綴にすること。	 
	 
第27回（1913〈大正２〉年）	 
予備試験問題	 
	 鉛筆画	 
百合花図案	 
	 底辺五寸左右兩辺一尺の二等辺三角形を
画き其中に適当するべく百合花に因め
る模様を作れ、花葉の数及蕾を画くと
否は総て随意なり。	 
	 但し鉛筆一色、彩色すべからず、又絵画
写真等を参考するを許さず。	 
本試験問題	 
毛筆画	 鉛筆画	 
	 （欠落）	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第28回（1914〈大正３〉年）	 
予備試験問題	 
毛筆画	 鉛筆画	 
舗物の図案（二時間）	 
	 左の略図の如き二線の間に蜻蛉に因める
模様を画け但鉛筆にて濃淡を着くるは
随意なれども着色は為すべからず。	 
本試験問題	 
毛筆画	 
図案（着色）（四時間）	 
薔薇（壁紙四方模様）	 
鉛筆画	 
花瓶の図案	 
一、質、陶器。	 
一、寸法	 口円の直径二寸五分底円の直径
三寸、高さ一尺。	 
一、模様	 銀杏の葉に因めるもの。	 
（注意）模様は一面にして宜し。	 
一、要点、形の優劣、模様化する巧拙、配
合の良否。	 
	 
第29回（1915〈大正４〉年）	 
予備試験問題	 
毛筆画	 鉛筆画	 
兎に因める図案（二時間）	 
	 辺の長さ二寸五分と七寸の長方形を縱に
画き其中に兎に因める模様を画け。	 
（注意）鉛筆一色にて画き濃淡を着くと否
とは随意とす。	 
意匠に多少の植物を附加するも妨げなし寸
法は曲尺。	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本試験問題	 
毛筆画	 
着色図案	 	 
桔梗、薄（織物模様二方連続）	 
鉛筆画	 
彩色図案の模様を作れ。	 
	 一辺の長さ三寸の正八角を画き其中に適
当に浜菊を模様化（便化）して配置せ
よ、但浜菊は生花一枝を各自に支給す、
用品は第二問と同じく中学程度のもの
に限る。	 
	 
	 
第30回（1916〈大正５〉年）	 
予備試験問題	 
毛筆画	 鉛筆画	 
敷瓦の図案	 
	 菊花を用ひて左の略図の如き四個の正方
形に当嵌むべき連続模様を画け。	 
（注意）花の外葉茎を図中に入るるも任意
なり。鉛筆にて濃淡を著くるは随意な
れども着色の要なし。	 
本試験問題	 
毛筆画	 
着色図案	 	 水に水仙、花瓶の模様。（	 但	 し
花瓶は任意の形による）（四時間）	 
鉛筆画	 
ダリヤの花を応用せるクッション模様（着
色）	 
	 
第31回（1917〈大正６〉年）	 
予備試験問題	 
毛筆画	 鉛筆画	 
机掛の図案	 
	 燕子花を用ひて机掛に応用すべき模様を
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画け。（注意七寸四分の方形内に机掛の
半分に相当すべきものを画くべし）花
の蕾葉何れも画くも随意なり鉛筆にて
濃淡を画く。（以上四時間）	 
本試験問題	 
毛筆画	 
	 
鉛筆画	 
バラ花を與へ二方連続の壁紙模様を画かし
む。	 
	 着色図案（右四時間）	 
	 
第32回（1918〈大正７〉年）	 
予備試験問題	 
毛筆画	 鉛筆画	 
図案	 	 
紫陽花を用ひて菓子皿の模様を描け。	 
本試験問題	 
毛筆画	 
柳に燕、四方連続壁紙模様、着色（以上四
時間）	 
鉛筆画	 
着色図案	 ジンシヤの花を用ひて檀通の角
枠模様を描かしむ。	 
	 
第33回（1919〈大正８〉年）	 
予備試験問題	 
毛筆画	 鉛筆画	 
図案	 	 
陶器花瓶、百合花模様、太	 さ	 竪	 九	 寸	 随	 意	 。（	 右
四時間）	 
注意	 角孰れも各自の記憶と想像とに依り
て描くべく標本及參考品等を見ること
を厳禁す。	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本試験問題	 
毛筆画	 
図案	 	 菊花壁模様。	 
鉛筆画	 
菊花襖紙模様（竪五寸横一尺にして竪に連
続）（	 四	 時	 間	 ）	 
	 
第34回（1920〈大正９〉年）	 
予備試験問題	 
毛筆画	 鉛筆画	 
図案	 	 
牽牛花を模様化して正方形内に納め彩色を
施すべし。（以上四時間）	 
本試験問題	 
毛筆画	 
図案	 菊、水仙着色壁四方連続	 
（以上	 四時間）	 
鉛筆画	 
着色図案	 
正三角形、正方形内に各花より応用せられ
たる模様を当嵌めよ。	 
二方連続模様を描け。（右四時間）	 
	 
第35回（1921〈大正10〉年）	 
予備試験問題	 
毛筆画	 鉛筆画	 
着色図案	 	 
蜻蛉を模様化して正三角形内に当嵌めよ。	 
本試験問題	 
毛筆画	 
図案	 壁紙模様（楓と菊）（四時間）	 
鉛筆画	 
図案	 	 
百合花輪を配合して正円内に当嵌めよ。但
し着色は四色とす。	 
（四時間）	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第36回（1922〈大正11〉年）	 
予備試験問題	 
毛筆画	 鉛筆画	 
図案	 	 
一羽の鷄を模様化して円形、長方形、正三
角形内に各当嵌せよ。	 
	 
毛筆画	 
壁紙四方連続模様（着色）	 
紅葉馨、コスモスを配合。（八寸に七寸の長
方形）（四時間）	 
鉛筆画	 
図案	 
九月號小供（ママ）雜誌の表紙を描け。（四
時間）	 
	 縱七寸、横五寸五分。	 
	 画風は図案化されたるものとす。	 
	 彩色は四色に限る。	 
	 
第38回（1923〈大正12〉年）	 
予備試験問題	 
毛筆画	 
	 
鉛筆画	 
百合花を応用して二方連続模様を描け。	 
	 着色は赤黄緑墨の四色とす、白紙の地色
を利用するも可。（二時間）	 
本試験問題	 
毛筆画	 
図案	 	 	 
瞿麥と桔梗を用ひて直径七寸の円内に当嵌
せよ。（四時間）	 
鉛筆画	 
絵画展覧会の広告画。	 
注意	 形状随意、着色は四色に限る、文字
は適当に納めて直に使用し得るものと
す。（三時間）	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第40回（1924〈大正13〉年）	 
予備試験問題	 
日本画	 西洋画	 
図案	 
自然物より硬化マ マ したる二種の単独模様を描
け。	 
黒、赤、黄の三色を用ふ。（二時間）	 
本試験問題	 
日本画	 
図案	 	 	 
図画教科書の裝幀。（四時間）	 
中学校師範学校高等女学校用のものとす印
刷は四度刷りとし寸法は横五寸餘、縱
四寸餘	 
西洋画	 
図案	 
図画教科書の裝幀。（四時間）	 
縱五寸餘横四寸餘、中学校師範学校高等女
学校のものとす印刷は四度刷りに限る
こと。縱横随意	 
	 
第42回（1925〈大正14年〉	 
予備試験問題	 
日本画	 西洋画	 
図案、薔薇花の便化（淡色）（二時間）	 
本試験問題	 
日本画・西洋画共通	 
図案	 花瓶（陶器）（	 四	 時	 間	 ）	 
	 
第44回（1926〈大正15〉年）	 
	 予備試験問題	 
日本画	 西洋画	 
図案	 
三角形の内部円形の外部に適当の模様を作
れ。（彩色）（二時間）	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本試験問題	 
日本画・西洋画共通	 
図案	 百合花を便化し、単独、連続、双対の三種を物品に応用せよ。	 
（一枚に一種、一枚に二種）	 
	 
第46回（1927〈昭和２〉年）	 
予備試験問題	 
日本画	 西洋画	 
正方形内に一匹の兎を硬化マ マ して当嵌せよ。
但し彩色せよ。	 
本試験問題	 
日本画・西洋画共通	 
図案	 コーヒー茶碗の形と模様。	 
	 
第48回（1928・〈	 昭	 和	 ３	 〉	 年	 ）	 
予備試験問題	 
日本画	 
直径八寸の円内に春の草花二種を随意の選
び之を模様化して当嵌めよ。	 
（色数随意）	 
西洋画	 
図案	 クッションに龍の模様を描け。（彩
色）右、二時間	 
本試験問題	 
花瓶の図案、資料、夏に関する模様、大さマ マ 色随意。	 
	 
第50回（1929〈昭和４〉年）	 
予備試験問題	 
日本画	 
図案、書籍表紙図案。但し資料及び大さマ マ 任
意、色数は三色とす。	 
西洋画	 
自然模様と幾何模様	 
	 
本試験問題	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日本画・西洋画共通	 
図案、美術雜誌七月号の装釘、印刷は二度刷りをす。文字其他凡て実用的に表出すること。
（以上四時間）	 
	 	 	 
第52回（1930〈昭和５〉年）	 
予備試験問題	 
日本画	 
手拭図案、運動会用のもの、色、資料随意
（二時間）	 
西洋画	 
図案	 百合花の硬化（彩色）（二時間）	 
本試験問題	 
日本画・西洋画共通	 
図案	 門。	 
（注意）イ、住宅学校其他任意	 ロ、自在画式に描いて差えなし。	 
ハ、彩色を要す。ニ。石コンクリート木等使材料の説明を要す。（四時間）	 
	 
第54回（1931〈昭和６〉年）	 
予備試験問題	 
日本画	 
図案	 	 
直径二十センチメートルの円内に水仙の充
塡模様を画け。色数随意。（二時間）	 
西洋画	 
図案	 	 
菊花の模様化、黄赤黒の三色。（注意画用紙
を使用し一図に描くべし）	 
本試験問題	 
日本画・西洋画共通	 
図案	 「電気スタンド」縮尺を以て高さを示しその用材を說明せよ。（四時間）	 
	 	 
第56回（1932〈昭和７〉年）	 
予備試験問題	 
日本画	 
図案、長さ二十五センチメートル、巾二千
西洋画	 
図案	 直線と曲線との結合によりて成れる
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（ママ）センチメートルの長方形に花
を配したる縞模様を考案せよ、色数資
料随意。（二時間）	 
連続模様を画け。	 
本試験問題	 
日本画・西洋画共通	 
図案	 パラソル。但し開きたるもの閉ぢたるもの各二図を描き材料の說明を附すべし。（四
時間）	 
	 
第58回（1933〈昭和８〉年）	 
予備試験問題	 
日本画	 
図案	 
春の花を資料として風呂敷図案を画がけ。
但色数随意（二時間）	 
西洋画	 
図案	 
団扇（彩色を要す）	 
（二時間）	 
本試験問題	 
日本画	 
図案	 	 
洋風置時計を考案せよ。	 
但色数大さ（ママ）等随意、正面図平面図
を示せ。	 
西洋画	 
図案	 
煙草セット	 
注意	 １、寸法の割合を示せ	 
	 	 	 ２、使用材料の説明	 
（四時間）	 
	 
第60回（1934〈昭和９〉年）	 
予備試験問題	 
日本画	 
図案	 
一辺二〇センチメートルの正方形内に適宜
の運動具を資料として模様を作れ、色
数随意	 
西洋画	 
図案	 チューリップを模様化せよ、但し色
数は任意。	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本試験問題	 
日本画・西洋画共通	 
水彩画用の額緣を考案しその断面を画け。	 
但し絵もマットも画け（図案）・・・以上四時間	 
	 
第62回（1935〈昭和10〉年）	 
	 
予備試験問題	 
日本画	 
一辺二〇cm.ノ正方形ニ曲線ト直線ヲ用ヒ
テ当嵌模様ヲ画ケ、彩色随意（右	 三
時間）	 
注意	 画用紙を使用すべし	 
西洋画	 
当嵌模様（彩色）但し鳥と植物を資料とし
て作れ（右	 三時間）	 
注意	 画用紙を使用すべし。	 
本試験問題	 
日本画・西洋画共通	 
図案	 電気スタンドの（ママ）創案ヲセヨ、但シ彩色ヲ施セ（以上四時間）	 
	 
第64回（1936〈昭和11〉年）	 
予備試験問題	 
日本画	 
図案（画用紙使用）	 
直径二十五センチメートルの円内に左の形
を資料として充塡模様を考案せよ。	 
正方形。扇形。渦線。矩形。	 
右	 二時間	 
西洋画	 
図案（画用紙使用）	 
半円・四角・三角の三種の形を資料として
当嵌模様を考案せよ。	 
右	 二時間	 
	 
本試験問題	 
日本画・西洋画共通	 
図案（日本画西洋画とも）（四時間）	 
陶磁器の花瓶を考案し且つそれに最も調和の良き背景をつけよ。	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第66回（1937〈昭和12〉年）	 
予備試験問題	 
日本画	 
図案	 
野菜二種を資料として平面模様を考案せ
よ。但し色数、大サ（ママ）随意とす。	 
右	 二時間	 
西洋画	 
図案	 
魚を資料とする単独模様を作れ	 
但し色彩を用ゐよ	 
右	 二時間	 
	 
本試験問題	 
日本画・西洋画共通	 
図案	 置時計ヲ考案セヨ	 
	 
第68回（1938〈昭和13〉年）	 
予備試験問題	 
日本画	 
図案	 
直径二〇センチメートルの円内に左の形を
適当に組合せて図案を構成せよ。	 
イ、渦線	 ロ、長方形	 ハ、円	 	 
右	 二時間	 
西洋画	 
図案	 
図画展覧会のポスター図案を作れ。但し色
彩を用ゐよ。	 
右	 二時間	 
	 
本試験問題（欠落）	 
	 	 
第70回（1939〈昭和14〉年）	 
予備試験問題	 
日本画	 
図案	 左の形を適当に組合せ正方形内に平
面模様を考案せよ。（画用紙ニ画クベ
シ）	 
西洋画	 
中等学校用図画教科書の表紙を図案せよ。	 
但し色数随意・文字も書け、	 
右	 二時間	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長方形、半円、三角形、但し大さ色数随意	 
	 右	 二時間	 
	 
本試験問題（欠落）	 
	 
第72回（1940〈昭和15〉年）	 
予備試験問題	 
日本画	 
図案	 	 
直径二十二センチメートルの円内に魚介を
資料として充塡模様を考案せよ。	 
但し色は随意とす。	 
右	 二時間	 
西洋画	 
図案	 円一ツ・半円二ツ・正四辺形一ツ・
矩形一ツヲ組ミ合ハセテ、模様ヲ作レ。	 
但シ彩色ヲ用ヰヨ。	 
右	 二時間	 
本試験問題（欠落）	 
	 
第74回（1941〈昭和16〉年）	 
予備試験問題	 
日本画	 
図案	 
桜ト松ヲ資料トシテ書物ノ裝幀図案ヲ考案
セヨ。形式、色数随意。	 
右	 二時間	 
西洋画	 
図案	 	 
国防に関係ある、ポスター図案を作れ	 但
し色数は随意。	 
右	 四時間	 
本試験問題（欠落）	 
	 
第76回（1942〈昭和17〉年）	 
予備試験問題	 
日本画	 
図案	 
国防に関するポスターを考案せよ。	 
但し色数は四色とす。	 
西洋画	 
図案	 
国防ニ関スルポスターヲ考案セヨ。	 
但シ色数ハ四色トス。	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 右	 四時間	 
本試験問題（欠落）	 
	 
第78回（1943〈昭和18〉年）	 
予備試験・本試験問題（欠落）	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「教授法」試験問題	 
第３回・第４回	 
教授法（口答）	 
説明	 
照鏡画法は屏風の図を作らしむ。	 
但し其位置大小等は実物を示して詳かに説明する筈なり。	 
製図器械用法は各の製作図を与へ実地に之を使用せしめ其巧拙熟否を試む。	 
工夫画は寸尺を定めたる方形内舗物の模様を作らしむ。	 
写生は石膏製の彫像を写さしむ。	 
授業法は授業に必要なる件、例へば臨画せしむるに臨本を与ふる順序如何と言ふの類十余
枚を示して批評鑑定せしむ。	 
	 
第５回（1891〈明治24〉年）	 
授業法（口答）	 
一、図案画	 燭台。	 
	 
第６回（1892〈明治25〉年）	 
授業法	 
尋常中学校及尋常師範学校の両校に於て教授する画学の目的は同一なるや否や学生に授
くる臨本画の順序は如何	 
臨本を選ぶには如何なる目的を以つてなすや。	 
学生をして或る方錐形を投影図に描かしむるに如何なる説明を以てするや。	 
器械或は家屋等の図画上に於て細太の線を用ふるは如何又製図上の光線の射度に定規あ
るや否や。	 
学生をして或る物体を写生するに当りては如何なる順序を以て着手せしむるや。	 
（試験委員は学生の描きたる自在画を数葉出し）受験者をして此画を甲乙丙の参種に区別
せしめたり。	 
（試験委員は学生の描きたる図画を参枚取出し）受験者をして此図画に誤描あるや否やを
答弁せしめたり。	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第7回（1893〈明治26〉年）	 
教授法	 
一、尋常小学に於て教授すべき図画の種類を記せ。	 
二、高等小学卒業試験に於ける用器画問題（幾何画法）二題を作れ。	 
参、臨本を与ふるに付て注意すべき要点を記せ。	 
四、樹木巌石等の如き常に一定せざる形状を描写せしむるに如何なる順序を用ふべきか。	 
五、生徒の成績（自在画）を鑑査するには如何なる標準に依るべきか。	 
六、玆に十葉の鉛筆画あり之を甲乙丙の参等に分かつべし（毛筆画受験者は本題を除く。）	 
七、尋常中学校或は高等女学校の程度に依り投影画法の試験問題を作れ。	 
	 	 但し参面錐体を用ふるものと假定す。	 
	 
第８回（1894〈明治27〉年）	 
教授法（毛筆画、鉛筆画）	 
一、小学校に於て教授すべき図画の種類を記せ。	 
二、小学校に於て写生を成さしむる画は如何なる方法によるか。	 
参、図案を練習せしむる方法を記せ。	 
四、図画科教場に於て特別に注意すべき要点は如何。	 
五、長短二径を定めて楕円形を作る方法の中其一種を説明すべし。	 
六、爰に鉛筆画及毛筆画の模写せしもの各六葉あり、之を甲乙丙の参等に区別せよ。	 
	 
第９回（1895〈明治28〉年）	 
教授法	 
一、用器図（ママ）	 臨画、写生等に就き実地教授を試み且つ鉛筆画及毛筆画の臨写せし
もの数葉を与へ之を甲乙丙の参等に区分せしむ。	 
	 
第10回〜第16回（1896〈明治29〉年〜1902〈明治35〉年）	 
	 （欠落）	 
	 
第17回（1903〈明治36〉年）	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教授法	 
一、写生を課する場合に於て生徒に与ふる注意の点を問ふ。	 
二、師範学校中学校及高等女学校に於ける図画の授業時間数及其配当如何。	 
参、用器画と自在画の関係如何。	 
四、投影画に於ける重なる原則の或るものを述べよ。	 
	 
第18回〜第29回（（1904〈明治37〉〜1915〈大正４〉年）	 
	 （欠落）	 
	 
第30回（1916〈大正５〉年）	 
教授法	 
一、石膏胸像の写生を初学者に課せんとするに当りて要すべき説明及注意如何。	 
	 
第31回（1917〈大正６〉年）	 
教授法（毛筆画）	 
一、臨画教授の目的及其応用に関して。	 
二、椿花の臨本により其形状変化の理由を説明せしむ	 
教授法（鉛筆画）	 
一、初学年の生徒に対して正方形或は長方形体なる箱の類を写生せしめんとする時予め如
何なる説明を要するや。	 
但特殊教室に非ずして規程の人員を収容し而も標本一個を与ふる場合。	 
教授法（用器画）	 
一、用器画の知識と自在画の技能とが各科教授の際相互に与ふる便宜の点に就き思ふとこ
ろを述べよ。	 
二、直線と平面との交点を見出す法と言ふ問題の解説の方針を問ふ。	 
但作図に依らず実物を用ひしむ。	 
	 
第32回（1918〈大正７〉年）	 
教授法（毛筆画）	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一、ダリヤの花の実物に就きて写生教授上透視の応用を説明せしむ。	 
教授法（鉛筆画）	 
一、生徒をして初めて建築物を描かしめんとする時は透視画法を応用して説明することを
要すべし。如何に説明すべきか。	 
教授法（用器画）	 
一、中学校に於て用器画を授ける目的を詳述せよ。	 
	 
第33回（1919〈大正８〉年）	 
教授法	 
一、中等学校図画教員たらんとせし動機。	 
	 
第34回（1920〈大正９〉年）	 
教授法	 
一、図画科教員たらんとせし動機と将来に於ける図画教育に対する意見を述べよ。	 
	 
第35回（1921〈大正10〉年）	 
	 （欠落）	 
	 
第36回（1922〈大正11〉年）	 
	 教授法	 
左の諸問題中四問又は五問を選び問ふ。	 
一、中等教育に於ける図画科教授の要旨及図画科の目的。	 
二、現代に於ける図画教育思潮及び之に関する所感。	 
参、自在画及用器画教授法に関する一般並に部分的諸問。	 
四、鑑賞教育に関する所感。	 
五、図案教授に関する所感。	 
六、其他教授上に関する緒問。	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第38回（1923〈大正12〉年）	 
教授法	 
一、中等学校に於ける図画教授の要旨。	 
二、中等学校に於ける教授の方法。	 
参、自在画と用器画との関係	 
四、臨画、写生画、図案の取扱方	 
五、色彩に就いて。	 
六、鑑賞教育について。	 
七、図画の実用的方面。	 
八、右の外本人将来の研究に資するため本人の長所及短所を参照して試験委員の希望を述
ぶ。	 
以上の中より受験者の成績等により数問を試問す。	 
	 
第40回（1924〈大正13〉年）	 
	 （欠落）	 
	 
第42回（1925〈大正14年〉	 
口述試問	 
一、図画科の目的、要旨、教授要目。	 
二、臨画、写生画、考案画に就て。	 
参、鉛筆、毛筆、クレヨン、木炭、水彩、油画の長短。	 
四、用器画教授の目的、價値自在画との関係他科との連絡。	 
五、鑑賞教育に就て。	 
六、現代に於ける図画教育思潮及之に関する所感。	 
七、芸術教育と図画教育。	 
八、図画教育をして益々有效ならしむる方法。	 
九、其他教授上に関する緖ママ件。	 
十、其他本人の実力経歷を鑑合して将来の研究方針に就いて注意を与ふ。	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第44回〜第50回（1926〈大正15〉年〜1929〈昭和４〉年）	 
	 （欠落）	 
	 
第52回（1930〈昭和５〉年）	 
口述試問（日本画西洋画）	 
	 一、過去の図画教育を顧みて将来の図画教育の方針を述べよ。	 
	 二、各自崇拝する日本及び外国の美術家をあげよ。	 
	 参、鑑賞教育の方法如何。	 
	 四、画歷、現今の美術界、鑑識、色彩の知識、教授上の要点等。	 
	 
	 
第54回〜第58回（1931〈昭和６〉年〜1933〈昭和８〉年）	 
	 （欠落）	 
	 
	 	 
第60回（1934〈昭和９〉年）	 
教授法	 
１図画教育の経験ヲ述ベヨ	 
２鑑賞教育ニ就テ	 
３美術史ノ概要	 
４受験者ノ学歷ヲ参酙シ適当ナル質問ヲ行フ	 
	 
第62回（1935〈昭和10〉年）	 
口述試験（教授法）	 
左記事項に就て答へよ	 
一、現代我ガ図画教授思潮	 
二、図案教授の方法	 
参、図画教授上西洋画ト日本画ノ特質ニ就テ	 
四、鑑賞教育ニ就テ注意スベキ点ヲ述ベヨ	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五、用器画教授ノ方法	 
	 
第64回（1936〈昭和11〉年）	 
口述試験（教授法）	 
図画教授法に就きて左の諸項を問ふ。	 
一、最近の図画教授思潮	 
二、美術史の研究について	 
参、鑑賞教育について	 
四、技術の習練について	 
五、教授上の経験について	 
	 
第66回（1937〈昭和12〉年）	 
口述試験（教授法）	 
一、図画教授上自己ノ経験セル事項ニ就テ	 
一、用器画教授上実用方面ニ就テ特ニ必要ト認ムル点ニ就テ	 
一、美術史教授上必要ヲ認ムル設備ニ就テ	 
一、日本画ト西洋画ト指導上注意スヘキ事項ニ就テ	 
一、現代ノ図画教育上特ニ注意スヘキコト	 
一、図案指導ニ就キテノ要点	 
	 
第68回〜第78回（1938〈昭和13〉年〜1943〈昭和18〉年）	 
	 （欠落）	 
	 
	 
	 
